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平成２７年第３回身延町議会定例会（１日目） 

 
平成２７年９月 ３日 
午前 ９時００分開議 
於 議 場 

 
１．議事日程 

 
日程第１ 会議録署名議員の指名 
日程第２ 会期の決定 
日程第３ 諸般の報告 
日程第４ 認定第１号 平成２６年度身延町一般会計及び特別会計歳入歳出決算

認定について 
日程第５ 報告第７号 平成２６年度決算に基づく身延町健全化判断比率及び資

金不足比率の報告について 
日程第６ 議案第８０号 身延町特定個人情報保護条例の制定について 
日程第７ 議案第８１号 身延町交通安全指導協力者災害見舞金支給条例の一部を

改正する条例について 
日程第８ 議案第８２号 身延町手数料条例の一部を改正する条例について 
日程第９ 議案第８３号 身延町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用

者負担額等に関する条例の一部を改正する条例について 
日程第１０ 議案第８４号 平成２７年度身延町一般会計補正予算（第３号） 
日程第１１ 議案第８５号 平成２７年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第

２号） 
日程第１２ 議案第８６号 平成２７年度身延町介護保険特別会計補正予算（第２号） 
日程第１３ 議案第８７号 平成２７年度身延町介護サービス事業特別会計補正予算

（第１号） 
日程第１４ 議案第８８号 平成２７年度身延町簡易水道事業特別会計補正予算（第

２号） 
日程第１５ 議案第８９号 平成２７年度身延町農業集落排水事業等特別会計補正予

算（第１号） 
日程第１６ 請願第３号 ３０人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度拡充を図

るための請願書 
日程第１７ 請願第４号 中部横断自動車道（仮称）中富インターチェンジから国

道３００号を結ぶ新設道路を求める請願書 
日程第１８ 請願第５号 請願書 
日程第１９ 請願第６号 請願書 
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２．出席議員は次のとおりである。（１４名） 

 
 １番  深 澤   勝        ２番  赤 池   朗 
 ３番  田 中 一 泰        ４番  広 島 法 明 
 ５番  柿 島 良 行        ６番  芦 澤 健 拓 
 ７番  松 浦   隆        ８番  福 與 三 郎 
 ９番  草 間   天       １０番  川 口 福 三 
１１番  渡 辺 文 子       １２番  伊 藤 文 雄 
１３番  野 島 俊 博       １４番  河 井   淳 

 
 

３．欠席議員は次のとおりである。 
 

な  し 
 
 

４．会議録署名議員（３人） 
 

 ４番  広 島 法 明        ５番  柿 島 良 行 
 ６番  芦 澤 健 拓 

 
 

５．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 
（２１人） 

町       長 望 月 仁 司 代 表 監 査 委 員 渡 邉 吉 彦 
副 町 長 望 月 幹 也 教 育 長 鈴 木 高 吉 
総 務 課 長 樋 川  信 会 計 管 理 者 竹ノ内 強 
政 策 室 長 佐 野 文 昭 財 政 課 長 笠 井 祥 一 
税 務 課 長 村 野 浩 人 町 民 課 長 望月由香里 
福 祉 保 健 課 長 穂 坂 桂 吾 観 光 課 長 柿 島 利 巳 
子育て支援課長 佐 野 昌 三 産 業 課 長 遠 藤  基 
土 地 対 策 課 長 佐 野 勇 夫 水 道 課 長 望 月 真 人 
環境下水道課長 深 沢  香 下 部 支 所 長 遠 藤 庄 一 
身 延 支 所 長 藤 田 政 士 学 校 教 育 課 長 笠 井 喜 孝 
生 涯 学 習 課 長 高 野 博 邦 
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６．職務のため議場に出席した者の職氏名（２人） 

 
議会事務局長 中 村 京 子 
録 音 係 佐 野 和 紀 
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開会 午前 ９時００分 
〇議会事務局長（中村京子君） 

 おはようございます。 
 相互にあいさつを交わします。 
 ご起立願います。 
 相互に礼。 
 （ あ い さ つ ） 
 ご着席ください。 

〇議長（河井淳君） 
 本日は大変ご苦労さまです。 
 平成２７年第３回身延町議会定例会に議員各位、ならびに町長はじめ執行部各位にはご出席

をいただき心から御礼申し上げます。 
 本定例会は条例制定、改正、補正予算案、平成２６年度決算認定等が提案されます。 
 議員各位には慎重な審議、ならびに円滑な議会運営に格段のご協力をお願い申し上げます。 
 また９月定例会におきましても地球温暖化防止および節電対策実施のため、上着・ネクタイ

の着用は自由としますのでご了承願います。 
 それでは出席議員が定足数に達しておりますので、直ちに会議を開きます。 
 本日は、議事日程第１号により執り行います。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は会議規則第１２６条の規定によって、 
 ４番 広島法明君 
 ５番 柿島良行君 
 ６番 芦澤健拓君 
を指名します。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第２ 会期の決定を議題とします。 

 お諮りします。 
 本定例会の会期は、本日から９月１４日までの１２日間にしたいと思います。 
 これにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、会期は本日から９月１４日までの１２日間と決定しました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第３ 諸般の報告を行います。 

 本定例会に町長から上程されております案件はお手元に配布のとおり認定１件、報告１件、

条例案４件、補正予算案６件の計１２案件となっております。 
 これらの説明のため、本日の説明員として地方自治法第１２１条の規定に基づき出席通知の

ありました者の職氏名につきましては、一覧表としてお手元に配布したとおりです。 
 なお、水上建設課長は欠席の届け出がありましたので報告します。 
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 また今定例会までに受理した請願書は４件で、詳細についてはお手元に配布しました請願文

書表のとおりです。 
 次に６月定例会以後の議会関係の諸行事については、お手元の配布により報告としますので

ご了承願います。 
 次に議員合同県外視察研修を７月１４日・１５日に行いました。 
 ここで議会運営委員長が議員を代表して報告をします。 
 福與議会運営委員長、登壇してください。 

〇８番議員（福與三郎君） 
 それでは報告をいたします。 
 議員合同県外視察研修報告 
 １．研修日程 平成２７年７月１４日（火曜日）から１５日（水曜日）にかけてでございま

す。 
 ２．研修場所につきまして群馬県みなかみ町、群馬県吉岡町、群馬県川場村 田園プラザ「川

場」。 
 参加者でありますけれども１５人。内訳は議員が１３人。事務局２人でございます。 
 ４．研修内容。みなかみ町 議員報酬について。議会活性化について。吉岡町 子育て支援

策の取り組みについて。田園プラザ「川場」（道の駅） 行政と連携した取り組みについてであ

ります。 
 群馬県みなかみ町 
 １日目でございますけれども平成１７年１０月１日に月夜野町、水上町、新治村の２町１村

が合併し、みなかみ町が誕生した。群馬県最北端に位置し人口約２万人の大きな町である。町

の中央を利根川の清流が流れ、周辺には温泉地が点在している群馬県を代表する温泉郷として

有名である。 
 議会の活性化への取り組みの先進地として成果と実績を上げてきており、その取り組み方法

を取得するために研修したものでございます。 
 所感につきましては、記載のとおりでございますので割愛をさせていただきます。 
 群馬県川場村 田園プラザ「川場」（道の駅） 
 川場村は新幹線、関越自動車道の開通により首都圏からの交通が改善され、人的・物的交流

が増加し経済活動も活発化されている村である。広大な土地にさまざまな施設等があり、集客

するための特色を生かした事業を展開していた。 
 長い年月をかけての事業（農業・観光・交流）で行政と一丸となって取り組んできた様子が

うかがえました。 
 群馬県吉岡町（２日目） 
 昭和３０年４月、明治村、駒寄村が合併し吉岡村が誕生した。近年の社会情勢の急激な進展

に伴い村が大きく変貌し都市化・市街化が進んできた状況から平成３年４月に町制を施行し、

現在に至っている町であります。 
 子育て支援に対しましては、群馬県内でも先進な取り組みをしているということであります。 
 所感につきましては、記載のとおりでありますので割愛をさせていただきます。 
 議長 河井淳殿 

議会運営委員会委員長 福與三郎 
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 報告をいたします。 
〇議長（河井淳君） 

 以上で研修の報告を終わります。 
 ここで町長からあいさつの申し出がありましたので、これを許します。 
 望月町長。 

〇町長（望月仁司君） 
 皆さん、おはようございます。 
 本日ここに平成２７年身延町議会第３回定例会を招集いたしましたところ議員の皆さまには

今年の夏も日本列島猛暑の日々が続いておりましたし、わが町でも８月２日の３５．８度を最

高に猛暑でしかも少雨という昨年に続き大変な夏でしたが、ここへきてその反動か天候不順が

続いておりますが、議員の皆さま全員のご出席をいただき誠にありがたく御礼を申し上げます。 
 月日の経つのは早いもので、平成２４年１０月２４日の再任から３４カ月余りが経過いたし

ました。この間、私は職員ともども「住んでよし 訪ねてもよし おらが身延（まち）」に少し

でも近づけるべく頑張らせていただいております。しかしながら、私どもを取り巻く経済情勢

は依然として厳しい状況が続いております。 
 このような中で平成２７年度の普通交付税が決定になり、７月２４日に県から公表されまし

た。本町の普通交付税は平成２６年度と比較として６，２９６万６千円少ない４４億４，

８１６万８千円でありました。 
 今年度から普通交付税の段階的縮減が始まりましたが、合併による面積の拡大や人口減少等

に対する措置として交付税の縮減緩和が行われ、縮減される額は当初予定額から大きく減額さ

れております。しかし歳入予算額の約半分を交付税が占める本町では、今後とも財政運営の健

全化に努めていかなければなりません。 
 次に人口ビジョン総合戦略の策定状況についてであります。 
 ８月７日に第２回策定委員会が開催され、人口ビジョンの策定状況と町民アンケートの中間

報告が示されました。人口ビジョンは平成２２年の国勢調査１万４，４５９人をもとに５０年

後の平成７２年の人口を推計し目標人口を設定することとしております。 
 今後この目標人口につきましては策定委員会で十分検討をし、設定していただくことになり

ます。 
 町民アンケートの集計につきましては１，４２９人の回答に対し、報告日まで５６６人まで

の集計が報告できたので、今後全部の回答者の集計が出たところで年代別の意見等を把握し総

合戦略に反映していく予定でおります。 
 次に身延町プレミアム商品券事業についてであります。 
 このことについて、国の地方創生における地方消費喚起対策生活支援対策事業の一環として

７月１５日より８月７日までの期間で第１次販売を行いました。３０％のプレミアム付きの商

品券を１世帯につき３冊までの販売で、また子育て世帯へ支援として中学生以下のお子さんを

お持ちの世帯に対しては、価格割引販売を行う中で８月７日時点での商品券販売冊数は３，

９９８冊となり販売量は２２．５９％となりました。 
 その後１次販売を８月３１日まで延長し、さらに今後９月１２日から９月３０日まで第２次

販売を予定しております。２次販売では購入に際し世帯制限をなくし１人１回２０冊までで期

間中は購入回数の制限を設けず売り切れ次第、販売終了とする予定であります。多くの町民の
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皆さんのご利用により地域経済の活性化につながることを期待するところでございます。 
 次に番号制度開始についてであります。 
 本年１０月５日から個人番号、いわゆるマイナンバーの通知カードの発送が始まります。来

年１月に個人番号カードの交付が始まり、いよいよ番号制度が動き出します。この制度が町民

の方々に正しく理解されるよう広報に４回にわたり掲載するとともに、本年度実施される国勢

調査時を利用し調査員の協力を得て個人番号制度周知用チラシの手渡し、特に高齢者世帯や独

居世帯等には声かけを行い周知徹底を図るとともに住民への番号通知、また個人番号カードの

交付等が適正に行うことができるよう対応準備を整えております。 
 次に中部横断自動車道新清水ジャンクションから増穂インターチェンジの、インターチェン

ジの名称沿線地域検討会についてであります。 
 現在、国土交通省および中日本高速道路株式会社、山梨県は中部横断自動車道清水ジャンク

ションから増穂インターチェンジ間、平成２９年度全線開通に向けて整備を進めていただいて

おりますが、このたび開通に向けてインターチェンジ等の名称の素案についての検討会が昨日、

９月２日に開催をされました。 
 名称検討箇所は仮称、富沢インターチェンジから仮称、六郷インターチェンジまでの６イン

ターチェンジと仮称、富沢本線料金所、仮称、増穂本線料金所および増穂パーキングエリアの

９カ所であります。 
 検討会のメンバーは国土交通省甲府河川国道事務所が主体となり中日本高速道路株式会社、

山梨県県土整備部、峡南５町の建設課長の計１０名で構成されております。 
 会議では名称決定までの手続きの進め方、名称決定の留意事項、今後のスケジュール等の説

明があり、インターチェンジ等の名称の素案づくりが開始されることを報告いたします。 
 次に中部横断自動車道建設に伴う江尻窪残土処理場への発生土運搬についてであります。 
 中部横断自動車道富沢・六郷間はご案内のとおり急峻な山々を通過する道路でトンネル

１９本と橋梁４１橋が計画されております。 
 計画当初から大量の残土処理問題が大きな課題とされており、早期開通には処理場の確保が

沿線自治体に課せられた課題となっておりました。そのため本町は土地所有者および曙地区住

民の皆さんのご理解をいただく中、平成２３年度から２４年度にかけて江尻窪地区の山林等を

中部横断自動車道富沢・六郷間等の処理場として買収し国土交通省甲府河川国道事務所長と賃

貸借契約を結びました。これと並行して県が国に代わって運搬路として県道遅沢・静川線の拡

幅、曙橋の新設、宮窪トンネルの拡幅等の整備を行い最後に国が整備した処理場内の仮設搬入

路工事が完成し残土を運び込む準備が整ったところであります。 
 国土交通省の説明では運搬する残土は富士川富山橋右岸下流域、下山残土置き場の土砂を運

搬し、期間は平成２７年９月上旬より平成３３年度末を当面の予定としております。 
 運搬に対しての安全管理、環境対策、地元者優先および交通ルールの厳守等、運転者に周知

徹底を行うこととしております。 
 私は中部横断自動車道の富沢・増穂間建設促進連絡協議会の会長という立場でもございます。

残土運搬にあたり処理場周辺の曙地区の皆さんおよび周辺の皆さんには、大変ご迷惑をお掛け

しますがご理解とご協力を切にお願いしたいと思います。 
 次に子育て支援医療費助成制度の拡充についてであります。 
 ご承知のとおり、本年１０月から子育て支援医療費助成事業の対象年齢を１８歳までに拡大
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いたします。これにより新たに３００人の対象となる見込みであり現在、新たな制度のスター

トに向けて準備を進めているところであります。 
 今後もこうした制度の充実により安心して子育てができる町を目指していきますので、ご理

解とご協力をお願いいたします。 
 次に上伊沼地区の住宅火災についてであります。 
 去る８月５日、午前１０時ごろ上伊沼地区で木造住宅２棟と物置４棟、合わせて６棟が全焼

する建物火災が発生いたしました。住宅火災であったことから人命への影響が気になるところ

でありましたが、幸いにも当日は２軒とも外出しており火災に巻き込まれることなく安堵した

ところでもございます。 
 当地区は山間で急峻な地形であり、集落までの道幅は狭く町営水道は整備されているものの

消火用の水は防火水槽２基と軽微な貯水槽を利用しての消火活動であったことから思うような

消火活動ができず、山林への延焼を防ぐため防災ヘリあかふじをいち早く要請したことにより

大火に至らず、ほっとしているところであります。 
 被災された皆さんには、衷心よりお見舞いを申し上げます。 
 次に公共下水道の加入状況についてであります。 
 公共下水道の各戸への接続については平成２７年８月末現在、中富処理区では全体１，

５２６戸中、加入戸数が９９５戸で加入率は６５．２％。身延処理区は全体８１０戸中、加入

戸数４０２戸で加入率は４９．６％。下部処理区は全体が１４３戸中、加入戸数が５４戸で加

入率３７．８％であります。 
 今後も加入率アップに向け、ご理解・ご協力をお願いするところであります。 
 次に平成２７年２回定例会以降の主な行事への参加等について申し上げます。 
 ６月１３日から１４日は身延山開闢会、御入山行列。 
 １５日は峡南広域シルバー人材センター平成２７年度総会。 
 １７日は山梨県農業農村整備推進協議会総会。 
 同じく全国高速道路建設協議会総会。 
 同じく身延町老人クラブ連合会定期総会。 
 １８日は峡南地区廃棄物対策連絡協議会定期総会。 
 同じく青少年育成身延町民会議定期総会。 
 １９日には身延町身体障害者福祉会定期総会。 
 ２０日には身延町ゲートボール大会。 
 ２３日には飯富病院議会６月定例会。 
 ２６日には山梨県市町村職員共済組合組合会。 
 ２９日には全国農業農村整備の集い。 
 ３０日には南巨摩郡身体障害者福祉会定期総会。 
 ７月に入りまして７月３日、身延町町民ゴルフ大会。 
 同じく山梨県地域振興対策協議会定期総会。 
 ６日には身延線沿線活性化促進協議会定期総会。 
 ８日には身延町簡易水道運営審議会。 
 １０日には富士川流域河川一斉清掃を波木井川で行いました。 
 １１日、みちのく南部の工芸と背景文化、これのオープニングセレモニー。 
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 失礼しました。前後しますが１０日の日は第２回身延町議会臨時会でございます。 
 それから２２日が中部横断自動車道富沢・増穂間建設促進協議会の総会。 
 ２３日には南部警察署、警察友の会の総会。 
 ２４日には山梨県市町村総合事務組合臨時議会。市町村長・市町村議会議長会。 
 ２５日は町内の高校生と語る会。 
 ２８日は国と国会議員に対して平成２８年度予算確保の要望活動を行いました。 
 ２９日、国に対し富士山火山噴火対策砂防事業促進期成同盟会による要望活動を行いました。 
 ３０日、山梨県高速道路整備促進期成同盟会通常総会。 
 同じく山梨県道路整備促進協会通常総会。 
 ３１日、山梨県交通対策推進協議会暴走族対策部会。 
 ８月に入りまして８月１日はとよおか夏まつり。 
 ８月２日は下部温泉のやまめまつり。 
 ３日・４日は平成南部藩を一日国替えで盛岡市を訪問いたしました。 
 ７日は町長と語る小中学生の集い。 
 １５日には町村会正副会長・相談役会議。 
 ２０日の日には身延町国民健康保険運営協議会。 
 ２１日には県防犯協会南部支部定期総会。 
 ２２日には第６回峡南夏まつり、富士川クラフトパークで行いました。 
 ２３日には南巨摩ママさんバレーボール大会。 
 同じく御内八街道供養祭。 
 ２５日には平成２７年度富士山火山噴火対策砂防事業促進期成同盟会総会。 
 ２８日には議員全員協議会。 
 ３０日には身延町防災訓練。 
 ９月２日には平成２７年度秋の全国交通安全運動推進会議。 
 以上、主なものについて報告をさせていただきました。 
 なおこの間、各種団体の会議等への参加および地域の行事への参加や各種委員の皆さんに対

しての委嘱状交付等を行ってまいりました。 
 次に本定例会に提案いたしました議案は認定１件、報告１件、条例の制定１件、条例の一部

を改正する条例３件、平成２７年度補正予算６件の計１２件でございます。 
 提出議案の中から主なものについて申し上げます。 
 まず認定第１号 平成２６年度身延町一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定についてであ

ります。 
 全会計において黒字決算となっておりますので、ご認定をいただきたいと存じます。 
 次に報告第７号 平成２６年度決算に基づく身延町健全化判断比率及び資金不足比率の報告

についてであります。 
 報告いたします本町の平成２６年度決算に基づく比率は健全段階にありますが、これに甘ん

じることなく、なお一層財政健全化に努めてまいります。 
 その他につきましては、提出議案の説明の中で申し上げます。 
 以上を申し上げ、あいさつとさせていただきます。ありがとうございました。 
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〇議長（河井淳君） 
 以上で諸般の報告を終わります。 
 本日、決算審査報告のため渡邉代表監査委員に出席要請をしております。 
 ここで、渡邉代表監査委員をお招きしますのでしばらくお待ちください。 
 （ 入 場 ） 
 再開します。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第４ 認定第１号 平成２６年度身延町一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定についてを

議題とします。 
 町長から本案について、決算の概要説明を求めます。 
 望月町長。 

〇町長（望月仁司君） 
 それではご指名をいただきましたので提出案件の提案理由についてご説明を申し上げます。 
 認定第１号 平成２６年度身延町の一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定についてであり

ます。 
 地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２６年度身延町一般会計及び特別会計歳入

歳出決算を別紙、監査委員の意見書を付け議会の認定に付するものであります。 
 平成２７年９月３日 提出 

身延町長 望月仁司 
 なお、詳細につきましては会計管理者より説明をいたさせますので、よろしくご審議の上ご

認定くださいますようお願いを申し上げます。 
〇議長（河井淳君） 

 次に認定第１号について、詳細説明を求めます。 
 竹ノ内会計管理者。 

〇会計管理者（竹ノ内強君） 
 認定第１号 平成２６年度身延町一般会計及び特別会計の歳入歳出決算について説明いたし

ます。 
 説明につきましては、決算書ならびに決算付属資料により説明を行います。 
 それでは決算付属資料１ページの会計別決算総括表をお願いいたします。 
 ここに一般会計および特別会計すべての会計の決算額が示されています。１行目、一般会計

は歳入総額１０３億４，３５０万３，７５４円。歳出総額９７億４５６万１，９３９円。差引

額６億３，８９４万１，８１５円です。そのうち翌年度に繰り越すべき財源１億２３９万円を

差し引いた一般会計実質収支額は５億３，６５５万１，８１５円です。 
 はじめに歳入について説明します。２ページをお願いいたします。 
 ここに科目ごとに決算状況を示してありますが、歳入総額につきましては１０３億４，

３５０万３，７５４円で対前年度比２．０％の増となっています。 
 歳入の主なものについて説明します。 
 資料は一般会計歳入歳出決算書をご覧ください。９ページをお願いします。 
 １款町税につきましては収入済額１４億８，０９４万５０７円で、歳入総額の１４．３％を

占め対前年度比１，０３８万円の増収となっています。収納率は町税全体で９４．０％、対前
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年度比１．５％の伸びを示しています。収入未済額は８，４００万３，５６０円です。 
 なお、町税全体で９８０万８，６９０円の不納欠損処理を行いました。 
 次に１０ページをお願いします。 
 ６款地方消費税交付金は収入済額１億７，００６万円で、前年と比較すると２，９８４万９千

円の増額です。これは地方消費税率の改正によるものであります。 
 １１ページの１０款地方交付税は収入済額４９億９，８３１万３千円で、歳入総額の４８．

３％を占めています。前年と比較すると約３．５％の減、１億７，８９５万７千円の減額となっ

ております。 
 １２款分担金及び負担金は収入済額１億１，９７０万４，３５７円です。１２ページをお願

いします。そのうち主なものは１項１目１節児童福祉費負担金の保育料で収入済額５，６３５万

４，７７０円。収入未済額は２９７万８千円です。なお４１６万８，３８６円の不納欠損処理

を行いました。３目教育費負担金の学校給食費につきましては全体で収入済額４，４９５万６，

７９０円、収入未済額は２１万８，１１０円です。 
 １３ページをお願いします。 
 １３款使用料及び手数料につきましては全体で９，１９８万９，０３５円の収入です。主な

ものは６目１節住宅使用料で収入済額５，８２０万４，７００円、収入未済額は５７８万

４７０円です。 
 次に１５ページをお願いします。 
 １４款国庫支出金は全体で５億７，７０６万４，５８９円の収入です。主なものとしては１項

１目１節障害者保護費負担金が１億８，５０３万８，４１１円。５節児童手当国庫負担金が７，

９５２万５，６６６円。１６ページをお願いします。２項国庫補助金として３目土木費国庫補

助金が社会資本整備総合交付金１億３７４万６，３５０円。１７ページにいきまして７目総務

費国庫補助金として社会保障税番号制度システム整備費補助金、地方消費喚起・生活支援型交

付金、地方創生先行型交付金、合わせて８，０６５万１千円です。 
 次に１８ページをお願いします。 
 １５款県支出金は全体で６億３，６３１万２，２２６円です。大きなものとしては１項１目

民生費県負担金として１節障害者保護費負担金、３節保険基盤安定負担金など合計で２億２，

９５４万５，３１８円。それから１９ページ、２項１目総務費県補助金６，２３４万４，６６１円。

２目民生費県補助金１億９，４５４万２，０８４円。２１ページ、４目農林水産業費県補助金

６，１３７万６，８４４円。２３ページ、１０目災害復旧費県補助金１，１２５万９千円など

です。 
 次に２４ページをお願いします。 
 １６款財産収入につきましては１，９９５万４，９３３円の収入です。 
 ２６ページをお願いします。 
 １７款寄附金につきましては２億４１７万５，６３７円です。大きなものとして１項２目１節

指定寄附金で、一般財団法人みのるから指定寄附金２億円であります。 
 次に３０ページをお願いします。 
 ２１款町債につきましては７億８，２９０万円です。主なものとしては４目消防債６億２，

７３０万円で防災行政無線デジタル化事業によるものであります。 
 一般会計の歳入につきましては以上です。 
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 続きまして、歳出の主なものについて説明をいたします。 
 資料は決算付属資料の２ページをお願いします。 
 一般会計歳出の総額は９７億４５６万１，９３９円で対前年度比５．９％の増。金額にして

５億４，３４２万４，２６０円の増額です。また予算額に対する執行割合は９５．２％です。 
 次に３ページの、一般会計の主たる施策の成果をお願いします。 
 左の科目、上から４項目め、２款総務費中、バス運行対策費に町営バスの運行事業および乗

り合いタクシー運行事業などの費用として６，７０９万２千円。 
 一番下の項、３款民生費中、高齢者福祉費に高齢者福祉サービス事業の委託料、養護老人ホー

ム入所者保護措置費、４ページにいきまして介護基盤緊急整備特別対策事業費など合わせて

２億５，２５７万８千円。障害福祉費では重度心身障害者医療費助成事業および障害福祉サー

ビス事業費など４億６，９６３万５千円。３つ飛んで民間保育所費として運営費委託料等で１億

４，１６６万円を支出しています。 
 一番下の項、４款衛生費中、清掃費では峡南衛生組合の維持負担金として１億８，９３６万

４千円を支出しています。 
 ５ページにいきまして、簡易水道運営費では簡易水道事業特別会計への繰出金３億６，

７０９万５千円が主な支出です。 
 １つ飛んで５款労働費では、労働諸費において緊急雇用創出事業臨時特例基金事業として

８７１万３千円の支出です。 
 一番下の項、６款農林水産業費では農業振興費で有害鳥獣対策として有害鳥獣防除用施設設

置補助金に７６４万４千円、中山間地域等直接支払補助金１６地区に６８７万２千円、経営体

育成支援事業補助金として、６ページにいきまして雪害施設撤去費補助金５３４万９千円。ま

た雪害施設修繕再建補助金に２，３７８万７千円などを支出しています。 
 農業土木費では、県単独耕作放棄地等再生整備支援事業により用排水路の改良工事等７カ所

を合わせて１，７２４万２千円。県営中山間地域総合整備事業、農地防災事業等の負担金、繰

越分も含め６，９４１万円を支出しています。 
 ７ページにいきまして、林業土木費では林道崩落土除去および除雪等重機借上料９７９万

８千円、林道三石山線舗装改良工事９６４万円などを支出しています。 
 ７款商工費では、商工振興費で身延町商工会へ経営改善普及事業補助金９３０万円。さらに

は町の活性化を目的とした商工会の取り組み事業として、地域総合振興事業補助金９０３万円

などを支出しています。 
 ８款土木費では、８ページにいきます。道路新設改良費で社会資本整備総合交付金事業によ

る国庫補助事業１億４，３０１万円。町単独事業４，８４５万９千円。合わせて１億９，１４６万

９千円を支出しています。２つ飛んで住宅費において町営住宅西嶋団地と上沢北団地の防水改

修工事、合わせて１，４０４万円。建築物耐震化促進事業補助金５７７万円などを支出してい

ます。 
 ９ページをお願いします。 
 下水道費においては、特別会計への繰出金３億８，５０７万５千円の支出です。 
 １つ飛んで９款消防費では防災費において平成２５年、２６年度継続事業の防災行政無線デ

ジタル化更新工事関係６億５，６７３万２千円を支出しています。 
 １つ飛んで１０款教育費では公民館費に５４３万９千円。一番下の項、総合文化会館管理費
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に施設改修事業費として５９４万円。 
 １０ページをお願いします。 
 総合文化会館自主事業に１，０９０万５千円。１つ飛んで体育施設費に下山野球場防球ネッ

ト増設工事として１，３２７万４千円を支出しています。 
 １１款災害復旧費では農業用施設災害復旧費に２０２万２千円。林業施設災害復旧費に１，

０５４万６千円。公共施設災害復旧費に２，６９０万１千円を支出しました。 
 以上が一般会計歳入歳出決算の概要説明であります。 
 次に特別会計について、資料は同じく決算付属資料を使いまして説明させていただきます。 
 １ページの会計別決算総括表をご覧ください。 
 表の下から２行目、２２の特別会計の合計です。歳入総額６３億５，３０８万９，７６８円。

歳出総額６１億２，４４５万６１４円。差引額２億２，８６３万９，１５４円で、そのうち翌

年度に繰り越すべき財源１５０万円を差し引いた特別会計の実質収支額は２億２，７１３万９，

１５４円です。 
 それでは上から２行目の国民健康保険特別会計から順に説明します。 
 国保会計、歳入総額２１億５，８１１万３，０２７円。歳出総額２０億７８１万９１１円。

差引額１億５，０３０万２，１１６円で実質収支額も同額です。 
 なお、３８ページに国保会計の決算状況を記載してあります。３８ページをお願いいたしま

す。 
 上の表１の国保加入世帯および被保険者数につきましては、総人口の減少に比例して

１０５世帯、２２９人減少しています。また加入割合も０．７７％減少し２９．６８％となっ

ています。 
 次に２の収支状況、歳入につきましては対前年度比１．１％、２，３８４万３千円の減額。

歳出も１．１％、２，３１７万円の減額となりました。 
 下の表、３の被保険者１人当たりの経費、歳出は被保険者の高齢化、高度な医療の普及など

により昨年度より２万１，８７０円増加し５０万３，７１６円となりました。 
 次に後期高齢者医療特別会計です。１ページの会計別決算総括表にお戻りください。 
 歳入総額４億４，７７２万７，９２２円。歳出総額４億４，７１２万２，２１２円。差引額

６０万５，７１０円で実質収支額も同額です。 
 なお本資料の３９ページに決算状況について示しておりますので、のちほどご参照ください。 
 次に介護保険特別会計です。 
 介護保険特別会計の歳入総額は２２億７，７００万３，０９５円。歳出総額は２２億８１５万

９，４６５円。差引額６，８８４万３，６３０円で実質収支についても同額です。 
 本資料の４０ページの介護認定の状況、介護サービス受給状況の表をご覧ください。 
 左上の認定状況表、介護認定者数総計につきましては対前年比１２人減の１，１０７人に対

し右上の介護サービス受給状況表、受給者合計は４人減の９４１人。認定に占める介護サービ

ス受給割合は０．５％の増、８５．０％であります。 
 下の収支状況表、歳出のうち保険給付につきましては前年度２，１６１万１千円増額の２０億

６，０２４万９千円で１人当たりの保険給付費は増加している状況です。 
 なお、平成２６年度において介護給付費準備基金として３，６００万円の基金積み立てを行

いました。 
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 １ページの会計別決算総括表にお戻りください。 
 次に介護サービス事業特別会計は歳入総額７４０万１，９２２円。歳出総額３４１万２，

７０５円。差引額３９８万９，２１７円で実質収支についても同額です。 
 次に簡易水道事業特別会計です。 
 歳入総額９億１４９万７，４３６円。歳出総額８億９，９４８万４，０８６円。差引額２０１万

３，３５０円です。そのうち翌年度に繰り越すべき財源１５０万円を差し引いた実質収支額は

５１万３，３５０円です。 
 簡易水道事業特別会計の主要事業につきましては１２ページをご覧ください。 
 簡易水道建設費では相又簡易水道事業において清子地区の県道舗装本復旧工事１，５２０万

６千円。下部簡易水道事業において常葉地内第１送水ポンプ場送水ポンプ更新など４，５２６万

円。大城簡易水道事業では取水井築造・導水管布設・配水池築造工事など１億４，４３９万５千

円。中富南部簡易水道事業では小原島地区水道施設整備工事費など１億２，２４７万２千円を

支出しています。 
 １３ページ。簡易水道管理費では身延、中富、下部簡易水道の量水器の取り替え工事および

中央監視システム統合工事など工事請負費４，１９０万８千円。水質検査業務委託など各種委

託料として２，５６５万５千円を支出しています。 
 １ページにお戻りください。農業集落排水事業等特別会計です。 
 歳入総額２，５４２万２，０９１円。歳出総額２，５４１万５，４７１円。差引額６，６２０円

で実質収支も同額です。 
 次に下水道事業特別会計です。 
 歳入総額４億４，２１４万３，４８９円。歳出総額４億４，２０５万４２９円。差引額９万

３，０６０円で実質収支も同額となっています。 
 次に青少年自然の里特別会計は、歳入歳出それぞれ５，０２０万５，０４２円となっており

ます。 
 なお本資料４１ページに決算および施設利用状況を記載してありますので、のちほどご参照

ください。 
 次に下部奥の湯温泉事業特別会計は歳入総額４９６万７０８円。歳出総額４７４万７，

２３８円。差引額２１万３，４７０円で実質収支についても同額です。 
 次に土地開発事業特別会計は歳入歳出それぞれ３，３４２万４２３円となっています。 
 主な事業につきましては１７ページに記載してありますので、のちほどご参照ください。 
 次に財産区関係の特別会計についてですが１２の特別会計とも黒字となっています。歳入総

額、歳出総額、歳入歳出差引額等の数字につきましては総括表の中段以降に記載したとおりで

ございます。ご確認をお願いいたします。 
 最後に出資金、出捐金、基金について説明します。２９ページをご覧ください。 
 中段、（５）出資金による権利の表ですが、２６年度中の増減はございません。 
 続きまして２の基金についてですが、平成２６年度は新たに２つの基金を設けております。

１つは佐野實地域振興基金、もう１つは介護保険給付費支払準備基金であります。これにより

財政調整基金から大河内地区財政調整基金まで３１の基金があります。このうち２６年度中の

動きにつきましては表の一番下、計の欄の預金の決算年度中増減高と決算年度末現在高の項を

ご覧ください。 
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 増の部分の積立額が３億５，１９５万１，３３７円。減の部分、取り崩し額が９６９万１，

８２４円。差し引きますと３億４，２２５万９，５１３円の増となります。２６年度末現在高

は５９億９，９７４万７，７６１円となっています。 
 雑駁な説明でありましたが以上です。よろしくご審議をお願い申し上げます。 

〇議長（河井淳君） 
 以上で町長の決算概要の説明、ならびに担当課長の詳細説明が終わりました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第５ 報告第７号 平成２６年度決算に基づく身延町健全化判断比率及び資金不足比率の報

告についてを議題とします。 
 町長から本案について説明を求めます。 
 望月町長。 

〇町長（望月仁司君） 
 それでは報告第７号について申し上げます。 
 報告第７号 平成２６年度決算に基づく身延町健全化判断比率及び資金不足比率の報告につ

いてでございます。 
 地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項および同法第２２条第１項の規定に

より平成２６年度決算に基づく身延町健全化判断比率及び資金不足比率について、別紙のとお

り監査委員の審査意見書を付して報告するものであります。 
 平成２７年９月３日 提出 

身延町長 望月仁司 
 なお、詳細につきましては財政課長より説明をさせますのでよろしくお願いをいたします。 

〇議長（河井淳君） 
 次に報告第７号について、詳細説明を求めます。 
 笠井財政課長。 

〇財政課長（笠井祥一君） 
 報告第７号 平成２６年度決算に基づく身延町健全化判断比率及び資金不足比率の報告につ

いて詳細説明をさせていただきます。 
 ７月３０日に渡邉代表監査委員と伊藤監査委員によりまして財政健全化法に基づく財政指標

等について審査をしていただきました。 
 その結果につきましては２枚目に添付してあります意見書のとおりでございます。 
 この健全化判断比率等につきましては、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条の

規定により議会に報告するものでございます。 
 それでは１枚目の裏のページをお開きください。 
 平成２６年度の決算に基づく健全化比率でありますが、この比率には実質赤字比率から将来

負担比率までの４項目があります。 
 まず実質赤字比率でありますが、この比率につきましては普通会計のみの決算で赤字である

かどうかを判断する数値でございます。身延町は赤字ではありませんので数値は入りません。

早期健全化基準は１４．１７％でございます。 
 次に連結実質赤字比率でございます。この比率につきましては、財産区を除くすべての会計

の連結となります。この比率につきましても赤字ではありませんので数値は入りません。早期
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健全化基準は１９．１７％であります。 
 次に実質公債費比率であります。この比率につきましては普通会計、公営事業会計、さらに

一部事務組合や広域連合等が入った連結になります。本町では峡南衛生組合や飯富病院、広域

行政組合等への負担金もカウントし、公債費の比率を示す数値でありまして５．８％でありま

す。２５年度に比較し２％マイナスとなっております。早期健全化基準につきましては２５％

であります。 
 次に将来負担比率でありますが、この比率につきましては実質公債費比率よりもさらに地方

公社、第三セクター等を含めた連結になります。より広範囲で判断していく比率であります。

しかしながら本町では地方公社や第三セクター等がございませんので、実質的には実質公債費

比率と同じ範囲で比較する率になります。 
 ２６年度決算も２５年度と同様に将来負担額を充当可能財源等が上回り、将来負担比率はマ

イナスとなりました。このことは計算上、地方債などの将来負担額が将来財政を圧迫する可能

性は低いということであり、将来負担比率に数値は入らないこととなりました。早期健全化基

準につきましては３５０％となっております。 
 本町の比率はいずれも早期健全化比率を下回っており、年々改善されておりますので財政は

良好であると言えます。 
 次に下段の平成２６年度決算に基づく身延町資金不足比率の状況であります。 
 この資金不足の状況につきましては、公営企業会計に属する会計の資金が不足しているかど

うかを見るもので、身延町簡易水道事業特別会計をはじめ５会計の資金不足の比率はなく良好

であります。国の示す経営健全化基準といたしましては２０％であります。 
 なお上段の健全化判断比率につきましては、この４項目のうちいずれかが早期健全化基準以

上の場合には、財政健全化計画を議会の議決を経て定め速やかに公表するとともに知事に報告

をしなければなりません。また計画の実施状況を議会に報告しなければならないこととなって

おります。法律に基づき算定された各比率は早期健全化基準を下回っているわけでありますが、

審査意見書でもご指摘いただいたとおり引き続き財政の健全化に努めてまいりたいと思います。 
 以上、報告第７号の詳細説明とさせていただきます。ありがとうございました。 

〇議長（河井淳君） 
 以上で町長の報告ならびに担当課長の説明が終わりました。 
 報告第７号については終結します。 
 ここで平成２６年度身延町一般会計及び特別会計の決算審査及び決算に基づく財政健全化審

査に対する意見書が提出されていますので、渡邉代表監査委員から報告を求めます。 
 渡邉代表監査委員。 

〇代表監査委員（渡邉吉彦君） 
 改めまして、おはようございます。 
 認定第１号 平成２６年度決算審査の報告をさせていただきます。 
 ただいま会計管理者から平成２６年度決算につきまして詳細な説明がありました。重複する

ところもあろうかと思いますけども、監査委員の立場で報告をさせていただきます。 
 ご案内のとおり、この監査は地方自治法第２３３条第２項の規定に基づきまして去る７月

２７日から７月３１日までの５日間、伊藤監査委員ともども町長から提出されました各会計の

歳入歳出決算書および付属資料が関係法令に基づき作成されているかを確認すると同時に、計
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数に誤りがないか、また予算の執行状況、さらには基金の管理・運用が適切かつ効率的に執行

されているかなどについて主眼を置きまして審査を実施いたしました。その結果が皆さま方の

お手元に配布してございます決算審査意見書に掲載をしてあります。 
 意見書は全１２ページからなっております。時間の関係もございますので、主なところを抜

粋して報告をさせていただきます。ご了承をお願いいたします。 
 なお、金額につきましては万円とさせていただきますので併せてご了承をお願いいたします。 
 まず意見書の４ページをお開きください。 
 （１）の決算の概要であります。平成２６年度の一般会計および特別会計の予算現額は

１６４億９，９９０万円で、これに対する決算額は歳入総額が１６６億９，６５９万円で収入

率は１０１．２％となっております。 
 一方、歳出総額は１５８億２，９０１万円、執行率は９５．９％。歳入歳出差引額は８億６，

７５８万円で一般会計・特別会計のすべての会計において決算は黒字となっております。それ

をまとめたものがその下の表でございます。 
 次に町債であります。２６年度末現在高は一般会計５７億５，２７１万円。特別会計６７億

５，５４０万円。合わせて１２５億８１２万円となっております。昨年に比べ１６億３，０１９万

円の減であります。これは将来の財政状況を見据え積極的な繰上償還などを行い、町債残高の

削減に努力をいただいた結果であります。 
 次に（２）の収支決算の状況であります。一般会計、特別会計を合わせましての実質収支は

７億６，３６９万円であり、職員一人ひとりの経費の節減などの努力の結果と思われます。 
 続きまして５ページをご覧いただきたいと思います。 
 一般会計（１）の概要ですが、４ページで決算の概要を説明いたしましたので説明は省略を

させていただきます。 
 次に（２）の歳入の状況であります。 
 予算現額１０１億９，３２９万円に対しまして収入済額は１０３億４，３５０万円で予算に

対する収入率は１０１．５％となっております。不納欠損額１，３９７万円につきましては時

効など法令に基づき処分をしたものでございます。また収入未済額９，３３５万円であります。

この未済額についてはここ数年で最も低い額となっており、内容の分析や収納に対する工夫を

し適切な事務処理に努めた結果と思われます。今後も税などの公平性の観点と同時に自主財源

の確保を図るためにも実情を把握し的確な徴収方法を考え、未済額の減額により一層、積極的

に取り組んでいただきたいと思います。 
 ６ページをお開きください。 
 この表につきましては、先ほど説明いたしました歳入の決算額をまとめたものでありますの

で説明は省略をさせていただきます。 
 ７ページをご覧ください。 
 （３）のア．歳出の予算執行状況であります。予算額１０１億９，３２９万円に対しまして

支出済額が９７億４５６万円で執行率は９５．２％となっております。 
 下の表は款別にまとめたものでありますので、説明は省略をさせていただきます。 
 次に８ページ、９ページでありますが、この特別会計は先ほど会計管理者が説明をしました

ので省略をさせていただきます。 
 次に１０ページをお開きください。 
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 一般会計から特別会計への繰り入れの状況でありますが、この表にお示しをしてあるとおり

総額で１５億８，８９４万円となっております。 
 １１ページをご覧ください。 
 財産に関する調書ですが、これはお手元に配布をしてあります決算書付属資料の１８ページ

の４．財産に関する調書をまとめたものでありますので説明は省略をさせていただきます。 
 １２ページをお開きください。 
 基金の状況につきましては関係書類、帳簿等を照合した結果、誤りはないものと認められま

した。 
 なお基金の運用につきましては、その運用方法について地方自治法に基づき安全かつ有利を

基本により一層、創意工夫を重ねる必要があろうかと思います。 
 最後に審査の意見、指摘事項であります。恐れ入りますがお戻りをいただきまして３ページ

をお開きをお願いしたいと思います。 
 決算収支の状況は一般会計、ならびに特別会計ともに実質収支においてすべて黒字決算と

なっており、職員の経費節減、事務事業の効率的な執行など積極的な努力が見受けられるとこ

ろであります。 
 歳入面につきましては、自主財源であります町税が１４．３％で依存財源である地方交付税

が４８．３％、国庫支出金が５．６％、県支出金が６．２％と歳入の大部分を占めている厳し

い状況であります。地方自治体の財政構造の弾力性を判断するための指標であります経常収支

比率は７４．４％と依然として高く、財政の硬直化が懸念をされるところであります。 
 町税の収入状況は町税収納対策３カ年計画に基づき、収納率の向上に創意工夫をされた収納

対策に努めた結果、ここ数年で最も高い収納率となっております。 
 また使用料および手数料などについてはその内容の精査や経費の判断をし、社会の情勢など

を踏まえながら料金改定などについて定期的に検討する必要があります。 
 なお収入未済額についても内容の分析や収納に対する工夫をし、各課が連携して適切な事務

処理に努め自主財源の確保を図っていただきたいと思います。 
 歳出面については経常経費である公債費が２１．３％、人件費が１４．０％、補助費等が１２．

０％を占めております。 
 また各事業や補助金などについてはその目的や必要性、基準を明確にし限られた財源を有効

に活用するため見直しや分析を十分に行う必要があります。 
 続きまして、報告第７号の平成２６年度決算に基づく身延町健全化判断比率及び資金不足比

率について報告をさせていただきます。 
 別様の、先ほど財政課長が説明をいたしました２枚綴りの資料がお手元にあろうかと思いま

すけどもそれをご参照ください。 
 詳細な説明は財政課長から説明がありましたので、重複する点があろうかと思いますけども

監査委員の立場で報告をさせていただきます。 
 平成２６年度決算に基づく財政健全化審査を実施した結果、町長から提出されました関係書

類などはすべて法令等に基づき作成されておりました。その結果が皆さまにお手元に配布して

あります財政健全化審査意見書に掲載をしてあります。 
 （１）の健全化判断比率の状況のとおり、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づ

き算定された各比率は早期健全化基準をそれぞれ下回っております。 
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 特に昨年度に引き続き実質公債費比率は前年度を下回っており、今後も施策、事業の選択な

どによる経費の節減、町債の発行、繰上償還等の工夫など中長期的な財政計画に基づき財政運

営を行い、引き続き財政健全化に努めていただきたいと思います。 
 終わりになりますが、職員一人ひとりが町政の全般について共通の認識の中で連携を図り、

さまざまな課題を解決するため、あらゆる視点から努力を重ねていただき、よりよい身延町を

築いていただくことを期待するものであります。 
 以上であります。 

〇議長（河井淳君） 
 以上で平成２６年度身延町一般会計及び特別会計決算審査及び決算に基づく財政健全化審査

に対する意見書の報告が終わりました。 
 ここで、渡邉代表監査委員は退席となります。 
 渡邉代表監査委員におかれましては大変お忙しい中をご出席いただき厚く御礼申し上げます。 
 議事の途中ですが、ここで暫時休憩といたします。 
 再開は１０時４０分とします。 

休憩  午前１０時２５分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開  午前１０時４０分 
〇議長（河井淳君） 

 休憩前に引き続き議事を再開いたします。 
 町長より発言の申し出がありましたので、発言を許可いたします。 
 望月町長。 

〇町長（望月仁司君） 
 それでは、先ほど私があいさつの中で第２回身延町議会臨時会の開催日を７月１０日と申し

上げましたが、正しくは７月２１日でしたので訂正をさせていただきたいと思います。よろし

くお願いいたします。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第６ 議案第８０号 身延町特定個人情報保護条例の制定について 
   日程第７ 議案第８１号 身延町交通安全指導協力者災害見舞金支給条例の一部を改正する条例

について 
   日程第８ 議案第８２号 身延町手数料条例の一部を改正する条例について 
   日程第９ 議案第８３号 身延町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担額等

に関する条例の一部を改正する条例について 
 以上の４議案は、条例案でありますので一括して議題とします。 
 町長から本案について提案理由の説明を求めます。 
 望月町長。 

〇町長（望月仁司君） 
 それでは議案第８０号から議案第８３号について、順を追って説明を申し上げます。 
 まず議案第８０号 身延町特定個人情報保護条例の制定についてであります。 
 身延町特定個人情報保護条例の議案を提出します。 
 

 ２１



 平成２７年９月３日 提出 
身延町長 望月仁司 

 提案理由を申し上げます。 
 行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の施行に伴い、

特定個人情報の適正な取り扱いについての規定を設けるため、身延町特定個人情報保護条例を

制定する必要が生じた。 
 これが、この議案を提出する理由であります。 
 次に議案第８１号 身延町交通安全指導協力者災害見舞金支給条例の一部を改正する条例に

ついてであります。 
 身延町交通安全指導協力者災害見舞金支給条例の一部を改正する条例の議案を提出する。 
 以下、提出日と提出者名は省略をさせていただきます。 
 提案理由 
 身延町交通安全母の会の解散に伴い、身延町交通安全指導協力者災害見舞金支給条例の一部

を改正する必要が生じた。 
 これが、この議案を提出する理由であります。 
 次に議案第８２号 身延町手数料条例の一部を改正する条例についてであります。 
 身延町手数料条例の一部を改正する条例の議案を提出いたします。 
 提案理由は、行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の

施行に伴い、身延町手数料条例の一部を改正する必要が生じた。 
 これが、この議案を提出する理由でございます。 
 次に議案第８３号 身延町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担額等に

関する条例の一部を改正する条例についてであります。 
 身延町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担額等に関する条例の一部を

改正する条例の議案を提出するものであります。 
 提案理由 
 身延町立保育所において実施する一時預かり事業の利用料の徴収のため、身延町特定教育・

保育施設および特定地域型保育事業の利用者負担額等に関する条例の一部を改正する必要が生

じました。 
 これが、この議案を提出する理由であります。 
 以上であります。 
 なお、詳細につきましては担当課長から説明をさせますのでよろしくお願いを申し上げます。 

〇議長（河井淳君） 
 次に議案第８０号から議案第８３号までの詳細説明を求めます。 
 議案第８０号および議案第８１号の詳細説明を求めます。 
 樋川総務課長。 

〇総務課長（樋川信君） 
 それでははじめに議案第８０号 身延町特定個人情報保護条例の制定について詳細説明をさ

せていただきます。 
 本条例の制定については、国において行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号

の利用等に関する法律が本年１０月１日に施行されマイナンバー制度が開始されます。これに
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伴い各自治体で条例の改正、また制定が必要になることから今議会に議案を提出するものであ

ります。 
 番号法において個人番号、マイナンバーの付いた個人情報は特定個人情報と定義され、それ

以外の通常の個人情報の取り扱いとは別に区分されるものであります。このことからすでに制

定されている個人情報保護条例とは別に条例を新規に制定することにより、マイナンバー制度

が一体的に規定され、マイナンバー制度に特化した条例ができ上がることになり、制度の全体

像が把握しやすくなるという利点から今回新たに制定するものであります。 
 それでは内容の説明でありますが、２ページをお開きください。 
 本条例は第１条から第４６条までとなっております。 
 第１章の総則では目的と定義を規定しております。 
 ３ページにいきまして上から３行目、第２章では実施機関における特定個人情報の取り扱い

に関することを３条から１０条で定めております。 
 ４ページにいきまして上から１６行目、第３章では特定個人情報ファイルに関することを

１１条と１２条で定めております。 
 ６ページにいきまして上から３行目、第４章では開示、訂正および利用停止に関することを

１３条から４２条で定めております。 
 １５ページへいきまして、中ほどですが第５章では雑則についての規定を４３条から４６条

で定めております。 
 １６ページをお願いします。 
 附則第１項、番号法の施行期日は平成２７年１０月５日であります。よって、本条例も同日

を施行期日としております。 
 次に附則第２項では身延町個人情報保護条例の一部を改正するものであります。 
 内容につきましては、身延町特定個人情報保護条例の第４０条で行政不服審査法に基づく不

服申し立てについての条文がありますが、不服申し立てがあった場合は身延町個人情報保護審

査会に諮問する規定を設けておりますので、身延町個人情報保護条例の条文の中の規定に特定

個人情報を加える条文の一部改正であります。 
 以上で議案第８０号の詳細説明を終わらせていただきます。 
 次に議案第８１号 身延町交通安全指導協力者災害見舞金支給条例の一部を改正する条例に

ついて詳細説明をさせていただきます。 
 本条例は交通指導に従事中の者が交通事故等の災害を受けたときに見舞金を支給することを

目的とした条例であります。 
 ついては見舞金の支給を受けることができる対象者を第２条で規定していますが、第３号に

掲げている交通安全母の会が平成２６年度に解散したことから第３号を削り、第４号を３号と

する一部改正であります。 
 附則 
 この条例は公布の日から施行する。 
 以上で議案第８１号の詳細説明を終わらせていただきます。 

〇議長（河井淳君） 
 次に議案第８２号の詳細説明を求めます。 
 望月町民課長。 
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〇町民課長（望月由香里君） 
 議案第８２号 身延町手数料条例の一部を改正する条例について詳細説明をさせていただき

ます。 
 ２０ページをお開きください。 
 平成２７年１０月５日から住民票を有するすべての方にマイナンバーを通知するための通知

カードが、また２８年１月から本人の申し出に基づき顔写真の付いた個人番号カードの交付が

始まります。 
 通知カードや個人番号カードを再交付する場合の手続きは市町村の窓口で行います。各カー

ドの初回交付手数料は国が費用を負担するため無料交付としますが、紛失・盗難等の理由によ

り再交付をする際の手数料については国の負担がないため、受益者負担の考えにより有料とい

たします。このため通知カードおよび個人番号カードの再交付手数料について定める必要があ

ることから身延町手数料条例を改めるものです。 
 第１条は別表中「第４５項」を「第４６項」とし、第９項から４４項までを１項ずつ繰り下

げ、第８項の次に「９ 個人番号の通知カードの再交付（追記欄の余白がなくなった場合、個

人番号もしくは住民票コード変更により返納した場合または国外転出により返納した場合の再

交付を除く。）」、１件につき５００円を加えるというものです。この１条の規定は平成２７年

１０月５日から施行するものであります。 
 ２条は別表中第１０項、住民基本台帳カード１件につき５００円を「個人番号カードの再交

付（追記欄の余白がなくなった場合、個人番号もしくは住民票コード変更により返納した場合

または国外転出により返納した場合の再交付を除く。）」、１件につき８００円と改正するもので

あります。この２条の規定は平成２８年１月１日から施行するものです。 
 なお、住民基本台帳カードの交付は平成２７年１２月２８日で終了となります。手数料金額

の算定根拠は平成２７年４月１７日付け、総務省事務連絡において総務省の示す基準額に基づ

き設定しております。 
 以上で議案第８２号の詳細説明を終わらせていただきます。よろしくご審議をお願いいたし

ます。 
〇議長（河井淳君） 

 次に議案第８３号の詳細説明を求めます。 
 佐野子育て支援課長。 

〇子育て支援課長（佐野昌三君） 
 議案第８３号 身延町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担額等に関す

る条例の一部を改正する条例についての詳細説明をいたします。 
 ２２ページをお開きください。 
 今回の改正は、町立保育所において一時預かり事業を行う場合の利用者からの利用料の徴収

についての規定を本条例に加えるものであります。 
 一時預かり事業は新制度においては子ども・子育て支援法第５９条に規定する地域子ども・

子育て支援事業中の１事業に位置づけられ、その内容は保護者の病気、事故、出産や冠婚葬祭

などで家庭において保育を受けることが一時的に困難となった乳幼児に対し、保育所等の場所

において一時的に預かり必要な保護を行う事業であります。 
 本町では本事業を従来から実施しておりますが、利用料の徴収についての規定がなされてい
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なかったため、今回の改正で整備させていただくもので利用料の金額は議案の別表第２のとお

りであります。 
 以上で議案第８３号の詳細説明を終わります。 

〇議長（河井淳君） 
 以上で町長の提案理由と担当課長の詳細説明が終わりました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第１０ 議案第８４号 平成２７年度身延町一般会計補正予算（第３号） 
   日程第１１ 議案第８５号 平成２７年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 
   日程第１２ 議案第８６号 平成２７年度身延町介護保険特別会計補正予算（第２号） 
   日程第１３ 議案第８７号 平成２７年度身延町介護サービス事業特別会計補正予算（第１号） 
   日程第１４ 議案第８８号 平成２７年度身延町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 
   日程第１５ 議案第８９号 平成２７年度身延町農業集落排水事業等特別会計補正予算（第１号） 

 以上の６議案は、補正予算案でありますので一括して議題とします。 
 町長から本案について提案理由の説明を求めます。 
 望月町長。 

〇町長（望月仁司君） 
 それでは、議案第８４号から議案第８９号について順を追って説明を申し上げます。 
 まず議案第８４号 平成２７年度身延町一般会計補正予算（第３号）についてであります。 
 平成２７年度身延町の一般会計補正予算（第３号）は次に定めるところによる。 
 （歳入歳出予算の補正） 
 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３億２，３４３万７千円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ８９億２，４４２万２千円とする。 
 ２．歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額、並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
 （繰越明許費） 
 第２条、地方自治法第２１３条第１項の規定により翌年度に繰り越して使用することができ

る経費は「第２表 繰越明許費」による。 
 （地方債の補正） 
 第３条、地方債の追加は「第３表 地方債補正」による。 
 平成２７年９月３日 提出 

身延町長 望月仁司 
 次に議案第８５号 平成２７年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について

であります。 
 平成２７年度身延町の国民健康保険特別会計補正予算（第２号）は次に定めるところによる。 
 （歳入歳出予算の補正） 
 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５，３５２万１千円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ２２億５，７０２万９千円とする。 
 以下は省略をさせていただきます。 
 次に議案第８６号 平成２７年度身延町介護保険特別会計補正予算（第２号）についてであ

ります。 
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 平成２７年度身延町の介護保険特別会計補正予算（第２号）は次に定めるところによる。 
 （歳入歳出予算の補正） 
 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６，７０９万３千円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ２３億３，０７３万６千円とする。 
 以下は省略をさせていただきます。 
 次に議案第８７号 平成２７年度身延町介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）につ

いてであります。 
 平成２７年度身延町の介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）は次に定めるところに

よる。 
 （歳入歳出予算の補正） 
 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６６万５千円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ７６１万２千円とする。 
 以下は省略をさせていただきます。 
 次に議案第８８号 平成２７年度身延町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）について

であります。 
 平成２７年度身延町の簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）は次に定めるところによる。 
 （歳入歳出予算の補正） 
 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３３７万８千円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ９億９，４６７万円とする。 
 以下は省略をさせていただきます。 
 次に議案第８９号 平成２７年度身延町農業集落排水事業等特別会計補正予算（第１号）に

ついてであります。 
 平成２７年度身延町の農業集落排水事業等特別会計補正予算（第１号）は次に定めるところ

による。 
 （歳入歳出予算の補正） 
 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６９万７千円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ２，８１１万３千円とする。 
 以下は省略をさせていただきます。 
 以上であります。 
 なお、詳細につきましては担当課長より説明をさせますのでよろしくご審議の上ご議決くだ

さいますようお願いを申し上げます。 
〇議長（河井淳君） 

 議案第８４号から議案第８９号までの詳細説明を求めます。 
 議案第８４号の詳細説明を求めます。 
 笠井財政課長。 

〇財政課長（笠井祥一君） 
 議案第８４号 平成２７年度身延町一般会計補正予算（第３号）について詳細説明をさせて

いただきます。 
 ５ページをお開きください。「第２表 繰越明許費」であります。 
 １１款１項農林水産業施設災害復旧費を２億５，６００万円繰り越しするものでございます。
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これにつきましては今回、補正予算として計上させていただきました林道富士見山線の法面崩

落による災害復旧工事が標準工事日数の確保ができないため繰り越しをするものでございます。 
 ６ページをお開きください。「第３表 地方債補正」であります。 
 現年発生災害復旧事業債は林道富士見山線災害復旧工事に充当するため２，７１０万円を追

加計上させていただくものでございます。 
 ９ページをお開きください。 
 歳入ですが１款２項１目固定資産税、１節現年課税分を８５０万円減額いたしました。これ

は過疎対策のための固定資産税の免除に関する条例に基づく減免によるものであります。 
 ３項１目軽自動車税、１節現年課税分を１００万円減額いたしました。これは当初予定され

ていた税率の改正が先送りとなったため、見込んでいた増額分を減額するものであります。 
 １４款１項１目２０節低所得者保険料軽減負担金に２１２万１千円を計上いたしました。こ

れは平成２７年度第２回定例会でご議決いただきました介護保険条例の一部を改正する条例に

基づく介護保険料の軽減にかかる２分の１の国庫負担金であります。 
 ２項１目１節総務費補助金に４３万６千円を計上いたしました。これは個人番号カード交付

事務に対する補助金であります。 
 ６目３節中学校費補助金に３，３３２万７千円を計上いたしました。これは学校施設環境改

善交付金が授業料の変更および補助率が３分の１から５５％へ増額となったことにより、増額

するものでございます。 
 １５款１項１目１４節低所得者保険料軽減負担金に１０６万円計上いたしました。これは国

庫負担金で説明いたしました介護保険料の軽減にかかる４分の１の県負担金であります。 
 ２項２目１節社会福祉費補助金に１２万５千円を計上いたしました。これは介助用自動車購

入等助成事業補助金であります。 
 ４目１節農業費補助金に１０万６千円を計上いたしました。これは雪害により被害を受けた

施設を再建するため借り入れた資金の利子補給額が確定したことによる雪害復旧資金対策費補

助金の増額であります。 
 ７目１節農林水産業施設災害復旧事業費補助金に２億２，５７９万２千円を計上いたしまし

た。これは林道富士見山線災害復旧工事に対する補助金で補助率は事業費の８８．２％でござ

います。 
 １０ページをお開きください。 
 １７款１項２目１節指定寄附金に１０２万５千円を計上いたしました。これは福祉教育学校

等就学奨励基金への指定寄附金１００万円と不妊治療に対する指定寄附金２万５千円でありま

す。 
 １８款１項５目１節福祉教育学校等就学奨励基金繰入金に１２万円を計上いたしました。こ

れは身延町福祉教育学校等就学奨励基金条例施行規則に基づき、基金を処分して１人当たり

３万円の奨励金を４名に対して支給するための繰り入れであります。 
 １９款１項１目繰越金に４，１７１万５千円を計上いたしました。前年度からの繰越金であ

ります。 
 ２０款４項１目１５節雑入に１万円を計上いたしました。男女共同参画の一環として開催す

る男性料理講習会の参加料であります。 
 ２１款１項９目２節農林業施設災害復旧事業債に２，７１０万円を計上いたしました。「第
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３表 地方債補正」でご説明しましたとおり林道富士見山線災害復旧工事に充当するものであ

ります。 
 次に歳出ですが１１ページをご覧ください。 
 ２款１項１目一般管理費、１８節の１３０万円はウェブサーバーが老朽化したため更新する

ものであります。 
 ４目企画費、８節および１１節は男女共同参画の一環として開催する男性料理講習会の講師

謝礼および消耗品費であります。 
 １３節の１６５万３千円は、丸滝宮の前団地の東側にあります元コマショッピングセンター

駐車場を区画造成するための測量設計業務の委託料であります。 
 １９節の２０万円は、醍醐山を愛する会が実施いたします渋谷区との交流事業に対するまち

づくり補助金であります。 
 ３項１目戸籍住民基本台帳費の７節から１８節につきましては、個人番号カードの交付事務

にかかる臨時職員賃金、消耗品費、事務機器リース料および備品購入費でございます。 
 ３款１項３目高齢者福祉費、２８節の４２６万円は介護保険料低所得者軽減分として介護保

険特別会計へ繰り出すものであります。 
 １２ページをお開きください。 
 ５目障害福祉費、１９節の２５万円は介助用自動車購入に対する補助金であります。県と町

が２分の１ずつ補助するものでございます。 
 ２項１目児童福祉総務費、１５節の２５３万８千円は旧西嶋保育所のトイレ改修等を行い学

童保育施設とするための工事費であります。 
 １８節の７１万６千円は西嶋および大河内学童保育施設の備品購入費であります。 
 ２３節の２３万円は養育医療費国庫負担金精算に伴います返還金であります。 
 ３目常葉保育所費、４目久那土保育所費、５目原保育所費、６目静川保育所費の７節につき

ましては子ども・子育て支援法による必要保育士の基準が増員されたことに伴う賃金の増額で

ございます。 
 １３ページをご覧ください。 
 ７目子育て世帯臨時特例給付金事業費、２３節の９万７千円は子育て世帯臨時特例給付金の

実績に伴う返還金であります。 
 ８目特定教育保育施設費、１９節の１７万８千円は子ども・子育て支援法による必要保育士

の基準が増員されたことに伴う民間保育所事業費補助金の増額であります。 
 ３項１目災害援助費、２３節の３９万６千円は平成２５年度大雪災害にかかる災害救助費繰

替支弁金であります。 
 ４款１項３目母子保健費の２万５千円の財源組み替えにつきましては、不妊治療に対する指

定寄附金２万５千円を予算計上したことに伴う財源の組み替えでございます。 
 ３項１目簡易水道運営費、２８節の２９６万５千円は簡易水道事業特別会計への繰出金であ

ります。 
 ２目簡易給水施設運営費、１１節の２０万８千円は峯山簡易給水施設の配水池無停電電源装

置の更新修繕であります。 
 ５款１項１目労働諸費、１３節の１２１万３千円は三石山林道の側溝清掃業務委託９３万

６千円と１４ページの下部リバーサイドパークの遊具でありますわんぱく丸が老朽化したため
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の解体業務委託料２７万７千円であります。 
 ２３節の１千円は、平成２６年度山梨県緊急雇用創出事業市町村補助金が６００円多く交付

されていたため返還するものでございます。 
 ６款１項３目農業振興費、１３節の１５万円は獣害対策集落講習会を八日市場区で開催する

ための委託料でございます。 
 １９節の２１万３千円は、雪害により被害を受けた施設を再建するため借り入れた資金の利

子補給額が決定したことによる災害復旧資金対策費補助金の増額であります。 
 ４目農業土木費、１１節の５００万円は各地区からの要望に基づく修繕費等でございます。 
 １６節の５０万円は農道・用排水路等の補修用原材料および資材費であります。 
 ２項３目林業土木費の１１節３００万円は林道・治山施設等の小規模修繕費であります。 
 １４節の５００万円は林道等埋塞土除去に伴う重機等借上料の増額でございます。 
 ７款１項１目商工振興費、１３節の１４０万４千円は下部温泉会館漏水調査業務にかかる委

託料であります。 
 １５ページをご覧ください。 
 ８款２項１目道路橋梁維持費、１１節の６００万円は各地区からの要望に基づく町道等修繕

費であります。 
 １４節の７５万円は１２月から３月まで４カ月間、除雪用として重機を借り上げるものであ

ります。 
 １６節の３９万９千円は生コンクリート等の道路補修用資材の購入のための増額でございま

す。 
 １８節の１１万９千円は老朽した道路補修用のプレートコンパクターを更新するものでござ

います。 
 ２目道路新設改良費、１３節の５８３万２千円は西嶋第一橋、榧の木橋および打越隧道の修

繕工事にかかる積算および現場技術業務の委託料でございます。 
 ５項１目住宅管理費、１３節の８２万９千円は町有住宅相又団地合併浄化槽原水槽清掃業務

委託料が２８万９千円。住宅家賃管理システム改修業務委託料が５４万円であります。 
 １５節の１２５万３千円は老朽した町営住宅坂下団地２棟の解体工事であります。 
 ６項１目下水道総務費、２８節の６９万７千円は農業集落排水事業等特別会計繰出金であり

ます。 
 １６ページをお開きください。 
 ９款３項１目防災費、１９節の６７万７千円は防犯灯建設事業費補助金として門野区へ

２０万８千円。下山新町区へ１５万２千円。下山荒町区へ３１万７千円を交付するもので、い

ずれもＬＥＤ照明器具の設置であります。 
 １０款１項１目教育委員会、８節の１２万円は身延町福祉教育学校等就学奨励基金条例施行

規則第３条の規定により支給するもので１人３万円で４人分の計上でございます。 
 １９節の８８４万４千円は中学校統合に係る指定制服等購入費補助金であります。 
 ２項４目西嶋小学校管理費、１１節の１２６万４千円は故障している校内インターフォンを

修繕するものであります。 
 ６目下山小学校管理費、１１節の１７万３千円は給食配膳用エレベーターの修繕費でありま

す。 
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 ３項１目学校管理費、１１節の６８万２千円は学校施設環境改善事業事務消耗品費の増額で

ございます。 
 １２節の７１万７千円は統合に伴う理科実験用薬品廃棄処理手数料であります。 
 １３節９６万１千円の減額は身延中学校改修工事設計業務委託料の入札差金による減額でご

ざいます。 
 １５節の１９６万７千円は中富中プール駐車場用地を地権者に農地として返還するための土

壌改良工事１００万５千円と身延中学校改修工事の増額分９６万２千円でございます。 
 １７ページをご覧ください。 
 ４項２目公民館費、１５節の９５万１千円は旧北小跡地の排水路工事でございます。 
 ５項２目金山博物館運営費、１１節の３７万８千円は博物館正面入り口付近の監視強化のた

め監視カメラを増設するものであります。 
 ３目リバーサイドパーク運営費、１１節２２万６千円の減額は当初予算ではわんぱく丸の丸

太交換を予定していましたが、老朽が激しく５款１項１目労働諸費に解体業務の委託料を計上

したため減額するものであります。 
 ４目総合文化会館管理費、１１節１３１万円は消防用施設点検により指摘のあった火災報知

器、誘導灯および非常放送用バッテリー等の交換修繕であります。 
 １１款１項３目林業施設災害復旧費、１５節の２億５，６００万円は林道富士見山線災害復

旧工事の査定が終了し、国の承認を得ましたので予算計上するものであります。 
 １３款１項１３目福祉教育学校等就学奨励基金費、２５節の１００万円は指定寄附金として

ご寄附いただいた金額を積み立てるものでございます。 
 以上、議案第８４号の詳細説明とさせていただきます。よろしくご審議をお願いいたします。 

〇議長（河井淳君） 
 次に議案第８５号の詳細説明を求めます。 
 望月町民課長。 

〇町民課長（望月由香里君） 
 議案第８５号 平成２７年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について詳細

説明をさせていただきます。 
 ６ページをお開きください。歳入から説明させていただきます。 
 １款１項１目一般被保険者国民健康保険税、１節医療給付費分現年課税分は１，８７７万５千

円減額し、２節後期高齢者支援金分現年課税分は５５４万７千円減額するものです。これは一

般被保険者が本算定において前年度より５５世帯、１７２人減少したことによるもの。また

２７年度において低所得者にかかる国保税の軽減判定所得の見直しにより軽減世帯数は４７世

帯、９１人増加したことによるものです。３節介護納付金分現年課税分は３９１万５千円減額

するものです。これは介護保険の第２号被保険者が本算定において前年度より４１世帯、６０人

減少したことによるもの、軽減世帯数が２７世帯、４７人増加したことによるものです。 
 ２目退職被保険者等国民健康保険税、１節医療給付費分現年課税分は４４４万円減額し、２節

後期高齢者支援金分現年課税分は１２９万６千円減額するものです。これは退職被保険者が本

算定において前年度より２４世帯、５０人減少したことによるものです。３節介護納付金現年

課税分は１４８万３千円減額するものです。これは介護保険の第２号被保険者が本算定におい

て前年度より３４世帯、５０人減少したことによるものです。 
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 １１款１項１目療養給付費交付金繰越金、１節療養給付費交付金繰越金は４１０万５千円増

額するものです。これは平成２６年度決算に伴う療養給付費等負担金超過交付分として予算計

上するものです。 
 ２目その他繰越金、１節その他繰越金は８，４８７万２千円を増額するものです。これは平

成２６年度決算に伴う繰越金です。主に保険税歳入減額のための補てんおよび予備費償還金等

の歳出財源として計上するものです。 
 ７ページの歳出を説明させていただきます。 
 ３款１項１目後期高齢者支援金、１９節負担金補助及び交付金は５５４万７千円を減額する

ものです。これは平成２７年度社会保険診療報酬支払基金からの平成２７年度支払基金納付決

定通知によるものです。 
 ６款１項１目介護納付金、１９節負担金補助及び交付金は８８万７千円を増額するものです。

内容は先の３款１項１目後期高齢者支援金と同様に社会保険診療報酬支払基金からの平成

２７年度支払納付決定通知によるものです。 
 ９款１項３目償還金、２３節償還金利子及び割引料は８１８万１千円を増額するもので平成

２６年度療養給付費等負担金ほか３件について額の確定および精算に伴う償還金が発生したた

めの増額です。詳細は平成２６年度療養給付費等負担金返還金４１０万５，２７０円。平成

２６年度国民健康保険特定健康診査・保健指導負担金の国および県への返還金がそれぞれ

１４万５千円。平成２６年度退職者療養給付費交付金の社会保険診療報酬支払基金への返還金

が３７８万５，８３８円であります。 
 １０款１項１目予備費は５千万円を今後の医療費増加対策として計上させていただきました。 
 平成２６年度において繰越金は合計で１億５，０３０万２，１１６円であります。このうち

当初予算においてすでに繰越金５千万１千円を計上してあり、今回の補正予算において８，

８９７万７千円を計上いたしました。繰越金残額１，０３２万４，１１６円は今後の動向によ

り予算計上してまいります。 
 以上で国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について、詳細説明を終わらせていただき

ます。よろしくご審議をお願いいたします。 
〇議長（河井淳君） 

 次に議案第８６号および議案第８７号の詳細説明を求めます。 
 穂坂福祉保健課長。 

〇福祉保健課長（穂坂桂吾君） 
 最初に議案第８６号 平成２７年度身延町介護保険特別会計補正予算（第２号）について詳

細説明をいたします。 
 ６ページをご覧ください。まず歳入から説明いたします。 
 １款１項１目第１号被保険者保険料、１節現年度分特別徴収保険料３８２万６千円の減額に

ついてです。本年６月の定例会において低所得者の保険料を軽減するための介護保険条例の一

部を改正する条例を議決していただきましたが、今回特別徴収者の減額分として３８５万５千

円を見込みました。１人当たりの年間軽減額は３，５３０円で対象者を１，０９２人と見込み

ました。一方、のちほど歳出で説明いたしますが今年度以降、住民主体の介護予防の取り組み

としていきいき百歳体操を普及してまいりたいと考えておりまして、その経費の財源に充てる

ため、保険料分として２万９千円の増額を見込みました。減額分と増額分を相殺しまして
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３８２万６千円の減額であります。２節現年度分普通徴収保険料３８万９千円の減額につきま

しては特別徴収者と同様、低所得者の保険料の軽減措置に伴い補正するもので対象者は

１１０人と見込みました。１節、２節合わせまして４２１万５千円の減額であります。 
 次に４款国庫支出金の３万２千円。５款支払基金交付金の３万５千円。６款県支出金の１万

６千円。それから８款１項２目地域支援事業繰入金１万６千円のそれぞれの増額はいきいき百

歳体操実施経費の財源に充てるため国、支払基金、県、町の負担割合に応じて増額するもので

す。 
 次に８款１項４目低所得者保険料軽減繰入金４２４万４千円の増額は、低所得者の保険料軽

減分を公費で補てんするため一般会計から繰り入れるものです。 
 なお、この繰入金の財源として一般会計補正予算案に国分として２分の１、県分として４分

の１の歳入を見込んでいます。 
 次に７ページの９款１項１目繰越金６，６９６万５千円の増額ですが、歳出予算の国庫支出

金等償還金および予備費の財源として計上いたしました。 
 次に８ページの歳出について説明いたします。 
 ２款１項１目居宅介護サービス給付費につきましては歳入で低所得者の保険料を減額し同額

を一般会計からの繰入金で補てんいたしますので、これに伴い財源組み替えを行ったものです。 
 ５款１項２目一次予防事業費、１１節需用費１２万８千円の増額は先ほど歳入の説明で触れ

ましたとおり今年度以降、住民主体の介護予防の取り組みとしていきいき百歳体操を普及して

まいりたいと考えておりまして、この体操に使用する重りの購入費を計上しました。この重り

は参加者の手首や足首に装着し、その方の体力に合った負荷をかけて筋力アップを図るための

もので科学的に考えられた体操です。今回３０人分の重りを見込んでいます。筋トレマシンの

ような器具が整備された施設に通わずとも気軽に筋力アップができます。町では５人以上のグ

ループで身近な集会所、あるいは自宅の一室でも可能ですのでそのような場所を自ら確保して

いただいて週１回のペースで少なくとも３カ月以上は継続して取り組んでいただくことを推奨

し、やってみたいというグループに対してこの重りを貸し出すことといたします。 
 次に７款１項３目国庫支出金等償還金、２３節償還金利子及び割引料の３，５９６万５千円

ですが平成２６年度の保険給付費等の実績額確定に伴い、その財源として平成２６年度中に受

け入れ済みの国庫支出金等に超過交付が生じたため、これを返還するためのものです。その内

訳は保険給付に対するものとして３，４７３万６９７円。地域支援事業に対するものとして

１２３万３，７２７円です。 
 次に８款１項１目予備費に３，１００万円を計上いたしました。保険給付費の急激な伸びと

不測の支出に備えるためのものであります。 
 以上で議案第８６号についての詳細説明を終わりまして次に議案第８７号 平成２７年度身

延町介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）について詳細説明をいたします。 
 ６ページをご覧ください。歳入から説明をいたします。 
 ３款１項１目繰越金６６万５千円の増額につきましては、歳出補正予算の財源として計上い

たしました。 
 ７ページをご覧ください。歳出について説明いたします。 
 １款１項１目介護予防サービス計画事業費、１３節委託料の６６万５千円の増額につきまし

ては介護予防サービス計画の作成等に関わる業務の一部を指定居宅介護支援事業者に委託する
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ものでありますが、当初見込みより委託件数の増加が見込まれるため増額補正をお願いするも

のです。 
 以上で説明を終わります。よろしくご審議をお願いいたします。 

〇議長（河井淳君） 
 次に議案第８８号の詳細説明を求めます。 
 望月水道課長。 

〇水道課長（望月真人君） 
 それでは議案第８８号 平成２７年度身延町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）につ

いて詳細説明をさせていただきます。 
 歳入から説明させていただきます。６ページをお願いいたします。 
 ５款１項１目簡易水道一般会計繰入金、２節公債費繰入金につきましては公債費元金に充当

するものであり２９６万５千円の増額補正であります。 
 ６款１項１目繰越金、１節繰越金４１万３千円の増額補正につきましては平成２６年度の繰

越金によるものであります。 
 次に歳出について説明させていただきます。７ページをお願いいたします。 
 １款１項１目簡易水道管理費、１８節備品購入費２２万８千円の増額補正につきましては主

に納付書等を印刷していたプリンターが故障し修理不可能となったため、新規購入を要望する

ためであります。２７節公課費につきましては３１５万円の増額補正であります。平成２６年

度分消費税の確定申告により生じた不足額の計上であります。 
 ２款２項１目簡易水道建設費、１５節工事請負費２，９００万円の減額。１９節負担金補助

及び交付金２，９００万円の増額補正につきましては、中富南部簡易水道事業、小原島地内県

道南アルプス公園線の管渠埋設に伴う舗装本復旧工事を当初、工事費として予定しておりまし

たが県道の道路管理者であります山梨県が舗装本復旧に併せ、反対車線を補修修繕するため舗

装本復旧を負担金により受託工事として代行して山梨県に実施していただくためであります。

舗装本復旧延長Ｌ＝８００メートル、面積３千平方メートルであります。 
 ３款１項１目元金につきましては、一般財源２９６万５千円減に伴う財源組み替えでござい

ます。 
 以上、議案第８８号の詳細説明を終わらせていただきます。よろしくご審議をお願いいたし

ます。 
〇議長（河井淳君） 

 次に議案第８９号の詳細説明を求めます。 
 深沢環境下水道課長。 

〇環境下水道課長（深沢香君） 
 それでは議案第８９号 平成２７年度身延町農業集落排水事業等特別会計補正予算（第１号）

について詳細説明をさせていただきます。 
 歳入から説明させていただきます。６ページをお開きください。 
 ２款１項１目農業集落排水事業繰入金５万７千円につきましては、平成２６年度分農業集落

排水事業にかかる消費税納付金に伴う追加補正であります。 
 ２目小規模集合排水事業繰入金６４万円につきましては、北川地区排水処理施設の水中ブロ

ア交換修繕費として維持管理費に充当する追加補正であります。 
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 次に歳出を説明させていただきます。７ページをお願いいたします。 
 １款１項１目上之平地区維持管理費、２７節公課費５万７千円の追加につきましては平成

２６年度分の決算に伴い消費税について税務署と事前協議を行い、平成２６年度分の消費税納

付額が４９万７千円の見込みとなりました。当初予算に４４万円を計上しておりますので不足

額の５万７千円を追加補正するものであります。 
 ２項１目元金につきましては消費税納付金に使用料を充当するため、これに伴う財源組み替

えでございます。 
 ２款１項１目北川地区維持管理費、１１節需用費６４万円の追加につきましては排水処理施

設の水中ブロアを交換するための修繕費でございます。 
 以上で議案第８９号の詳細説明を終わらせていただきます。よろしくご審議をお願いいたし

ます。 
〇議長（河井淳君） 

 以上で町長の提案理由と担当課長の詳細説明が終わりました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第１６ 請願第３号 ３０人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度拡充を図るための請願

書についてを議題とします。 
 紹介議員の説明を求めます。 
 福與三郎君。 

〇８番議員（福與三郎君） 
 請願を提出いたします。 
 請願第３号 
 件名 ３０人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度拡充を図るための請願書 
 請願者住所 山梨県南巨摩郡身延町三沢７１０番地 
    氏名 身延町ＰＴＡ協議会会長 若林哲司ほか３団体 
 紹介議員は私、福與三郎であります。 
 請願の趣旨 
 少人数学級を推進すること。具体的学級規模はＯＥＣＤ諸国並みの豊かな教育環境を整備す

るため３０人以下学級とすること。 
 教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、義務教育費国庫負担制度の堅持とともに国負

担割合を２分の１に復元すること。 
 教育条件の格差解消を図るため、地方交付税を含む国における教育予算を拡充すること。 
 請願の理由につきましては、記載のとおりでありますので省略をさせていただきます。 
 提出先 
 内閣総理大臣 
 内閣官房長官 
 文部科学大臣 
 財 務 大 臣 
 総 務 大 臣 
 以上であります。 
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〇議長（河井淳君） 
 以上で説明を終わります。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第１７ 請願第４号 中部横断自動車道（仮称）中富インターチェンジから国道３００号を

結ぶ新設道路を求める請願書についてを議題とします。 
 紹介議員の説明を求めます。 
 福與三郎君。 

〇８番議員（福與三郎君） 
 請願第４号 
 件名 中部横断自動車道（仮称）中富インターチェンジから国道３００号を結ぶ新設道路を

求める請願書 
 請願者住所 山梨県南巨摩郡身延町常葉６９４番地２ 
    氏名 中富から国道３００号の早期開通を実現する会代表 道村芳久ほか１２人 
 紹介議員は草間天、福與三郎、伊藤文雄。 
 請願の趣旨でございますけれども、町議会は早期のこの道路の実現のため町および県に積極

的に働きかけていただきたい。 
 町議会はこの道路構想実現のため町に早々に調査・研究を行うよう働きかけていただきたい。 
 請願の理由につきましては、記載のとおりでありますので省略をさせていただきたいと思い

ます。 
 以上、よろしくご審査の上ご採択いただけますようお願いを申し上げます。 

〇議長（河井淳君） 
 以上で説明を終わります。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第１８ 請願第５号 請願書についてを議題とします。 

 紹介議員の説明を求めます。 
 川口福三君。 

〇１０番議員（川口福三君） 
 請願第５号 
 受理年月日 平成２７年８月１８日 
 請願書 
 請願者住所 山梨県南巨摩郡身延町古関１３１番地 
    氏名 久那土保小中保護者会代表 若狹正人 
    住所 山梨県南巨摩郡身延町西嶋３１８番地 
    氏名 西島小学校保護者会代表 近藤有美 
 紹介議員 松浦隆 川口福三 
 請願の趣旨 
 市川三郷町立六郷中学校への通学を希望する久那土小・西島小学区に在住する児童、ならび

に久那土中学区に在住する生徒が就学可能となるよう、身延町教育委員会に働きかけていただ

きたい。その第一歩として、まずは市川三郷町教育委員会が許可に向けて動き出すことができ

るよう、身延町教育委員会の同意の旨を市川三郷町教育委員会に伝えるよう申し入れていただ
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きたい。 
 請願内容につきましては、記載のとおりであります。よろしくご審議のほどをお願いいたし

ます。 
〇議長（河井淳君） 

 以上で説明を終わります。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第１９ 請願第６号 請願書についてを議題とします。 

 紹介議員の説明を求めます。 
 松浦隆君。 

〇７番議員（松浦隆君） 
 請願番号 請願第６号 
 件名 請願書 
 受理年月日 ８月２１日 
 請願者住所 山梨県南巨摩郡身延町常葉５５７０番地 
    氏名 小中学校統廃合問題を考える会代表 渡邉龍巳 
 紹介議員、松浦隆でございます。 
 請願の趣旨ですが８月４日、５日、６日に教育委員会によるスクールバスの運行実測が行わ

れました。しかしこの期間、学校は夏休みであり、また企業も夏休暇や変則就業を実施してい

るため交通実態は通常と異なっています。子どもたちの安全確保のためには正確なデータが必

要です。学校が休業日でない通常時に再度の実測を実施されるよう教育委員会に申し入れをし

ていただきたい。 
 中学校統合準備委員会での協議の中では、保護者会から安全確保の意見が相次いでいます。

今、スクールバスの運行実測では各停車時間が３０秒でした。中には１５人や２０人以上の生

徒が乗降する停留所もあります。乗降場所に遅れてくる生徒もいると思われます。３０秒では

子どもたちがシートベルトを固定したか、安全に着座しているかを確認するのは無理です。ま

た実測では３０秒停車とすれば運行会社はそれを踏襲します。極めて危険な運行になります。 
 どう見ても最低３分の停車時間は必要で、この時間を確保した運行計画を教育委員会に申し

入れていただきたい。 
 ８月６日に教育委員会より提出された中学校統合に関する保護者要望事項について、意見交

換資料で教育委員会はすべてを行政・学校でカバーすることは現実に困難で、従来どおりに保

護者や地域の協力をお願いしなければならないこともあるとしています。 
 しかし中学校統合準備委員会に住民は傍聴さえも認められず、何も分からない状態です。こ

んなことでは協力さえおぼつきません。 
 教育問題は町の将来構築にもつながり、地域住民には大きな関心事です。今からでも遅くは

ありません。中学校統合準備委員会に地域住民が参加できるように教育委員会に申し入れてい

ただきたい。 
 以上でございます。 

〇議長（河井淳君） 
 以上で説明を終わります。 
 なお請願第３号、請願第５号および請願第６号は教育厚生常任委員会に、請願第４号につい
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ては総務産業建設常任委員会に付託する予定になっております。 
 以上で本日の日程はすべて終了しました。 
 これをもちまして、本日は散会といたします。 
 ご苦労さまでした。 

〇議会事務局長（中村京子君） 
 相互にあいさつを交わします。 
 ご起立願います。 
 相互に礼。 
 お疲れさまでした。 

散会 午後 ０時００分 
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平成２７年第３回身延町議会定例会（２日目） 

 
平成２７年９月 ４日 
午前 ９時００分開議 
於 議 場 

 
１．議事日程 

 
日程第１ 諸般の報告 
日程第２ 一般質問 

 
 

２．出席議員は次のとおりである。（１４名） 
 

 １番  深 澤   勝        ２番  赤 池   朗 
 ３番  田 中 一 泰        ４番  広 島 法 明 
 ５番  柿 島 良 行        ６番  芦 澤 健 拓 
 ７番  松 浦   隆        ８番  福 與 三 郎 
 ９番  草 間   天       １０番  川 口 福 三 
１１番  渡 辺 文 子       １２番  伊 藤 文 雄 
１３番  野 島 俊 博       １４番  河 井   淳 

 
 

３．欠席議員は次のとおりである。 
 

な  し 
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４．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

（２０人） 
町       長 望 月 仁 司 副 町 長 望 月 幹 也 
教 育 長 鈴 木 高 吉 総 務 課 長 樋 川  信 
会 計 管 理 者 竹ノ内 強 政 策 室 長 佐 野 文 昭 
財 政 課 長 笠 井 祥 一 税 務 課 長 村 野 浩 人 
町 民 課 長 望月由香里 福 祉 保 健 課 長 穂 坂 桂 吾 
観 光 課 長 柿 島 利 巳 子育て支援課長 佐 野 昌 三 
産 業 課 長 遠 藤  基 土 地 対 策 課 長 佐 野 勇 夫 
水 道 課 長 望 月 真 人 環境下水道課長 深 沢  香 
下 部 支 所 長 遠 藤 庄 一 身 延 支 所 長 藤 田 政 士 
学 校 教 育 課 長 笠 井 喜 孝 生 涯 学 習 課 長 高 野 博 邦 

 
 

５．職務のため議場に出席した者の職氏名（２人） 
 

議会事務局長 中 村 京 子 
録 音 係 佐 野 和 紀 
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開会 午前 ９時００分 
〇議会事務局長（中村京子君） 

 おはようございます。 
 相互にあいさつを交わします。 
 ご起立願います。 
 相互に礼。 
 （ あ い さ つ ） 
 ご着席ください。 

〇議長（河井淳君） 
 本日は大変ご苦労さまです。 
 それでは出席議員が定足数に達しておりますので、直ちに会議を開きます。 
 本日は、議事日程第２号により執り行います。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第１ 諸般の報告を行います。 

 本日の説明員として、地方自治法第１２１条の規定に基づき出席通知のありました者の職氏

名につきましては一覧表としてお手元に配布したとおりです。 
 なお、水上建設課長は欠席の届け出がありましたので報告いたします。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第２ 一般質問。 

 質問の通告書は７名であります。 
 これから通告順に一般質問を行います。 
 それでは通告の１番、野島俊博君の一般質問を行います。 
 野島俊博君の質問を許します。 
 登壇してください。 
 野島俊博君。 

〇１３番議員（野島俊博君） 
 通告に従いまして一般質問を行います。大変、多岐にわたる質問でございますけども、どう

かよろしくご回答をお願いいたします。 
 それでは早速、聞いていきます。質問１．鳥獣被害防止について聞きます。 
 これはもう皆さますでに承知のことと思いますけども「西伊豆感電事故 漏電遮断器なし 電

気柵倒れ川に接触か」というニュースでございました。西伊豆町一色の仁科川の支流で７人が

電気柵に感電して男性２人が死亡した事故。そこで今回、電気柵の管理・運用等、法に関する

事項について質問いたしますのでよろしくお願いいたします。 
 漏電遮断器は電気柵から外部への漏電があった場合、通電を中止し火災や事故の発生を未然

に防ぐ装置、これは２００９年に兵庫県で起きた電気柵による感電死亡事故を受け経済産業省

は同年８月、電気柵の取り扱いに関して電気事業法７４条に基づく指導を出しております。今

回の事故は左手に大ケガをした男子児童８歳が最初に電気柵に触れてやけどし、電気柵の電線

を支える支柱が倒れて、電線の一部が川に接触して漏電した可能性があるとみています。電気

柵は２０メートル以上離れた対岸の農作業小屋にある家庭用コンセント１００ボルトを電源と

していたということでございます。変圧器があったが人が感電死に至る５０ミリアンペアに近

 ４１



い電流が流れた可能性もあるとみられております。 
 以上この事故により鳥獣被害対策用の電気柵の特性と注意点を知ろうということで鳥獣被害、

農作物を守る方法として電気柵による防除が町内でも畑、水田を中心に電気柵を設置している

箇所が多くありますけども、特性を正しく理解し安全に活用し未然に事故を防ぎましょうとい

うことで質問をいたしますのでお願いいたします。 
 まず１でございますけども質問１、①、②ですが本町では鳥獣被害防止計画を策定し、これ

に沿って防止に取り組んでおりますけども、ここは数値的なことを聞きますので①、②、併せ

て回答をお願いいたします。 
 まず①は県単土地改良事業等、これまで講じてきた被害防止対策についての整備延長と②中

山間地域総合整備事業による侵入防止柵設置についての整備延長はについて回答をお願いいた

します。 
〇議長（河井淳君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 野島議員の質問１のすべてにつきましては、担当課長に答弁をいたさせますのでよろしくお

願いいたします。 
〇議長（河井淳君） 

 産業課長。 
〇産業課長（遠藤基君） 

 それではご質問にお答えします。 
 平成２２年度から現在までに県単土地改良事業等で講じられました被害防止対策のうち個人

等で設置した電気防護柵の整備延長は２万２，６０７メートルとなります。また２番目の中山

間地域総合整備事業により行政機関で設置された侵入防護柵の整備延長は、身延北部地区にお

いて平成２２年度から２７年までに５万３５６メートルとなります。 
〇議長（河井淳君） 

 野島君。 
〇１３番議員（野島俊博君） 

 中山間地域のほうは、この２５年から増えたということでよろしいですね。 
〇議長（河井淳君） 

 産業課長。 
〇産業課長（遠藤基君） 

 続けて整備をしておりますので増えております。 
〇議長（河井淳君） 

 野島君。 
〇１３番議員（野島俊博君） 

 それでは次に移ります。質問２の電気柵の設置について聞きます。 
 まず電気柵について、電気柵は鳥獣害防除または放牧等で広く使用されており、バッテリー

などを電源とした電気柵用電源機から電線へ電気を流し、これに触れた動物にショックを与え

田畑への侵入を防ぐとされております。 
 電圧はこれは出力は１千ボルトに達しますけども、法律で定められた電気柵を使用すること
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により流れる電流は数千分の１秒単位のパルス式、約１秒間隔となっておりますけども、非常

に短い時間でございますけども、低電流値でありまして、これは冬場の静電気のパチンという

ような刺激に似たものであるということでございますけども、またパルス式であることにより

電気柵を触った場合でも手を離すことができるようにしたものでございます。 
 そして注意事項といたしまして、こんな方はご注意をということで、ペースメーカーや除細

動器を装着している方は直接電気柵の線に触れないように注意してください。また機器に影響

を与え人体に重大な影響を及ぼす可能性がありますということでございます。こんな場合にご

注意をということで、もう１つ、感電が発生したときには電気柵用電源装置や電気柵には近付

かないでください等々の注意点があるようでございますけども、それで質問２の①電気柵は自

由に設置できるかについて回答をお願いいたします。 
〇議長（河井淳君） 

 産業課長。 
〇産業課長（遠藤基君） 

 電気柵は田畑や牧場などで野生動物の侵入や家畜の脱出を防止する場合に限り設置できます。 
〇議長（河井淳君） 

 野島君。 
〇１３番議員（野島俊博君） 

 そういう限りということが１つの問題でございますけども、質問２の②届け出義務はあるの

かについて回答をお願いいたします。 
〇議長（河井淳君） 

 産業課長。 
〇産業課長（遠藤基君） 

 現行では届け出の義務はありません。 
〇議長（河井淳君） 

 野島君。 
〇１３番議員（野島俊博君） 

 ありがとうございます。 
 この西伊豆の感電死ですね、「電気柵は必需品 届け出不要 設置の把握困難」ということで

毎日新聞の地方版の見出しにこれは出ておりましたけども、西伊豆町産業建設課によりますと

電気柵設置に届け出の義務はなく、どのくらいの人が使用しているか把握は困難ということで

ございました。農地保護のために設置する場合、材料費の約半分を補助する制度を設けており、

年間で１０数件の利用者がいるということでございました。この静岡県の山村共生課の担当者

は今回の事故を受け、農協や市や町を通じ事故防止の徹底を呼びかけていきたいとしておりま

すけども、以前より簡単に電気柵を設置できるようになった、個人で電気柵を張っている場合、

管理も個人任せにならざるを得ないと報じております。 
 ここで質問いたしますけども、ここで⑤の法令関係を先に質問させていただきたくお願いい

たします。理由は法令関係を明らかにすることで③、④、⑥、⑦が理解しやすいと思いますの

でよろしく議長、お願いいたします。 
 それでは質問２の⑤電気柵について、人に対する危険防止のための施設方法の定めはについ

て回答をお願いいたします。 
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〇議長（河井淳君） 
 産業課長。 

〇産業課長（遠藤基君） 
 お答えいたします。 
 電気事業法に基づく電気施設に関する技術基準を定める省令により、電気柵はその設置にあ

たり感電または火災の恐れのないように設置することとされております。 
〇議長（河井淳君） 

 野島君。 
〇１３番議員（野島俊博君） 

 法的はそうなんですけども、法にない部分でございますけども、欲を言えば日次、月次、年

次点検の有無とかそういうものが、やっぱりこれは入っていかなければならないではないかな

とそういうふうに思いますけども、機器個々の点検、法に基づく点検はということになります

が、この件はどうでしょうかということでございますけども、次に移りますけども質問２の③

危険表示はどのように行うことが必要になるのか、回答をお願いいたします。 
〇議長（河井淳君） 

 産業課長。 
〇産業課長（遠藤基君） 

 電気柵を設置する場合は、人に見やすいように適当な位置や間隔、見やすい文字で危険であ

る旨の表示を行うことが必要であります。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 野島君。 

〇１３番議員（野島俊博君） 
 続きまして２の④どのような場合に漏電遮断器を設置する必要があるのか、これについて回

答をお願いいたします。 
〇議長（河井淳君） 

 産業課長。 
〇産業課長（遠藤基君） 

 お答えいたします。 
 電気柵を公道沿いなどの人が容易に立ち入る場所に設置する場合で、家庭用コンセントなど

の３０ボルト以上の電源から電気を供給するときは、漏電による危険を防止するために漏電遮

断器を設置する必要があります。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 野島君。 

〇１３番議員（野島俊博君） 
 漏電遮断器のこのテストボタンというのがあると思うんですけども、どのような動作をする

ものですかということでございますけども、この漏電遮断器では大変な、非常に大切なものが

ございます。テストボタンは漏電発生時に漏電遮断器が確実に動作、トリップするかテストを

行うための、これは押しボタンが付いているはずでございます。そしてこのテストでは漏電動
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作の、漏電表示ボタンが突出しますけども、ただし電気的に動作するかのテストを行うため電

源側の端子に電圧を印加しておく必要がございます。このテストは、少なくともやはり月次ぐ

らいは自分で自己診断でやっていかなければならないではないかなと、そのように私は思って

おります。 
 そして漏電遮断器のテストボタン動作確認の法規定については、漏電遮断器の定期点検に関

する法的な規制はございませんけども、以下のような、これから言いますけども技術指針が出

されております。ただし、これはいずれも制定された時期はかなり古い時期でございますけど

も関係する技術指導等はまず１．低圧電路地絡保護指針、これは日本電気協会、１９７２年に

出されたものですけども、適当な時期ごとにテストボタンによる動作確認をすることになって

いると。 
 ２は感電防止用漏電遮断器安全指針、これは労働省、１９７２年。外観検査、感度電流、動

作時間、絶縁抵抗測定を推奨しており、実施時期は使用頻度や設置場所などの条件で任意に決

めることになっています。またこれら以外にも感電事故事例や遮断器の必要性について教育を

実施するということになっております。 
 ３番目に感電防止用漏電遮断器装置の接続および使用の安全基準に関する技術用の指針、こ

れは１９７４年、感度電流、動作時間、絶縁抵抗測定をすることとなっており、実施時期は上

記と同様、使用頻度や設置場所などの条件で任意に決めることになっています。 
 ④は漏電遮断器適用指針、これは電気工業会、１９８５年でございますけど、テストボタン

による動作の確認は初めての使用開始時、転用の場合、これはレイアウト等変更も、結線をや

り直した場合も含みますけども、そしてあとは塵芥、油、煙等が付着した場合、振動・衝撃を

与えたとき、長期間、１週間から２週間以上使用せずに使用を再開した場合、その他の場合で

使用条件の悪い場合は月に１回から２回程度、使用条件の良い場合は年に１、２回、上記のよ

うな、今まで言ったようなことを法的義務や記録を残す必要は決められていませんが、漏電遮

断器のテストボタンの動作確認は１カ月に１回程度、推奨しているということで言われており

ます。 
 それで次に質問２の⑥に移ります。 
 設置・管理について町としてどのように関わっているのか。これについて答えをお願いいた

します。 
〇議長（河井淳君） 

 産業課長。 
〇産業課長（遠藤基君） 

 お答えいたします。 
 電気柵の設置につきましては、行政機関に対して届け出の義務もなく自由に設置することが

できますので、すべての設置者に対して直接、設置および管理について指導することはできま

せん。ただし本町の有害鳥獣防除用施設設置補助金交付要綱に基づき、補助金の交付を受けて

電気柵を設置する方については設置場所、設置方法、設置状況の現地調査を実施いたしますの

で電気柵の安全な設置や管理を指導することとしております。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 野島君。 
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〇１３番議員（野島俊博君） 
 次に質問２の⑦に移りますけども、電気柵の施設、法的要求事項はどのようになっているの

か回答をお願いいたします。 
〇議長（河井淳君） 

 産業課長。 
〇産業課長（遠藤基君） 

 お答えいたします。 
 電気柵は電気事業法で設置方法が定めており、その設置に際し満たさなければならない主な

基準を申し上げます。 
 まず１つ目に危険である旨の表示をすること。２つ目に出力電流が制限される電気柵用電源

装置を使用すること。３つ目に３０ボルト以上の電源から電気を供給するときは漏電遮断器を

設置すること。ならびに専用の電源スイッチを設置することとなっております。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 野島君。 

〇１３番議員（野島俊博君） 
 侵入防止柵の一種である電気柵を施設する場合の安全確保は極めて、これは重要になってき

ております。電気事業法、今言ったとおり３９年、法律第１７０号に基づく電気設備に関する

技術基準を定める省令、これは平成９年、通商産業省省令第５２号、第７４条の規定ではこの

施設に当たっては感電または火災の恐れのないように施設することとなっておりますけども、

農業者自らが施設する場合を含め感電防止のための適切な措置を講じることが必要であります

とそういうふうになっております。 
 そして家庭用コンセントを直接電気柵に通電することは、これは法令違反でございますけど

もこれは大変危険なことでございます。そして鳥獣による農作物等の被害の防止にかかる電気

柵施設における安全確保につきましては今、回答のとおりでございますけども、電気柵の管理

ということでもっていきますと、電気柵の設置を行った場合は電気柵の周囲の草刈りなどを行

い漏電を防ぐとともに、電線の切断がないかどうかこまめな点検が必要でございます。 
 それで質問３に移りたいと思いますけども、これまでの回答をまとめていただいて、今後の

鳥獣侵入防止柵の整備計画はについて、これは賀茂郡西伊豆町で発生した電気柵による事故の

水平展開を教訓としての考えを含むということにつきまして回答をお願いいたします。 
〇議長（河井淳君） 

 産業課長。 
〇産業課長（遠藤基君） 

 お答えいたします。 
 今後の鳥獣侵入防止柵の整備計画につきましては中山間地域総合整備事業、身延北部地区に

おいて９，５００メートル、ならびに身延南部地区において２万８，１００メートルの施設整

備が計画されております。行政が主体となって整備する鳥獣侵入防止柵につきましては施設整

備地区と協定を結ぶ中で、その設置管理に対して安全を重視することに努めてまいります。 
 さらに町内で農業を営んでおられる皆さまには、本町の有害鳥獣防除用施設設置補助金にお

いて補助対象額の８割を補助する制度でありますので、有効に活用していただきたいと考えて
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おります。 
 また西伊豆町で発生した電気柵による事故以降に国、県の関係機関から電気柵の設置状況確

認や安全な設置管理に関する周知徹底がされたことに伴い、本町におきましても７月下旬に町

内約２２０カ所の現地調査を実施するとともに防災無線、ホームページ、広報９月号において

注意喚起したところであります。 
 今後は、電気柵の設置についての届け出の義務や認可制度などの行政手続きも視野に入れた

取り組みが想定されますので国・県等の動向を見極め迅速な対応をしていきたいと考えており

ます。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 野島君。 

〇１３番議員（野島俊博君） 
 そういうことがこれから事故を起こさない方法につながっていきますけども、この今の回答

をいただいて、他プラントで起きた事故の水平展開ですね、そういった事故とか故障について

は対策検討の結果を踏まえ各プラントの定期点検の際に該当機器の点検を行い、同様のトラブ

ルの発生防止に努めていただきたい。点検内容は類似のトラブルが発生するかどうかの確認検

査と機能試験による健全性の確認でありまして、一方、類似のトラブルが発生する恐れがある

場合は対策と、これはなっているとそういうことでございますけども、これは日次、週次、月

次点検、年次点検、また点検項目の設定など今回の質問に対して適切に今、お答えをいただい

たんですけども、さらにそれを進めていただいて、自主的に点検をやっていただくような指導

もしていただければと、そういうふうに考えておるところでございます。 
 また事故の水平展開も今なされておりますけども、今後へ生かす努力も伺いました。課全体

が同じ認識を持って、ことに当たることはとてもこれは大事なことでございます。今後ともこ

ういう事故があった場合、他人事とは思わずとことん突き止めていく姿勢を維持し見直しを随

時行ってほしいと考えております。 
 また大事なことは微電流であってもショックということで、こういうことで死に至る場合も

ございます。特にショックで転んで頭を打って打ちどころが悪い場合は死に至るとか、それは

大きな事故になると思える潜在的な危険要因、またそういう有害性を見つけ出してこれを取り

除くような提言活動もぜひやっていただきたいと、そういうように思います。よろしくお願い

申し上げまして質問１を終わりにさせていただきます。 
 続きまして質問２．国道５２号整備について、新たなルートについて聞いていきます。 
 道路整備には都市の骨格となる環状放射道路の整備、景観に配慮したまちなみ形成を支援す

る道路の整備、渋滞ポイントの解消を図る道路の整備、快適な歩行空間を創出する道路の整備、

中心市街地活性化を支援する道路の整備、交通結節点や物流拠点周辺の道路の整備などが挙げ

られております。 
 このたび下山地区の富士川敷地には広い国有地があることから中部横断道から発生する土、

岩の一部を利用して盛り土を行い、全面に連続堤防を整備し盛土の上面は一般道を整備する計

画としております。そして現在、工事に一部着手しておりますけども、盛り土や連続堤防の工

事は中部横断道の工事進捗に合わせ、平成２９年度に完成との説明を過日の全協で受けたとこ

ろでございます。 
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 このことはこれまで私も工業団地に勤務しておりまして、大変ありがたいことはよく分かり

ます。地域の交通に対する安全・安心と工業業務としての機能が集積した工業団地の活性化を

支援する道路の整備の実施となり、地域や工業団地としても大変ありがたいことであると考え

ています。そしてさらに交通結節点の整備をすることによって快適性、利便性の向上が図られ

るほか通過車両からの風景もいっぺんし、新たな誘客に対しての効果があるのではないかと思

うところでございます。 
 そこで今回、さらに車の通行の利便性を考え国道３００号と宮原西詰から富士川・早川右岸

の堤防整備をお願いし、新早川橋までの新ルートの整備をすることを望むものでございます。

富士川右岸を通ることによって西には身延山、そして目を落とすとクラフトパーク、身延山ゴ

ルフ場、そしてさらに目を下げると工業団地のミニパーク、春にはクラフトパークの桜、工業

団地ミニパークの桜並木、秋はこれを機にクラフトパークに赤色が少ないために県に街路沿い

の植栽をお願いして、春秋年中楽しめる風景が目の前に表われることとなります。そして南は

急傾斜地を縫うように流れる三大急流の富士川の流れを目の当たりにすることになります。「下

部温泉郷へよくおいでくださいました」の看板と身延インター、そしてバイパスには排雪所や

チェーン着脱所の設置が考えられておるようでございますけども、これが駐車場にできればこ

れからの風景が楽しめることになると思いますけども、そこで質問いたします。 
 国道３００号、富山橋西詰から下流富士川右岸への連続堤防および盛り土による道路整備、

国道５２号バイパス工事が予定された。そこでさらに上沢交差点付近の混雑解消のために新早

川橋までの新ルート、富山橋西詰から富士川・早川右岸上流堤防の整備による設置の考えはあ

りますでしょうか、回答をお願いいたします。 
〇議長（河井淳君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 お答えをいたします。 
 国道３００号の富山橋西詰から下流富士川右岸への連続堤防および盛り土による道路整備等

につきましては、本年６月５日の全員協議会の席で下山地区整備として議員の皆さんに説明を

させていただきました。 
 なお、施工につきましてはそのとおりに施工をしていただけることになっておりますので、

ご理解をいただきたいと思います。 
 ご質問の新早川橋までの右岸の河川敷の整備による新ルートの設置につきましては、建設が

決まった富山橋西詰から当子沢橋約１，９００メートルが国道５２号のバイパス的役割を果た

す上で必要なルートと考えます。富山橋西詰から新早川橋の間につきましても町では今後、国

へ要請をしてまいりたいと思います。 
 以上であります。 

〇議長（河井淳君） 
 野島君。 

〇１３番議員（野島俊博君） 
 大変前向きなご回答をいただきました。どうかひとつ前向きに進めていただきたいと思いま

すのでよろしくお願いいたします。 
 それでは質問３に移らせていただきます。高齢者福祉について聞いていきます。 
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 大介護時代に向けての準備はと題して質問いたしますので、よろしくご回答をお願いいたし

ます。 
 まず２０２５年問題について、団塊の世代が２０２５年ごろまでに後期高齢者、７５歳以上

に達することによって介護・医療費等社会保険費の急増が懸念される問題とされております。

２０２５年の超高齢化社会の社会像は、これまでの高齢化の問題は高齢化の進展の早さの問題

でございましたけども平成２７年、２０１５年以降は高齢化率の高さ、高齢者数の多さが問題

となります。そして低い出生率と諸外国に例を見ないスピードで高齢化が進行しており、年金

等厳しい社会保障費負担の社会到来が予想されております。 
 平成２７年、団塊世代、１９４７年から１９４９年生まれ、約８００万人が高齢者となり低

出生率が拍車をかけ生産年齢人口がさらに減少されると予想されております。２０２５年問題、

介護や福祉分野の需要はますます増え、医療費などの社会保障費が急膨張する中、医療・介護

のサービス体制の抜本的な見直しが必要とされております。 
 認知症高齢者数につきましては２０１０年では約２８０万人、２０２０年には４１０万人、

２０２５年には４７０万人を超えると推計されております。そして若年性認知症１８歳から

６４歳の有症率、人口１０万人当たり男性５７．８人、女性３６．７人。中でも気をつけたい

のは若年性アルツハイマー病とされております。 
 それでは、これから質問していきますのでよろしく回答をお願いいたします。 
 質問１．２０２５年問題をどのように考えているか、回答をお願いいたします。 

〇議長（河井淳君） 
 町長。 

〇町長（望月仁司君） 
 ３の回答につきましては、担当課長にすべて回答をさせますのでよろしくお願いいたします。 

〇議長（河井淳君） 
 福祉保健課長。 

〇福祉保健課長（穂坂桂吾君） 
 日本は２００７年に高齢化率が２１％を超え、すでに超高齢社会に突入しています。そして

人口構成で最大のボリューム層であるいわゆる団塊の世代が７５歳以上に到達するのが

２０２５年です。厚生労働省が示す２０２５年の日本の高齢化率は３０％を超え、野島議員の

ご質問の中にもございましたとおり、これまで他国と比べ日本の高齢化の問題はその進展の早

さの問題とされてきたところが、これからは高齢化率の高さの問題となってまいりまして、こ

のことは少子高齢化や人口減少を背景として年金、医療、介護等の社会保障制度、その他これ

までの日本の社会の仕組みに影響を与えるものと思われます。 
 例えば介護について考えますと、後期高齢者の年代はそれ以前の年代と比べて介護リスクが

高まってまいりますので、介護需要の伸びに伴いそのための費用も増嵩し介護保険制度自体の

存在が危ぶまれる事態にもなりかねません。そこで国では２０２５年に備え、今般の介護保険

制度の見直しにより医療や介護、その他の高齢者の多様な生活支援ニーズに対し地域全体で応

えていけるよう、地域包括ケアシステムの構築に具体的に取り組むよう市町村に求めてまいり

ました。 
 身延町の高齢化率はすでに４２％を超え、国立社会保障人口問題研究所が平成２５年３月に

出した将来人口推計値に基づく本町の２０２５年の高齢化率は４９％を超えることとなります。
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高齢者がいつまでも地域で安心して暮らしている環境、地域包括ケアシステムを整えることは

本町にとってはまさに喫緊の課題であると認識をしております。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 野島君。 

〇１３番議員（野島俊博君） 
 それでこれから質問２に入りますけども、この迫る大介護時代にどう立ち向かっていくのか。

介護責任を誰が担うのか、誰もがその問いに向き合わなければならない時代を迎えた日本でご

ざいます。人生１００年社会、誰もが介護に関わる時代がやってくる。まさに大介護時代の到

来でありましてケアも総力戦になると言われております。介護不安ばかりがクローズアップさ

れがちですけども、このことに対して地域の動きも見えてきております。そんな希望も考慮し

ながら介護のある暮らしをどう支えるのかの答えを出していかなければなりません。 
 人生５０年から８０年時代、そして現在は人生１００年社会へ高齢者が地域から孤立しない

ための取り組みに着目しなければならない時代となってまいりました。そして目的の実現のた

めには、まずは地域から孤立している方を把握することが必要でございまして、それには行政

の住民実態把握を進めることが必要でございます。さらに現行の見守り活動をどのように生か

して地域全体としての見守りの仕組みを構築していくかが課題と考えます。 
 ここで質問いたしますけども、質問２の①地域からの孤立・孤立ゼロへについて回答をお願

いいたします。 
〇議長（河井淳君） 

 福祉保健課長。 
〇福祉保健課長（穂坂桂吾君） 

 本町の在宅のひとり暮らし高齢者数は本年４月時点の住民基本台帳に基づきますと１，

４９４人、全高齢者人口に対する割合は２６．４％という状況で、この比率は毎年上昇傾向に

あります。 
 町では緊急時に対処するためのふれあいペンダント事業、閉じこもり防止のための生きがい

デイサービス事業、安否確認も含めた配食サービス事業等の福祉サービスを用意し一人暮らし

高齢者の生活を支える施策を推進していますが、これで十分とは言えません。 
 やはり生活の中での他者との交流は孤立を防ぐことはもとより、人の生活の質の向上を考え

たとき欠かせない要素であろうと思います。人間関係の希薄化、地域コミュニティの衰退等に

より近隣同士の交流という普通の営みを難しくさせている面も今後、さらに顕著となってくる

かもしれません。これまでも民生委員や地域の皆さまによる日常的な見守り等も行われている

ところですが、高齢者を地域から孤立させないという観点でどのような対応策があるのか、地

域の皆さまと共に考えるそのような機会を必要に応じて設けていきたいと考えております。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 野島君。 

〇１３番議員（野島俊博君） 
 １，４９４人、２６．４％、大変高い数値でございますけども、日本は今、長寿社会、将来

はもっと長寿社会、子どもの数はもっと少なくなる。高齢者が増えれば介護の世話になる人が
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増えていきます。まず親を介護する側に立ち、次に自分が介護される側に立つ。そういう人が

これから増えていくと。親に介護が必要になった場合、自分に介護が必要となった場合、どの

ような介護を望むのか。これはやはり私たちも自分に置き換えて考えてみないといけません。 
 そして介護を支援する団体代表、４０代、５０代ですから、これは次の再就職はほとんどで

きません。これは本当に日本経済の根幹を揺るがしかねない、誰もが当事者になる大介護時代

でございます。当然、親の介護をすれば仕事を辞めなければなりません。介護離職はだんだん

社会問題化しつつありますけども、子どもが年老いた親の面倒をみるのは当然でございますけ

ども、面倒をみる方法はよくよく考えなければいけない時代でございます。介護をしながら働

いている人は全国で２９０万人。そして介護離職をする人は年間１０万人にもなると言われて

おります。その多くは４０から５０代の働き盛りの人たちでございます。住み心地よきまちづ

くり、この問題をどのように捉え解決していくのか、その答えを出していかなければなりませ

ん。そこで質問いたします。 
 質問２の②介護離職者ゼロについて考え、あるいは取り組み等について回答をお願いいたし

ます。 
〇議長（河井淳君） 

 福祉保健課長。 
〇福祉保健課長（穂坂桂吾君） 

 少子高齢化、過疎化、核家族化、人々の価値観の多様化等、さまざまな要因から家庭への介

護力が弱まる中、介護を社会全体で支えようとの理念から介護保険制度は始まりましたが、家

族の介護のためにやむなく職を辞さなければならないという方がいらっしゃるのも事実です。

公的なサービス、あるいは住民の声かけ、見守り、ちょっとした心づかいなど地域にある利用

可能な資源をうまく組み合わせ、ご家族が介護をすべて抱え込まなくてもいい状況をつくって

いく、このことが介護離職を減らす手立てとなると思います。そのような介護を支える資源を

さらに充実させるよう、地域包括ケアシステムの構築を進める中で検討してまいりたいと思っ

ております。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 野島君。 

〇１３番議員（野島俊博君） 
 まず親に介護が必要になった場合の家族としての希望と、自分に介護が必要になった場合の

本人としての希望はと問われますと大変これは複雑な気持ちになります。これから少子高齢化

でますます労働力不足が社会化問題になってきますけども、介護離職ゼロ化や介護休業ゼロ化

を目指す必要があります。企業にとって必要な人材の介護離職や介護休業をゼロ化することは

企業活動の維持にもなっていきます。自分が年老いたとき子どもの近くで生きていたいと思う。

でも年老いた自分の面倒を働き盛りの子どもに見させるのは、子どもの仕事も生活も人生も奪

うことになりはしないかという、そういう考えになりますと大変複雑でございます。 
 そこで質問いたしますけども、質問の２の③に移ります。 
 地域で見守る認知症対策につきまして回答をお願いいたします。 

〇議長（河井淳君） 
 福祉保健課長。 
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〇福祉保健課長（穂坂桂吾君） 
 認知症の症状が表われたときご本人やご家族は大変困惑し、あるいは他者との人間関係にお

いて誤解や摩擦が生まれる場合も出てまいりまして、日常生活に支障が生じてまいります。本

町では多くの住民の皆さまに認知症に対する理解を深めていただき、このことにより認知症に

なった方やそのご家族がこれまでどおりの生活を維持できるような地域社会、このような社会

を住民の手によってつくっていただくことを目指し、認知症サポーター養成講習を行っており

ます。平成２６年度末時点でこの講習を受講していただいた方は７５４人、人口の５．５％で

す。さらにこの比率を向上させるよう取り組んでまいりたいと思っております。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 野島君。 

〇１３番議員（野島俊博君） 
 認知症でも大丈夫、患者と家族を地域で見守る取り組み、事例４つ。今、注目される地域の

認知症の対策の紹介があります。 
 １つは安心して徘徊できるまちづくりを目指す福岡県の大牟田市。認知症への理解を深め地

域で認知症の人とその家族を見守る事業に力を入れている。そして安心して徘徊できるまちを

目標に認知症の方が行方不明になってしまったことを想定した模擬訓練が定期的に行われてお

ります。また小中学校では認知症をテーマに描かれた絵本を読み聞かせ、認知症の人の気持ち

に寄り添う心を育む教育が実施されております。 
 次にこれは山形県の寒河江市ということでございますけども「どさ、いぐなやっす」、ちょっ

と発音が分かりませんけども、ひと声アタックに挑む山形県の寒河江市。これは「どこへ行く

んですか」という意味なようでございます。ここでは認知症の方が安全に自宅へ帰れるよう地

域を挙げて声かけ運動を呼びかけております。驚かせず急がせず、自尊心を傷つけない認知症

の方への声のかけ方のポイントを学ぶ声かけ体験は、１００人以上の地域住民が参加したよう

でございます。 
 ほかにも多くの事例がございます。愛知県東海市の認知症買い物セーフティネット。家族の

負担を軽減する武蔵野市の認知症高齢者見守り支援。東京都武蔵野市では認知症の方を地域で

見守る事業の１つとして認知症高齢者見守り支援が行われております。これは独自の研修を受

講したホームヘルパーが家族に代わって散歩に付き添い認知症の方を見守る、話し相手になる

ということでございます。家族以外の地域の人との触れ合いは、認知症の方やその家族にとっ

て大変にリフレッシュの機会になると思われます。目指すのは認知症での暮らしやすい社会と

いうことでございます。私たちの住む町はどんな取り組みをしているのか、これから考えてい

かなければなりません。 
 次に移ります。介護人材の確保と育成策について聞いていきます。 
 介護人材は高齢化率に比例して大変順調に増加してきましたけども、２０００年を境に離職

率が高まる傾向を見せ、高齢者人口がピークに達する２０２５年に向けて大きな不安を残して

おります。そしてこの対策として介護報酬における介護職員処遇改善加算の創設による介護人

材の処遇改善や介護職員初任者研修の創設や認定介護福祉士の仕組みの検討によるキャリアパ

スの研修を挙げています。そういった現状を打開しようと研修参加が必要でございますけども、

現実は現場は研修と違うということでございます。 
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 そこで質問２の④介護人材の確保と育成策について聞きますので、よろしくお願いいたしま

す。 
〇議長（河井淳君） 

 福祉保健課長。 
〇福祉保健課長（穂坂桂吾君） 

 専門性を持った職業人としての介護人材とともに要介護者の身近なところでちょっとした生

活支援を担ってもらえるような人材も今後必要になってくると思っております。 
 そのために先ほどの答弁の中で触れた認知症サポーター養成講習も含めまして、地域住民向

けの介護体験や介護についての基礎的な知識を学ぶための研修の機会なども充実できるよう今

後、検討してまいりたいと思っております。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 野島君。 

〇１３番議員（野島俊博君） 
 日本はますます高齢化が進んでいくと予想されております。高齢者の人口が増えていくにつ

れて医療費などが増大して日本の予算の大半が医療費に使われてしまう、非常に厳しい状況に

なっております。多かれ少なかれ年を取ると体の調子が悪くなってきます。それは仕方がない

ことでございますけども、ですから少しでも病気になる人を減らすことができるようになれば、

それだけでも医療費を減らすことができるわけでございます。 
 病気になることを防ぐためには、もしくは病気になっても早期に回復することができるよう

にするためには、やはり体力がなければいけません。そこで生涯スポーツが重要となってきて

おります。最近高齢の方々が楽しそうにゲートボール、グラウンドゴルフをしている姿をよく

見ます。これも生涯スポーツの１つであると考えられます。たとえ軽い運動でもやるとやらな

いとでは健康に対する影響は大変違ってきます。ゲートボールをすることであちこちが鍛えら

れ運動しているので心肺機能も鍛えられます。楽しんでいるうちに体が鍛えられ体力が付く。

生涯スポーツという考えは、これからますます社会に広げていく必要がございます。体力がな

ければすぐに病気になりますし、病気からの回復も遅れてしまいます。したがって、高齢者の

方の体力づくり、体力増強がこれからはとても必要になってきます。そこで質問いたしますけ

ども質問２の⑤健康な高齢者への恩恵策について聞きます。回答をお願いいたします。 
〇議長（河井淳君） 

 福祉保健課長。 
〇福祉保健課長（穂坂桂吾君） 

 健康な高齢者の恩恵策ということでのご質問でございますが、恩恵といいますか、そういう

健康をつくるためのそういう取り組みを奨励するという意味合いで考えてみますと、例えば現

在、みのぶまつりの席上で歯の健康という視点から８０歳以上で自分の歯が２０本以上ある方

を町長が表彰させていただいております。そのような表彰というような策もあろうかとは思い

ますが、例えば介護の場面を考えますと高齢者につきましては、介護サービスを受ける立場だ

けではなくて健康で元気な高齢者の方には介護を支える立場に積極的に関わっていただきたい

という考えもございます。そのことによりまして高齢者ご自身の社会的な役割であるとか出番

が確保されまして生活に張りや生きがいも生じ人生をさらに豊かなものにしていただける、そ
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のような一助とすることもできるのではないかというふうに考えます。そのような面から高齢

者の出番をつくるというようなことの視点で、今後の介護のことについても考えてまいりたい

というふうに思っております。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 野島君。 

〇１３番議員（野島俊博君） 
 おっしゃるとおりでございますけども、生涯スポーツという考えを社会に広めていくことで

高齢の方たちがますますスポーツに積極的に参加できるようになることが予想できます。これ

によって高齢の方たちが心身ともに健康になれることが予想できます。体を動かし仲間と一緒

に汗を流し会話しコミュニケーションをとる。それはすなわち心の潤滑油になりまして体力の

維持にもつながることでございます。そして恩恵策、今言われたとおりのこともございます。

これは自らの健康は自らつくることへの努力に対して、その様を取り上げ紹介していかなけれ

ばならないと思います。そして楽しく健康になりたいということでございます。 
 大先輩が健康を維持して元気で毎日を過ごす。これほどありがたいことはございません。そ

してこのことが、これは大事でございます。これからを担う若い人たちへの大きなプレゼント

になると、そういうふうに考えます。これは地域活性化の根源であり地域創生の源であると私

は考えまして、以上で質問３を終わらせていただきます。 
 次に４の身延中学校スクールバス運行について聞きます。 
 過日８月４日から６日の３日間、身延中学校スクールバス運行計画のための試走に参加いた

しました。古関から身延中学校へのスクールバス運行が中学校統合により計画されていますが、

この運行は県道９号線を走ることとなりますが、その際は大河内地区、八木沢から帯金・塩之

沢・丸滝地区を通過することになります。現在、自主通学でありますけども、せっかくこのルー

トを走るのであれば、この地域の生徒の乗車を考えていただきたいということでございます。 
 理由は県道９号線、朝夕の通勤車両が非常に多いこと。信号がないためにスピードを出して

いる車が大変多いことでございます。また県道を自転車で走ることは大変危険であり、農道を

使用する場合にあっても帯金地内からは県道を２カ所、横切ることになり信号もありませんの

で大変危険でございます。現状は自転車での通学、時には保護者が通勤時に何人かを乗せて登

校していることもございますけども、ぜひここを通過するのであればスクールバスでの対応を

何とぞお考えいただきたいと。 
 これまでは私もそうでしたけども親、父母等が子育てに家中でかかっており、祖父母にとっ

ては家の役割を果たすというやりがいもございましたけども、統合によって新しい中学校をつ

くっていくのでございますので、通学距離が増えない校区の生徒に対しても安全な通学という

点でそれぞれの地理的な要因も踏まえた上で今後検討をしていただきたいと思います。 
 ここで質問いたします。 
 質問１．古関・常葉方面から身延中学校（往復コース）において八木沢・帯金・塩ノ沢・丸

滝地区の子ども送迎について回答をお願いいたします。 
〇議長（河井淳君） 

 教育長。 
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〇教育長（鈴木高吉君） 
 この件につきましては、学校教育課長に答弁をさせますのでよろしくお願いします。 

〇議長（河井淳君） 
 学校教育課長。 

〇学校教育課長（笠井喜孝君） 
 中学校統合準備委員会では中学校統合に伴う久那土中、下部中、中富中学校の学区および下

山地区の生徒の通学についてスクールバスの運行を計画し、下山地区を除く現身延中学校区の

生徒については従来どおりの遠距離通学補助の交付を前提として協議を進めております。 
 スクールバスの運行は５台のバスで５系統の運行を基本とすることが統合準備委員会で承認

されていますが教育課程等検討部会、学校において現在、協議・調整している教育課程等、特

に部活動の件などが決まらないと運行時刻、運行便数などを定めた詳細な運行計画は決定でき

ないものであり、今後運行計画が定まっても随時見直し、変更をしていかなければならないも

のであります。 
 ご質問の八木沢・帯金・塩之沢・丸滝地区の子どもたちの送迎についてでありますが八木沢・

帯金・塩之沢地区の生徒には遠距離通学補助を交付し、丸滝・角打地区の生徒については現状

徒歩通学の範囲となっています。古関・常葉方面からの登下校運行ルート上にある地区ではあ

りますが、この地区の生徒の通学支援につきましては身延中学校開校後、就学区域全体の見直

しとして通学方法、通学支援の検討を行いたいと考えております。 
 なお、スクールバスの運行管理運営に関し教育委員会、中学校、保護者、スクールバス運行

受託者、これらを構成メンバーとする仮称ではありますが、スクールバス安全運行会議を設置

し、この会議において協議・検討をしていく計画であります。 
〇議長（河井淳君） 

 野島君。 
〇１３番議員（野島俊博君） 

 この問題は核家族化とか少子化、高度情報化など子どもを取り巻く社会環境は大きく変貌し

ているということでございます。子育てへの不安が社会問題となっているのが現状でございま

す。そして安心して子育てができる環境や子育て家庭へのよりきめ細やかな支援など少子化、

人口減少対策の一環として地域ぐるみの子育て支援の一層の充実を図る必要がございます。そ

して地域で安心して子どもを産み育てられるように地域ぐるみの子育て支援体制の充実を図る。

未来にわたり安心して暮らせる町。子育て家庭への支援対策の充実を図るという目的で学校統

合に伴うスクールバスの運行により生徒の安全・安心な通学環境の確保等、親が安心して働け

る環境づくりを目指してほしいということで質問をいたしましたので、その点もお含みいただ

いて、ぜひ今後検討していただけるということでございますので、そういうことも踏まえてこ

れから検討をしていただきたいと、そういうふうに思いますのでよろしくお願いをいたします。 
 あと６分ですね。ちょっと時間がないようです。取り急ぎいきます。 
 まず質問５でございますけども、少子高齢化の進展や景気の低迷など社会経済情勢が大きく

変化していく中で、地方分権時代にふさわしい町民自治に基づくまちづくりを推進していくた

めには町民議会、町が財政運営上のルールを共通して認識すること。弾力的かつ持続可能な財

政基盤を整備すること。計画的施策を実施することなどが求められております。そして現在、

本町では町長ほか職員をあげて計画的な財政運営の推進に取り組んでいますが、さらに健全な

 ５５



段階へ推進していくための財政運営上の指針といたしまして、町民自治に基づくまちづくりを

推進するための財政基盤の強化、分かりやすい財政情報の公表による情報の共有化、活力ある

まちづくりの推進による税収基盤の強化、財政運営におけるマネジメントリサイクル、継続的

な事務事業の見直しの強化、使用料・補助金等の定期的な見直し、計画的な財政運営の推進、

財政指標を用いた財政運営目標の設定がなされているわけでございますけども、まず政策の柱

として健全財政の維持のために借入金繰上の償還、将来の財政計画の公開、効率化の促進、具

体的には行政職員の計画的な定員管理の維持、増収増益の促進、これは具体的には企業誘致な

どが挙げられると思いますけども、このことについて質問いたします。 
 質問５の①健全財政の維持とはについて回答をお願いいたします。 

〇議長（河井淳君） 
 町長。 

〇町長（望月仁司君） 
 ５の①から④の回答につきましては、担当課長にいたさせますのでよろしくお願いいたしま

す。 
〇議長（河井淳君） 

 財政課長。 
〇財政課長（笠井祥一君） 

 それでは、私のほうからご回答をさせていただきたいと思います。 
 本町の財政状況につきましては、平成２６年度決算に基づく身延町健全化判断比率および資

金不足比率の報告で説明をさせていただきましたとおり、財政の健全化を示します実質赤字比

率、以下４項目とも早期健全化基準を下回っております。また地方債現在高はピーク時の平成

２０年度末には１８７億円だったものが平成２６年度末には１２５億円となり６２億円の減額、

マイナス３３％となっております。基金残高、基金現在高は最も少なかった平成２０年度末、

３７億円だったものが平成２６年度末には５９億円となり２２億円の増額。プラス５９％と

なっております。普通交付税の縮減、若者の減少と高齢化比率の上昇など財政運営には厳しい

要素もありますが、今後とも基金残高の確保、地方債残高の抑制などに努めることで現在の良

好な財政運営が維持できると考えております。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 野島君。 

〇１３番議員（野島俊博君） 
 時間があと３分でございますので取り急ぎやりますけども、行財政改革の目的は単なる経費

削減、人員等の削減による単年度の財政収支の改善でなく本町の再生と飛躍のために町職員、

町民が一丸となって現在の、そして後世の町民に大きな負担を強いることのないように、そし

て町民サービスの大きな低下を来たすことのないように努めることであると思いますけども、

ここで質問いたしますけども財政改革で何をやろうとしているのか。そしてもう１つ、時間が

あれば質問３、歳入減への対応について回答をお願いいたします。 
〇議長（河井淳君） 

 財政課長。 
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〇財政課長（笠井祥一君） 
 お答えをさせていただきます。 
 国は地方財政の仕組みを変えていく必要があるといたしまして、地方自治体が自ら行政の無

駄をなくし創意工夫するインセンティブを強化すること、地方交付税をはじめ頑張る地方の取

り組みを促す仕組みに重点シフトし、民間の大胆な活用による効率化といった地方財政制度の

改革を進めるとしています。これを受けまして身延町行政改革大綱では財政基盤の強化を図る

ため４つの項目を掲げております。まず公有財産の管理運営につきましては、必要性を検討し

コストの削減を図ること。補助金等の整理・合理化につきましては終期の設定や廃止、統合等

による整理・合理化を進めること。自主財源の確保につきましては、雇用の創出と若者の定住

を進めるとともに収納率の向上に努めること。最後に地方交付税の縮減に対し、民間の経営感

覚を取り入れた計画的な財政運営を図ることであります。これらの項目に組織全体で取り組む

ことにより若者や高齢者が安心して生活していくことができる町を目指しております。 
 続きまして３の質問でございますけれども本町収入の約４割を占めます普通交付税が今年度

から平成３１年度の５年間で段階的に縮減をされまして平成３２年度には一本算定となり、約

７億円の縮減が見込まれております。町税等の徴収強化や使用料等の見直しを行うとともによ

り有利な補助事業等の導入に努めることが必要だと思います。 
 歳入の減少に合わせまして当然、歳出を削減して対応していかなければなりません。引き続

き事務事業の見直し、起債残高の削減等に努め最小の経費で最大の効果を挙げるよう全職員が

努力していく必要があると思っております。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 野島君。 

〇１３番議員（野島俊博君） 
 今、ご回答が質問３で質問いたしました大介護時代に向けての準備ということにもつながり

ますので、これは町職員、また町民全員でそういう方向で頑張ってまいりたいと思いますので

ぜひまた一緒に頑張っていきたいと思いますので、お願いいたします。 
 ちょうど時間ですので、以上で終わりたいと思います。 

〇議長（河井淳君） 
 野島君の一般質問を終わります。 
 議事の途中ですが、ここで暫時休憩といたします。 
 再開は１０時１５分といたします。 
 それから本日、暑い中を傍聴にお越しいただいた皆さま方には、申し訳ございません、空調

機の不具合によりましてご迷惑をおかけしておりますがご了承願います。 
休憩  午前１０時０２分 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
再開  午前１０時１５分 

〇議長（河井淳君） 
 休憩前に引き続き、議事を再開いたします。 
 次は通告の２番、松浦隆君の一般質問を行います。 
 松浦隆君の質問を許します。 
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 登壇してください。 
 松浦隆君。 

〇７番議員（松浦隆君） 
 通告に従いまして、質問をさせていただきます。 
 まずクールビズでの軽装での質問になることをご勘弁いただきたいと思います。 
 現在、本町では中部横断自動車道開通や国道３００号の改良工事、また先ほど同僚議員が質

問されておりました下山バイパス等、多くの事業が進められております。これは本町の将来に

大きな影響を及ぼす計画であり、地方創生ともリンクし本町の２０年後３０年後のあるべき姿

を形成する基礎となり得る事業であると私は認識しております。 
 すなわち本町の今後の進め方によっては、中部横断自動車道の開通が町の繁栄にも逆に衰退

にもつながる可能性を含んでいる大きな課題であると私は考えています。今回完成後の中部横

断自動車道が町の活性化に有効活用できることを願い質問させていただきます。 
 まず１番の中部横断自動車道開通後の変化と対策について伺います。 
 ①国道３００号関連です。現在、中部横断自動車道と富士五湖地域とのアクセス道路として

重要な役割を果たすと予想されます国道３００号の改良工事が進められていますが、この工事

の完成予定、こちらのほうをお伺いしたいと思います。 
〇議長（河井淳君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 お答えをいたします。 
 国道３００号、中之倉バイパスは議員おっしゃるとおり観光道路として利用され、また緊急

輸送路にも指定をされている峡南地域と富士北麓を結ぶ重要な路線でもございます。中之倉地

内はヘアピンカーブが続き大型車の通行が厳しい状況にあり、今後、中部横断自動車道にも接

続されることから早期整備が求められていることは事実でございます。県では平成２１年度に

調査を始めていただいて平成２２年度に事業化をしていただきました。全体延長は約５千メー

トル、幅員は７メートル、総事業費は約８０億円を試算しているとのことでございます。全体

を３期工区に分けて整備する見通しで現在、下中之倉地内の１期工区、約１，８００メートル

の工事が行われています。完成の時期につきましては、中部横断自動車道の開通までに円滑に

通行できるよう取り組んでいただいております。２期、３期の工事の完成時期については現時

点では未定とのことでございます。 
〇議長（河井淳君） 

 松浦君。 
〇７番議員（松浦隆君） 

 中部横断自動車道の開通に合わせてということで早期にお願いをしているわけでございます

けれども、そうすると今、町長からお伺いしましたように１期工事の中屋敷まで、これは本当

に今、きついカーブの連続で、この区間の完成によって今、バス会社であそこは危険だからと

いうことでバスをできれば通らないようにしろという、そういう規制がかかっています。それ

も外れまして、今度はアクセス道路として交通量が大幅に増加するんではと思いますが、町は

どの程度の交通量の増加を見込んでいますでしょうか。 
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〇議長（河井淳君） 
 町長。 

〇町長（望月仁司君） 
 これにつきましては県道でございますので、町独自で見込むというようなこともできません

ので、県のほうにもどのように見込んでいるかというような部分についてお伺いを申し上げま

したところ、今のところはちょっと完成をしてみなければ全然分かりませんと、こういうお答

えをいただいているところでもございます。 
〇議長（河井淳君） 

 松浦君。 
〇７番議員（松浦隆君） 

 当然、国道ですから県の絡みがありますけども、そのへんは先ほども町長もおっしゃってい

ましたけども、富士五湖地域とのアクセス道路、また観光、防災、いろんな面で大きな利用が

できる道路ですから当然、国、県とも相談しながら早めの対策を講じるためにも、どの程度の

増加が見込まれるのか検討していただきたいと思います。 
 それでは次の質問ですが２期、３期工事、今まだ計画が載っていないという町長の答弁があ

りましたけれども、その２期、３期工事、今後これは、僕が聞いている話では本栖トンネル、

中之倉トンネルですか、本栖湖の一番上のトンネルまで工事を進めるということを聞いており

ますけども、その２期、３期がまだ決まっていない状況であれば今後２期、３期に向けてその

工事の内容、工区に向けて要望等をする余地はあるのかどうか、お伺いしたいと思います。 
〇議長（河井淳君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 ちょっと聞き漏らしましたので、もう一度お願いいたします。 
〇議長（河井淳君） 

 松浦君。 
〇７番議員（松浦隆君） 

 今、第１工区の工事をしています。第２工区、第３工区とこれからいくわけですね。その第

２工区、第３工区に対して計画がまだ出ていないのであれば、これから町としての要望等も可

能かどうか、その余地があるかどうかそのへんをお伺いします。 
〇議長（河井淳君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 先ほどの答弁にお答えをいたしましたとおり全体延長は約５千メートル、幅員は７メートル、

総事業費は約８０億円を試算していると、こういうことでございますので全体計画はでき上

がっていると、こういうように理解をしていただきたいと思います。 
 以上でございます。 

〇議長（河井淳君） 
 松浦君。 

〇７番議員（松浦隆君） 
 全体計画はでき上がっていますけれども、それに例えば町としてこういう要望をする余地が
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あるかどうか。これから、例えばこういう要望をお願いしたいんだと、そういう余地があるか

どうか。基本的に僕はまだ計画も、全体計画は出ているわけですけども、ルート等については

確実に決まったところはないわけですね。ですからそのへんの中で要望を出す余地があるかど

うか、その点をお伺いしているんですがいかがでしょうか。 
〇議長（河井淳君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 これは個々、具体の問題ですからはっきりそれは、要求を出すことができるとは言いません

けれども、総体的に考えますと町がよくなる、こういうことであるならば私どもも積極的に計

画変更、あるいは計画に対する要望をしてまいりたいと、こういうふうに考えているところで

もございます。 
〇議長（河井淳君） 

 松浦君。 
〇７番議員（松浦隆君） 

 今の町長の答弁、本当に力強く、町がよくなるんであれば町も積極的にそういう方向へ向け

たいと、そういう答弁でしたのでありがとうございます。 
 次の２番の中部横断自動車道の開通の時期について、質問を変えます。 
 現在、中部横断自動車道の工事が着々と進められ、一般道を通っていましても橋梁やトンネ

ル等が姿を表してきました。昨日の町長の説明では平成２９年度完成とのことでしたが、なん

か私たちが見る限り本当にあと２年で大丈夫なのかなというそんな気もするんですが、２９年

度予定となっていますけども、これはそれでいけるんでしょうか。それからもし、いけるとす

れば２９年度のいつごろを目指しているのか、その点についてお伺いしたいと思います。 
〇議長（河井淳君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 実は昨日も会議がございましたけれども、まさに六郷インターから北側につきまして中日本

高速道路分の施工区間については２８年度中、それから六郷インターから下の清水ジャンク

ションまでの間については２９年度には必ず開通をすると、こういう工事事務所の所長さんの

力強い答弁もいただいてきております。ここで申し上げたいと思います。 
 ただ２９年度中ですから、少なくとも２９年度中ということはご案内のとおり３０年の３月

３１日までだというようにご理解をいただければありがたいと思います。 
〇議長（河井淳君） 

 松浦君。 
〇７番議員（松浦隆君） 

 できるだけ、町長も期成同盟会の会長もなさっていらっしゃるわけですから、ぜひ早期の開

通を目指してご努力いただきたいと思います。 
 それでは次の③中部横断自動車道開通後の５２号の交通量の関係で質問させていただきます。 
 現在、国道５２号の交通量が結構増えていまして渋滞も多かったりしていますけども、この

渋滞等も含めてですね、このへんの交通量のデータは今、町では、もしくは国・県ではお持ち

になっているんでしょうか、お伺いします。 
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〇議長（河井淳君） 
 町長。 

〇町長（望月仁司君） 
 この質問につきましては、今年の第１回定例会の柿島議員の一般質問の回答と重なることを

ご了解いただきたいと思います。 
 平成２６年１２月に国土交通省関東地方整備局が作成した中部横断自動車道事業再評価書に

よりますと仮称の富沢インターから仮称、六郷インター間の開通により国道５２号、これは波

木井の地点で考えておりますけれども、現在１日当たりの交通量約１万２，２００台でござい

ますけれども、これが９，３００台になり、２，９００台の減になるというようなことを予想

しておるところでございます。 
〇議長（河井淳君） 

 松浦君。 
〇７番議員（松浦隆君） 

 ありがとうございます。減少の数まで今言っていただきまして、そういうふうに予想されて

いるということですよね。ありがとうございました。２千台ぐらいの交通量が減るということ

なんですが、僕はそれには、それで本当に収まるのかどうか。もっと減るような気がするんで

すが、特にその中部横断自動車道、町内は無料区間のため南部インター、六郷インターの間で

多くの利用が予想されます。また大型車両がきっと上下線含めてですね、南部インターから乗

り降りする形ができると思います。それが実際に、例えばこちら側、身延側が六郷インターで

乗るのか、もしくは仮称の中富インターで乗るのか、そのへんによっても全然、交通の形態が

変わってくるんではないかと思います。 
 そこでちょっと１つ、お伺いしたいんですが仮称、中富インター、これはスマートインター

なんですか。それともフルインターになるんでしょうか。その点をお伺いします。 
〇議長（河井淳君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 仮称の中富インターにつきましてはフルインターでございます。 
〇議長（河井淳君） 

 松浦君。 
〇７番議員（松浦隆君） 

 そうするとフルインターになるということは、ある意味で仮称、中富インターと南部インター、

この間がおそらく皆さん、大型も含めてですね、５２号から近いということもあってそれを利

用する。そうすると先ほどのデータで言いました２千台が、もうちょっと多くなるんではない

かというような予想もできるんではないかというふうに思います。 
 なぜこんなことを言うかといいますと中部横断自動車道開通後、アクセス道路となる

３００号やインターの取り付け関連の道路の交通量が増加した場合に、本町の３カ所のイン

ターの今後の交通量に併せて周辺道路整備、これも確実にやっていかなければいけない。それ

は国、県がやることなのかもしれませんけれども、やはり当該の町としてはその点のデータ、

もしくは予測、それから本町の実態に合わせた、そういうことをやはり国・県にご進言申し上

げるなりなんなりをしなければいけない。そういうことが必要だと思うんですが、その点につ
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いては町長はどのようなお考えでしょうか。 
〇議長（河井淳君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 議員がおっしゃるように道路の整備の問題、インターに対する整備の問題、その他について

は私どもも私どもなりにお願いをしてございますし、県でも国でもそれなりに考えていただい

ておりますので、遺憾のないように考えていきたいなと思います。 
 それから先ほど私が答弁の中で、発音が悪くて申し訳なかったですけれども、波木井の少な

くなる台数を松浦議員は２千台と聞いたと思いますが、２，９００台でございますのでそうい

うようなご理解をお願いしたいと思います。 
〇議長（河井淳君） 

 松浦君。 
〇７番議員（松浦隆君） 

 すみません。波木井での計測で２，９００台の減と予想しているということで了解しました。 
 それではその交通量の変化にとって一番大きな問題なのかなと私は思うんですが、商店街

等々の影響が今後大きくなるんではないか、そのことを非常に心配しています。町でどの程度

の、先ほど言いました２，９００台少なくなる。その中に、２，９００台少なくなるにしても

全部が町の中で買い物しているわけではないかもしれませんけれども、逆に言うと交通量が

減って買い物がしやすくなるんではないかという、そういう意見もあるかもしれません。しか

しながら全体的に、例えば富士川町の宿中がバイパスができたことによってシャッター通りに

なったように本町の商店街でも大きな影響を受ける可能性があるんではないか。そういうこと

を見た場合に何か対策を講じなければならないんではないかと私は思うんですが、町としては

どのようにお考えになるんでしょうか。 
〇議長（河井淳君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 ご質問の④から、そのあともございますけども⑥につきましては担当課長に答弁をいたさせ

ますのでよろしくお願いいたします。 
〇議長（河井淳君） 

 観光課長。 
〇観光課長（柿島利巳君） 

 お答えします。 
 中部横断自動車道につきましては、富沢インターから六郷インターまでの区間の通行料が無

料区間となるなど国道５２号のバイパス道として利用され、国道５２号の利用者の減少、また

近隣商業地域へのアクセスも良くなり、買い物等において町内住民の方が町外施設を利用する

機会は増加するものと予想されます。身延町内の集客施設の状況を見ますと旧町単位で区域が

区分され、それぞれの地域においてみのぶゆばの里、富士川クラフトパーク、道の駅しもべ、

甲斐黄金村・湯之奥金山博物館、なかとみ和紙の里などのそれぞれ特色のある体験型施設があ

り、また飯富・西嶋地区には民間の大型商業施設もあり、一部においては地方創生における消

費喚起対策としての身延町プレミアム商品券発行を契機に最近、新たに商工会に加盟するなど
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さらに地域の利便性向上にも貢献されているところです。 
 近年はエコツーリズムなど観光形態の変化により体験型の観光などが注目されており、今後

これらの各施設を核として商工会への支援等を通じて、また関係機関等とのさらなる連携を取

りながら集客、商業振興を図っていきたいと考えます。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 松浦君。 

〇７番議員（松浦隆君） 
 私の質問の内容とちょっと違うような気がするんですが、やはり今言ったように商工会等と

連携しながら、この何らかの対策を講じていただきたい。それだけは強く申し上げますし、今

の答弁にあったように観光面で今度、僕のほうで質問させていただきますが、現在、山梨を訪

れる約３千万人の観光客、この７５％が県外からで自然と温泉、名所、旧跡を楽しむ旅行目的

が他の目的よりも群を抜いて高い比率を占めています。そしてこの目的の満足度、山梨県にお

いては７０％以上が満足して帰っていただいている。そういう状況です。 
 今まで以上に魅力ある観光地をアピールする必要があるんではないか。それが横断道を見据

えた町の今後の方策ではないかと思います。それについて今、答弁でなんかお答えいただいた

ような気がするんでそのまま続けさせていただきますけれども、山梨を訪れる県外からの観光

客の旅行計画は約４０％がインターネットを活用しています。本町でもたしかに観光課のほう

でポスター、パンフレットを作成していますけれども、この効果は約５％以下なんです。一番

多い３７％が友人知人の口コミをもって訪れています。これはインターネット関連で若い観光

客が大きな影響を及ぼすわけですけれども、気に入ったもの、それからきれいなもの、かわい

いものを今の若い方々はすぐスマホで写真を撮ります。それをツイッターでアップしまして、

瞬時に世界中の多くの方がコメント付きでその画像を見ることになっています。身延を訪れた

観光客が身延の観光資源に感動し、そういうツイッター等を通じて友人知人に勧めてくれる。

そういう観光地を目指すには何が必要か。先ほど答弁いただいたことも大事なんですが、この

機会に検証すべきではないかと私は思いますし、このあたりに今、私が話をしたあたりに今後

の観光客誘致のポイントがあるように思いますけれども、町の考えはいかがでしょうか。 
〇議長（河井淳君） 

 観光課長。 
〇観光課長（柿島利巳君） 

 お答えします。 
 少子高齢化、人口減少の厳しい状況ではありますが、本町ではこれまでに地域の持続的な発

展に向けインフラの整備や各地域において観光の拠点となる地域の伝統的な産業、歴史、文化

を紹介する施設の整備、イベント等の補助を行い事業の支援を行ってきた経過があります。近

年の観光はエコツーリズムや着地型観光、インバウンド旅行者の増加など旅行者のニーズも変

化しており、本町においてもあけぼの大豆の収穫体験や山梨百名山などのトレッキング、本栖

湖いこいの森キャンプ場、富士川ラフティングなど大自然の中でのアウトドア体験、さらには

下部寒仕込み味噌作り体験などにも多くのリピーターが訪れています。今後も関係機関等の連

携の強化や地域の方々の力も合わせていただく中で「住んでよし 訪ねてもよし おらが身延

（まち）」のとおり、そこに住む人が町内の施設等を利用し地域を知り誇りを持ち、その良さを
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発信していく町民総ガイド運動の推進により生活しやすい地域の実現、そして多くの方に本町

を訪れていただけるよう今後も町内の体験動画等のインターネットを使った効果的な情報発信、

地域資源の開拓等に努めていきたいと考えております。 
〇議長（河井淳君） 

 松浦君。 
〇７番議員（松浦隆君） 

 一番最後のところだけ聞けばよかったんです。僕。今までいろいろやっていることは、本当、

僕らも理解していますから、それに向けてインターネットを使って、それを今まで以上にイン

ターネットを使ってやらないと、本当にほかの観光地に抜かれる、お客さまが行かれるんでは

ないか、そのことを心配しているので、今この時期にはそういう、先ほど例を出したような形

の中でネットを使う、またそのツイッターを使うなりなんなりのそういう形を進めていただき

たいと思います。 
 身延町を訪れる観光客、先ほど言いましたけれども、７０％以上が満足をして山梨県の中で

は帰っているんですが、その中で身延町を訪れた方、公共交通の不便さが高い指数で示されて

います。そのためか身延を訪れる観光客の８０％以上が車で訪れています。しかしここに、身

延に来るとやはり道路整備の遅れも不満足だということで、そういうふうな統計が出ています。

これでは今言ったようにいろんな事業をやって、あけぼの大豆でいろいろやってお客さまを呼

ぶにしてもリピーターとしての期待が薄いんではないか、そういうことになりかねないんでは

ないかという私は思いを持っているんですが、そういう懸念の対策を急ぐべきだと思います。

そのへんは観光課だけではなくて町全体でそういうことを進めていただきたいと思います。 
 次の質問、６番に移ります。 
 観光客誘致に向けた他地域との連携についてですが、昨年、身延町を訪れた観光客は前年比

２万人減の１１２万６千人で峡南地域の中ではダントツの１位でした。しかし山梨を訪れた約

３千万人の観光客の約半数が富士五湖と東部に集中しています。残念ながら峡南地域は山梨全

体から見ると７％となっています。身延がどんなに頑張っても７％だったんです。わが身延に

は久遠寺、下部温泉、本栖湖等々、有力な観光地があるわけです。今後、他の地域とやはり町

だけで、単独でやるんではなくて他の地域と連携した中で観光客誘致、これを進めたほうがい

いんではないかと思いますけれども、その点はいかがでしょうか。簡潔にお願いいたします。 
〇議長（河井淳君） 

 観光課長。 
〇観光課長（柿島利巳君） 

 お答えします。 
 中部横断自動車道の開通により中央道や新東名からのアクセスが容易になり、離れたところ

にある空港などのインフラの利用も容易になります。外国人観光客の増加も予想され、そのニー

ズは多様化が予想されます。峡南地域においては、これまで富士川地域身延線沿線観光振興協

議会において峡南広域行政組合、ＪＲ東海 静岡支社、身延駅、峡南農務事務所、峡南林務環

境事務所、峡南５町が連携し観光キャンペーン、地域のパンフレットの作成、スタンプラリー

の開催、各種イベント等でのＰＲ活動などを行ってきました。同時にアンケート調査を行い、

利用者の感想、意見等の情報交換も行ってきました。 
 今後も特色ある施設、名所などと連携することにより集客力のアップを図っていきたいと考
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えます。さらに県が事務局となり中部横断道沿線地域活性化構想も進められ、また富士五湖方

面におきましては今後、国道３００号の改修工事も進み交通の便が改善されます。これを生か

し関係機関とも連携し、富士・箱根・伊豆交流圏市町村ネットワーク会議など他地域と連携す

る中で特色ある地域資源を生かし観光推進につなげたいと思います。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 松浦君。 

〇７番議員（松浦隆君） 
 今いろいろありましたけれども既存の計画をまた再度いろいろやっていこう、少しずつアッ

プしてやっていこうということなんですが、私はもっと大きな、ドカンとしたものをやってい

ただきたい。現在の国道３００号の改修計画で中部横断自動車道を利用する観光客は確実に増

加するというふうに思います。しかし既存の計画による自然増、それは観光課のほうでもいろ

いろ努力するでしょうけども、プラスアルファの増加ではやはりなかなか競争が厳しい現状に

おいては難しいところがあると思うんです。その中でやっていると、今の自然増で満足してい

ますと本町は中部横断自動車道を利用した単なる通過町になってしまう可能性も、先ほど言い

ましたけども大きくなるんではないかと思っています。先ほどそこで町長にお願いしたいのは、

先ほど質問した国道３００号の第２期工事以降に、町の将来を見据え話題を集めるような、私

は、昔もこんな話があったんですが、２段、もしくは八の字型のループ橋を取り入れる方法は

できないか。これは静岡の伊豆でも天城と西伊豆でループ橋が話題を呼び観光客が増えたとい

う事例もありますけども、年間１，３８７万人の観光客が訪れる富士五湖地域。その中の約

６３０万人が富士河口湖町と鳴沢村を訪れています。この多くの観光客を精進、本栖、西湖と

絡めてループ橋、それからループトンネルの国道３００号を通り歴史と温泉の町身延へ誘うと

いう、そういう中部横断自動車道を経由した新たな観光ルート、これで河口湖周辺の例えば観

光客の１０％、これが身延に流れてくれるようになると現在の約２倍の観光客が訪れる町にな

るんではないか。まさに富士五湖地域と横断道を結ぶアクセス道路としての活用、また観光立

町を目指す本町の生き残り策として考えます。町を挙げて挑戦する価値は十分あると思います

が、先ほど町長の答弁にもありましたように町のためになる、私はそう確信していますが町長

のお考えはいかがでしょうか。 
〇議長（河井淳君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 先ほどお答えしたとおりでございまして、町が良くなることであるならば当然、私が先頭に

立ってこれを進めてまいりたい、こういうようにも思いますけれども、ただループ橋というの

は、私はまだ設計したことがありませんからよく分かりませんけれども、少なくても荷重の関

係でまっすぐだと思います。そうしますと地形的に本当にまっすぐでやってループ橋をやると

いうのは、本当に高いループ橋ができるかどうかというような部分も含めて、本当にそれは有

効かどうかということは県の、あるいは国のお力をお借りしてそしてそれが私どものほうに、

くどいですけれども、それが私どもの町に対して絶対有利であるというであるならば、私は先

頭に立って進めたいと思います。ただ、今現在、ループトンネル、これを造っていただいてい

る、一番下の具合の悪いところですが、ループトンネルというのは土の中ですから、ここから
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行って向こうへ抜けることができますので、ループトンネルは非常に有効だな、こういうこと

で私も大変喜んでいるところですが、あとのループ橋につきましては、また若干、勉強させて

いただきたいと思います。 
〇議長（河井淳君） 

 松浦君。 
〇７番議員（松浦隆君） 

 この話は３０年以上前に、その話が出たんです。その当時の技術ではちょっと難しいという

ことで、それがおじゃんになった経過がございます。しかしながら今の技術からいうと中之倉

峠以上に傾斜が急で、なおかつ高さの高低差がある。そういうところでも実際に造ってやって

いる。ただ、問題は経費の面だと思います。そこをやはり本町の将来を、将来展望を考えた場

合にやはりそれを町で挑戦していただく、そのぐらいの気概を持って町長にはお願いしたいと

思います。 
 それでは最後に観光の町身延確立に向けた総合的な将来展望、そのことを町長に今の私の要

望も含めて、町長にお伺いしたいと思います。お願いいたします。 
〇議長（河井淳君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 先ほど来いろいろ話しておりますけれども、私どもの町はご案内のとおり１６年の９月に

３町が合併して新しい身延町が誕生したことはご案内のとおりでございます。旧３町はそれま

でにおいても地域の歴史・文化、さらには環境に根ざした特色ある観光施設の設置、地域の整

備を行い地元の観光協会をはじめ商工会、広域行政組合、県、観光事業者等と連携をして地域

の活性化、観光の推進を進めてまいったことも事実でございます。合併後におきましても、さ

らに関係者の連携を強化するとともに、道路の整備や下水道の整備なども含め観光のまちづく

りを進めてまいりました。少子高齢化、人口減少等厳しい環境ではありますが、近年におきま

しては富士山の世界文化遺産の登録、中部横断自動車道も近々開通をする。さらには国道

３００号も県によって改修を行っていただいている。これより本栖湖が東の玄関口となって富

士五湖に来たお客さんを今はすべて精進湖線を通って、残念ながら石和温泉のほうへ行ってい

たものを国道３００号を通って下部のほうへ来ていただけるよう、これは全力を挙げて考えて

いきたいということでございます。 
 本町におきましては下部温泉、身延山、中富和紙の里をはじめとする歴史や文化、自然に根

付く素晴らしい財産がございます。大切にしながら持続可能な観光を目指し、地域発展に生か

していかなければなりません。 
 今後におきましても観光のまちづくりを進め「住んでよし 訪ねてもよし おらが身延（ま

ち）」のとおり地域住民が生活しやすく、そして地域に住む人が地域に誇りを持てる観光の町身

延の確立に向けて全力を注いでいきたい、こういうように考えているところでもございます。 
 以上であります。 

〇議長（河井淳君） 
 松浦君。 

〇７番議員（松浦隆君） 
 ありがとうございました。ぜひ、この町の将来のために町長の持てる力を発揮していただき
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たいと思いますし、そのことについては議会も全面的にバックアップすると私は信じています。

ぜひよろしくお願いしたいと思います。 
 それでは、次の２番の区域外就学希望についての質問をさせていただきます。 
 これは３つしかありませんけれども、区域外就学に対する教育委員会の基本的な考え方をま

ずお伺いしたいと思いますが、先ほど来の答弁の中で私が質問していることとちょっと違うよ

うな答弁をいただいています。時間の関係もありますので、私が質問させていただいた中のそ

のことについて端的にお答えいただきたいと思います。 
 区域外就学に対する教育委員会の基本的な、まず教育委員会の考え方についてお伺いしたい

と思います。 
 ６月定例議会で同僚議員が質問いたしました。町の指定変更に関する取扱要綱と学校教育法

施行令の第９条に基づいて対処する事案であり、個別に提出された案件について市川三郷町教

育委員会と協議を受ける身延町教育委員会が判断すると答弁されていました。そのとおりです

ね。 
 そこでお伺いしますが、区域外就学を希望する保護者が区域外就学許可願を市川三郷町教育

委員会に申請し、市川三郷町教育委員会から区域外就学にかかる協議についての依頼が出され

た場合、基本的には６月の答弁でも話をしていましたように正規の手続きを踏んだ案件で、市

川三郷町の指定校変更許可基準と本町の学校の指定変更に関する取扱要綱にある正規の理由を

もって個別に判断し許可の方向で進めるというふうな、そういうふうな答弁だったと思います

がそれでよろしいでしょうか。確認です。 
〇議長（河井淳君） 

 教育長。 
〇教育長（鈴木高吉君） 

 ただいまのご質問も含めまして、課長のほうから答弁をさせますのでよろしくお願いします。 
〇議長（河井淳君） 

 学校教育課長。 
〇学校教育課長（笠井喜孝君） 

 ご質問の内容はそのとおりです。 
 それから一般質問で議員さんからの通告が区域外就学に対する教育委員会の基本的な考えは

ということで質問されました。この質問について、こちらで読み取った内容を答弁書に作って

あります。それでお答えをまずしたいと思いますので、そのあとこれからの部分で、追加でお

聞きになる部分はご質問をいただきたいと思います。 
 まず区域外就学に対する教育委員会の基本的な考えですが、就学義務とは日本国民である保

護者に対し子に小学校６年間、中学校３年間の教育を受けさせる義務を課したものです。この

就学義務を履行させるための事務を就学事務といい、就学事務は地方公共団体の自治事務とさ

れ小中学校への就学に関する事務を教育委員会が行っています。 
 教育委員会は翌年度より小中学校に就学すべき者の保護者に対し翌学年のはじめから２カ月

前までに小中学校の指定、入学期日を通知しなければなりません。また保護者は就学すべき学

校の指定に従って、その子を就学させる義務を負いますが保護者の意向や児童生徒の状況に合

致しない場合等において教育委員会が相当と認めるときには、保護者の申し立てにより町内の

ほかの学校に転校することができます。さらに身延町以外の市町村の小中学校へ就学させるこ
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とも両市町村の協議を経て、受け入れ校を設置する市町村の教育委員会が承認した場合に可能

となります。これが区域外就学であり、区域外就学について規定している法令は学校教育法の

施行令の第９条であります。言うまでもありませんが、教育委員会は法令等に準拠し適正な就

学事務の執行を基本としております。 
〇議長（河井淳君） 

 松浦君。 
〇７番議員（松浦隆君） 

 今、学校教育課長からそのように話がありました。それは当然、私も分かっているから９条

２項うんぬんという話をしているわけです。今の話を聞けば、正規の手続きで正規と認められ

る理由があって、それで両町の教育委員会が協議をして許可をする。これが区域外就学に対す

る教育委員会の基本的な考えということでいいんですよね。どうですか。 
〇議長（河井淳君） 

 学校教育課長。 
〇学校教育課長（笠井喜孝君） 

 そのとおりです。 
〇議長（河井淳君） 

 松浦君。 
〇７番議員（松浦隆君） 

 それでは２番の区域外就学許可を個別に判断するとした判断基準、このことについてお伺い

します。 
 まず６月定例会で、区域外就学許可を個別に判断するための要綱の規定と教育委員会のこれ

からの進め方の答弁がありました。その内容を確認する上で、視点を変えて質問させていただ

きます。だけど判断基準は何かということですから余計な答弁は必要ありません。 
 市川三郷町の教育委員会の区域外就学許可基準も身延町立小中学校における就学すべき学校

の指定変更に関する取扱要綱、これは先ほど話が出ましたけども内容はほぼ同じように私には

思えるんですが、基本的には同じというふうに考えてよろしいでしょうか。 
〇議長（河井淳君） 

 学校教育課長。 
〇学校教育課長（笠井喜孝君） 

 基本的なものは同じですが、各市町村で当然自分のところで持つ規定・規則等でありますの

で細かく謳っている部分、その他必要と思われる部分ということで括っている部分等がありま

す。そこの部分は少々違うと思います。 
〇議長（河井淳君） 

 松浦君。 
〇７番議員（松浦隆君） 

 だけど基本的には同じという理解でいいですね。そうすると今まで、先ほどの話にもありま

したけども、９条の関係でありましたけども、今まで基本的には両町の教育委員会での事前の

協議、それから情報の交換、それを踏まえて合意して許可しているという、そういうふうに捉

えていいかと思いますが、そうですよね。 
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〇議長（河井淳君） 
 学校教育課長。 

〇学校教育課長（笠井喜孝君） 
 そこの部分ですが、もう一度・・・。 

〇７番議員（松浦隆君） 
 ではいいです。 

〇学校教育課長（笠井喜孝君） 
 いいや、ここが肝心なので９条の第２項に承諾を与えようとする場合にはあらかじめ児童生

徒の住所の存する市町村の教育委員会に協議するものと。だから区域外就学を申し出たところ

の教育委員会が許可基準に合うかどうか、それをもとに、許可しようとするときでありますの

で同等ではありません。 
〇議長（河井淳君） 

 松浦君。 
〇７番議員（松浦隆君） 

 ですからそういう申請が、市川三郷に出された場合に、市川三郷から身延町の教育委員会に

協議の申し入れがあるわけではないですか。それをまた身延町がその中身を精査して、教育長

のお言葉を借りれば斟酌して、それで許可するかどうかを決めるというそういうことですよね。

それが９条２項ですよね。だからそれは分かっているんですからいいんですよ。分かっていて

質問するんです。 
 両町の教育委員会で、そういう合意に向けた意見の判断が分かれるという部分もこれはあろ

うかと思いますが、今までそういう判断が分かれた場合、そういうことがあったかどうか。ま

た、そういう判断が分かれたときはどういうふうな対応をしていたか、その点だけちょっとお

伺いします。 
〇議長（河井淳君） 

 学校教育課長。 
〇学校教育課長（笠井喜孝君） 

 私が調べた範囲では受け入れを承諾しようとする市町村の許可基準に合っていれば、協議さ

れた場合は同意しないという事例はありません。受けていただく教育委員会が判断、それが主

になっています。 
〇議長（河井淳君） 

 松浦君。 
〇７番議員（松浦隆君） 

 そうすると協議を申し込まれた場合は、ほとんどというかそういう例がなかった、拒否され

た例はなかったということですよね。そうすると、それはこれからも基本的には同じというふ

うに考えていいのかどうか、その点をお伺いします。 
〇議長（河井淳君） 

 学校教育課長。 
〇学校教育課長（笠井喜孝君） 

 それについて個別に判断をすると。今まではそういう事例はなかったということであります。 
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〇議長（河井淳君） 
 松浦君。 

〇７番議員（松浦隆君） 
 ２月２７日付けで久那土小学校、西島小学校、久那土保育園の各保護者会から市川三郷町、

身延町の両教育委員会へ六郷中学校への区域外就学の許可についての要望が提出されました。

それについての身延町の教育委員会の回答が５月１３日付けで出されました。先ほど来、課長

がおっしゃっているように学校教育法施行令の第９条２項、その中で市川三郷町教育委員会の

協議の依頼の案件に区域外就学希望の理由や期間を斟酌し、個別に協議し判断すると回答され

ています。これは正規の手続きで正規と認められる理由があれば両教育委員会で協議し、個別

事案として許可するというふうに先ほど来お答えになっていましたので、そういうふうに捉え

させていただきますが、正規の手続き、正規と認められる理由がなければ許可できないとする

教育委員会の今の話の中ですね、考えで子どもたちの教育を担う立場からいっても、当然、教

育委員会の立場からいくと当然だと思います。私、理解します。ということは逆に考えると正

規の手続き、正規と認める理由があるにもかかわらず許可をしないことがあってはならない。

そういうふうに理解もできるんだと思いますが、そうですよね。どうぞ、お答えください。 
〇議長（河井淳君） 

 学校教育課長。 
〇学校教育課長（笠井喜孝君） 

 正規の手続きで正規の基準に照らし合わせて合致していれば同意する、その答えのとおりで

す。 
〇議長（河井淳君） 

 松浦君。 
〇７番議員（松浦隆君） 

 ということは、正規の理由があって正規の手続きを踏んだにもかかわらず許可しないという

ことはあってはならないことだというふうに私も理解しました。 
 ４月１６日付けで市川三郷町教育委員会からも回答が出されました。内容は身延町教育委員

会の回答とほぼ同じでした。ただ、１つだけ違うのは今後身延町教育委員会の同意があれば許

可に向け鋭意努力しますとの文言がありました。それはご存じだと思いますが、これは学校統

廃合に関連した区域外就学希望の理由をその他必要と認めるとした、その他の項を適用して協

議し許可をするとの市川三郷町教育委員会の考えと思うんです、私は。いかがでしょうか。 
〇議長（河井淳君） 

 学校教育課長。 
〇学校教育課長（笠井喜孝君） 

 そこについては市川三郷の教育委員会に確認しておりませんので、そういうような意思なの

か意図なのか把握はしておりません。 
〇議長（河井淳君） 

 松浦君。 
〇７番議員（松浦隆君） 

 私が代わりに確認してきました。市川三郷の教育委員会はそのように考えています。あとで

出てきますけれども、そうすると本町の学校の指定変更に関する取扱要綱にも、うちの町にも
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その他ありますよね。どうですか。 
〇議長（河井淳君） 

 学校教育課長。 
〇学校教育課長（笠井喜孝君） 

 あります。 
〇議長（河井淳君） 

 松浦君。 
〇７番議員（松浦隆君） 

 そうすると今までもその他の項を適用した案件で区域外就学の例はあった、私も知っていま

すし、ありました。市川三郷でその他の項を適用する用意があるんであれば、身延町教育委員

会もその他の項を適用して正規の手続きで、正規と認められる理由をもって両町の教育委員会

で協議をし許可をすることは、なんら私は問題がない。今までも例があったわけです。ただ教

育委員会が引っ掛かっているのは、おそらく学校統廃合に関係した組織をもっての区域外就学

ということではないかと思うんですが、その点も含めて私が思うに教育委員会、この学校統廃

合に関連した区域外就学希望の事案に対して許可しないようなスタンスに映っているんですが、

その点はどうなんでしょうか。 
〇議長（河井淳君） 

 学校教育課長。 
〇学校教育課長（笠井喜孝君） 

 統合の問題で組織団体、だから認めないんではないかということですが区域外就学の基準は

先ほどから言っているとおり保護者が申し出てということが法令に謳ってあります。団体組織

というのは、これに該当しない部分ですので法令順守で事務を執行しますということです。 
〇議長（河井淳君） 

 松浦君。 
〇７番議員（松浦隆君） 

 そうすると私の認識も違いましたし、おそらく保護者の方々も認識が違ったと思うんですね。

学校統廃合に絡んでいるから、区域外就学を認めないんではないかというふうにそういうふう

に実は私も認識していました。それが違うということであって、なおかつ今、教育委員会の課

長が法令に順守して、その理由がしっかりしたものがあればいいということでしたので、その

点を今度は私も保護者の方々にもちゃんとお伝えしたいと思います。 
 それでは区域外就学を希望する保護者が両教育委員会に組織で要望した、今回その数だけ、

私は教育委員会に分かっていただきたいのはその数だけ、スクールバスでの通学が苦痛で不安

を感じて訴える保護者と子どもがいることを私は認識していただきたいなと思うんです。その

人数は決して少ない数ではございません。安全を考慮してのスクールバス通学に取り組んでい

る課長はじめ教育長、教育委員会の皆さんのご苦労と、それから努力、これも私は理解します

し大変ありがたいことだと感謝申し上げています。そして教育のプロとしての考え、それを今

までの議会の中でもいろいろお話をいただきました。そのことも理解しますし、しかしながら

そばにいる保護者が子どもたちの思いを一番、私は感じていると思うんですよ。いくら教育の

プロであっても、その保護者の思いは教育委員会にはなかなか伝わらない。そういう部分があ

ろうかと思うんです。今の状況を私は子どもたちもしっかりと、この区域外就学のことでは見
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ていると思うんです。これが真の教育かどうかといったら私はちょっと違うような気がする。 
 その点を強く訴えて１つ質問させていただきますが先ほど来、教育委員会がいろいろ法令順

守の中でやっているということで話がありました。市川三郷町がその他の項を使ってやっても

いいよということも大変おこがましいですけれども私が聞いてきました。ＯＫでした。それと

同時に文科省、それから関係機関に伺いました。そうしましたところ学校統合に関係したこの

ような事例は全国で何カ所もあるそうです。両町の教育委員会が、先ほど課長がおっしゃった

ように法令順守ですね、両町の教育委員会が協議をして合意した場合はその他の項を適用して

許可をすることはなんら問題はない。そういう見解でした。市川三郷町の教育委員会でもこの

ことは把握した上で、うちの町はそういうふうに考えていますよということですから、このこ

とを生かしていくべきではないかというふうに思うんですが、時間がないので、それと同時に

地方創生で長期人口ビジョンを掲げ各自治体で人口の減少を食い止めようとしています。通学

の負担と不安を理由に他町に転出しようとしている方々が多くいらっしゃいます。その分だけ

さらなる人口の減少を招くんではないかというふうに私は心配していますが、今回の区域外就

学に関しては新中学校建設までの一時的な措置での人口の流出、そういうふうに保護者も望ん

でいますから、そうすると一時的な措置での人口の流出を食い止めるための策としては私は有

効だと思っています。それには身延町教育委員会の決断が最後に残ったんではないかと。すな

わち市川三郷町教育委員会と同じように正規の手続きで申請された案件については、その他の

項の解釈を市川三郷町と同じように拡大していただいて、正規な理由として対応していただき

たいと思いますし、その点も含めて互いに譲歩し合える答弁を求めます。 
〇議長（河井淳君） 

 松浦君、質問の内容をもう一度お願いします。私もちょっと今、質問内容がよく分からない

ので。 
〇７番議員（松浦隆君） 

 時間がないんですけども。だから今まで言ったようにいろいろな話があります。人口対策も

そうです。それから保護者の方々が組織をもって、そうやって区域外就学を申し込んでいるの

は基本的には新しい中学校ができるまでという、そういう形の中で期間が限定されているわけ

です。それを踏まえて市川三郷も大きな寛大な気持ちでやってくれているわけですから、本町

もそういう決断をするべきではないでしょうか。そのことについてお伺いします。ただ、それ

は先ほども言いましたように正規の手続きで申請された案件について、その他の項の解釈を大

きく広く取ってやったらいかがでしょうか。そういうことの決断を私はすべきだと思いますし、

また互いに譲歩し合える回答をいただけるんではないかと思いますがいかがでしょうか。 
〇議長（河井淳君） 

 学校教育課長。 
〇学校教育課長（笠井喜孝君） 

 通告の３番の市川三郷町教育委員会との協議はということで、それで議員さんが今、確認し

ていただいた市川三郷町に聞いたら区域外就学、その他の項に当てはめて身延の生徒を受け入

れる方向で考えているということで私どもに教えていただきましたが、それを絡めてちょっと

答弁をさせていただきたいと思います。 
 私ども市川三郷町との協議につきましては久那土保育所、久那土小学校、西島小学校の保護

者会が六郷中学校への区域外就学の許可要望を両町教育委員会へ提出したことに関し市川三郷
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町教育委員会と２回、協議をもちました。これは４月９日と５月１３日ですが、このご質問の

協議というよりは両町の近況、要望書に対する回答の内容の説明と報告、それから事務手続き

に関わる確認、これらを行うために会議を持ちました。いずれの会議におきましても私どもが

市川三郷町の教育委員会を訪問し教育長、課長、リーダー、担当、これらの者が会して行われ

ました。これはあくまでも区域外就学の事務の執行、これについての協議です。議員さんがおっ

しゃられた市川三郷町の持っている区域外就学の許可基準のその他に当てはめるとか、そうい

う部分、どこに該当するのかというようなことについては当然協議もしていませんし、今のと

ころ把握もしていないような状況であります。 
〇議長（河井淳君） 

 松浦君。 
〇７番議員（松浦隆君） 

 ２回にわたって身延町教育委員会が市川三郷の教育委員会で話をされたというのは存じ上げ

ています。２回目のときはうちのほうでこういうふうな、保護者会に回答を提出しますよとい

う、そこも初めてそこで出されたと。前の日なんですが、そういうこともお伺いしました。そ

ういうことも含めて、私が協議と言っているのはある意味では打ち合わせ、それから話し合い

だと思うんです。私は基本的に市川三郷が協議をする、正規の手続きを受けて協議を出された

ときに、それを市川三郷はその他の項を拡大して、それで協議の申請を身延町教育委員会にし

ますよということなんです。その中でやはり身延町も、先ほど来おっしゃっているように法令

に沿って、法規に則ってやるんであれば、先ほどずっと答弁していただいて私、理解しますと

言ったではないですか。そういうことをちゃんとしてその手続きを踏んで、その理由がちゃん

としたのであれば、市川三郷町の教育委員会がその他の項でやったんであれば、私は身延町の

教育委員会も同じようにやっていただきたいし、そのための打ち合わせなりなんなりをこれか

らぜひ市川三郷と、文科省に確認していただいても結構です。そういうことをしていただいて、

そういう大きな広い心でやっていただきたい。このように考えているということです。 
 市川三郷教育委員会、この問題を真剣に捉えてくれています。受け入れ側が許可に向けて考

えてくれている。そういう状況なんです。お願い側がそれを否定するという、そういう矛盾し

たことを、もしそういうことがあったとしたら当然、これは誰が考えてもおかしいというふう

に思われると思います。区域外就学を希望する保護者の方々から議会に対して今回、協力を求

める請願も出されています。この請願は藁にもすがるような思いで出されたと私は感じていま

すが、教育委員会にも町民である保護者の立場を理解していただく。そして斟酌していただく。

それは法令に沿って正しい手続きで、正規な理由をもって市川三郷に出されたもの、それから

市川三郷からこちらに協議の依頼があったもの、そのものに関しては斟酌して希望に沿う形で

の解決策を見出していただくことを強く希望して私の質問を終わらせていただきます。 
 先ほどもう１つ質問が、３番があったんですがお答えいただきましたのでこれで質問を終わ

らせていただきます。ありがとうございます。 
〇議長（河井淳君） 

 松浦隆君の一般質問を終わります。 
 次は通告の３番、芦澤健拓君の一般質問を行います。 
 芦澤健拓君の質問を許します。 
 登壇してください。 
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 芦澤健拓君。 
〇６番議員（芦澤健拓君） 

 通告に従って質問をいたします。 
 はじめに町長ご就任以来７年間における業績を検証する意味でご自身の評価、感想を含めて

お聞きしたいと思います。 
 先日、朝日新聞から電話がありましてこの質問の内容をネットかなんかで見たのか、町長の

三選のためにやるんですかという質問がありましたけども、私はちょっとそういう意向でやる

わけではないということをお伝えしておきましたので、その点についてはじめにお断りをして

おきます。 
 平成２０年９月に新身延町の２代目の町長として就任され２期７年目を終わろうとしており

ます。町長は「住んでよし 訪ねてもよし おらが身延（まち）」というキャッチフレーズを用

いて政策を進めてまいりました。６月議会での野島議員の質問には終始、政策室長が答弁して

おりましたけども、総合戦略と中部横断で解決できるかのような答弁であったと思います。 
 町長の２期７年間の業績ということで、できるだけ町長ご自身でご答弁願いたいと思うんで

すけども、まず「住んでよし 訪ねてもよし おらが身延（まち）」という政策実現のために具

体的にはどのような施策を行ってきたとお考えなのか。またその施策の成果はどのようなもの

であったのかについてお聞きします。 
〇議長（河井淳君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 それではお答えいたします。 
 私はこれまで「住んでよし 訪ねてもよし おらが身延（まち）」を政治信条として町民の皆

さまのさまざまな思いを的確に把握しながら、安心・安全で暮らせる身延町づくりを進めてま

いりました。どのようなことをと言いますが、私どもが町でやっている行政そのすべてが町民

の皆さんが住んでいくには良い方向に、あるいはよそから来ていただける皆さんが少なくとも

身延町というところへ行ったけどもいい町だなと言われるようにしたい。そういうことでござ

いますので、これを、１つだけがそのためにというのでなくて、すべての行政をそのために行っ

ていく、こういう考え方ですのでぜひこの点もご了解をいただきたいと思います。 
 そうは言ってもせっかくの質問ですからお答えをさせていただきますが、私は主な事業とい

たしましては中部横断自動車道の地域活性化インターチェンジの実現と関連道路の整備を推進

してまいりました。中部横断自動車道を利用するには、町内に１カ所のインターチェンジでは

南北に長い本町では活用が図れません。山梨県では地域活性化インターチェンジとして仮称、

身延山インターチェンジと仮称、中富インターチェンジの工事に着手をしていただきました。

町内には３カ所のインターチェンジができ、さらにはいつも言っておりますけども隣町の六郷

インターチェンジと南部インターチェンジも利用できますので合計５カ所のインターチェンジ

を利用することができます。本町から甲府市や静岡市などへの通勤の利便性が向上し本町が

ベッドタウン化する鎮守の森構想が進展することを期待しているところでもございます。 
 関連道路の整備につきましては、世界遺産富士山のある富士北麓地域と峡南地域を結ぶ国道

３００号の街道につきましては、急勾配やヘアピンカーブの解消を主に着手していただいてお

ります。改良後は今まで敬遠していた観光バスや一般観光客の利用を期待しているところでご
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ざいます。 
 本町は千円札の富士山の撮影場所の本栖湖、身延山久遠寺、下部温泉郷、西嶋和紙という資

源があります。これらの資源を活用して観光の町として地域住民が地域の魅力を感じ学び発見

し誇りを持ち、それを発信していく町民総ガイド運動を推進しております。身延町に来ていた

だいた方に再び訪れていただけるよう、今後も町民総ガイド運動を推進してまいります。子育

て支援としまして１５歳以下の医療費の無料化と本年１０月からの１８歳以下までの医療費の

無料化の拡充、保育料の軽減措置、病児・病後児保育事業を実施しております。 
 なお、町立保育所において週１回、異文化に触れることで日本の言葉や文化を大切にする心

を育てることを目的に英語教室を開催しております。子どもたちは講師とゲームをしたり、歌

を歌ったり楽しく英語で学んでいて、数カ月経つと講師の英語の問いかけに子どもたちは英語

で答えるほどに上達をしております。これからもこのような子育てに対する積極的な支援を講

じて多くの子どもたちの明るい声が聞こえる町になるよう推進をしてまいる所存であります。 
 先般、南巨摩地区のママさんバレーボール大会が本町を会場として実施され、開会式あるい

は試合も見せていただきました。郡下の４町から１５チーム、約２００名のママさんが参加を

しておりましたが、本町からは４チームが参加をし、その中には喜寿７７歳を迎えるママさん

が出場もし、最高齢のママさん選手は７９歳の出場でございました。この年齢になっても生涯

現役で生涯スポーツを楽しみ、健康づくりをしていただいている姿に感銘を受けたところでも

ございます。これからも町民の皆さんが生涯を通じて心身の健康づくりに努めていただけるよ

ういちいち運動を推進し支援していきたいと考えております。 
 またコミュニティビジネスの活性化につきましては富士川を利用してのラフティング事業、

手打沢地区の住民有志が農事組合法人 手打沢組合を設立し遊休地を使ったタケノコ、菜種、

酒米の栽培や廃校となったプールを活用してホンモロコの養殖、廃校の校舎を利用した静川地

区の活動拠点 静川村や伝統行事を都会の人々と復活させた豊岡夏まつりや身延山七面山を駆

け巡る修行走など町内各地域で数多くの事業が開花してまいりました。今後も町民が自ら町内

に眠っている資源を活用するため、知恵を出し合い取り組むコミュニティビジネスを応援する

とともに新たに起業しようとする町民の皆さんにも協力を行いたいと考えているところでもご

ざいます。 
 本町の財政運営につきましては、平成２７年度から地方交付税の合併算定替えが順次縮減し

平成３２年度までに約７億円の交付税の減少が見込まれ一本算定に移行していきます。常々申

し上げております、できる限り子や孫に借金を残さないとの考えをもとに事業を精査し、起債

発行を制限するとともに繰上償還を行い起債残高の削減に努めてまいりました。今後につきま

しても限られた人数、予算の中で最小の経費で最大の効果をあげるよう既存の施策、事務事業

の改善を図り効果の少ない施策は廃止することも視野に入れながら町の宝である子どもたちの

ために成長を支援するなど将来を見据えた重要施策へ重点的に予算配分を行い、財政健全化を

維持し町民の福祉の向上と地域社会の発展に努めてまいりたいと考えております。 
 なお、私といたしましては精いっぱいの努力をさせていただきましたが、その評価につきま

しては私がする問題ではない、町民の皆さんにしていただくものだと考えますのでよろしくお

願いをいたします。 
〇議長（河井淳君） 

 芦澤君。 
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〇６番議員（芦澤健拓君） 
 大変、長々とありがとうございました。これは当然そういう話になるだろうと思いましたけ

ども、私がなぜこの「住んでよし 訪ねてもよし おらが身延（まち）」について聞いたかと言

いますと、あまり私自身としては住んでよし訪ねてもよしというふうな印象がないからです。

先ほど来、同僚議員からも質問がありまして、たしかに財政的には子や孫に借金を残さないと

いうそういうことと、それから一本算定の話がありましたけども交付金が減るということの中

で、町長、本当に何をしたのかな、何をしたかったのかなという思いがあったからわざわざこ

んなことをお聞きしたわけです。 
 この「住んでよし 訪ねてもよし おらが身延（まち）」の次に鎮守の森政策、鎮守の森構想

というのが出てきまして、非常にキャッチフレーズをつくるのが上手だなという感じがしては

おりますけども、この７年間に、だから今、私が言ったようなことで本当は何かほかのことが

したかったんではないか。つまり金を節約できるだけ節約して、借金を返すだけ返してという

ことだけでなく、何かほかに町長としてこんなことがやりたかったというふうなことがあれば

ぜひお聞きしたいと思います。 
〇議長（河井淳君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 私は先ほど申し上げましたとおり金を残して、あとは何がしたいかというのではございませ

ん。先ほどからも言っているとおり、私どもが行っているすべての行政は町民の皆さんのため

にやっているわけでございまして、それが芦澤さん先ほどおっしゃるように町民の皆さんは少

しも良いように感じていないということのようでございますので、これは誠に申し訳なくお詫

びを申し上げたいと思いますけれど、私は少なくとも町民の皆さんが少しは良い町になったな、

こういうように思っていただけるために一生懸命努力をさせていただいたつもりでございまし

て、何をしたいかというような大きなものを今のところはつくっておりませんけれども、将来

の子どもたちになんとかお金をかけたいなと、この気持ちだけは事実でございます。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 芦澤君。 

〇６番議員（芦澤健拓君） 
 私、この場面で３つの質問を考えていたんですけども、ちょっと町長の答弁が長すぎました

ので次に移りたいと思いますけどもよろしいでしょうか。 
 次に中部横断自動車道の開通に向けて何点かお聞きしたいと思います。 
 先ほどの同僚議員の質問の中でもこの問題、取り上げられておりましたけれども平成２９年

度中、町長の言葉をお借りしますと平成３０年の３月３１日までが平成２９年度ということで

すので、ちょっと遅くなる可能性もあるのかなというふうな感じがいたします。 
 いずれにしても平成２９年度中には中部横断自動車道が供用開始となるということで、富士

川町ではすでに増穂インターの近くに道の駅ふじかわを開設しております。南部町でも富沢イ

ンターの付近に道の駅を開設する予定であるということを聞いています。本町には先ほどの話

のようにすべて仮称でありますけども身延山、身延、中富という３つのインターチェンジがで

きる予定でございますけども、この３つのインターを利用して国道沿いに道の駅を建設すると
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か、あるいは地域活性化に向けた何らかの施設を建設するというような計画はおありでしょう

か。 
〇議長（河井淳君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 通告はどこでしょうか。 
〇議長（河井淳君） 

 芦澤君。 
〇６番議員（芦澤健拓君） 

 １番のまもなく中部横断自動車道が開通するが町としてやり残していることはないかという

質問をしたかったので、もうちょっと、では質問をさせていただきます。 
 私たち議員は何回かの県外研修で道の駅の成功例をいくつか見てまいりました。時あたかも

総合戦略の策定ということで、町の活性化に向けて何らかの施策を実施することが求められて

います。中部横断自動車道開通に向けて何らかのプランをお持ちなのか。それとももはや開通

に向けてやり残したことは何もないというお考えなのか。この点についてお聞きしたいと思い

まして今の質問をさせていただきました。町としてやり残していることはないのかということ

です。 
〇議長（河井淳君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 のちほど中部横断自動車道に向けての準備万端かというような部分については、特に担当課

長のほうから話をさせますけれども、やり残したことはないかというような部分については私

の施策でございますのでお答えをさせていただきたいと思いますがよろしゅうございますか。 
〇６番議員（芦澤健拓君） 

 はい。 
〇町長（望月仁司君） 

 やりきれなかった施策、やらなければならない施策の質問ですけれども関連道路の整備、主

要地方道、市川三郷・身延線、西八代縦貫道の三沢・市之瀬間の整備と中部横断自動車道の仮

称中富インターチェンジと国道３００号を結ぶアクセス道路の整備でございます。主要地方道

市川三郷・身延線は峡南地域と県と甲府市を結ぶ沿線地域の交流や人々の暮らしを支える生活

道路であるとともに国道５２号の代替路線としての機能も有しており、通勤通学や業務にとっ

て重要な道路であります。また国道３００号、急勾配とヘアピンカーブのため大型バスの通行

に支障があり、観光客の利用が低調な路線となっておりましたが、県において支障のあるヘア

ピンカーブの解消にすでに着手をしていただいておりますので、今後は仮称中富インターチェ

ンジと国道３００号を結ぶアクセス道路を整備していただければ常葉、市之瀬や古関地区から

も容易に中部横断自動車道が利用でき通勤の選択肢が広がりますので、本町に居住していただ

き勤務地に通勤するという鎮守の森構想が増えてくることを期待しております。 
 今後も先ほど申し上げましたとおり三沢・市之瀬間の整備と仮称中富インターチェンジと国

道３００号を結ぶアクセス道路については私の力不足でやり残しておりますので、これからも

県に対して早期に着手をしていただけるよう要請をしてまいりたいと考えております。 
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 それからその他の、先ほどの質問につきましては答弁は担当室長にさせますのでよろしくお

願いをいたします。 
〇議長（河井淳君） 

 政策室長。 
〇政策室長（佐野文昭君） 

 中部横断自動車道周辺の関係ということでございます。 
 先ほど言われましたとおり中部横断自動車道につきましては、平成２９年度中の完成予定と

いうことで工事が進められておりまして、町内には３カ所のインターチェンジができます。イ

ンターチェンジ近辺への道の駅などの設置ということでございますけども、ご存じのとおり

３カ所のインターチェンジとも山の中、そして橋梁の上という設置条件が厳しい中でのイン

ターチェンジの設置をしていただいております。よって、周辺への道の駅等の設置は地形的に

難しいのではという判断をしております。 
 また町内にはクラフトパーク内には道の駅みのぶ、少し離れておりますが国道３００号沿い

には道の駅しもべ、また国道５２号、相又地内にはゆばの里とよおかが開設をされております。

町内で収穫された農産物や工芸品など販売をされております。 
 それ以外に町内には湯之奥金山博物館、和紙の里、伊沼のＪＡ直売所、下山のさくら、竹炭

企業組合、大島直売所など官民の施設がすでに稼働をしております。これらの施設の有効活用

を図り中部横断自動車道を利用して身延町内へ立ち寄っていただくためには、統一した誘導案

内標識など設置が必要であると考えております。またこれ以外には、駐車場等の改良や施設の

改修等につきましても、必要に応じて対応を図っていかなければならないと考えております。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 芦澤君。 

〇６番議員（芦澤健拓君） 
 先ほどの町長の答弁にびっくりしたんですけども、私もそのことをこのあとで聞こうかなと

思っておりましたもので、ちょっと先取りをしていただきまして、７月２２日に中富総合会館

で中部横断自動車道路建設促進連絡協議会というものが行われまして、その席上で先ほど町長

の話にもありました下田原・市之瀬間の道路の話が出ました。中富地区の議員からそういう発

言が出まして、協議会の会長である町長がこの件を積極的に進めていきたいというふうな発言

がありました。三沢・市之瀬トンネルについても触れていただきましたけども、私ども旧下部

の人間は特にこの三沢・市之瀬トンネルの実現を希望しておりましたので非常にありがたいこ

とだなということは申し上げておきたいと思います。 
 下田原・市之瀬トンネルというものがどういうふうなことになっているのかということで前

の建設課長にお聞きしたところ、この話は全然道路計画にも載っていないし、おそらく時間が

かかるだろうというふうなことを聞きました。同じように三沢・市之瀬バイパスも相当な時間、

約３０年近い時間がかかって経過しておるわけでございますけども、私が申し上げるより前に

この下田原・市之瀬トンネル、三沢・市之瀬トンネルをやり残しているというふうにお考えで

あるというふうにお聞きしましたので、ぜひとも今後はこの三沢・市之瀬トンネルを強く県の

ほうに要望していただいて、最近ではトンネルを掘る工事も相当、時間も経費も短縮されてい

るはずでございますので、ぜひこの件を進めていただきたいというふうに要望しておきます。 
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 次にインターチェンジの名称について質問したいと思います。 
 かつて下部地区選出の同僚議員からこのインターチェンジ、特に仮称、身延インターチェン

ジの名称を下部、または下部温泉という名称に変えることはできないかという質問があり、町

長はその関係筋に申し入れていただくというふうな趣旨の発言をされていたというふうに記憶

しております。折しも今月２日にインターチェンジの名称について国交省、ネクスコ中日本、

沿線の町の建設課長との初会議があったという報道がありました。昨日の町長の行政報告の中

でもこの点について触れられておりました。会議の中で旧町名を入れたインターチェンジが定

着しているという町側からの意見があったということで、大変わが意を強くしたという次第で

ございますけども、この仮称、身延インターチェンジは波高島地内にありまして下部温泉には

１０分以内で到着することができます。次回の１０月の会議には新しい水上建設課長が出席す

ることになると思いますけれども、ぜひともこの下部温泉インターチェンジ、または下部イン

ターチェンジという名称を強く主張していただきたくお願いしたいと思います。 
 下部温泉では数年前に大火で焼失した旅館が２軒ありまして、その焼け跡の処理が滞ってお

りましたけども、最近この焼け跡を購入していただいた方がおりまして、地元有志の皆さんは

ここの焼け跡を大型バスが方向転換できるような、いわゆるバック場として使えるようにでき

ればということで努力されているということを聞いております。これが実現できれば大型車両

が温泉街に入れることも可能になりまして、下部温泉の活性化につながるのは間違いないと思

います。 
 したがって、これを後押しするためにも中部横断自動車道に下部温泉インターチェンジ、ま

たは下部インターチェンジを実現していただければ下部温泉郷に大型観光バスでも訪れること

ができるようになり、昔どおりの下部温泉の賑わいが取り戻せるのではないかと思いますが特

段のご配慮をお願いしたいと思いますけれども、町長のお考えはいかがでしょうか。 
〇議長（河井淳君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 まず火災の跡地についての地域の皆さんのご努力に対し、心から敬意を申し上げたいと思い

ます。 
 さてインターチェンジの名前について、下部か下部温泉になんとかできないか、こういうこ

とのようでございまして、前にも同様のお話もいただいたこともございます。 
 そこらへんも含めながら１つ答弁をさせていただきたいと思います。 
 行政報告でも述べましたとおり９月２日の日にインターチェンジの名称の沿線地域の検討会

が開催をされました。名称の決定までの手続きの進め方、名称決定の留意事項、今後のスケ

ジュール等の説明があったと報告をされております。インターチェンジの名称等の素案づくり

が開始をされたと、こういうようにも私は考えております。 
 国土交通省の説明では今まで伺っていた内容と若干、変わった点がございます。それは各町

に所在するインターチェンジ、私どもの町ですと上から言いますと仮称、中富インターチェン

ジ、それから身延インターチェンジ、身延山インターチェンジの３カ所のインターチェンジ、

要するに私どもの町に所在するインターチェンジの名称は所在する町ごとに素案をつくるよう

にとの説明が９月２日にありました。これは大きな今までとの違いでございます。そういうよ

うに私は報告を受けておりますので、ここにも当時のがありますけれども、そんなことでござ
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います。 
 したがいまして、インターチェンジの名称につきましては３カ所のインターチェンジについ

ては身延町が何々インター、何々インター、何々インターとして素案をまとめてそれを国のほ

うへお願いすると、こういうことになりましたので、まずこれは大きな問題ですから皆さんに

報告をさせていただきたい。 
 今後のスケジュールにつきましては、実は平成２８年度に六郷インターから北側がもうオー

プンになるわけですから時間がございません。したがって、誠に大変なことですけれども１０月

の上旬までに素案をつくってください。９月２日の会議の中で話がございまして１０月の下旬

に行われる予定の第２回インターチェンジ名称の沿線地域検討会に提出をして、その席で素案

が決定できればそうしたいと、こういう国からの考えでございます。 
 素案に対する町民の意見につきましては、町民の多くの皆さんが納得するインター名でなけ

ればいけませんし、遠くから来る人に紛らわしいようなことでも困ります。したがいまして、

しかも１０月の上旬までになんとかするというようなことで時間がございませんので、私とし

ましては町民の代表である町議会議員の皆さん、さらには各種団体等で構成されている総合戦

略策定委員会委員の各位の皆さん等々の意見を早急に聞きながら、インターチェンジの名称素

案をつくってまいりたいと考えておりますので、議員の皆さん方にもよろしくご協力をいただ

ければありがたいと思います。 
 以上でございます。 

〇議長（河井淳君） 
 芦澤君。 

〇６番議員（芦澤健拓君） 
 ぜひその線で進めていただきたいと思います。 
 それでは次の質問に移ります。 
 ７月２５日に行われました町長と高校生との懇談会で、町長が中部横断自動車道が開通した

ら身延町は変わると思うかという高校生の問いかけに対して、開通してもこのままでは変わら

ない。人が他の町へ流れていくとか、大きな都市同士が連結して身延町は素通りされるとか心

配する意見が出されました。いわゆるストロー現象と呼ばれる現象を心配してのことであると

思います。そのほか道ができただけでは変わらない。観光客が身延町に下りるような取り組み

をしていかなければならないという意見も出されました。中部横断自動車道活用に向けて町が

積極的な取り組みをしてもらいたいという要望が出されたわけです。 
 他の都市などに出て行ってしまう若者たちをこの町に引き止める、そういう対策を講じる必

要があると思いますけれども、その具体的な計画はあるでしょうか。 
〇議長（河井淳君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 ご質問の２の③と④の答弁は担当室長にいたさせますので、よろしくお願いいたします。 
〇議長（河井淳君） 

 政策室長。 
〇政策室長（佐野文昭君） 

 中部横断自動車道は、先ほど言いましたとおり平成２９年度中には新東名高速道路と中央自
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動車道の間が開通になります。山梨にとりまして特定重要港湾であります清水港と直結がされ

ます。整備前後の時間短縮というのをちょっと見ますと甲府・清水港間は３時間７分から１時

間２９分となり１時間３８分短縮され、物流が効率化するとされております。このため大型交

通が中部横断自動車道に転換すれば中部横断自動車道および国道５２号とも円滑な交通が確保

され、より快適でスムーズな走行が可能となり、交通事故の削減にも寄与するというふうに考

えられております。特に富沢インターチェンジから六郷インターチェンジまでは、新直轄区間

で無料でありますので、国道５２号から中部横断自動車道への交通の転換が進み機能分担が図

られると考えられるため、町内の国道５２号は円滑な流れになると予想されます。 
 今までは国道５２号を利用するか、主要地方道を利用するかの２択しか選択ができませんで

したが、これから中部横断自動車道を利用するかが加わりまして３択になり、選択の幅が増え

ます。よって町民にとりましては利用ルートの選択肢が出ますので渋滞の解消が図られ、快適

でスムーズな目的地への走行が可能になると考えられます。 
 中部横断自動車道の開通によりますストロー現象ということでございますが、住民の皆さま

につきましては、中部横断自動車道を利用することによりまして甲府市や静岡市などの遠方の

通勤等が可能になります。併せて職業の選択肢も広がることとなりますので、町内に居住をし

ていただき他市町村へ通勤する方の増加を期待しております。また新規の定住者にも増加をし

ていただき、町内一帯が鎮守の森になっていってほしいと願っております。 
 なお、目的地への到達のために利用する物流関係や観光バスなどにつきましては当然、通過

車両となり、国道５２号から転換しますのでその分はストロー現象となる可能性があります。

流動人口を増加させるという考えでは、今まで遠距離であったために本町への観光は避けてい

た遠距離地域の観光客や外国人観光客を誘致することによりまして、町内に訪れていただき町

内に滞在してゆったり観光していただけるよう誘導していくことが必要だと感じております。 
〇議長（河井淳君） 

 芦澤君。 
〇６番議員（芦澤健拓君） 

 半分くらいは６月の野島議員に対する答弁と同じだったように思いますけれども、これは本

当に具体的に何をしなければならないかということを私たちにやっぱりもっとストレートに教

えてもらいたい、話してもらいたいと思います。たしかに鎮守の森構想ですとか、そういうイ

メージでは分かるんですけども、では具体的に例えばどこへ住んでもらうのかとか、どこへ勤

めてもらうのかというふうなことについては、もうちょっと噛み砕いて説明することが必要で

あるというふうに思います。 
 ４番目の質問に移ります。 
 今の答弁の中にもありましたけども、通勤・通学の利便性が図れるということになると思う

んですけども、六郷インターから富沢インターだけが直轄区間、新直轄で無料ですけれどもそ

こから先は有料になるわけで、果たして有料でもこの中部横断を使って通勤をする、通学をす

ることになるのか。あるいはこういう人が増えるのかということを考えると、やはり何らかの

補助と言いますか、そういうふうなことが必要なんではないかなと。そういうことで高速料金

を一定程度補助するような計画はあるのかどうか、その点についてお聞きします。 
〇議長（河井淳君） 

 政策室長。 
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〇政策室長（佐野文昭君） 
 ただいま総合戦略を策定しております。その中で町民アンケートを実施しております。中間

報告ということで、中部横断自動車道を通勤・通学で利用しますかという問いに対しまして利

用するは４４．８％、利用しないは５５．２％でございました。そのうち有料区間の負担が大

きいため利用しないという回答をしていただいた方では、高速料金が通勤手当として支給され

れば利用しますよというのが６割の方が利用するというような形で回答をしていただいており

ます。 
 先ほども言いましたとおり鎮守の森構想を進めていく上でも定住促進を図る上でも、また中

部横断自動車道を利用して通勤する方への支援策につきましては、やはり何らかの形で必要で

はないかと考えていまして、今後検討してまいりたいと考えております。 
〇議長（河井淳君） 

 芦澤君。 
〇６番議員（芦澤健拓君） 

 ぜひ積極的な検討をお願いいたします。 
 次に３番目のまち・ひと・しごと創生法の進捗状況と今後の課題ということでお伺いいたし

ます。 
 私と松浦議員は２人ともこのまち・ひと・しごと創生法の総合戦略会議の委員として出席さ

せていただいておりますけども、先日の議員全員協議会でどんなふうな進捗状況なのかという

ことを聞かれて、これこれこうだということを申し上げましたところ、それではよく分からな

いと。進捗状況をもうちょっと詳しく説明してもらいたいということでしたので、ここで副町

長にぜひその点を説明していただきまして、今後の課題あるいは特別交付金の獲得に向けた、

特別交付金と言っていいのかどうか分かりませんけども、交付金の獲得に向けた、事業に向け

た構想があるのかどうか、その点について副町長からのご答弁をお願いいたします。 
〇議長（河井淳君） 

 副町長。 
〇副町長（望月幹也君） 

 ただいまの質問に答弁させていただきます。 
 本町における取り組みの進捗状況ですが、総合戦略を作成していく上で広く町民の皆さん等

から意見を聴取し、戦略に反映をしていくという観点から町民の皆さまをはじめ事業所、各種

団体、町外在住通勤者を対象としたアンケートを実施いたしました。去る８月１１日に第２回

総合戦略策定委員会を開催し、委員の皆さまに中間報告ということで町民を対象としたアン

ケートと人口ビジョンについての状況報告をさせていただきました。 
 町民アンケートにつきましては７月２２日現在での報告で、調査対象３千人に対しまして

５６６人の回答で回収率１８．９％の数値での報告でした。回答期限前の回収率が低い状況で

すので一概には判断できませんが、具体的な意見や提言等も積極的に記入がなされており、ご

回答をいただいた皆さまには心より感謝を申し上げます。 
 なお、この中間報告では６０歳代の回答が２６．７％と最も高く、次いで５０歳代が２４．

２％、７０歳以上が２０．１％と続いていましたが委員の皆さまから最終結果が提出されると

きにはこれからの町を担っていただく若者世代の意見が分かるように年代別の分析も必要では

ないかとの意見が出され、現在、最終集計の中で対応しているところであります。 
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 今後につきましてはアンケートならびに町長と高校生、小中学生との集いや町民の皆さまか

ら逐次いただいたご意見・ご提案等を反映しながら具体的な施策の検討に入っていくこととな

りますが何分短い期間での策定となりますので策定委員、ならびに議員各位のご協力を得なが

ら効率的に作業が進められるよう努めてまいりたいと考えております。 
 以上でございます。 

〇議長（河井淳君） 
 芦澤君。 

〇６番議員（芦澤健拓君） 
 ということですので、議員の皆さんもぜひしっかり受け止めていただきたいと思います。 
 新型交付金の、これは特別交付金と書いてありますけども新型交付金のための事業を各自治

体がやらなければならないということで、戦略会議ではそういうことをどういうふうにするか

ということを決めなければいけないということだと思います。 
 昨年末に、国は地方に３０万人分の若者の雇用を創出するといった目標を掲げた人口減少対

策５カ年計画、まち・ひと・しごと創生総合戦略というものを決定いたしました。山梨県では

今年就任した後藤知事が、内容がちょっと変更されたようでございますけども人口１００万人

を目指すという目標を掲げております。また国は各自治体に地方版総合戦略の策定を求めてお

りまして、この戦略の行方によりまして新型交付金を交付するということになっております。

今年度内にその事業、あるいはその案を決定しなければいけないということになっておりまし

て、新聞報道などによりますと県内でも１０市町の市と町がすでに総合戦略を１０月までには

提出するというふうな運びになっているようです。 
 高校生と町長との懇談会、そのあとで町長から出された文書の中では１２月までには策定し

たいというふうに書かれていたと思います。非常に時間的に切迫している中で行われることな

んですけども、この新型交付金獲得のための事業が今年度内に決定することが求められており

ますけれども副町長の目算をお聞きします。 
〇議長（河井淳君） 

 副町長。 
〇副町長（望月幹也君） 

 新型交付金の事業についてということですけども、若干新型交付金につきまして説明をさせ

ていただきますと２６年度の補正予算の交付金の総額は全国で１，７００億円。これはほぼ

１００％に近い交付金でございました。来年予定されております、現在の報道でもなされてお

りますけども、新型交付金につきましては国負担分で１，０８０億円。地方負担分も同額が要

求されておりまして、トータル事業費ベースで２，１６０億円ということで各種団体からは新

型交付金は、なんか国の力の入れようが低いんではないかというような意見も出されておりま

す。しかしながらこの新型交付金を使わなければ事業もできません。国においてこの新型交付

金の詳細が年末までに制度設計がされるということであります。今後も国の動向を注視し、情

報収集に努めてまいりたいと考えております。 
 なお、総合戦略につきましては、従来申し上げてありますとおり当初の計画どおり年内に策

定が完了するよう現在、鋭意作業を進めているところでございます。 
 以上でございます。 
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〇議長（河井淳君） 
 芦澤君。 

〇６番議員（芦澤健拓君） 
 本当に時間に追われているというふうな感じの作業でございますので、今後の進展を私も期

待しているところでございます。 
 総合戦略会議におきましては先ほども申し上げましたように、今まだ十分な議論が行われた

という形ではありません。そんな中で果たしてその戦略が期限内に立ち上げることはできるの

かという非常に素朴な疑問を抱いているわけでございますけども、総合戦略会議の委員からの

提案だけでは不十分ということで先ほど副町長からは、すでに町民からのアンケートなどを求

めているということで話がありましたので、３番目の町民からの提言を受け付ける窓口と現在

までの提言はということについては取り下げさせていただきます。 
 この質問の最後に先月行われました、８月１１日に行われました第２回会議の最後に役場若

手職員によるプロジェクトチームというものが紹介されました。大脳皮質の働きが非常に硬直

化しておりまして口もうまくまわらないようですけども、われわれ高齢者には大変限界があり

ます。したがいましてこの若手の役場職員、あるいは高校生、それから委員の中でも若手の委

員の皆さんには斬新なアイデアを出していただけるように、大いに期待しているところでござ

います。この若手の役場職員のプロジェクトチームがどのようなペースで、どのようなテーマ

で話し合いをしているのか、現在までの成果等につき公表できる範囲でお答えいただきたいと

思います。 
〇議長（河井淳君） 

 副町長。 
〇副町長（望月幹也君） 

 当質問につきましては、担当であります政策室長より答弁をさせていただきますのでよろし

くお願いいたします。 
〇議長（河井淳君） 

 政策室長。 
〇政策室長（佐野文昭君） 

 身延町総合戦略策定プロジェクトチームという名称でありますが、役場職員の３０歳代の職

員１９名で構成をされております。プロジェクトチームは人口ビジョンおよび総合戦略の策定

に関する基本的事項、総合戦略に盛り込む目標および施策につきまして調査、分析、検討およ

び提案するものとなっております。そして自主的に会議等を開催していただいております。特

に下部温泉郷の活性化策ということに的を絞りまして調査・研究を始めてくださっております。 
 先日、下部温泉郷の温泉街を徒歩で探査を行っていただき現状を認識、そして活性化策を検

討しているということでございます。 
 なお、今後につきましては先進地の視察等を行いまして下部温泉郷に足りないもの、良いも

のを発見し町のほうへ提案をしていただくというような状況になっております。 
 以上でございます。 

〇議長（河井淳君） 
 芦澤君。 
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〇６番議員（芦澤健拓君） 
 旧下部の出身の私たちは大変ありがたいことで、今後もぜひこの下部温泉の活性化について

は取り組んでいただいて、できるだけ良い案が出るように期待しております。 
 最後に身延中学校への通学バスの試験運行が８月４日から６日までの３日間に行われました

けども、私たちも議員として数名が参加させていただきました。今回の試験運行は第１日目が

古関を出発して甲斐常葉、下部温泉、波高島駅を経由して身延中学校に到着する。第２日目が

久那土中を出発し久那土駅、役場本庁舎を経由して身延中学校。第３日目が西島神社を出発し

手打沢、甲南スポーツ広場、身延中学校に到着というルートでございました。それぞれが一応、

登校時を想定したという試験運行でございましたけども、この試験運行には教育長、学校教育

課長、それからリーダーのほか私たち議員数名と保護者数名が同行いたしました。運転は身延

小学校のスクールバスを実際運転していらっしゃる笠井さんという方が担当しておりました。 
 それぞれの帰りの道すがらは、下校時のルートを試験運行するということで教育委員会のほ

うでは言っておりましたけども、あとで述べるように下校時の試験運行ルートは私は参考には

ならないというふうに思いました。町民からの請願書が今回出されておりますけども、その中

でも夏休み中ということで交通量等の違いがあると思いますので、９月以降に改めて試験運行

を行う必要があるのではないかなというふうに思います。 
 途中それぞれの停車場所ではストップウォッチを持ったリーダーが３０秒の停車時間で停

車・発車を行いました。乗り降りは停車場所によって時間がかかるはずで、とても３０秒では

済まないと思いますけども、この時間設定にも疑問があります。教育長はじめ学校教育課の皆

さんは特に問題点はないというふうに評価されているように感じられましたけども、その点に

ついて改めてお聞きします。 
〇議長（河井淳君） 

 教育長。 
〇教育長（鈴木高吉君） 

 今、ご質問の通学バスの試験運行等のご質問につきましては、課長に答弁をさせますのでよ

ろしくお願いします。 
〇議長（河井淳君） 

 学校教育課長。 
〇学校教育課長（笠井喜孝君） 

 これまで統合中学校への通学時間、その中でも特に久那土、下部、中富中学校区の生徒の登

下校のスクールバスの所要時間についてでありますが、教育委員会では後期統合計画の説明の

中では多くの生徒は遠距離通学となりますが、今ある中学校からおおむね３０分程度で統合校

へ通うことができ、スクールバスなどの通学支援を図るものと説明してきました。また中学校

の統合準備委員会で示したスクールバス運行計画案では実際に発着場所を定め乗用車で途中停

車することなく走行した時間としてお示しし説明してきたところであります。 
 このような経過の中で今回のスクールバスの試験運行につきましては、来年身延中学校へ通

学する生徒を路線ごとにどこで何人乗るか、乗車場所を何カ所とするか、乗車場所での停車時

間を３０秒とし出発時刻を仮に定めて、特に登校時のスクールバスの所要時間でありますが、

この登校時の所要時間を計測・記録し運行状況を確認するということを目的といたしました。

スクールバス運行の所要時間につきましては設定条件、季節、時刻、それから渋滞など道路の
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状況等により当然変わってきます。それから教育課程等の検討部会で協議している内容により

スクールバスの便数、一部ルート変更、これらも当然予想され最終的な運行時刻表や運行計画

表の作成につきましてはまだまだ時間がかかります。今回のスクールバスの試験運行について

は今言ったような目的、これらについては達成できたと、そのように評価しております。 
〇議長（河井淳君） 

 芦澤君。 
〇６番議員（芦澤健拓君） 

 当然、通う生徒の人数ですとか場所の選定とかということで、時間については私は多少前後

することがあっても時間がかかってどうこうということは、この際あまり問題にはならないん

ではないかなというふうに思いますけれども、問題はこの通学バスの安全あるいは災害時、災

害に至らなくても例えば大雨とか大水とかということが出たときに、そのときの対応とかそう

いうことが非常に保護者の皆さんは心配になっている部分だと思います。ですからその点をで

きるだけ、その不安を取り除くような方向の話し合いをぜひこれからももっていただきたいと

いうふうに思います。 
 先ほど申し上げましたように、帰りのバスではそれぞれのルートを確認したということに

なっておりますけども、下校時の運行については改めて当然、部活の問題があったりとかです

ね、便数の増加、増発とかということもあると思いますので、この点は改めて予定時刻におけ

る試験運行を行っていただきたいというふうに考えております。 
 改めてその登校時、下校時の試験運行を行うのかどうか、その点についてお考えをお聞きし

ます。 
〇議長（河井淳君） 

 学校教育課長。 
〇学校教育課長（笠井喜孝君） 

 当然、下校時刻に合わせたスクールバスの試験運行も行いますが、それ以外にも必要なデー

タを得るため、先ほど部活動等の状況とかということで便数もそうですが、路線も一部変更な

んかも考えられると思います。それらが詰まってきましたら当然、試験的に運行をしたいと考

えております。 
〇議長（河井淳君） 

 芦澤君。 
〇６番議員（芦澤健拓君） 

 そうですね、ぜひその点はお願いしたいと思いますけれども、先ほど申し上げましたように

保護者に対する不安感を取り除くための、そういう説明会のようなものを今後も考えていらっ

しゃるのかどうか。あるいはあくまでも統合準備委員会の中でしか話し合いをしないのか、そ

の点について改めてお聞きします。 
〇議長（河井淳君） 

 学校教育課長。 
〇学校教育課長（笠井喜孝君） 

 統合中学校の２年生、３年生、それから新入生、時期はちょっと分けてですが１１月の下旬

から１２月にかけて学校の説明会を計画しております。そのときには通学バスの運行ルートも

含め時刻等も基本的なものは示して説明をしていきたいと考えています。それ以後、部活動に
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どの生徒がなんの部活に入るのか、早朝練習をやるのかどうか、それらも確認をしながら当然

変更はあり得るということでの説明になるわけですが、基本的なものはそこで示したいと思っ

ています。また当然、それに対しての要望は今も保護者代表という形で意見を集約していただ

いて要望を受けているわけですが、それ以後、出てくる部分についても当然、対応はしていか

なければならないなと、そんなふうに考えております。 
〇議長（河井淳君） 

 芦澤君。 
〇６番議員（芦澤健拓君） 

 最後の質問は、これは先ほど野島議員のほうでしていただきましたので割愛させていただき

ます。 
 以上で私の質問を終わります。 

〇議長（河井淳君） 
 芦澤健拓君の一般質問を終わります。 
 議事の途中ですが、ここで暫時休憩といたします。 
 再開は１３時１５分とします。 

休憩  午後 ０時１６分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開  午後 １時１５分 
〇議長（河井淳君） 

 休憩前に引き続き、議事を再開いたします。 
 次は通告の４番、深澤勝君の一般質問を行います。 
 深澤勝君の質問を許します。 
 登壇してください。 
 深澤勝君。 

〇１番議員（深澤勝君） 
 通告に基づきまして一般質問を行います。 
 先に通告した質問要旨と同僚議員の質問がいくつか重なっておりますが省略する部分、なら

びに重なる部分があろうかと思いますがご承知ください。 
 まず地域創生についてであります。 
 本年度当初においては中部横断自動車道の開通を２年後に見据えての総合戦略であり、本町

にとってはビックチャンスの到来、新たなまちづくりのスタートに大きな期待をし、さらに日

本一の総合戦略を推進するため、私は３月議会において県から人材の派遣を要請したところで

あります。幸いスタッフとして県より市町村課長をお迎えし、磐石な体制が整い事業の推進に

取り組まれたかと思います。 
 なお、私は総合戦略策定委員になっておりませんので、これから基本的なことについて、ま

た重なる部分もあろうかと思いますがご承知ください。 
 現時点ではどのような施策でまちづくりをするのか、総合戦略の柱がまったく見えてこない

状況であります。町民の多くが大変危惧しております。そこで地域創生元年としての取り組み

状況について、まず総合戦略の今後の推進手段、方法、スケジュール等、さらに総合戦略にお

けるまちづくりの方針についてお伺いをいたします。 
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〇議長（河井淳君） 
 町長。 

〇町長（望月仁司君） 
 深澤議員の質問につきましては１の地域創生、すべての答弁は担当室長にいたさせますので

よろしくお願いします。 
〇議長（河井淳君） 

 政策室長。 
〇政策室長（佐野文昭君） 

 総合戦略と人口ビジョンというような形で、８月１１日に第２回の身延町総合戦略の策定委

員会を行いまして、中間報告としまして人口ビジョンの策定状況、そして町民アンケートにつ

いて説明をさせていただきました。 
 今後につきましては、総合戦略策定委員会におきまして人口ビジョンの目標人口を定めてい

ただきます。そして総合戦略策定につきましては、アンケート等をはじめ町民の皆さまからの

ご提言や高校生、小中学生の意見を反映してまいる予定でございます。 
 策定委員会につきましては今後２回開催をいたします。そして具体的施策をまとめたあとに

パブリックコメントを実施いたしまして、平成２８年度予算に反映できますよう１２月までに

策定するという予定になっております。 
 以上でございます。 

〇議長（河井淳君） 
 深澤君。 

〇１番議員（深澤勝君） 
 推進手段としてコンサルに委託をするのか、また方法としては戦略を決定するのがどこでど

ういう形で決定するのか、まちづくりの方向性等々ですね、例えば北杜市では若者応援、住ま

いづくり、雇用創出、交通、観光、生活環境づくり、５つのプロジェクトに取り組むという報

道が新聞紙上でなされておりました。これらは今から検討を進めるという理解でよろしいです

か、お願いします。 
〇議長（河井淳君） 

 政策室長。 
〇政策室長（佐野文昭君） 

 本町におきましてもやはり山梨県が５つのテーマという形で絞っておりますので、それに沿

う形になろうかと思います。そして若者、高校生の意見、そして町民の意見というものを反映

していきたいと考えています。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 深澤君。 

〇１番議員（深澤勝君） 
 戦略を決定する機関、どういう形で。お願いします。 

〇議長（河井淳君） 
 政策室長。 
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〇政策室長（佐野文昭君） 
 決定する機関につきましては総合戦略策定委員会の席で決定をしていただき、最終的には議

会の皆さんにご報告をさせていただくというような形になると思います。 
〇議長（河井淳君） 

 深澤君。 
〇１番議員（深澤勝君） 

 私は現状では具体的な方針がまったく固まっていないように受け止めます。何か宙に浮いて

いる様子で本当の意味でのまちづくりができるのか、もう時間がないというふうな状況の中で

不安であります。身延町の生き残りをかけた最重要課題でもあり、町民主体の総合戦略をスピー

ド感をもってさらに本気で取り組まれることを強く願うものでございます。 
 次の質問に移ります。 
 次の質問でございますが、早期に地方総合戦略を策定した自治体に地方創生先行型交付金を

上乗せ支給するとしておりますが、これについても先ほど同僚議員の質問があったかと思いま

すが、あえて質問させていただきます。 
 本町ではこの上乗せ交付金の支給を前提としての計画づくりを進めるのか。また国では早期

の作成としておりますが、自治体として早期とはいつを目途にしているのかを伺いたいと思い

ます。 
〇議長（河井淳君） 

 政策室長。 
〇政策室長（佐野文昭君） 

 上乗せ交付金ということですが、これにつきましては地域住民生活等緊急支援のための交付

金、今、地方創生先行型ということでやっておりますが、これの上乗せ交付分という名称の交

付金であります。内容につきましてはタイプ１、タイプ２とありましてソフト事業に対する交

付金となっております。 
 タイプ１につきましては、該当事業につきまして国の総合戦略における政策５原則の観点か

ら他の公共団体において参考となる先駆的事業であることと示されております。 
 タイプ２につきましては、本年１０月３０日までに総合戦略を策定し外部有識者等を含めた

検証機関により重要業績評価指標、いわゆるＫＰＩが設定され、その検証が行われるというこ

とが条件となっている交付金でございます。 
 本町におきまして内部で検討を重ねた結果、目先の上乗せ交付金に捉われずにしっかりした

戦略を策定したいという考えからタイプ１、タイプ２ともに活用を見送ったところでございま

す。鋭意、総合戦略を策定している途中でありますので、現在行っている総合戦略につきまし

て傾注いたしまして、計画どおり本年度中に策定が完了するよう作業を進めているというとこ

ろであります。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 深澤君。 

〇１番議員（深澤勝君） 
 ただいまの答弁で、より効果的な戦略をつくるという観点から今回の上乗せ制度には乗らな

いということですけども、それからさらに庁内の検討会議で決定したということですが、これ
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らの乗るか乗らないかという部分は総合戦略策定委員会での説明、協議はされていないんで

しょうか。 
〇議長（河井淳君） 

 政策室長。 
〇政策室長（佐野文昭君） 

 総合戦略策定委員会には出しておりません。 
〇議長（河井淳君） 

 深澤君。 
〇１番議員（深澤勝君） 

 総合戦略検討委員会の目的を確認させてください。 
〇議長（河井淳君） 

 政策室長。 
〇政策室長（佐野文昭君） 

 今回の総合戦略策定委員さんにつきましては総合戦略の策定と、そして人口ビジョンの策定

という形で関わっていただいております。 
〇議長（河井淳君） 

 深澤君。 
〇１番議員（深澤勝君） 

 ありがとうございました。ただいま答弁をいただきました。どの段階で決定されたのか疑問

も抱くところでありますが、過日の新聞報道では早川町ならびに富士川町で上乗せ制度の活用

を進めているとしております。なお、今日の山日新聞に山梨市も９月中に策定をすると。韮崎

市も策定を進めていると、こんな報道がございました。地方創生先行型交付金、上乗せ制度を

せっかく国で準備したにもかかわらずこの制度を適用しない、本町の財政事情等を考慮したと

き、あまりにも残念であります。どうかそれ以上の効果的な日本一の総合戦略を策定し町民の

期待に応えていただきたいことをお願いいたしまして、次の質問に移ります。 
 １６年度の新型交付金創設でございますが、これも同じく同僚議員が質問をいたしておりま

すが、あえて質問をいたします。 
 おそらく国の示した施策、新型交付金ですね、示した政策は多様なニーズが用意されている

かと思いますが、それら国の施策に積極的に取り組む自治体に新型交付金を交付し、国が目指

す施策を推進するとしておりますけども、この新型交付金の国の施策の概要をお示しいただき

たいと思います。 
 なお、この財政支援については本町は適用しないと先ほど答弁がありましたので、国の目指

す施策の推進をしているということで、国の施策の概要をお願いいたします。 
〇議長（河井淳君） 

 政策室長。 
〇政策室長（佐野文昭君） 

 深澤議員の質問の中にもありましたとおり、副町長が答弁させていただきましたが国では新

型交付金につきましては、詳細につきまして年末までに制度設計を詰めていくということに

なっております。この新型交付金を活用して実施する事業につきましては国が半分、町が半分

という予算立てになります。今後、示されます国の交付基準等を精査する中でより効果的な施
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策を導入し積極的に活用してまいりたいと考えています。 
〇議長（河井淳君） 

 深澤君。 
〇１番議員（深澤勝君） 

 国が進める施策と本町が置かれている様子、さまざまな条件が合わないためと理解をいたし

ますけれども、財政的支援を重要な課題として位置づけて、さらなる検討をお願いしたいとこ

ろでございます。 
 次の質問に移らせていただきます。 
 次に町民の自由提案を求める質問についてでございます。 
 これにつきましても同僚議員からの質問がなされましたので、省略したいと思いますけれど

も１点だけお願いをさせていただきます。 
 アンケート調査をしておりますけれども、アンケートが届かない町民は多数いるわけであり

ます。多くの町民の皆さまの提言を吸収するために、その手段を講じていただきたいことをお

願い申し上げる次第でございます。 
 次の質問に移ります。 
 次の質問も同じく重なる部分がございますけども、去る７月２５日に町長と語る高校生の集

いが開催された様子が山日新聞に報道されておりました。その内容は町が策定を進めている総

合戦略に若者の意見を反映させると企画されたとしております。本町の次代の担い手である高

校生の意見を汲み取る機会として大変有意義な企画であったことをまず申し上げます。 
 そして若者の意見として働き口の確保、町の観光資源を生かしたまちづくり、人口を増やす

ため大学を町に誘致する等、町の将来を見据えての素晴らしい提言であります。これらの若者

の意見を総合戦略の中身としてどのような手段により、どう反映していくお考えなのか伺いま

す。 
〇議長（河井淳君） 

 政策室長。 
〇政策室長（佐野文昭君） 

 町長と語る高校生の集いにつきましては対象は身延山高校、峡南高校、市川高校、増穂商業

高校、甲陵高校の６校から２６名、参加をしていただきました。質問形式で意見、考えや希望

等を述べていただきました。率直な考えや感じていることを素直に述べていただいたと感じて

おります。 
 総合戦略の策定委員さん、そしてプロジェクトチームの職員にもそれらの意見等を取りまと

めて配布をしておりますので、総合戦略策定委員の皆さまやプロジェクトチームの職員から意

見をお聞きする中、今後総合戦略の策定に反映してまいりたいと考えております。 
 以上です。 
 すみません、身延高校も入っています。６校です。 

〇議長（河井淳君） 
 深澤君。 

〇１番議員（深澤勝君） 
 ただいまの説明によりますと、総合戦略策定委員会の皆さんもその会議に出席をしていると

いうふうに理解してよろしいですね。したがいまして、その策定委員会の皆さんにもこの若者
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の意見をしっかり会議に反映していただいて総合戦略に、中身に反映していただければとこん

なふうにお願いをするところであります。 
 次の質問に移らせていただきます。 
 身延町産業立地事業費助成金交付要綱についてであります。 
 この交付金交付要綱の目的は企業の立地を促進、雇用機会の拡大、地域産業の振興と町民生

活の安定を図るとしております。助成の対象条件としては何項目か掲げてありますが、その中

で投下固定資産額が５億円以上であること。また操業開始後１年以内に常時雇用勤労者を

１０人以上増加させ、うち町内から雇用を新たに５人以上であることとしております。この交

付要綱に該当し、助成金を交付した企業はあるのか。あるとしたら交付年度と交付金額および

雇用の状況、特に町内からの雇用の推移について分かる範囲でお伺いをいたします。 
〇議長（河井淳君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 この質問につきまして、２のすべてにつきましては担当室長にいたさせますのでよろしくお

願いいたします。 
〇議長（河井淳君） 

 政策室長。 
〇政策室長（佐野文昭君） 

 身延町産業立地事業費助成金交付要綱につきましては、山梨県産業集積促進助成金交付要綱

というのがありまして、それに基づき定めたもので県の交付と合わせて交付をするものでござ

います。 
 助成金の実績ということでございますが、合併後の対象企業は１社でございました。岐阜プ

ラスチック工業株式会社へ平成２１年度に交付をさせていただきました。県と合わせての交付

総額でございますが２億４，７００万円でございます。そのうち本町では４，１００万円を交

付させていただいております。 
 雇用状況ということでございますが現在、雇用者は３３名。そのうち町内からの雇用は１０名

いるということでございます。 
 以上でございます。 

〇議長（河井淳君） 
 深澤君。 

〇１番議員（深澤勝君） 
 ありがとうございました。助成金交付企業が１件ということで、助成の対象条件が非常に厳

しいためと思われますが、これは県条例とリンクした規定であるためと理解をいたすところで

ございます。 
 次に当該助成金交付要綱は平成２８年３月３１日、来年の３月限りで効力を失うとしており

ますが町民生活の安定を図る上でその後の対策について何か考えているのかお聞かせください。 
〇議長（河井淳君） 

 政策室長。 
〇政策室長（佐野文昭君） 

 県の要綱につきましては最初、平成１６年４月１日から施行されております。県ではその都
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度、要綱を改正し期間を延長してきております。今後におきまして県に伺ったところ担当者の

考えとしまして、現時点では要綱を延長する方向でいる旨の回答をいただいております。本町

におきましては、県に準じて要綱を改正し期間を延長してまいりたいと考えております。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 深澤君。 

〇１番議員（深澤勝君） 
 これが効力を失ったあとに、なお引き続いてこれに見合った交付要綱を制定するというお考

えのようですけども、現時点のこの経済情勢といいますか、そういう部分を考慮するとこの投

下固定資産額が５億円以上、非常に高額な固定資産の投下額になっておりますので、そのへん

を考慮して多くの企業がこの制度を利用されるような検討を加えていただければと、こんな思

いがいたします。 
 次に移ります。 
 次に身延町企業の奨励に関する条例についてであります。 
 本条例は平成１６年９月に制定され、その目的は新たな企業を起こし、または増設するもの

に対し便宜を供与し産業の振興に寄与するとしております。そのうちの奨励措置が４項目、定

めております。１つ目が土地の取得交渉と造成に関する援助。２つ目が事業に関する各種苦情

処理に対する協力。３つ目が公共施設の関連事項に関する利便性の供与。４つ目がＵターン奨

励を含む労働力の調整等であります。このように土地交渉があり土地造成があり、さらに苦情

処理や公共施設等の利便性、労働力の調整等々、非常に多岐にわたり便宜を供与することから

実際には対応する町の担当窓口は当然一本化されていると思いますが、何課が対応するので

しょうか、お聞かせください。 
〇議長（河井淳君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 ただいまの質問３ですけれども、すべての答弁は担当課長にいたさせたいと思いますのでよ

ろしくお願いします。 
〇議長（河井淳君） 

 観光課長。 
〇観光課長（柿島利巳君） 

 ただいまの質問ですが、観光課が対応になります。 
〇議長（河井淳君） 

 深澤君。 
〇１番議員（深澤勝君） 

 このすべて４項目、定めているわけですけれども、すべて観光課ということで理解してよろ

しいですか。 
〇議長（河井淳君） 

 観光課長。 
〇観光課長（柿島利巳君） 

 観光課の対応になります。 
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〇議長（河井淳君） 
 深澤君。 

〇１番議員（深澤勝君） 
 なお、この奨励措置を受ける指定条件でございますが１つ目が投下固定資産総額が１億円以

上。２つ目が常時雇用する従業員１００人以上であること。そして３つ目として町長が必要と

認めるものと規定されております。この町長が必要と認めるものはどのような企業が想定され

るのか、お尋ねをいたします。 
〇議長（河井淳君） 

 観光課長。 
〇観光課長（柿島利巳君） 

 お答えします。 
 町が誘致した企業などで条例における申請および指定の基準には満たないが今後、発展が見

込まれ地域経済等に対し顕著な有益性があると認められる場合などと考えます。 
〇議長（河井淳君） 

 深澤君。 
〇１番議員（深澤勝君） 

 ありがとうございます。発展、有益性等を考慮して町長が認める企業と、することができる

というふうに理解をいたします。 
 この制度の指定を受けた企業があるのかどうか。あるとしたらどんな奨励措置を供与したの

か併せてお願いをいたします。 
〇議長（河井淳君） 

 観光課長。 
〇観光課長（柿島利巳君） 

 この条例につきましては、合併前の旧身延町時代の昭和４８年において制定された条例で合

併時、新身延町において新たに施行されたもので、合併以前につきましては今回確認できませ

んでした。合併後につきましては、指定した企業はございません。 
〇議長（河井淳君） 

 深澤君。 
〇１番議員（深澤勝君） 

 残念ながら、合併以後は条例制定から約１０年以上経過するも指定を受けた企業が１件もな

いということから条例の見直しも懸念されるところであります。本条例の奨励措置４項目は非

常に厳しいものがあるわけですけども、この奨励措置４項目については適切な条文かと思いま

すが企業の指定条件、ここが非常に厳しいと。投下固定資産総額が１億円以上、常時雇用が

１００人以上等の定めからこれらの条件緩和が必要不可欠かと思います。特に労働力の減少、

また社会経済状況の変化等を考慮して、的確性のある条例改正を早期に検討されるようお願い

をするところでございます。 
 次の質問に移ります。 
 中小小規模企業育成のための奨励措置についてであります。 
 先ほど来、質問をいたしました助成金交付要綱では投下固定資産総額が５億円以上、企業で

あること。それから奨励に関する条例においては１億円以上、雇用者１００人以上である等を
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規定。それ以下の企業では町の助成も奨励措置も受けられない状況から企業を起こすことも、

移転進出されることもなかなか期待できないのが現実かと思います。中小小規模企業である末

端の企業の育成に力を注ぐことにより、仕事の発注元である親会社への波及による企業の進出

を図り町民生活の安定に寄与するべきであると考えます。 
 山梨県においても中小小規模企業の振興条例の制定に向け検討委員会を立ち上げ１０月下旬

には骨子をまとめ来年２月県議会に条例案を提出するとしております。県内企業の９割を小規

模企業が占めている現状から本町においても同様かと思います。したがいまして企業の育成、

強化するため応援規定等、早急に検討する必要があろうかと思います。特に若者の提言を形に

するためにも新たな規定を制定する必要性についてお考えを伺います。 
〇議長（河井淳君） 

 観光課長。 
〇観光課長（柿島利巳君） 

 現在の身延町企業の奨励に関する条例におきましては、申請および指定の基準というものは

先ほど深澤議員が申されたとおりですが、商工会による町の補助事業を通しての援助も行って

いますので現在の時点では必要性はないと考えます。今後、状況の変化等がある場合は関係課

等とも連携し検討したいと考えます。 
〇議長（河井淳君） 

 深澤君。 
〇１番議員（深澤勝君） 

 新たな規定をつくるお考えはないという答弁でございますけども、まちづくりに取り組まれ

る雇用の拡大、町民の安定した生活を確保するためにぜひともこれについては前向きに検討し

ていただきたいことをお願いするわけでございます。 
 なお、町内の一小規模事業の育成、実業についてでありますが、実はご承知のとおり旧静川

小学校の一部を賃貸されております今話題のドカヘリ研究所を立ち上げ、月に１回、全国各地

から１０人から１５人の参加を募り、約１週間に及ぶフライト講習による安全第一の技術の習

得およびドカヘリの行動に関する講習を現に実施していることから、安全フライトに関する法

律整備に伴い当研究所がフライト免許の講習期間の指定に向けて可能性を模索されていること

から実態を把握され、必要な後押しを交流人口の増加につながるための調査・検討をされます

ようお願いし、最後の質問に移ります。 
 最後に電気柵事故防止についてでありますが先刻、同僚議員から詳細な質問がありましたの

で省略しますが１点だけお願いをいたします。 
 本町におきましては、至るところに電気柵が設置されている状況から町民の皆さまに電気柵

についての正確な知識をよく理解していただくための方策を講じていただきたい。このことが

事故防止の基本であると思いますので、この１点を切にお願いをいたしまして私の質問を終わ

ります。 
〇議長（河井淳君） 

 深澤勝君の一般質問を終わります。 
 次は通告５番、赤池朗君の一般質問を行います。 
 赤池朗君の質問を許します。 
 登壇してください。 
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 赤池朗君。 
〇２番議員（赤池朗君） 

 通告に従いまして一般質問を行います。 
 はじめに中学校の制服等について伺います。 
 平成２６年１２月の定例会におきまして小中学校の統合が議決されました。その過程で平成

２６年５月８日付け、中富中学校保護者会から学校統合に関わる保護者におけるアンケート集

約および保護者会の内容と、それに関する回答のお願いというものがありまして、その中で通

学に関する質問および意見、部活動に関する質問および意見、制服等に関する質問および意見、

その他に関する質問および意見がありました。 
 その中の制服等に関する質問に対して平成２６年５月１４日付け、回答としまして学校統合

に関わる保護者会の照会についての中で制服および体操着（以下、制服等という）の買い替え

時の補助について、これも他の保護者に回答してありますので再掲しますとあり、その内容は

前期計画の際に策定した補助金交付要綱があり、中学校統合により制服等の買い替えが必要な

場合は実費を全額補助しますという内容です。 
 統合準備委員会でいろいろ協議する中で、校名については先の６月定例会におきまして身延

町立身延中学校という名称が議決されました。制服等については、アンケートを実施して生徒

たちの意見を聞いて決定すると聞いていましたが、学校の制服等についてのアンケートの経緯

と結果はどうだったのか、説明願います。 
〇議長（河井淳君） 

 学校教育課長。 
〇学校教育課長（笠井喜孝君） 

 制服等に関するアンケート調査は中学生および小中学生の保護者を対象に２回行いました。

１回目のアンケート調査では制服の基本コンセプト、男子はつめ入りタイプかブレザータイプ

か、女子はセーラータイプかブレザータイプかなどの基本的なコンセプトについての質問とも

う１つは新たな制服を全学年そろえるか、新入生だけにするかについて聞いたものです。 
 この結果は男女ともブレザータイプとする回答が多くあり、また制服は全学年がそろえるか

新入生からにするかについての質問では新入生だけがそろえるとの回答が上回りました。これ

らのアンケート結果をもとに制服等検討部会で協議した結果、制服の基本コンセプトはブレ

ザータイプとすること。それから全学年が一斉に制服等をそろえることに決定しました。制服

をどの学年からそろえるかについてはアンケート結果に反する決定となりましたが、その理由

は制服等を実際に着用する生徒たちは全員が同じ制服を着用する数のほうが多かったこと。そ

れから新入生だけがそろえると男子の制服が３種類、女子の制服が５種類とあまりにも多くの

タイプの制服が混在すること。通学や学校行事、課外活動等に着用する制服であり、統合した

中学校の生徒が統一感や一体感を感じ、気持ちを１つにして学校生活を送るためにも全生徒が

同じ制服を着用することが望ましいということでありました。 
 ２回目のアンケート調査は夏冬の制服各３点および夏冬の体育着各３点の実物を４中学校、

役場本庁舎ロビー、それから身延総合文化会館、下部支所の７カ所に展示し形や色、材質など

を実際に見たり触ったりしながら、どのタイプがよいか投票をしていただきました。この２回

のアンケート調査を経る中で制服等検討部会において統合中学校の夏冬の制服、体育着を決定

し全生徒が新しい制服等を着用するとする報告を８月２５日開催の第７回統合準備委員会で報
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告し承認されました。 
 このことにより今後は先生と制服メーカーとでエンブレム、スカート丈、ボタンほか校則等

に照らし合わせた細部の調整を行ってまいります。それに併せて教育委員会では最終的に制服

等の１着当たりの販売価格等について制服メーカーと協議し、価格の交渉等をしてまいりたい

と考えております。 
〇議長（河井淳君） 

 赤池君。 
〇２番議員（赤池朗君） 

 アンケートにつきましては、中学生および小中学生の保護者を対象に行ったということでい

ろいろアンケートの結果を踏まえてそのように決定されたという答弁をいただきました。 
 先ほど前期計画の際に作成した補助金交付要綱で、中学校統合により制服等の買い替えが必

要な場合は実費を全額補助しますとありましたが、おそらく今の身延町にとりまして最後の統

合となると思いますが、今まで同じ形の補助になるのでしょうか。これは新入生は自費で購入

するという意味なんですか、ご答弁ください。 
〇議長（河井淳君） 

 学校教育課長。 
〇学校教育課長（笠井喜孝君） 

 制服等の購入費補助につきましては、身延町立小中学校統合に係る指定制服等購入費補助金

交付要綱、この要綱で小中学校の統合に伴い児童生徒の保護者が小中学校の指定する制服、体

操服、その他必要な衣類の購入費について補助金を交付することを規定しています。指定制服

等の種類ごとに１着を限度として、その購入費について保護者に対し補助するもので統合によ

り指定制服等が異なることに起因して新たに購入するときで統合期日の２カ月前から同期日の

前日までの間に購入するものに対して補助金を交付いたします。来年度２年生、３年生になる

生徒の保護者が補助の対象となり、新入生は対象ではありません。 
〇議長（河井淳君） 

 赤池君。 
〇２番議員（赤池朗君） 

 ただいまの答弁ですと補助金交付要綱に従いまして、そのとおり従前と同じ補助をしますと

いう意味ですね。これは新１年生の保護者は自己負担してくださいというふうに理解しました

が、では中学校の制服等は１人当たりどのくらいの金額なのか説明を願います。 
〇議長（河井淳君） 

 学校教育課長。 
〇学校教育課長（笠井喜孝君） 

 制服は男子がブレザー、スラックス、ネクタイ、夏冬のシャツ等一式。女子はブレザー、ス

カート、リボン、夏冬のブラウス等一式で制服単価は４万６千円。それから体育着は男女同一

のもので夏冬合わせて２万円を見込んでおります。制服、体育着、合計しますと１人当たり６万

６千円となりますが、この額は今回補正予算に計上した額であり、先ほどのご質問でお答えし

たとおり価格については今後、制服メーカーと少しでも安価になるよう交渉してまいりたいと

思います。 
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〇議長（河井淳君） 
 赤池君。 

〇２番議員（赤池朗君） 
 ただいま１人当たり６万６千円くらいかかる予定という答弁なんですが、保護者にとっては

かなりの負担になります。では新たに入学予定の生徒は何人になるのか。仮に町が全員分を負

担するといくらになるのか、答弁ください。 
〇議長（河井淳君） 

 学校教育課長。 
〇学校教育課長（笠井喜孝君） 

 現在７つの小学校の６年生の児童数は７０人で、１人当たりの制服等の単価を乗じますと

４６２万円になります。それに今の４中学校の１年生６０人、２年生７４人を加えますと統合

中学校の生徒数は２０４人になる見込みです。新入生も含んで全員に制服等の購入費を補助す

るとすれば、今現在の１人当たりの価格を乗じますと１，３４６万４千円になります。 
〇議長（河井淳君） 

 赤池君。 
〇２番議員（赤池朗君） 

 ただいま答弁された全員分の生徒の金額が１，３４６万４千円という金額が多いか少ないか

は私自身判断が難しいところですが、学校統合で経費の削減になると思いますが、新たに必要

とされる経費と削減されるものはどのようなものでどのくらいの金額になるのか。またその削

減分をどのように使おうとしているのか答弁を願います。 
〇議長（河井淳君） 

 学校教育課長。 
〇学校教育課長（笠井喜孝君） 

 学校統合により削減される教育費の中の学校管理費、教育振興費のうち久那土中、下部中、

中富中の３校分の経費を２６年度決算額で計算してみますと２，７００万円ほどになります。

これに臨時職員の人件費等も加えますと約３，１００万円になり、この額が統合に伴い削減さ

れる分と推計できます。これに対し統合する中学校の経費のうち、増えるものにつきましては

生徒数が現在の身延中の倍近くになり、また先生の数も増えることによる学校管理費等もろも

ろの計上的な経費、また多額の費用が見込まれると思われますが、スクールバスの運行費用な

どについては現在、試算する資料が整っておりませんのでお示しすることができません。ご質

問の中学校の統合に伴って削減される経費の額については、今言ったような理由ではっきり申

せませんが、削減額の多寡にかかわらず教育委員会では教育振興にかかる費用については、今

以上に公的負担の充実に向けた予算の確保に努めてまいりたいとそんなふうに考えております。 
〇議長（河井淳君） 

 赤池君。 
〇２番議員（赤池朗君） 

 ただいまの答弁からも学校統合により経費の削減がなされるわけですが、教育委員会は統合

の目的は子どもたちの教育環境をよりよくして、統合してよかったと言えるようにするためで

経費の削減のためではないと説明してきました。 
 今回の定例会の検討資料の中で、平成２６年度身延町一般会計および特別会計の歳入歳出決
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算審査意見書で、各事業や補助金等については目的や必要性を明確にし、限られた財源を有効

に活用するために見直しや分析を十分に行う必要がある。さらに町民の福祉や子育て支援の向

上に積極的に取り組み、町民が安心して住めるまちづくりの推進に努めていただきたいとあり

ました。まさにそのとおりだと思います。 
 そこでその削減分は、子どもたちの教育環境の向上のために使うべきではないかと思うので

すが、地方交付税も特例期間が過ぎ財政的に年々逼迫することは十分承知しておりますが、身

延町の将来を担う子どもたちのために町として子育て支援は最重要課題だと考えます。現在の

子育て支援として調べたところ児童手当、子育て支援医療費の助成、ひとり親家庭医療費助成

制度、児童扶養手当、病児・病後児保育、学童保育、保育所、保護者の負担軽減、定住促進に

関する条例に基づく祝金の支給、育英奨学金の支給、福祉教育学校等就学奨励金の支給、町営

バスおよび乗り合いタクシーの優遇措置、地域子育て支援センター事業、チャイルドシートの

貸与事業等がありました。このほかにもあると思いますが、これらの事業はほとんど他の市町

村でも実施しているものではないかと思います。 
 数は少ないんですが人口の増加している市町村もあります。議員視察研修として昨年、長野

県南箕輪村、本年群馬県吉岡町の子育て支援について研修してまいりました。子育て支援の内

容については、わが身延町とほとんど内容的には変わりません。むしろ１８歳以下医療費窓口

無料が１０月から始まりますが、そういう面では本町のほうが勝っていると思います。 
 ご承知のように、本町のように地理的に不便で広い面積の中に少ない人口のところ、ちょっ

とデータをお示ししますと、本町と視察先の２町を比べてみますと身延町が面積３０４．８平

方キロメートル。人口が１万２，６０５人。人口密度が４１．７人です。長野県の南箕輪村に

つきましては面積が４０．９平方キロメートル。身延町の７．５分の１くらいの広さです。人

口が１万４，９６７人。人口密度は３６６人。身延町の約８．８倍です。群馬県吉岡町につき

ましては面積が２０．４６平方キロメートル。身延町に比べて約１５分の１です。人口密度は

１，０２０人と身延町に比べて２４．５倍となっております。この両県は山梨県で言うと昭和

町に似ているなと思います。山間地が多く集落が点在し交通事情も悪い、地理的に不便で広い

面積の本町ではより徹底した子育て支援をどんどん進めていかなければ、ますます衰退してし

まいます。 
 以前、望月町長はこのままでは身延町はますます衰退してしまう。全力で頑張ると発言して

まいりました。望月町長は提唱する安心・安全な暮らしやすいまちづくりをすると発言してま

いりました。町民の福祉や子育て支援の向上に積極的に取り組むための政策の一環としまして

統合後の中学校の制服等は全生徒に町の負担で支給してほしいのですが、どのように考えてい

るのか答弁ください。 
〇議長（河井淳君） 

 学校教育課長。 
〇学校教育課長（笠井喜孝君） 

 制服等の購入費補助につきましては、先の質問でお答えしたとおり新入生の保護者は対象で

はありません。過去の小中学校の統合、下山中と身延中、豊岡小学校と身延小、静川小学校と

西島小に際しましても指定制服等購入費補助金交付要綱に基づき交付しましたので同様であり

ました。これは統合に起因して増える保護者負担額を抑えるためのものであり、新入生の保護

者につきましては、制服等の購入費は学校統合に起因する負担増ではないからであります。 
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 しかし現在１人の子どもにかかる教育費の増大は社会問題であり、義務教育課程における児

童生徒の保護者についても入学時の学用品等購入費、教材費、給食費、修学旅行等の学校行事

保護者負担分等の費用など高額になり重荷になっているのが現状です。これらの保護者負担を

少しでも軽減するため、町では公的負担や補助金等の見直しを検討しています。新入生の制服

等の購入費に対する補助についても、この中に加えて一緒に検討してまいりたいと考えており

ます。 
〇議長（河井淳君） 

 赤池君。 
〇２番議員（赤池朗君） 

 ただいまの答弁でこれらの保護者負担を少しでも軽減するために、町では公費負担や補助金

等の見直しを検討しています。新入生の制服等の購入費に対する補助についても、この中に加

えて検討したいと答弁されました。前向きな答弁をいただきました。その検討した結果が町民

にとってよい方向になるように願いまして、中学校の制服等についての質問を終わります。 
 続きまして防犯カメラ設置について質問します。 
 一昔前まではあまりなかったいろんな事件や事故が毎日のようにテレビや新聞で報道される

ようになっています。特に凶悪、卑劣な誘拐、殺人などは今日もまたかというように連日報道

され心が痛み、またいつ自分に、この地域で起こるのだろうという不安な生活を送っている町

民も多いのではないでしょうか。 
 ごく最近では中１男女殺害遺棄事件として大きく報道されました。８月１３日、大阪府高槻

市の物流会社の駐車場で後手に粘着テープで縛られ、顔にテープを巻かれた状態の女性の遺体

が見つかり、大阪府寝屋川市の中学１年の女子生徒が殺害・遺棄され、行動を共にしていたと

みられる同級生の男子生徒も遺体で見つかったという事件がありました。 
 そして大阪府警は２１日、寝屋川市の容疑者を死体遺棄容疑で逮捕しました。容疑者が特定

できたのは、少女の遺体遺棄現場の防犯カメラや現場周辺の防犯カメラに映っていた映像から

遺体発見直前に不審な動きをするグレーの軽ワゴン車が映っており、映像解析で走行ルートを

割り出し、国道沿線の防犯カメラの映像を操作。ナンバーなどから所有者が割れ、それが容疑

者だったのです。 
 このように防犯カメラは犯罪における手口の多様化や凶悪化などに対し、これらの犯罪から

大切な命や財産を守る上で必要不可欠な防犯設備です。 
 そこで質問します。 
 本町で防犯カメラを設置してある場所はあるのでしょうか、説明願います。もし、あるとし

ましたらその場所と数は。管理は誰がしているのか、答弁を願います。 
〇議長（河井淳君） 

 総務課長。 
〇総務課長（樋川信君） 

 それでは町で防犯カメラを設置している箇所と設置数についてお答えいたします。 
 甲斐黄金村、湯之奥金山博物館の屋外に２基、屋内に７基。中富現代工芸美術館の屋内に８基。

町立図書館の屋内に６基。下山小学校の屋外に４基。以上４施設合わせて２７基を設置してお

ります。 
 なお、管理はいずれも施設管理者が行っております。 
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〇議長（河井淳君） 
 赤池君。 

〇２番議員（赤池朗君） 
 先ほど述べましたように防犯カメラは犯人の検挙率の向上を主な目的としております。結果

として、そこに防犯カメラがある、存在するということで犯人に対し威圧感を与えるという防

犯設備です。最近では子どもを狙った犯罪が多発していることから通学路に防犯カメラを設置

するという例も珍しくありません。 
 国内においても警視庁が繁華街を中心とした防犯対策の一環として、街灯防犯カメラシステ

ムを導入しています。都内でも有数の繁華街として知られる新宿区歌舞伎町では２００２年

２月２７日に５０台の防犯カメラを利用したシステムの運用を開始しました。そして犯罪の抑

制に効果を上げています。 
 防犯カメラは監視員が２４時間態勢で見張っていない限り、直接的な犯罪抑止効果は望めま

せんが、その反面ほかの防犯設備にはない犯人の特定という大きな役割を担っています。ただ

し設置にあたっては防犯カメラが無秩序に設置されたり、画像利用を適切に管理しないと町民

の権利、利益を損ねる恐れがあるので条例や要綱により防犯カメラの対象区域、設置目的、運

用規定等の届け出、画像の目的外使用第三者への提供の禁止、画像の安全管理対策等を義務づ

ける必要もあると考えます。 
 そこで各地区でも防犯カメラを設置したいという要望もあるかと思いますが、各区で防犯カ

メラの設置をするときに補助制度等を策定し、何らかの補助をする考えはあるのか答弁を願い

ます。 
〇議長（河井淳君） 

 総務課長。 
〇総務課長（樋川信君） 

 それではお答えします。 
 防犯カメラの設置についてでありますが、全国的には商店街や自治会への補助を行っている

自治体はございます。また山梨県内の市町村を見ますと甲府市が商店街への防犯カメラ等、設

置事業の補助制度を実施しておりますが、他の市町村では補助制度はないようです。 
 本町においては周辺地域の動向を見ながら今後、補助制度の必要性について検討を行ってま

いりたいと考えております。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 赤池君。 

〇２番議員（赤池朗君） 
 犯罪が起こらないことが一番いいことですけど、最近の状況を見る限りいつどこで起こるの

か分かりません。特に子どもたちの安全は最優先に考えるべきです。そういう観点から子ども

に関する学校関係を優先して設置すべきと思いますが答弁を願います。 
〇議長（河井淳君） 

 学校教育課長。 
〇学校教育課長（笠井喜孝君） 

 学校関係に防犯カメラを設置すべきとのことでありますが、現在１１校ある小中学校で防犯
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カメラを設置している学校は、先ほど総務課長がお答えしたとおり下山小学校１校のみです。

４カ所に４台のカメラが設置してあります。 
 下山小学校については、平成１８年度建設の新しい施設で学校の領域性を確保し不審者等の

侵入を防ぐため、境界をフェンス等の囲障がなされているため監視カメラの設置も非常に有効

な防犯対策の１つであると考えます。 
 学校施設の防犯対策等、安全管理のあり方についてはここまで整備すれば安全といった基準

があるわけではなく、施設・設備面の整備で物理的に学校を閉鎖し防犯カメラ等の防犯監視シ

ステムや通報システムの導入等の対策のみで児童生徒の安全を守りきることには限界があると

思います。また学校施設は災害時の避難場所に指定されるところも多く、地域との連携が阻害

されたりすることも好ましくありません。学校における児童生徒の安全性を確保するためには

ソフト面や施設、設備面での防犯対策等は一義的に学校設置者の町と各学校の教職員が責任を

持って実施していかなければなりません。本町の学校に通う児童生徒の安全が確保できるよう

各学校に適した効果的な防犯対策を講じていかなければならないと考えております。 
〇議長（河井淳君） 

 赤池君。 
〇２番議員（赤池朗君） 

 保護者は子どもの安全を一番心配しています。ただいま学校における児童生徒の安全を確保

するためにソフト面や施設、設備面での防犯対策等は学校設置者の町と各学校の教職員が責任

を持って実施していかなければならない。ぜひ安全面に最大限の考慮をしていただきたいと思

います。 
 身延町ホームページの町長のあいさつにこれからも安心・安全な暮らしや定住を促進してい

くために「住んでよし 訪ねてもよし おらが身延（まち）」づくりを進めると述べております。

ぜひこの防犯カメラの件につきましても早期実施をお願いして、防犯カメラ設置の質問を終わ

ります。 
 次の質問に移ります。 
 先ほどの深澤議員の質問と重複するところもありますが企業誘致制度について質問します。 
 山梨県信用保証協会の山梨県の景気動向はどうかについての記事によりますと最近の日本の

景気動向については安倍政権の緊急経済対策アベノミクス効果を背景に平成２５年のはじめよ

り円安株高が進行し、自動車を中心とした輸出関連企業等の業績改善が進み、また住宅や個人

消費も改善するなど企業や個人の内外需要が共に支える中で景気が緩やかに回復していると言

われています。 
 山梨県内においても前述の景気動向を背景に個人消費が緩やかに回復し、設備投資の慎重姿

勢も同様に回復傾向にあることから全体としては緩やかに回復をしていると言われている。し

かし業種間のばらつきもあり、消費増税や円安傾向などを考えると先行きに不透明感があり県

内経済への影響が懸念されるとあり、中小企業を取り巻く環境としては県内の経済情勢につい

ては平成２５年の夏ごろに景気の底から持ち直しに転じ、その後も緩やかな回復基調を辿って

いる。平成２５年３月に中小企業金融円滑化法が適用期限により終了となり、中小企業の経営

者から不安感が広がったが企業倒産も平成で最小の倒産件数となっている。個人消費について

は穏やかに回復しているほか、機械産業を含む他の産業についても持ち直してきている。住宅

投資については消費税増税前の駆け込み需要等もあることにより、全体としては緩やかに回復
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しているとあります。 
 本町を見ますと地理的に、先ほど申し上げましたが不便なことに加えて少子高齢化、人口減

少など年々、状況が悪化していることは皆さんご承知のとおりです。身延町商工会の会員数も

合併当時の平成１６年の合併当時８６２を数えていました。本年、平成２７年４月時点では

６２５件と実に２３７件減少しています。新たに町内に進出したり起業する企業や団体、個人

はあるにはあるんですが数少なく逆に廃業、撤退する数のほうが上回り２３７件という減少数

になっているのが現状です。企業側からすればできるだけ条件のよいところに進出したいとい

うのはもっともな話だと思います。 
 そこで質問します。本町の企業誘致制度はどのようになっているのか、説明願います。 

〇議長（河井淳君） 
 政策室長。 

〇政策室長（佐野文昭君） 
 本町では合併以前、３町それぞれ企業誘致を積極的に行いまして、町民の雇用の場の確保を

行ってまいったところでございます。ご存じのとおり国内の企業は人件費の安い中国やタイな

どアジア地域に進出をしており、本町のような過疎地域におきましては企業の新規の進出は厳

しい状況に置かれております。 
 ご質問の本町の企業誘致制度を申し上げますと、先ほども触れましたが身延町産業立地事業

費助成金交付要綱に基づく制度、そして身延町農村地域工業導入促進のための固定資産税の免

除に関する条例、身延町過疎対策のための固定資産税の免除に関する条例、身延町企業立地促

進産業集積区域における固定資産税の課税免除に関する条例、身延町小規模企業社小口資金融

資促進条例、身延町企業の奨励に関する条例、以上のような要綱が設置されております。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 赤池君。 

〇２番議員（赤池朗君） 
 本町企業誘致制度は新たに本町に進出をしたいという企業に対して、きめ細やかな対応がな

されていないというふうに感じます。先ほども深澤議員が申しましたように、金額規模等が大

きいのが原因かと思います。また平成２９年度には中部横断自動車道が開通するという明るい

状況があるわけですが、中小零細企業が容易に進出したり、町民が新たに起業できるような施

策を講じる必要があるのではないかと思います。問い合わせがあってから制度を検討するので

はなく制度があるからどうぞぜひ身延町に来てくださいという、将来を見据えた体制づくりが

必要と考えますが答弁願います。 
〇議長（河井淳君） 

 政策室長。 
〇政策室長（佐野文昭君） 

 企業誘致制度につきましては、すでに条例等により規定をされております。条件を満たす企

業におきましてはぜひ活用を図っていただきたいと考えています。しかし現状の制度に合致し

ない小規模な企業や新たに起業化を図るものに対しましては、新たな制度の検討が必要である

と感じております。 
 以上です。 
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〇議長（河井淳君） 
 赤池君。 

〇２番議員（赤池朗君） 
 企業誘致制度に対しましては条件を満たす企業においては、ぜひ答弁にあったように活用を

図っていただきたいと思います。そして現状の制度に合致しない小規模な企業や新たな企業、

起業化を図るものに対しては、現状の制度の見直しをしていただくとともに新しい制度や制度

などの検討をぜひしていただきたいと感じております。ほとんどの自治体において厳しい状況

に置かれているわけですが、よその町がこうだからとかそういう他町村と横並びの政策でなく

身延町なりに状況を踏まえて、町民にさらなる努力をお願いして私の質問を終わります。 
〇議長（河井淳君） 

 赤池朗君の一般質問を終わります。 
 議事の途中ですが、ここで暫時休憩とします。 
 再開は１４時４０分とします。 

休憩  午後 ２時２５分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開  午後 ２時４０分 
〇議長（河井淳君） 

 休憩前に引き続き、議事を再開します。 
 次は通告の６番、渡辺文子君の一般質問を行います。 
 渡辺文子君の質問を許します。 
 登壇してください。 
 渡辺文子君。 

〇１１番議員（渡辺文子君） 
 私は４点について質問をいたします。 
 まず１点目です。身延中学校スクールバス運行計画について１点目、質問いたします。 
 この質問については今まで同僚議員もしていますので、違う視点からしていきたいと思って

います。８月４日、５日、６日ということで私も試走に参加をいたしました。その中で停車時

間が３０秒ということで、一番遠いと、距離があると言われている古関から身延中学校という

ことで３０秒で計算した中で４０分２３秒ということでした。これまで私もそうですけども教

育厚生の委員会の中でも、きちっと試走をして時間をきちんと出すべきだということでずっと

言っていたんですけども、なかなかこれができなくて今回夏休みということで試走をしたんで

すけど、やっぱり夏休みって思ったよりスムーズにいって、子どもの送り迎えはないし、ほか

の会社も休みだったしということで道路も空いている中でやったので本当に効果があるのかな

という疑問があったんですけども、下校の試走は今からするという同僚議員の答弁の中にあり

ましたけども、やっぱり下校もそうですけども登校についても普通の日に、やっぱり月曜日と

か火曜日とかそういうふうにきちっと統計を取る必要があると思いますので、今後そういうこ

と、それから停車時間３０秒、私これは無理があると思うんですね。１人や２人ではなくて

１０何人乗るところもあって、それを一律３０秒でやったという、本当の意味の試走をきちっ

と私はしなければいけないなというふうに思っているんですね。 
 比較的渋滞もなくスムーズにいって４０分２３秒。３０秒でね、停車時間が。そういうこと
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だったんですけども、やっぱり普通の日になると少しは渋滞もあるでしょうし、そういう中で

３分として計算しても５７分３０秒というそういう試算も出ているんですね。だからやっぱり

１０何人乗るところはとても３０秒では無理というところで、もうちょっと細かいデータが私

は必要で運行計画をきちっと出すべきだというふうに思いますので、試走の今後の予定という

ことでどういうふうに計画をされているのかということでお聞かせいただきたいと思います。 
〇議長（河井淳君） 

 教育長。 
〇教育長（鈴木高吉君） 

 ただいまの質問につきましてもですね、スクールバスの運行計画ということでございます。

課長が答弁をいたしますのでよろしくお願いいたします。 
〇議長（河井淳君） 

 学校教育課長。 
〇学校教育課長（笠井喜孝君） 

 スクールバスの運行計画ということで試験運行をということですが、先ほどの芦澤議員さん

のご質問にお答えしたとおり、これから細かな運行計画、または運行時刻表をつくる上で条件

等を定めて試験運行をしていかなければならないと思います。ただ、それを必要となる時期に

運行したいなと、そんなふうに考えております。 
〇議長（河井淳君） 

 渡辺君。 
〇１１番議員（渡辺文子君） 

 必要となる時期ってどういうことですかね。 
〇議長（河井淳君） 

 学校教育課長。 
〇学校教育課長（笠井喜孝君） 

 停車時間３０秒が多いか少ないかという部分もご指摘されましたが、今回スクールバスを運

行するにつけて、そこに停まる最低時間を３０秒ということで定めました。これは先ほど議員

さんの質問にもありましたとおり１人乗るところもありますし、一番多く乗る箇所が１０人、

今のところは想定をしております。１０人が乗るのに一律３０秒で足りるか、足りないかとい

うのは別の議論で、前回、走るときには停車時間を最低３０秒、実際には裏から車が来ていた

りして３０秒で動き出せなかったところはあったと承知していると思いますが、このあと運行

するときにはここは１０人だからどのくらいの乗降時間が必要になるのか、また芦澤議員の質

問にお答えしたとおり部活動の便とか、それによって停車の場所も変わってきますし、もしか

したらルートも変わる可能性も出てきます。それらが決まって試験的に運行しなければ時刻表

等が定められない、そういうときが来たら試験運行をするということであります。 
〇議長（河井淳君） 

 渡辺君。 
〇１１番議員（渡辺文子君） 

 それは分かるんですけども、親たちが一番心配しているのはどのくらい時間がかかるかとい

うことと安全に本当に運行してもらえるのか、大きく言ってその２点だと思うんですね。そう

いう意味ではやっぱりどのくらい時間がかかるのかということは、本当に大きな問題で子ども
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たちの生活のパターンのことにも関わってくるし、子どもにも関わってくることですので、ぜ

ひ早急に検討をする中で、いくつかのパターンで何回もいろんな条件の中でしていただいて、

それを総合してきちっとしたデータを出す。これをなるべく早くしていただきたい。なるべく

早くということについてはどうですか。 
〇議長（河井淳君） 

 学校教育課長。 
〇学校教育課長（笠井喜孝君） 

 条件を定められるのが整った段階でなければ、仮定として運行するであれば今の状況と変わ

らないと思います。それと同時に一番肝心なのは安全な運行、また緊急時・災害時の対応、そ

ういう部分をどうしようかという部分も詰めていかなければならないと思います。そういうこ

とで条件を、こういう条件で走らせるというのが決まった段階では随時やっていくということ

でご理解いただきたいと思います。 
〇議長（河井淳君） 

 渡辺君。 
〇１１番議員（渡辺文子君） 

 そういう意味で来年の４月に間に合うんですかね、そんなことをしていて。もう新しい中学

校になって具体的には走らなければいけないということですよね。今もう９月になっていると

いうことで、いろんなこと決めなければいけないことはいっぱいあって、その決めなければい

けないことがちゃんとしたら試走をまたやりますよということで、私は間に合うのかというふ

うに思うんですね。 
 同じようなんですけども、２点目の保護者の要望についてということで、保護者からいろん

な要望をお聞きした中でこの８月６日ですね、この時点でいろんな要望が１項目から１０７項

目まで出ていますよね。ちょっと同じようなところもあるにしてもやっぱり保護者の皆さん、

安全対策が一番、本当に安全に行けるのか。長い時間、子どもたちがバスに乗っているけど、

なるべく負担を少なくしてもらいたいという親の気持ちだと思うんですね。この中にもありま

したけども、町が統合という形を取ったのであれば、町が責任を持って子どもを安全に送迎す

るようにしてほしいと。そういう大きな責任が町にはある。これは重々、責任は実感していらっ

しゃると思うんですけど、やっぱりこれを決める段階で同意も得ていない。でも４月からもう

やらなければいけないという中で、親や子どもたちの中にも悶々としたものがあると思うんで

す。遠くて嫌だと思いながらも行かざるを得ない。本当に安全で行ってくれるんだろうか。そ

ういう子どもたちの思いや親たちの思いをしっかりと受け止めて、どういうふうにしたら本当

に安全に行けるのか、落ちはないのかということをやっぱりきちっとやっていかないと、だか

らこんなにいくつも不安な思いとか不満やいっぱい出ていると思うんですね。 
 それについて、これには一つひとつ実施するとか検討するとか調整するとかという答えが出

ているんですけれども、やっぱりこれ１回出したからいいという問題ではなくて、やっぱりこ

ういうふうになっていますよとか、実施するということにしてもなんか不安の部分っていっぱ

い親たちからすればあると思うんですね。そういう意味ではこれ、１回ではなくて何回かこう

いう話し合いをもって、今後いけるのかどうなのか。このときに小学校の保護者も傍聴をでき

てとてもよかったということを聞いているんですけれども、やっぱりスクールバス、今は中学

校だけども、それが起点としての小学校も出てくると思うんですね。だから小学校も統合準備

 １０６



委員会、小学校の保護者も入れてください、そこだと思うんですよ。いろんな人の知恵を集め

る中でやっぱりそういう検討をしていかなければいけない。小学校の人たちも傍聴ができてと

てもよかったと、自分たちの思いもなんか発言することができたということでよかったという

話を聞いているんですけど、小中合わせてやっぱり話し合い、意見交換ですね、いろんな不満

とか不安とかそういうものを解消するための話し合い、これはやっぱり今後も私はしていかな

ければいけないと思うんですけども、それについてはいかがでしょうか。 
〇議長（河井淳君） 

 学校教育課長。 
〇学校教育課長（笠井喜孝君） 

 当然、今後もしていかなければならないものだと思います。前の議員さんの質問の中でもお

答えしたんですが、仮称ということでスクールバスの運行会議を保護者、それから学校、教育

委員会、運行業者等を含めて会議をしていきます。その中で、一番優先されるのは安全対策の

問題ですし乗降場所とか細かい部分も協議していく予定でいます。 
 今回この要望事項について意見交換をしたのは、来年の４月運行に向け、運行時刻表とか運

行計画表を定めるについて、まず整理をしなければならない部分があるのか。予算を伴うもの

があるのかについて小学校、それから中学校の保護者から要望書を準備委員会に提出をしてい

ただいた。その提出していただいた項目が先ほど議員さん１０７項目と言ったんですが、その

意見交換の当日に１件挙がってきましたので１０８項目があります。スクールバスの運行だけ

ではなくてその他のような要望なんかも入っていますが、こういう要望については今後も当然、

運行していく中でも出てくるとは思いますので対応したいと考えております。 
〇議長（河井淳君） 

 渡辺君。 
〇１１番議員（渡辺文子君） 

 もちろんそれはやっていただけるんでしょうけど、そのほかで保護者の声として私も実際、

試行をしたときに、古関から身延中学校へ行ったときに、その場合２８席で運転手さんを入れ

て２９で、２８席で普通の席が２３、補助席が５つになりますよね。その補助席を使っていく

ということが本当に親が安心、子どもが快適にというスクールバスの状況になるんでしょうか。

ここのところが私、親たちも心配しているのは当然で、補助席を使うということを最初から想

定していること自体、私はちょっと無責任ではないかなというふうに思っているんですけど、

これについてはいかがでしょうか。 
〇議長（河井淳君） 

 学校教育課長。 
〇学校教育課長（笠井喜孝君） 

 乗車ができるように補助席が定められていると思います。安全対策としては当然、シートベ

ルト等は今の古い車両の補助席には付いていないんですが、今回、購入を考えているバスには

当然シートベルト等も装着されております。安全面については満たされているというふうに考

えております。 
〇議長（河井淳君） 

 渡辺君。 
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〇１１番議員（渡辺文子君） 
 では普通の席と同じようにシートベルトの安全が担保されると、そういう見解ということで

すね。親たちのそういう不安な思いというのは、では関係ないと。そこのところを。 
〇議長（河井淳君） 

 学校教育課長。 
〇学校教育課長（笠井喜孝君） 

 補助席と固定席と安全面でどうかという部分で問われると私はお答えできません。いずれに

してもスクールバスとして生徒を安全に送迎するために何人乗りが必要かということから協議

を始めまして検討しています。どこどこ路線では生徒が何人いて運転手１名を加えると２９人

乗りで対応が可能だということで５系統、５路線を今検討しております。そんなことでご理解

いただきたいと思います。 
〇議長（河井淳君） 

 渡辺君。 
〇１１番議員（渡辺文子君） 

 数ではないんですよ。子どもたち一人ひとりなんです。そこのところを私、ただ単に頭数で

２８人だから補助席使えばちょうどいいみたいな、本当に子どもたち一人ひとりの不安とか心

配とかそういうものを考えて対応しているんでしょうか。なんか本当に数のみで対応している、

ちょっと誠意が感じられなくて、保護者にもやっぱりそういう、うちの子ども、補助席でずっ

と行くのかということでとても心配している保護者がいて、中学生になると体が大きくなって、

そして中学生になると荷物が多いではないですか。試乗させてもらいましたけど、私たち大人

が乗ってもそんなにゆったりじゃないところに荷物を持ちながら、体の大きな子どもたちがあ

のスクールバスに乗って、そして補助席にも座らなければいけない状況って私は安全だという

ふうには判断できないし、親御さんたちもそこのところを心配しているんですね。それを言っ

たら安全ですと、ただそういうふうに答えたということで、本当に大丈夫なんでしょうかとい

う声を聞いたんですね。そういう声がきちっとやっぱり、２８だから座れるからいいではなく

て、そういう子どもたちをきちっと安全で送迎するということが仕事なんですから、安全で行

けるのかということをもう一度、私は考えていただきたいというふうに思うんですね。 
 もちろん始業式とか、それから試験のときとかはみんな乗らなければいけないですね。普通

の日はもしかしたらバラバラでそんなに乗らないこともあると思うんですよ。だけどやっぱり

みんなで一緒に行くときって何回かあるし、そういうときにやっぱり補助席を使わなければい

けないということはどうなのかな、それがもう数に入っているというところでちょっと不安と

いうか、それは親の思いは私は分かるし、できたらそれはなんとかしてもらいたいというふう

に思いますけども、その親の思いをどういうふうに受け止めていただけるか、ただ安全ですよ

ではなくて。それをもう１回、答弁を。 
〇議長（河井淳君） 

 学校教育課長。 
〇学校教育課長（笠井喜孝君） 

 乗車人数のことを言っている路線が古関から身延中学校への便で、ここが人数的には２８人、

マックスになります。そのほかの便につきましては２１人、２３人、２３人、１６人です。た

しかに満席になるということの不安は教育委員会でも考えています。当然、部活の便、早朝便
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とか帰りも２便になり、バスが足りないことは考えています。それで２つの便に分かれれば、

半分に分かれればちょうど１４人ずつです。今後、決定する人数によってバスの運行会社、受

託する業者の別のバスを出さなければならないことも当然考えられます。それらも含めて乗車

人数は検討しながら安全面も考慮しなければならないんですが、今考えられる全員が一緒の便

に乗った場合に２８人で乗れる。補助席についてもシートベルトが使える。人数上は安全に中

学校へ通える。そういう想定です。これを２８人を２３人で補助席を使わないようにというこ

とであれば、またそれも検討はしていかなければならないんですが、今、仮定している部分は

間に合うと判断をしています。安全を第一に考えるというのは冒頭言ったとおりですので今後

も当然、検討はしていきます。 
〇議長（河井淳君） 

 渡辺君。 
〇１１番議員（渡辺文子君） 

 数って今後、分からないではないですかね。増えることもあるだろうし減ることもあるだろ

うし。ただその考え方が、課長が言ったその２８人。だからいいやという、その考え方が私は

おかしい。子どもたち一人ひとりのことを考えた、その２８人のことを考えたら、ただ２８人

だから入れる。そういう問題ではないと思うんですね。そこのところを私は言っているんです。

その数の問題ではなくて体の大きい子どもたちが荷物を持って補助席も利用して乗らなければ

いけない場合もあると。本当にそれが子どもたちにとって良いのかどうなのか親が心配してい

ると。そこのところをどう考えるかということなんですけど。 
〇議長（河井淳君） 

 学校教育課長。 
〇学校教育課長（笠井喜孝君） 

 議員さん考えているところ、それから保護者の考えているところ、それは教育委員会もまっ

たく同じで考えています。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 渡辺君。 

〇１１番議員（渡辺文子君） 
 そこがちょっと数だけで考えているなと思ったから、それは言っておかなければいけないと

思って言いました。 
 それと先ほどの同僚議員の一般質問にもありましたけど、大河内地区の子どもたちの問題で

すね。これはこの中にももちろん出ていますよね。新しい中学校になって始めるのに統合して

くる子どもたちは目の前をバスで行くと。自分たちは自転車の子もいるでしょうし、歩いてい

く子はあんまりいないのかな。親御さんが忙しい中、送り迎えをしている人たちもいると思う

んです。それは大変だからということでこういう要望が出ていると思うんです。それに対して

４月以降、検討するという同僚議員への答弁だったんですけど、せっかく新しく一から始める

のにそれは後回しだよって、それは私、ないんではないかなと思うんですね。こういう子たち、

大変な思いをしている子たちだってやっぱり一緒に考えて、同じところを走るんだから乗せて

いくという、そういう気持ちがなぜ出ないのかなと。私それが不思議なんですね。新しい中学

校になって一から始めるんではないですか。あなたたちは駄目だよと目の前、通っているのに、
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それは子どもたちの間でも、私は良い影響を与えないというふうに思いますよ。だからやっぱ

りここのところを少し増やすとかしながら、そういう大河内地区の子どもたちもちゃんと一緒

に座れるようなことを検討していかなければいけないんではないかなというふうに思うんです

けど、来年以降ということで答弁ありましたけども、それはそれで変わらないということです

よね。新しい中学校になって「よーいどん」って始めるけども、その子たちはまたあとでとい

う。なんかせっかく４つの中学校が１つになって新中学校になるわけですよね。いろんなこと

があとであとでということがなんか多いような気がするんですね。やっぱり私は来年の４月

１日、議決をされて決まってしまったと言えばそれまでなんですけど、果たしてそれで子ども

たちが本当に安全でちゃんとした学校生活が送れるのかというふうに考えたら、きちっと条件

を整えてみんなが通いやすい、そういうような条件を整える中で始まるということを考えたら

延長ということも私は考えるべきではないかなというふうに思うんですけど、たぶんその考え

はないでしょうけど、一応答弁をお願いいたします。 
〇議長（河井淳君） 

 学校教育課長。 
〇学校教育課長（笠井喜孝君） 

 今、議員さんの質問の中で条件を整えてということでご質問がありました。当然、条件が整

えば今回、協議とか検討もできる部分なんですが統合をする身延中学校へ通う、まず久那土、

下部、中富の生徒の通学支援を検討しているわけです。この条件もまだ整っていません。今言

われたように２８人、定員ぎりぎりではないかというような部分もあります。それらと今回の

大河内地区の生徒、大河内地区でも大島はまた違います。当然、豊岡地区の生徒も身延中学校

へ通っています。その人たちを一緒に考えるという条件が整っていないと。ある程度、条件が

整った段階で一緒に考えます。しませんではありません。今の段階ではまず久那土、下部、中

富の生徒を身延中学校に通学させるためのスクールバスの支援を検討しているということであ

ります。 
〇議長（河井淳君） 

 渡辺君。 
〇１１番議員（渡辺文子君） 

 だから新しい中学校になるのに、とりあえず統合してくる子どもたちのことが手一杯で、今

ある子どもたちまで含めた全部のことは考えられないということですよね。考えないわけでは

ないけども、今後考えるということなんだけども、新しい中学校になるんだから同じ条件の中

でやっぱりきちっとやってもらいたいと、この中にそうありましたよね。同じ、平等にやって

もらいたいと。やっぱり、それはどこもそうなんだと思うんですね。だから私が言ったように、

きちっと整った段階で「ゴー」ということになることが一番いいんではないかなと思いますけ

ど、それについてはなかったですね。 
〇議長（河井淳君） 

 学校教育課長。 
〇学校教育課長（笠井喜孝君） 

 一緒に「ゴー」がいいんだというのはそのとおりだと思いますが、その一緒に「ゴー」を出

せずに段階的に検討していかなければならない部分というのは必ずあると思います。スクール

バスの運行についても、教育委員会では今はここを検討してこういう計画を立てて４月１日の
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運行に間に合わせたいということでやっていますので、そのへんはお含みいただきたいと思い

ます。 
〇議長（河井淳君） 

 渡辺君。 
〇１１番議員（渡辺文子君） 

 そもそもその４月１日の新しい学校に間に合わせたいというところで無理がきているんでは

ないかと私は言っているんですけど、これ以上言っても仕方がないですので、それとこれって

たくさん本当にあって、これ一つひとつ、とてもここで言えるという問題ではないので、今後

もそれはしていただけるということで十分、保護者の皆さんの意見を聞いたり、それから先ほ

どの同僚議員の話にも子どもたちがやっぱり今、危険な状態ということでみんなでその子ども

たちを守っていかなければいけないというような中で、地域の方たちの見守りというか、そう

いう人たちの思いもやっぱりきちっと受け止めないといけないと思うので、請願にもあります

けど統合準備委員会に私たち議員すら参加できない。それから地域の人たちも参加できない。

そもそもやっぱり学校ってそうではなくて、学校、地域、それからみんなでやっていくものな

ので、そこから弾き出されるという自体がちょっとおかしいというふうに思いますので、そこ

をもう１回、有害鳥獣対策にしても地域の力を借りなければと言っているわけですから、そう

いう意味ではぜひまた検討をしていただきたいと思っています。 
 次２点目ですね、重度心身障害者医療費窓口無料制度の復活についてということで、２番目

の質問に移ります。 
 ２００８年より重度心身障害者の窓口無料制度が始まり、お金の心配をしないで安心して医

療機関にかかれていましたが、昨年の１１月から県は重度心身障害者医療費を償還払いに戻し

てしまいました。これによって重度心身障害者やその家族に大きな負担がかかることになって

しまいました。障害があるため経済的に苦しい方も多い中、毎回窓口で支払う分を用意しなけ

ればなりません。会計で待つ時間も負担になります。貸付金制度もありますが手続きが大変で

す。負担が多いため受診を抑制すれば病状が悪化することもあります。何カ所も受診をしなけ

ればならない人からは思うように受診ができなくなったと聞いています。県に対して窓口無料

制度の復活を求める活動、これは要請していると思うんですけど、今までどんな活動をしてい

たのか。それに対して県はどうなのかということで、お答えをお願いしたいと思います。 
〇議長（河井淳君） 

 福祉保健課長。 
〇福祉保健課長（穂坂桂吾君） 

 山梨県が重度心身障害者に対する医療費助成方法を見直すこととなった理由につきましては、

これまで一般質問や関連議案に対する質問への答弁の中で説明してまいりました。窓口無料化

は平成２０年４月にスタートしたわけですがその後、助成費の増加に伴い国のペナルティを補

てんする経費も想定を上回って増加し、これが財政に与える影響を考慮せざるを得ない状況と

なったためでありました。そこでご質問の窓口無料方式の復活を求める活動に関してお答えを

いたします。 
 仮定のこととしてですが将来、山梨県および県内市町村において重度心身障害者医療費助成

事業の助成方法を再び窓口無料方式に戻すと、仮にそのような判断がなされるとするならば今

回の見直しの背景を考えますと、その判断の前提には国のペナルティの廃止という条件が必要
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になると考えます。その観点から重度心身障害者に対する助成方法はご質問の中にありました

とおり、すでに昨年の１１月診療分から見直しがされ、それ以後の診療分につきましてはペナ

ルティの対象とはならなくなったところですが、本町におきましては引き続き医療費助成制度

における窓口無料化を実施した場合のペナルティを廃止するよう町村会を通じまして国、県へ

要望をしているところであります。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 渡辺君。 

〇１１番議員（渡辺文子君） 
 この国のペナルティ廃止という問題については、なんか国会でもいろいろ議論されて大きな

議論になっているということもお聞きをしていますので、そもそもペナルティをかけるという

こと自体がどうなのかなということで、これがなければ県も考え直してくれると思うんですけ

ども、その中でそういう活動をしているということで理解しますけど、せめて障害児の問題を

なんとかこれは早急に私は解決しなければいけない問題だというふうに思っているんですね。

障害児については、子どもの医療費窓口無料の権利まで奪われてしまいました。低収入の中か

ら医療費を工面する大変さ、体力のない身体障害児への感染の不安、動き回り大声を出す知的

障害児を連れて会計を待つ精神的苦痛に保護者は晒されています。子どもの医療費窓口無料化

を求める会が中心になり、健常児が継続して窓口無料である一方で障害があるがゆえに差別を

受けることに憤りを感じていると。重度心身障害者の医療費を窓口無料に戻すことを要望して

います。多くの署名を集めて県にも要請に行っていると聞いています。 
 この障害児ですよね、せめて障害児のことを私は考えるべきだというふうに思っているんで

すけども、甲斐市、上野原市が障害児と健常児で対応が異なることがおかしいということで障

害児の医療費の窓口無料復活を決めたというニュースがありまして、とても、みんなやっぱり

おかしいと思っているんだなということで、ぜひこの町でもせめて障害児だけでもなんとかな

らないかなというふうに思っているんですけど、例えば対象者ですよね。どのくらいいて、ど

のくらいの予算でこれは実現できるのかということでお聞かせいただきたいと思います。 
〇議長（河井淳君） 

 福祉保健課長。 
〇福祉保健課長（穂坂桂吾君） 

 お答えをいたします。 
 対象児ということで本町で障害児が何人いるかということで、１８歳という年齢で区切らせ

ていただきますと本町におきましては７名が今現在、重度医療の対象となっております。 
 医療費のことですので、非常に見込みが立てづらいところはあるんですが、直近の１年間と

いうことで、その対象となる障害をお持ちのお子さんに対して町が助成をした金額は直近の

１年間で約９０万円弱という実績であります。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 渡辺君。 

〇１１番議員（渡辺文子君） 
 この障害児の中で聞いた話では、僕たちの存在自体がペナルティなのですかと訴える子ども

 １１２



たちもいたということをお聞きして本当に胸が痛くなる思いがしたんですけど、先ほどの同僚

議員の答弁の中で町長は子どもたちにお金を使いたいと、そういうようなお答えをしました。

発言通告にはないわけですけれども、この子どもたちにお金を使いたいということを私すごく

心強く思ったんですけど、今、子どもの貧困ということが社会的な問題になっている中で障害

を持つ子どもたちがさらに差別を受けている現実があるという中で、町長はこの問題について

どういうふうにお考えでしょうか。通告ないですけど、もしお答えできるようでしたらお願い

したいと思います。 
〇議長（河井淳君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 先ほどお答えをしたとおりでございまして、子どもたちにお金をかけたいということですか

ら障害があるなしに関係はございません。 
〇議長（河井淳君） 

 渡辺君。 
〇１１番議員（渡辺文子君） 

 お金をかけたいという思いはすごく伝わったんですけど、障害を持っているがゆえに差別を

受けている子どもたちからまず、私は、今９０万円っておっしゃいましたけども、９０万円あ

ればこの子たち救えるんですね。そういう意味では町長、このことについてどう考えますかと

いうことで聞いたんですけど。 
〇議長（河井淳君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 ただいまお答えをしたとおりでございます。 
〇議長（河井淳君） 

 渡辺君。 
〇１１番議員（渡辺文子君） 

 何しろ障害があるがゆえに差別を受けている子どもたち、一刻も早くなんとかしていかなけ

ればいけないというふうに思いますので、これは私も何回も質問しましたけども、ぜひきっと

いろんな市町村でこういう動きは広がっていくんではないかなというふうに思っていますので、

この身延町においても、子どもたちを大切にする身延町においてもぜひ早めに復活をしていた

だきたいと要望いたしまして、３点目の質問に移りたいと思います。 
 安保法案に対する町長の見解をお尋ねいたします。 
 ８月３０日に違憲立法、戦争法案の廃案と安倍政権の退陣を迫る国会１０万人、全国１００万

人大行動が行われ国会に１２万人、全国１千カ所以上で数十万の人が一斉に行動に立ち上がり

ました。参議院で戦争法案の審議が始まって１カ月、審議が進めば進むほど安倍政権は行き詰

まり、まともな答弁ができなくなっています。追い詰められる中ですでに参院安保特別委員会

の審議は７７回も中断をし、審議途中で散会という事態も起こっています。 
 第１に政府は戦争法案の根幹部分について整合的な答弁ができなくなっています。安倍首相

は集団的自衛権行使の具体例として、パネルまで持ち出して日本人を輸送する米艦の防護なる

ものを言い募りました。しかし先日の質疑で中谷防衛大臣は日本人が乗っていなくても集団的
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自衛権行使はあり得ると答弁しました。あれだけ繰り返したホルムズ海峡の機雷掃海について

も当のイラン政府が封鎖などあり得ないと否定する中で言えなくなりました。なぜ集団的自衛

権行使が必要なのかその具体例としたものがどれも嘘、でたらめだったということになります。 
 第２に戦争法案が自衛隊の軍事行動について歯止めを持たないことがさまざまな分野で明ら

かになってきたことです。例えば参院の審議で米軍への軍事支援の際に自衛隊がどんなものを

運ぶことができるのかが衝撃的に明らかになりました。クラスター爆弾、劣化ウラン弾、毒ガ

ス兵器、果ては核兵器、非人道兵器も大量破壊兵器も法律の上ではなんでも運べる。そこには

なんの歯止めもありません。憲法９条の下でこんなことが許されないのは明らかです。 
 第３に自衛隊幕僚幹部が戦争法案の成立を前提に、さまざまな項目について極秘に検討を

行っていたという大問題が明らかになりました。内部文書を見ると軍と軍の間の調整所、南スー

ダンＰＫＯへの駆けつけ警護等の業務拡大、南シナ海における警戒監視などへの関与、国会に

一度も説明されたことがないことがずらりと並んでいます。それを５月２６日、衆院で国会審

議が始まったその日に３５０人もの幹部自衛官を集めて詳細に説明していた。米軍の指揮下で

自衛隊が暴走している。この暴走を問題ないという中谷防衛大臣、安倍首相です。こんな戦争

法案は廃案しかないと多くの国民は考えています。８月３０日には居ても立ってもいられなく

なり、私も住民の皆さんと一緒に南アルプスでの集会に参加し廃案を訴えてきました。 
 ７月１７日の県内首長のこの安保保障関連法案について、どう考えるのかということで新聞

紙上に載っていましたけど、この記事も踏まえながら町長、今どういうふうにお考えなのかと

いうことでお聞かせいただきたいと思っています。 
〇議長（河井淳君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 この問題につきましては、昨年の９月定例会で詳しく申し上げたつもりでございます。その

後、私の考えは変わっておりませんのでこの国のことにつきましては可とする、このことは昨

年から今現在も変わっておりません。 
〇議長（河井淳君） 

 渡辺君。 
〇１１番議員（渡辺文子君） 

 可とするということですね。ではこのアンケートはこのまま、安倍首相自身が国民に十分な

理解が得られていないと認めているにもかかわらず身延町長だけは国民の理解は深まったと、

一人だけお答えになっている。これの立場は変わらないということで理解をしています。 
 高校生の中でこの新聞がもとになってツイートで爆発していたということで、うちの望月町

長、一人だけこういうふうに答えたということで話題になり、おかしいという声が高校生の間

で飛び交ったということを保護者の方たちから聞いています。 
 私、東北６県の市町村長９条の会というところで、憲法９条を守り戦争法案に反対する緊急

アピールということを出しました。その中でこれこそやっぱり市町村長の役割だなというふう

に思ったところがありますので、ちょっとこれを読ませていただきます。 
 そもそも私たちは地方自治の確立こそ２１世紀の国づくりの要であると信じ、市町村民の命

と暮らしを守ることを究極の使命とし、これを脅かすものに身命を賭して立ち向かってまいり

ました。 
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 市町村民の命と暮らしを脅かす最大のものは戦争です。市町村民が戦火に巻き込まれ、戦争

に駆り立てられることがないように集団的自衛権の行使容認を撤回させ、憲法９条を守り生か

さなければなりませんということで、この首長たるもの、その自治体の町民の命と暮らしを守

る決意というか、それには感銘を受けました。 
 ということで、これ以上聞いてもお答えにならないということで最後の質問にいきたいと思

います。 
 ４番目の質問です。介護保険制度の改定についてということで質問をいたします。 
 介護保険制度は２０００年にスタートし１５年が経過しました。みんなで支える老後の安心

を合言葉に介護保険料を払う代わりに、いざというときには公的介護保険制度で十分な介護が

受けられるはずでした。しかし１５年経った今、要介護、高齢者を巡る状況は決して安心でき

るものとなっていません。 
 第１に家族の介護負担は依然として重いことです。午前中の同僚議員の質問にもありました

が家族の介護のために仕事を辞める、介護退職は毎年１０万人以上にのぼり悲しい介護心中、

介護殺人も毎週のように日本のどこかで起きています。 
 第２に行き場のない要介護者、介護難民が増え続けていることです。厚生労働省が昨年３月

に公表した特別養護老人ホームの入所待機者は、当時の特養の定員数とほぼ同じの５２万人以

上となりました。家族が介護できないため、退院後はショートステイや老人保健施設を点々と

するなど介護漂流という事態も起こっています。さらに行き場のない要介護高齢者を長期間に

わたって宿泊させるお泊りデイサービス、低価格を売りものにする無届けの老人ホームなどに

住まざるを得ない人も増えています。 
 一方で介護職場は慢性的な人材不足で募集しても介護職員が集まらない、施設を開設しても

一部しかオープンできないなどの事態も生じています。この介護人材不足は将来にわたって、

さらに深刻で１０年後には３７．７万人不足するという見通しまで出されています。２０２５年

には戦後ベビーブーム世代が７５歳以上の後期高齢者になり、一人暮らしや老夫婦だけの世帯

が急増することから介護の需要は大きく増えます。現状の介護保険はまさに危機的状況であり

抜本的な立て直しが必要です。 
 ところが現在、社会保障改革の名のもとに医療改革と一体で進められている介護保険改革は

これとはまったく逆の大改悪です。今回の改定には４つの問題があります。要支援１、２の人

の訪問介護、ホームヘルプサービスとデイサービスを介護保険給付の対象から外して市町村事

業へ移行すること。それからこの４月から特別養護老人ホームの新規入所者を原則、要介護３以

上に規定してしまうということ。それから今年８月から低所得の施設利用の居住費、食費の補

助、補足給付の対象要件を厳しくしたということ。それから８月からこれまで一律１割の利用

料負担を合計所得１６０万円以上の人は２割負担に引き上げられるという４つの改悪がありま

すけど、今、課長に準備状況はどうかというふうに聞いたときに今、準備をしていますという

ことでお答えがあったんですけども、そういう今だからこそやっぱりきちっと方向性を持った

準備を私はしていく必要があると思ったので、今回この質問をしたんですけども総合事業に一

番の、要支援１、２の人のホームヘルプサービスとデイサービスが市町村の事業になるという

こと。いくつもあるのでいっぺんにはできないんですけれども、この問題、私この町に大きく

関わる問題だというふうに思って、この問題をどういうふうに捉えてどういうふうにしていこ

うとしているのかということで指摘をさせていただきたいと思うんですけど、これについてど
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ういう、今、準備段階でどういうふうになっているのか、この１点だけでいいですのでお願い

したいと思います。 
〇議長（河井淳君） 

 福祉保健課長。 
〇福祉保健課長（穂坂桂吾君） 

 それでは準備状況がどうで、それについて町としてどういう考え方で臨んでいるかというこ

との答弁をさせていただきたいと思います。 
 議員さんの質問の中で触れられたこととちょっと重なるかもしれませんが、団塊の世代が

７５歳以上となる２０２５年に備え国では医療、介護、介護予防、生活支援、住まいの５つの

サービスが一体的に提供され、高齢者が住み慣れた地域で生活が継続できるよう地域包括ケア

システムを構築することとしています。 
 その一環として介護保険制度が大きく見直されました。その見直しの１つにこれまで全国一

律の基準で給付されていた要支援１、２の方に対する介護予防訪問介護と介護予防通所介護、

このサービスを市町村独自の内容で実施する地域支援事業に位置づけるとともに、これまで専

門性を持った事業者のみのサービス提供であったのを多様な主体による多様なサービスの提供

を可能とするようにするという内容であります。この事業に関連しまして本年第１回定例会に

介護保険条例の一部を改正する条例を議決していただきまして、その事業につきましては平成

２９年の４月からスタートさせるということで条例のほうに規定をいたしました。山梨県内で

は今年の４月からこの事業をスタートさせたのは北杜市、南アルプス市、中央市の３市という

状況であります。 
 現在の本町の状況なんですが、本当に大きな見直しでありましたので、まずは国や県から提

供される先進自治体の例や県内３市の情報等を収集しまして、これを参考に先月のお盆明けか

らではありますが週１回、関係職員をメンバーとした検討会を開催しまして本町としてどのよ

うな事業を構築していくかを協議しているところでありまして、まさに検討に着手した段階で

あります。 
 この新しい総合事業でありますが、新しい事業に移りましても現在の介護予防の訪問介護や

通所介護サービスと同等のサービス、つまり専門性を持った介護サービス事業者が提供する

サービスも取り入れることとなります。これに加えて必要に応じまして、さらに多様な主体に

よる多様なサービスを取り入れていこうというものでありまして、これらのサービスの利用に

あたりましては地域包括支援センター、ここが利用者の抱える問題を把握した上で適切なケア

マネジメントのもとにその方にとってよりふさわしいサービスの利用を実現していくと、そう

いう考え方を基本としましてその事業を運営してまいりますので、総合事業に移行したことに

よってサービスの低下につながらないように心してまいりたいと思っております。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 渡辺君。 

〇１１番議員（渡辺文子君） 
 安心しました。先ほど北杜市の話をしましたけど、北杜市はもう３年前から先行してやって

いるんですね。国が言っているような形で専門性を外してボランティアとかそういうところに

お願いして、やっぱり専門家でないために限界があったり、悪くなってはじめてその介護保険
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に移行したり、そういうような国ではモデルケースといってすごく賞賛しているけども、実際

現場では大変なことが起こっている。国はやっぱり、その介護保険を少しでも安くしようとい

うことで、このことを市町村に丸投げしたということで、その意向に沿っているからこそ、な

んか住民にとっては大変な状況が今、起きているということを聞きましたので、やっぱり今の

さっき課長がおっしゃった今までの現行サービスを低下させないというここが一番私、大事だ

と思うんですね。ぜひこれは今後も低下させないようにしていただきたい。 
 ただ、国で言う低下させないはいいけど単価を今度下げられますよね。そうすると低下させ

ないといっても単価が下げられてしまうと今までどおりできませんよという民間業者も出てく

るんですね。もう廃業を決めたというところもいっぱい出てきて、全国的では。だから単価の

補償をどういうふうにしていくのかというのが今後、問題になってくると思うんですね。要支

援のホームヘルプとデイサービスというのは、週に１回とか２回の本当にちょっとしたサービ

スなんですけど、一番やっぱり多く利用しているサービスだと思うんですね。このわずかな支

えが多くの高齢者の在宅生活を支える。本当に命綱になっていると思うんですね。それをやっ

ぱり安上がりを目的にボランティアとか、そういう無資格者に置き換えるということになれば、

この命綱を失って生活をできなくなってしまうということが一番、特に高齢者が多い本町にお

いては家庭での介護というのがなかなか難しいということで、ここのところをどういうふうに

今の質を保ちつつ、その価格をきちっと補償していくのかということが問題になってくるんで

はないかなというふうに思うんですね。その価格のことについては、どういうふうに考えてい

らっしゃいますか。 
〇議長（河井淳君） 

 福祉保健課長。 
〇福祉保健課長（穂坂桂吾君） 

 全国一律の保険給付の対象であったものを市町村の独自の取り組みであります地域支援事業

の枠組みの中に移行させる。それに伴いまして、今ご指摘のとおり介護報酬、その単価も市町

村の判断の中で決めていけるという仕組みになっております。一応、国のほうでは専門性を持っ

た事業者に対する、報酬につきましては国のほうで基準を示してあります。ですので、それを

参考にしながら各市町村で決めていくことになると思います。できるだけ保険者の立場としま

すと介護報酬が少なくなればありがたい。しかも利用する方はその１割ないしは２割ですので

利用料も少なくなると。ただその考え方だけでいきますと、経営として成り立つのかというこ

とも当然ありますので、そこらへんもうまく兼ね合いを考えなければならないというふうに考

えておりますので、まだ今現在、本当に検討に着手した段階ですので、その費用についてどう

するかまでは、まだ検討の段階に入っておりません。ただ、この峡南の５町の中では、できれ

ば同じ考え方をしたいと。だから隣の町のほうが高い安いとかという話にならないように、５町

の中では同じ考え方でいきたいというふうなことで今後検討をしていく場もつくっていくとい

う予定でおります。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 渡辺君。 

〇１１番議員（渡辺文子君） 
 その単価を市町村で決められるというのは、たしかにそうなんです。だけど国は上限を決め
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ていますよね。そこが問題ではないかなというふうに思っているんですけど、そこのところど

ういうふうにしていくのかというのと、それから今までどおりのサービスはきちっと補償しな

がら補完的にボランティアさんに来てもらったり、無資格者の人たちに来てもらったり、それ

はそれですごく良いことだと思うんですね。それは続けていっていただきたいと思いますけれ

ども、単価の面で国が上限を決めているということに対してどうするのかというのがあります

よね。 
〇議長（河井淳君） 

 福祉保健課長。 
〇福祉保健課長（穂坂桂吾君） 

 上限と申しますか、基準となる金額を示してあります。それを超えない範囲でということで

すので、それを上限というのかですが、超えない範囲で市町村で判断してということになりま

すから、それよりも高い報酬ということはないと思います。だから保険者とすれば先ほど申し

たとおり安くなったほうが助かるわけなんですが、だから下のほうへ設定をするという考え方

は出てくるとは思いますが、あまりにも下げると今度やってくれる事業者がいませんので、そ

この兼ね合いを考えながら、あるいは国の基準に合わせるという考え方もありますし、若干落

とすかという考え方もあると思いますが、いずれにしても今後まだ検討をしていくことになり

ます。 
〇議長（河井淳君） 

 渡辺君。 
〇１１番議員（渡辺文子君） 

 もちろん低くすればいいんですけど、そうすると事業者がやっていけなくて撤退してしまう

と。そうしたらやっぱり駄目だと思うので、そこのところは考えながら町で責任を持って、そ

の価格の補償をするとかそういうことも考えながら検討していっていただきたいと思います。 
 すみません、ありがとうございました。以上で終わります。 

〇議長（河井淳君） 
 渡辺文子君の一般質問を終わります。 
 次は通告の７番、田中一泰君の一般質問を行います。 
 田中一泰君の質問を許します。 
 登壇してください。 
 田中一泰君。 

〇３番議員（田中一泰君） 
 通告に従いまして質問させていただきます。 
 まず１番目、今回、小中学校の統合が決まりまして、今、準備が順次進んでいるわけですけ

ども、教育委員会ではどのような教育を目指し、どのような人となる教育を考えていますでしょ

うか。小中学校の統合について保護者や児童生徒は新しい学校でどのような教育環境になるの

か不安に感じています。教育委員会としての目指す教育の基本的考え方と取り組みについてお

伺いします。 
〇議長（河井淳君） 

 教育長。 
 

 １１８



〇教育長（鈴木高吉君） 
 田中議員のご質問にお答えをさせていただきます。 
 基本的な考え、また取り組み等を述べさせていただきます。 
 人口減少、また少子高齢化は今や避けて通れない現実でございます。こういう時代こそまさ

に子どもたちは私たちみんなの宝ということでございまして、身延の、いや日本の将来は今の

子どもたちの肩にかかっているということが言えると思います。そして彼らの社会を生き抜く

たくましい力の育成が大事だと考えます。このためには教育を通じた人づくりに力を注ぐ必要

があります。 
 私たちは子どもたちのために今できることを最大限取り組み、そして未来を託さなければな

りません。教育委員会では次の３点を目標に教育施策に取り組みをいたします。 
 まず他者を思いやり社会の絆を大切にする人づくりを目指す。２点目として自ら学び考え行

動する創造性豊かな明日を担う人づくりを目指します。３点目として郷土を学び愛し地域文化

を育む人づくりを目指します。この中で特に学校教育における主な取り組みについて述べさせ

ていただきます。 
 １点目として小中学校後期統合計画に基づく学校の適正配置を進める中で学校施設、設備、

備品の整備・充実を図ります。 
 ２点目、安全面に配慮したスクールバスの運行、不審者対策、通学路の安全点検、そして教

職員の指導力の向上、地域と連携する学校運営などに取り組みます。 
 ３点目、学校においては確かな学力を身につけさせるため教育内容、方法の一層の充実を図

り自ら課題を発見し解決する力、それからコミュニケーション能力などを育成します。命や自

然を大切にする心、社会性、規範意識などを育てるとともに地域の教材を活用した郷土学習、

産業体験学習を充実します。英語指導助手による英語教育や外国語活動の充実、情報機器の整

備と活用を図ります。生きる力の育成と命の大切さを教える取り組みとともに教育相談体制の

整備、いじめや暴力行為に対する問題行動への取り組みを強化します。保育園、小中高との連

携を強化いたします。 
 そして当面する施設、設備等の整備については次のように捉えております。 
 １点目として、中学校の新校舎建設に関しましては建設検討委員会の審議結果を得て対応を

いたします。 
 ２点目、統合により使用する校舎、体育館、校庭等の教育施設の修繕、改良などを行ってま

いります。 
 ３点目、学校給食施設の統合整備についても検討し改善策を講じます。 
 ４点目、スクールバスについては当面、統合中学校への送迎がスムーズに運行できるよう計

画を立てますが小学校統合に向けてさらに遠距離通学の生徒の扱いについても検討をします。 
 ５点目、情報化社会の急速な発展に対応し、児童生徒がＩＣＴ機器を積極的に活用し教育効

果を上げられるようタブレット端末などのＩＣＴ機器を導入・整備し学力の向上を目指します。 
 ６点目、英語教育や外国語活動を充実・発展させるため、町単の英語指導助手の配置をさら

に促進をします。 
 ７点目、学習教材購入費、修学旅行費、給食費などの保護者負担の軽減についても検討をい

たします。 
 ８点目、統合に伴う中学生の制服、体育着の購入費用については新入生も含め全員に１着ず
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つ補助することを検討いたします。 
 このような考えを持っております。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 田中君。 

〇３番議員（田中一泰君） 
 今言われたようにいろいろな施策を考えて実行しようとしているということで、すごく安心

をいたしました。ただ問題なのはこういう町がしていること、しようとしていることがなかな

か町民の人たちに伝わっていない、そういうことを危惧します。ほかのいろんな施策について

もそうですけれども、だから周知するということが難しいことはよく分かるんですけども、で

きるだけその努力をして、そうすることによって町民の一人ひとりにそういう、身延はどうい

う方向に向かっていくんだ、教育はこういうことになっているんだなということが分かっても

らえるような努力もほしいと思います。 
 もう１点は先ほど出た英語の教育、そういうものの中で例えば最低でも英語でのコミュニ

ケーションができるようにするとか英検のそういう資格を最低限３級までは取るような英語教

育を目指すとかというような具体的な取り組みも出してもらえるとまわりの大人というか、町

民もこんなことをしてくれているんだなということが分かりやすいなと思いますけども、今の

教育長のお答えでよく分かりましたので、これからもよろしくお願いしたいと思います。 
 では２点目の質問です。 
 今、医療費とか介護の増加が問題となっていますが、医療費を抑えるための町としての対策

を聞きたいんですけども、実際、病気になるとか介護状態になる。それに対する対策というの

はかなり進んでいるんだなと思います。ですがその医療費とか抑えるためには病気にならない、

介護にならないというような取り組みが非常に重要ではないかなと思います。私も２０２５年

には７５、そういう団塊の世代ですけども、その１０年後に自分が介護にならないために、で

は何をするかというときにこういうような生活、こういうような生活の考え方、食事、運動と

かを例えば教えてくれる場がある。その生活習慣を変えてもらえるような情報を出してもらい

たいというように思いますけれども、町での今の取り組みについてお聞きいたします。 
〇議長（河井淳君） 

 福祉保健課長。 
〇福祉保健課長（穂坂桂吾君） 

 日本人の平均寿命は世界のトップクラスを維持しているところですが、その中身と申します

か、介護を受けずに自立した日常生活を送れる期間、いわゆる健康寿命の長さが重要となって

まいります。本町では平成２５年度に第２次健康増進計画を策定いたしました。この計画を着

実に推進することによって、身延町民の健康寿命の延伸が実現されるよう努めてまいりたいと

考えております。 
 そこでまず健康づくりに関わる取り組みについてですが、健康増進計画策定時に引用した

データですけれども、平成２５年３月の本町の国民健康保険の診療内容から疾病中分類別の件

数を見ますと第１位が糖尿病、第２位が高血圧性疾患、第３位がその他内分泌、栄養および代

謝疾患となっておりまして、すべて生活習慣病でありました。そこでこの生活習慣病の発症予

防と重症化予防の観点も含めまして各種健診の受診率向上に力を入れるとともに、健診結果説
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明会等を通じまして生活習慣の改善等を促すなどの個別の保健指導や、またガン検診の結果、

要精検となった方に対する精密検査の受診勧奨などの取り組みを通じまして病気の早期発見・

早期治療に結びつけるよう努めているところであります。 
 今、申し上げたものにつきましては成人期、高齢期を対象とした取り組みですが乳幼児期か

ら良い生活習慣を身につけることも重要となってまいります。そこで子どもに対する健診等の

各種事業の場を通じまして栄養、食生活、休養、歯や口腔保健の重要性、それから喫煙や飲酒

の弊害等につきまして啓発をするなど、子どもの親世代の健康意識を高める取り組みも推進を

しております。 
 次に介護予防の取り組みについてでありますけども、私ども若返り教室と呼んでおりますが

筋力向上トレーニング、それから生きがいデイサービスを利用している方を対象としました転

倒予防、栄養改善、口腔機能の向上などの各種教室、また集落へ出張して実施をいたしますシ

リーズ介護予防講座、また認知症予防としての脳力アップ教室などに取り組んでいるところで

あります。 
 高齢者がいつまでも元気で自立した生活を送るためには介護予防が重要でありますが、今申

し上げたような役場主導の事業展開には限界を感じておりまして、今後の介護予防をさらに充

実・発展させるためには住民主導の取り組みが必要であろうと考えております。そこで今後、

町ではすでに触れさせていただきましたが、先進自治体で実施して介護予防に大変効果を上げ

ているいきいき１００歳体操を取り入れていきたいと考えています。この体操は地域住民自ら

が主体となって実践していただくことを想定しています。集落などの身近なところに会場を確

保していただき、仲間を募って週１回この体操を継続していただくことで介護予防につなげる

というものなんですが、体操による効果とともにもう１つの効果として期待していることがあ

りまして、それは町の中央ではなくて歩いて通える距離に定期的に人々が集う場が確保され、

しかも顔なじみの関係であれば閉じこもりがちの人や要介護認定者も誘っていただけるかもし

れません。役場がお膳立てをするものではありませんから、住民の主体的な取り組みの中に高

齢者が生きがいや役割を持って生活できる居場所や出番が生まれるということです。このいき

いき１００歳体操は、住民の自発性を待つ要素が大きいために息の長い取り組みが必要になる

と予想しておりますけれども、この体操が町内に広く普及できるように今後力を注いでいきた

いと考えております。 
 以上で説明を終わります。 

〇議長（河井淳君） 
 田中君。 

〇３番議員（田中一泰君） 
 長々といろいろな取り組みをしていただいているなということがよく分かりました。先ほど

も言いましたように問題なのは、なかなか参加してもらえないという実情があるわけですけど

も、そういう意味で役場が出ていかないとならないかなという、ある程度の形ができるまでは

やっぱりそこを引っ張っていかないとならないかなというふうに思いますので、努力をお願い

したいと思います。 
 もう１点ですけども、実際に病人の世話をしたり、介護の世話をしている人たちに対する支

援体制ですけども、一番大変なのはやっぱりそういう介護、病人の世話をしている人たちだと

思うんですよね。そこのところをフォローする。結局、悩みごととかが当然あるわけですけど
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もそういうものを聞いてあげる場面、そしてそれに対する対策とか考え方、それを知ることに

よって支えられていく、安心して介護を続けていけるということもありますけども、そういう

ものの取り組みについて町として今、行っていることがあるか、それともこれから行う予定が

あるのかそのへんをお聞きいたします。 
〇議長（河井淳君） 

 福祉保健課長。 
〇福祉保健課長（穂坂桂吾君） 

 現に在宅介護を実践されている介護者、あるいは今、もしくは近い将来、家族の介護が現実

の課題となろうとしている方など、そういった方々に対する支援も大変重要であると認識をし

ています。本町では福祉保健課在宅支援担当に介護保険法に規定された地域包括支援センター

の機能を持たせておりますが、このセンターが担うこととされた業務の１つに高齢者に関わる

総合相談事業があります。高齢者の心身の状況や生活実態、必要な支援等を幅広く把握し地域

における適切な保健、医療、介護、福祉サービス、その他関係機関や各種制度の利用へつなげ

るというものであります。これは介護を受ける高齢者はもとよりですが、介護者への支援も含

めまして高齢者に関わるさまざまな課題には、この地域包括支援センターを相談窓口として対

応をさせていただいておるところであります。 
 また在宅で家族の介護をされている方に対しましては、心身のリフレッシュを図っていただ

くことを目的に介護者の交流会を開催しております。在宅介護の状況は人それぞれであります

が、お互いの情報交流を通じまして当事者同士の共感も育まれ、介護者の精神的な癒しにもつ

ながっていると評価をしております。そのような事業もございます。 
 このほか福祉保健課では、認知症サポーター養成講習事業にも取り組んでいるところであり

まして、この事業はより多くの町民の皆さまに認知症について理解を深めていただき、身近に

いる認知症の方が地域で安心して暮らせるよう見守っていただきたいとの趣旨で開催をしてお

りますが、ご家族に予期していなかった認知症状が出現したとき、どう対処していいか困惑す

ると思われますが、このような講習会に参加していただくことも１つの支援策として有効であ

ろうと思っております。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 田中君。 

〇３番議員（田中一泰君） 
 ありがとうございます。こういう取り組みは、たしかに今やっていただいているということ

なんですけども、こういうものって継続して、やっぱり回数を多くしていかないと対象者って

増えていかないと思うんですよね。だから今、どういう間隔でやっているのか分からないんで

すけども、ある程度、だからひと月に１回はそういうことが行われているような形で、回数を

多くして参加者を増やすという努力をしてもらいたいと思います。 
 次に３番目に移ります。 
 今回もたくさん中部横断自動車道について出ていますけども、２９年度に中部横断自動車道

が開通するということになりますと願わくは観光客の増加を期待するわけです。その中で自動

車とか観光バスが増えてくる。それに対する対策をしていかなければいけないというように思

います。特に現状では身延門内の道路事情を見ますと狭くて大型バスが今、日によっては１０台
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以上、１３台、１４台とかというふうに入ってくる状況にありますけども、狭い状態で非常に

歩く人には危険な状況があります。そして下部温泉なんかを見ても温泉の上のほうには大型が

入れないというような状況がある中で、駐車場も決して多くなく不足している状態であります。

そういうことを改善して観光地としての環境をつくっていくということが必要ではないかとい

うように思います。それはやっぱり一度にできることではないんですけれども、そういうもの

を目指して順次そういう環境をよくしていくことを求めます。 
 そして例えば門内に昭和通りという裏の川沿いの通りがありますけども、あそこも非常に狭

いんですけどもなんとかぎりぎりの状態でバスが通ったりしています。それを考えますと、あ

の道を広げてそして大型は裏を通すと。そして表はもっと自由に安心して歩けるようにすると

かという対策を講じる必要があると思うんですけども、町ではそういう道路状況を改善する、

駐車場を増やすというようなことについて考え方はどうでしょうか。 
〇議長（河井淳君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 お答えをいたします。 
 身延の門内地区は重要な観光地でもあります。一部、景観形成重点地域にも指定をされてお

ります。中部横断自動車道開通を見据えた中部横断道沿線地域活性化構想が平成２１年３月に

発表され、その中にも身延山周辺の山道等のインフラ整備、年間１３０万人の身延山訪問者を

地元の活性化につなげる取り組みの検討が明記されているところであります。この構想を受け

て平成２１年５月から平成２２年２月までの間、県、町、門内地域活性化委員会の三者による

話し合いが行われました。 
 結論から申し上げますと２点あります。１点目は県道の交通容量の確保です。県道の交通容

量を増やすためには拡幅が必要となりますが、地域的な制約から用地買収後の残存地における

商店の再建は困難であるため現道拡幅はしない。商店街を迂回する、先ほど田中議員がおっしゃ

いました身延川沿いの町道昭和通り線にバイパス機能を持たせることとする。ただし、町道全

線を２車線に拡幅するためには同じく多くの家屋移転が必要となります。地形的な制約から当

地域からも移転をするしかなく集落が寂しくなる、なくなってしまう問題もございます。よっ

て１．５車線整備で考えることとし待避所間隔や見通し等を考慮して考える。 
 ２点目は門内商店街の活性化として景観の整備でございます。上町２０軒が山梨県景観事業

モデル地域に指定され平成２５年、２６年度に集計整備事業を行いました。また平成２６年度

より電線の地中化工事が始まり今年度、県道は県で、町道は町でそれぞれ工事を行うこととし

現在その準備をしているところでもあります。 
 町道の１．５車線化は電線地中化事業の推進を見ながら、また用地の提供という問題もあり

ますので、地元と協議をしてまいりたいと考えているところでもございます。 
 防災の観点からも有効との質問でございますが、河川としての境界は身延川左岸天端がこれ

に当たると思います。仮に身延川が氾濫し町道に被害を及ぼすようなことが発生するならば、

この境界に氾濫防止の対策を講ずる必要がありますので、町道の拡幅と河川の氾濫防止は別に

考えなければならないと、こういうようにも思っているところでございます。 
 以上でございます。 
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〇議長（河井淳君） 
 田中君。 

〇３番議員（田中一泰君） 
 ありがとうございます。順次そういうことで環境に対しても取り組みを続けていってほしい

と思います。できるならば、これから先のことを考えると例えば１０年２０年先、その先のこ

とを考えても身延町が存在していくために、そういう改革を積み上げていくということが大切

ではないかなというふうに感じます。 
 そして関連するんですけども、観光地ということで今言われたように景観が大切ですよね。

そういう中で廃屋が目立ちます。防犯、防火の面からも廃屋について対策が必要ではないかと

思います。個人の持ち物ですからいろいろと制約はあるわけですけども、そういう実際にもう

住んでいない、もう壊れかけているようなところを取り壊しとか更地化、そしてまた今、平地

の少ない身延の中では有効利用する促進が必要であると考えますけども、それについての取り

組みについてお答え願いたいと思います。 
〇議長（河井淳君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 その前に、先ほど田中議員さんの質問の中で下部温泉地区などの道路が非常に悪い。そして

まわるところがない。こういうことの質問をいただきましたが、先ほどお話をいただいたとお

り災害に遭って、今、家が建っていない部分につきましては下部の皆さんと有志の皆さんが大

変力を入れていただいてそこをお買いになって、そこを大型のバスの駐車場にすると、こうい

うことで地域の皆さんが大変力を入れていただいている、こういう事例もございますので身延

もぜひ地域の皆さんによろしくお願いをしたいと思います。 
 それでは、ただいまの質問にお答えをしたいと思います。 
 空き家等の対策の推進に関する特別措置法が平成２６年１１月２７日に公布をされました。

住民に最も身近な行政主体であります私ども町が空き家等の状況を把握することが可能な立場

にあるわけでございまして、地域の実情に応じた空き家等に関する対策の実施主体として位置

づけられたところでもございます。 
 空き家対策の基本的な考え方といたしましては、適切な管理が行われていない空き家等がも

たらす問題を解決するためには、法において行政主体の責務に関する規定の前に空き家等の所

有者等は周辺の生活環境に悪影響を及ぼさないよう空き家等の適切な管理に努めるものとする

と規定されており、空き家等の所有者等が自らの責任により的確に対応することが前提となり

ます。市町村の役割としては、空き家の調査を通じて各市町村内における空き家等の所在およ

び状況の実態把握および法に基づく空き家等対策計画の作成を行い各地域内の空き家等、その

跡地の活用方策についても検討をすることとされてございます。本年度、身延町空き家等情報

台帳整備業務委託が発注をされており、この台帳の整備が済んだ時点で県の指導を受けながら

所有者、地元、町が対策計画を話し合う場を設ける方向で進めていきたい、こういうようにも

考えているところでございます。 
 以上でございます。 

〇議長（河井淳君） 
 田中君。 
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〇３番議員（田中一泰君） 
 ありがとうございます。そういうことで今、全国的に見ても空き家対策というのが必要になっ

ているようですけども、身延町でも率先して対策を講じてもらいたいと思います。 
 それでは４番目の質問をします。 
 現在、山梨県でもエネルギーの自給自足を目指す計画が進められています。町としても地元

の豊富な資源を生かし、エネルギーの自給自足を目指し取り組んでいく必要があるのではない

でしょうか。この身延町でも考えてみますと、まわりを見ますと本当に山ばかり。そして現在

はなかなか木の需要も少なくということで手が入っていない。本当に荒れている状態が見受け

られます。そのためにもこの資源を生かしまして最近あります木質バイオマス発電、そしてあ

とはこの地域では川原もありますので尾白川に造ったような小水力発電、そして太陽光発電な

どの可能性があると思います。現在のような手付かずの山林の整備、間伐をすることによって

山に人が入り鳥獣害の緩和も期待できるんではないか。そして間伐の発電ということで新しい

雇用がつくれるのではないか。そして自分たちの資源を使いながら発電するということは地域

の資源が地域に還流していく。そういう効果もあるように思います。そういうことも考えまし

て、今、町でそのエネルギーについて太陽光なんかの取り組みがあるようですけども、今の現

状を聞かせていただきたいと思います。 
〇議長（河井淳君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 この回答につきましては、担当課長にいたさせますのでよろしくお願いいたします。 
〇議長（河井淳君） 

 環境下水道課長。 
〇環境下水道課長（深沢香君） 

 お答えいたします。 
 本町におきましては、平成２３年２月に身延町地域新エネルギービジョンの策定を行いまし

た。この中で循環型社会の構築に向けた施策を確実に進めるため太陽光発電、バイオマス、小

水力発電等の新エネルギーの検討を重ね、基本方針をもとに今後の方向性として本町の特性を

生かし環境に負荷がなく各家庭で実践できるものとして太陽光エネルギーの普及、推進を図る

こととし平成２４年度から住宅用太陽光発電システム設置費補助金交付要綱により普及、促進

をしているところでございます。 
 これまでの実績につきましては平成２４年度３８件、平成２５年度１５件、平成２６年度

１５件、今年度は８月末現在６件であり計７４件でございます。補助単価は一律５万円であり

ます。また昨年度、身延福祉センターの屋上に防災拠点等への太陽光再生可能エネルギー設備

の設置事業も行ったところでございます。町とは別に、昨年９月に山梨県企業局が小水力発電

モデル施設の県内４例目の事業として、身延町大城川砂防ダムの流水を利用した大城川発電所

を建設いたしました。ここで得られる電力は４９キロワット、年間３７万５，１００キロワッ

トで一般家庭１００軒分が１年間に消費する発電が可能とのことであります。しかし本年４月

の大雨で土砂が水車に流入、現在は停止状態となっており、１０月ごろ復旧の見通しでありま

す。自然を利用する反面、自然に影響される一面をも持っております。 
 なお本町の森林、林業、木材産業の再生とエネルギーの地産地消の実現につきましては急峻
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な地形からの間伐材の収集、運搬コスト、加工施設の建設コスト、稼働コスト等の経済性等を

十分に考慮しながら今後も調査・研究をしてまいりたいと考えておりますので、ご理解のほど

をお願い申し上げます。 
〇議長（河井淳君） 

 田中君。 
〇３番議員（田中一泰君） 

 ありがとうございます。太陽光発電も順次増えているんですけども、今の報告でありますと

ちょっと足踏み状態かなというような感じもいたします。実際に太陽光で考えれば今言われた

福祉センターへ付けたと同じことで、この役場の屋上も空いていますのでそういうようなもの

も十分活用できるのではないかなと思います。 
 そして先ほど言いましたように、木質バイオマスを使うということはいろんな面で効果が循

環していくんですよね。山がきれいになる。そしてそれをほかの間伐とかする仕事もできる。

そして発電ができればその発電、極端に言えば今の発電というのは私たちが使っている電気は

東電にみんなお金がいっていると。それが自分たちで発電できるということになれば自分たち

がエネルギーをつくり出すというようなこと、そういう自分たちの持っている資源を生かして

いくという考え方が本当にこれから必要ではないかなというように思いますので、今、深沢課

長が言われたようにその可能性をしっかり検討しながら、今、本当に木質バイオマス、ほかの

ところでもやっています。そして最近では大月でも１００億円ぐらいかけて造ったというよう

な事例もあります。たしかに問題もいろいろあるんですけども、それができたら本当に１つの

産業が身延の中に起きてくるというように私は考えていますので、ぜひ大変なことだというこ

とは分かりますけども、これからも検討を重ねていってもらいたいというように思います。 
 以上で私の質問を終わります。 

〇議長（河井淳君） 
 田中一泰君の一般質問を終わります。 
 以上で本日の議事日程はすべて終了しました。 
 これをもちまして、本日は散会といたします。 

〇議会事務局長（中村京子君） 
 相互にあいさつを交わします。 
 ご起立願います。 
 相互に礼。 
 お疲れさまでした。 

散会 午後 ４時２０分 
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１．議事日程 
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日程第８ 議案第８５号 平成２７年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第

２号） 
日程第９ 議案第８６号 平成２７年度身延町介護保険特別会計補正予算（第２号） 
日程第１０ 議案第８７号 平成２７年度身延町介護サービス事業特別会計補正予算

（第１号） 
日程第１１ 議案第８８号 平成２７年度身延町簡易水道事業特別会計補正予算（第

２号） 
日程第１２ 議案第８９号 平成２７年度身延町農業集落排水事業等特別会計補正予

算（第１号） 
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４．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 
（２１人） 
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議会事務局長 中 村 京 子 
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開会 午前 ９時００分 
〇議会事務局長（中村京子君） 

 おはようございます。 
 相互にあいさつを交わします。 
 ご起立願います。 
 相互に礼。 
 （ あ い さ つ ） 
 ご着席ください。 

〇議長（河井淳君） 
 本日は大変ご苦労さまです。 
 それでは出席議員が定足数に達しておりますので、直ちに会議を開きます。 
 本日は、議事日程第３号により執り行います。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第１ 諸般の報告を行います。 

 本日の説明員として地方自治法第１２１条の規定に基づき、出席通知のありました者の職氏

名につきましては、一覧表としてお手元に配布したとおりです。 
 本日は質疑の日程になっております。 
 認定第１号、議案第８０号から議案第８３号については各委員会に付託を予定しております

ので質疑は大綱のみに留めてください。 
 以上で諸般の報告を終わります。 
 日程第２に入る前に深沢環境下水道課長から発言の申し出がありましたのでこれを許します。 
 環境下水道課長。 

〇環境下水道課長（深沢香君） 
 大変貴重な時間を申し訳ございません。 
 ９月３日の本会議におきまして、農業集落排水事業等特別会計補正予算（第１号）の詳細説

明において、歳入の６ページでございますけども２款１項１目１節上之平農業集落排水事業繰

入金５万７千円を公債費に充てるところを消費税と間違えて説明してしまいました。訂正をお

願い申し上げます。誠に申し訳ございませんでした。ありがとうございました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第２ 認定第１号 平成２６年度身延町一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定についてを

議題とします。 
 認定第１号の質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑なしと認めます。 
 以上をもって、認定第１号の質疑を終わります。 
 ただいま議題となっています認定第１号については、委員会条例第５条の規定により議長を

除く議員全員で構成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託の上審査したいと思います。 
 これにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
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 異議なしと認めます。 
 よって認定第１号 平成２６年度身延町一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定については、

決算審査特別委員会を設置し、これに付託の上審査することに決定しました。 
 ここで委員名簿を配布します。 
 （名簿・配布） 
 お諮りします。 
 ただいま設置された決算審査特別委員会委員の選任につきましては、委員会条例第７条第

３項の規定によって、お手元に配布した名簿のとおり指名したいと思います。 
 これにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、決算審査特別委員会の委員は名簿のとおり決定しました。 
 なお、決算審査特別委員会の委員は正副委員長の互選を行いますので議員控え室にご参集く

ださい。 
 ここで暫時休憩といたします。 
 再開は９時１０分といたします。 

休憩  午前 ９時０５分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開  午前 ９時１０分 
〇議長（河井淳君） 

 議事を再開します。 
 それでは決算審査特別委員会の正副委員長の報告をお願いしたいと思います。 

〇１３番議員（野島俊博君） 
 それでは私のほうから報告いたします。 
 別室でもって決算審査特別委員会正副委員長の選任をいたしました。慎重審議の結果を報告

いたします。 
 委員長には川口福三議員、副委員長には草間天議員でございます。 
 以上、報告といたします。 

〇議長（河井淳君） 
 決算審査特別委員会委員長に川口福三君、副委員長に草間天君が互選されました。 
 なお議案付託表、日程等については配布のとおりです。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第３ 議案第８０号 身延町特定個人情報保護条例の制定について 
   日程第４ 議案第８１号 身延町交通安全指導協力者災害見舞金支給条例の一部を改正する条例

について 
   日程第５ 議案第８２号 身延町手数料条例の一部を改正する条例について 
   日程第６ 議案第８３号 身延町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担額等

に関する条例の一部を改正する条例について 
 以上の４議案は条例案でありますので、一括して議題とします。 
 議案第８０号から議案第８３号までを一括で質疑を行います。 
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 質疑はありませんか。 
 芦澤君。 

〇６番議員（芦澤健拓君） 
 議案第８０号 身延町特定個人情報保護条例の制定について質問いたします。 
 これはマイナンバーと言われる制度を実施するための条例でございますけども、当然、町民

課が所管課ということで進めていくことになると思いますけども、町民課のほかにこのマイナ

ンバーを管理すると言いますか、使用すると言いますか、そういう所管課があれば教えてくだ

さい。 
 それから第２条の定義で実施機関とあります。身延町個人情報保護条例第２条第１号に規定

する実施機関とありますけども、これは具体的には、今の質問と重なるかもしれませんけども

具体的にはどこが実施機関ということになるのか。 
 それから企業の対応とか町の対応、大変、日程的に厳しいものがあるような気がしますけど

も１０月５日の施行で実施日がいつになるのか。施行の日にもうすでに実施するということで

はないと思いますけども町の対応は十分にできているのかどうか。 
 それからこのマイナンバーを施行する前に、社会保険庁の情報漏洩問題等がございましたけ

れども、一切無視してこれをやっていくということでございますけども、このマイナンバーに

関していろんな情報が１つの、１２桁の番号すべてに乗っかってくるわけですけども、この漏

洩を防ぐ手立ては万全なのか。その点についてお伺いいたします。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 総務課長。 

〇総務課長（樋川信君） 
 今回の特定個人情報保護条例の関係は社会保障、税、災害対策の関係というようなことで税

務課、町民課等が関わっているものでございます。 
 あと定義の第２条の実施機関でございますが、これにつきましては個人情報保護条例の中に

実施機関、第２条、謳ってございます。町長、教育委員会、選挙管理委員会、公平委員会、農

業委員会、固定資産評価審査委員会、監査委員および議会を指すものでございます。 
 施行につきましては、すでに平成２５年の３月に法令が国で決まりまして、それから今年の

１０月１日までその間、準備期間ということであったわけですが、本条例を制定するにあたっ

て基本的な考えはまだその時点からなかったということで、今年７月に準用的なものが、条例

が出されてきたということで、もうすでに１０月５日が国で施行するということで決まってお

りますので、それに併せて１０月５日というような形でしてございます。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 政策室長。 

〇政策室長（佐野文昭君） 
 マイナンバーの防ぐ手立てという形でのご質問でございます。 
 国では社会保険庁の情報漏洩があったということで、現在それを抜きにやりますということ

でやっております。 
 町としての情報漏洩の対策という形で、ちょっとご説明をさせていただきます。 
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 町では番号制度の検討本部を立ち上げております。それは町長を筆頭に課長がなっておりま

す。その下に番号制度プロジェクトチーム、関係する課長、担当リーダーが入りまして検討課

題に対処しております。そしてなお、そのまた下に番号制度のワーキンググループという形で

各分野別に課長、担当リーダー、担当が入っておりまして、実際行っていく分野としましてワー

キンググループは個人情報の保護という形でやります。そして個人番号通知発行に関しては町

民課という形です。そして社会保障、税、災害分野という形で総務課交通防災をはじめ各分野

があります。そして情報システム分野としまして計算センターに中に入っていただきまして政

策室が中心となり、やっております。一応そんな状況であります。 
〇議長（河井淳君） 

 芦澤君。 
〇６番議員（芦澤健拓君） 

 所管課は町民課と税務課が主にこのマイナンバーを使用してやるということになるんでしょ

うけども、今の政策室長のご答弁のように漏洩を防ぐ手立てとかいろんな問題については全町

と言いますか、町を挙げてやっている、役場を挙げてやっているというふうな感じだと思うん

ですよね。これ実際にマイナンバーが使われ始めたらおそらくいろんな問題が出てきて、この

条例に書かれているような、ずっと中を見てみましたけども、いろんな問題が含まれている中

で本当にうまくいくのかなと、そういう疑問があります。 
 先ほど町の対応は万全であるかというか、すでに全部、完全に終わっているのかどうかにつ

いてお聞きしたんですけども、今のワーキンググループですとかそういうところで話し合った

結果で万全ですよと言えるのかどうか、その点についてもう一度お願いします。 
〇議長（河井淳君） 

 政策室長。 
〇政策室長（佐野文昭君） 

 まだまだ職員も１０月に向けて勉強会等を開いておりますが、すでに全職員を対象としまし

て社会保障税番号制度の説明会を１回行いました。 
 なお、今月１６日に第２回目ということで番号制度をもっともっと、今度使用する立場、職

員も当然使用する立場になりますので、使用する方法等を具体的に勉強会をやっていくという

ことで進んでおります。 
〇議長（河井淳君） 

 芦澤君。 
〇６番議員（芦澤健拓君） 

 今まだ勉強会の途中というふうな感じで、万全であるのかどうかということに関しては

ちょっと疑問があるような気がします。行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号

の利用等に関する法律という、いわゆる番号法というものが施行されて、当然、地方自治体の

負担が大きくなる。そのほかに総合戦略とかいろんなことで今、国は地方に負担をたくさん求

めていますよね。そういう中での番号制の、マイナンバー制の実施なんですけども、こういう

ことについて非常にご苦労ではあると思いますけども、万遺漏なきようお努めいただいて情報

の漏洩等にならないような形をぜひお願いして質問を終わります。 
〇議長（河井淳君） 

 ほかにありますでしょうか。 
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 渡辺君。 
〇１１番議員（渡辺文子君） 

 マイナンバー制度なんですけれども、内閣府がマイナンバー制度の内容を知らない人は５６．

６％に達したという発表をしました。本町でも町長の行政報告でもありましたけども広報に

４回載せたというような報告がありましたけども、やっぱり何回載せても住民の皆さん分から

ない。実際１０月５日施行だから、それから番号カードというものが来ますけど、半分以上の

方が分からない。本町にしたら私もっと分からないという人たちが多いんではないかなという

ふうに思うんですね。そういう方たちに対して、番号カードが来たけどどうしたらいいのかと

か保管もすごく大切ですよね。１２桁の自分の番号が書いてあるわけですから。そういうこと

がちゃんと管理ができるのかというのがちょっと心配なんですけども、そのへんの対策。行政

としての窓口の対策とかというのは準備されていると思うんですけど、住民周知という点です

ね、そういう点ではなかなか広報に載せただけでは無理があるんではないかなというふうに、

理解もできないし、そういう点ではすごく不安もあるし、具体的にいっぺんにカードを配送す

るのも大変だみたいな話もあったんですけれども、そういう意味での住民周知に対する準備状

況ですね、それについてはどういうふうにお考えということですか、よろしくお願いします。 
〇議長（河井淳君） 

 町民課長。 
〇町民課長（望月由香里君） 

 今回、５年に一度の国勢調査があります。どうやって住民に知らせていこうかということを

いろいろ考えたんですが、この国勢調査の調査員は役場の職員が主です。また役場のＯＢが主

ということでよく地域を知っているということで、その方たちに協力していただいてチラシを

作りました。いろんなことを書くとまた読まないという形になるので、とりあえず１０月５日

以降マイナンバーカードが届きますので大切に保管をしてください。中を確認してください。

不明な点があれば本庁、両支所の電話番号が書いてありますのでそこに連絡をしてくださいと

いう方法を取って、歩く職員にもマイナンバー制度が分からないと困るので９月１６日に専用

に研修会をして説明ができるようにということもやろうと計画しています。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 渡辺君。 

〇１１番議員（渡辺文子君） 
 分かりました。そういうことで職員がそういう折に説明ができるということで、それは良い

方法だなと思うんですけども、なるべくやっぱりいろんな方に周知できるようにということで、

国会で決まってしまったので、これは。私は反対ですけどもやらざるを得ないと。町の立場も

分かりますので、なるべく皆さんにきちんと周知をしていただきたい。 
 それからもう１点はマイナンバー拡大法がつい先日ですよね、決まって、年金情報の流出の

反省もないままに個人の預金とか、それから特定健康情報なども対象にするという、施行もさ

れていないのにこういうことが決まってしまった。それはこの条例には出ていないと思うんで

すけども、今後そういういろんな個人情報がその中に入ってくるとなると本当に大きな、それ

を狙う人たちにとったらすごく良いビックチャンスということで、それに対する警戒もかなり

やられているということも聞いているんですけども、先ほど住民にこれは大切なものだから
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ちゃんと保管というふうにおっしゃったけども、やっぱりそれを持ち歩かなければ駄目という

部分も、使えない部分もありますので持ち歩いてなくしてしまったり、そうすると今回の条例

で５００円かかりますよみたいな、だんだん負担も多くなっているような気がするんですね。

そういう意味では本当にきちんとした対策、それをしていかないと住民にとって私は良いこと

は全然ないというふうに思うので、もうちょっとそういう対策をきちっとしていくようなこと

を、オレオレ詐欺にしてもだんだん巧妙になっていくと同じように、だんだんそういう面では

エスカレートして、いい餌食になってしまうような気がするんですけど、そういうことに関し

ても対策をきちんとしていかないと住民が大変な思いをするんではないかなというふうに思っ

ているんですけど、そういう点についてはどうなのか。その拡大法はこれには入っていないと

いうことで理解をしてよろしいですか。それと５日以降にカードを発行するということで理解

をしていいですか。 
〇議長（河井淳君） 

 町民課長。 
〇町民課長（望月由香里君） 

 この個人情報の漏洩ということなんですけども、この個人番号カードには個人の所得情報と

か健康情報というのは、基本的にはプライバシー性の高い個人情報は記録されないようになっ

ています。個人番号カードに記載されるのは本人の基本情報、名前、生年月日、住所、男女の

別、それにマイナンバーという形になるので、いろんなところと連携するからといって税の情

報がこの個人番号カードを紛失したことによって漏れるということはないです。 
 それから万一紛失、盗難した場合については２４時間３６５日、専用ダイヤルというのがあ

りまして、それで対応するような形にはなっています。 
 あと今度から通知カードもそうですが、個人番号カードもそうですが転入転出の際に免許証

のように住所の裏書きをするような形になります。どうしても高齢者の方でも役場に来るとき

には持ってきていただくような形を取るようなことになると思います。また後期高齢者とか申

請書にもマイナンバーの番号を記載するような形に順次なっていくと思いますので、今の段階

ですと、まだそこまで広がっていないんですが順々に番号を使う機会は増えていくと思います。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 ほかに質疑はありますか。 
 松浦君。 

〇７番議員（松浦隆君） 
 今のお話がありまして、同僚議員からの質問を聞いていてちょっと思ったんですが、問題は、

一番は計算センターで管理するということなんですが、計算センターのセキュリティーの問題

ですね、このへんがどのようになっているのか。年金機構も、あれだけのものも結局漏れてし

まったわけですよね。流出して今、大きな問題になっているわけですけども、その点の、確実

ということはないんだろうと思いますけども、そのへんの計算センターとのセキュリティーの

あり方、町が把握しているのかどうか。またそれは確実なものなのかその点と、それから先ほ

ど来、同僚議員が質問していました何かに利用される問題があるんではないか。それで周知が

徹底しないというところがあったんですが、その運用の仕方、もしくはナンバー制、マイナン

バーの形でのこういうものだという周知はたしかに大事なんですが、個人番号のみという先ほ
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ど町民課長が話をしておりましたけども、今の犯罪ですね、例えばオレオレ詐欺なんかもそう

ですが、基本的には自分の口座番号をみんな持っていて、それでそんなのは自分で口座番号を

やって金を引き出して渡さなければできないわけなんですけども、そうは言っても手口が巧妙

になってそういうことをやっているわけですね。今、実際に犯罪としてあるわけですよ。だか

らこういうマイナンバーに関連した犯罪も、今後本当に巧妙になっていって出てくる可能性が

あると思うんです。ですからその周知の中にやはりこういう犯罪も可能性がありますよ、例え

ばマイナンバーを使ってこういうことも可能性がありますよみたいなそういうところでの、で

すからこういうふうに気をつけていただきたいみたいなことも必要だと思うんです。なぜかと

言いますとやはり本町に関しては特に高齢化が進んでいるわけですから、パソコン、それから

そういうＩＴの関係のことが実際にも分からない方がほとんどなわけですね。その方々が何に

どういうふうに利用されて、どういうふうな犯罪に巻き込まれる可能性というものもあるわけ

ですね。そのへん本人が分かっていなければ、やはりやすやすと番号を教えてみたり、それを

もとにして、ただ番号は個人情報の男女別だとか生年月日、名前、そういうことが書いてある

だけだからということではなくて、その先を想定したことも必要なんではないかと思うんです

が、その点についてその２点をお伺いします。 
〇議長（河井淳君） 

 政策室長。 
〇政策室長（佐野文昭君） 

 計算センターと言われましたが、先ほど私が言った計算センターというのは計算センターと

して、町の職員のセキュリティーに対するアドバイザーという形で入っていただきます。マイ

ナンバーにつきましては峡南は計算センターにもサブサーバーがありまして、そこから国のこ

ういうメインの機関にいきます。ただしそこは、先ほど町民課長が言いましたとおり、全部が

そこに情報が集中しているわけではありません。そこを経由して、また総務省なりいろんなと

ころへ入っていくという、入るための番号という形になっております。職員もそこへ侵入する

には個人の情報、職員、誰が入ったかというのも全部記録として残りますし、職員自らセキュ

リティーをちゃんとしていかなければ駄目だという形になっていますので、そのへん計算セン

ターというのがそういう存在になっているということでお願いをしたいと思います。 
 利用される問題だと思います。国ではやはり番号制度番号制度というふうに制度のほうを

言っていないのが実情でございますので、やはり今言われたとおり犯罪は当然狙っている方も

いると思います。ですがそのへんを、普段使わないものであればいいんですが、これはどうし

ても税金の申告とか身に付いた番号に、１２桁、赤ちゃんから年寄りまで全部が使う番号にな

りますので、そのへんにつきましても町で調べまして、そういう情報等を流してもいいのかな

と思います。ただ単に恐怖だけ与えても困るんですが、使い方というような形でＱ＆Ａみたい

な形で出してもいいのかなというふうに思っています。 
 以上でございます。 

〇議長（河井淳君） 
 松浦君。 

〇７番議員（松浦隆君） 
 すみません、僕、計算センターということをちょっと勘違いしましたけども、そうすると管

理は基本的にはサブサーバーは計算センターに置いてあるけども、実際はここでやるというこ
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とですね。ここで管理するということですね、町で。そうすると年金機構もそうだったんです

が、今おっしゃったように自分のカードなりなんなり誰が開いたか、誰がそのデータを見たか

ということも全部出るんでしょうけども、それはもう年金機構でもそうでしたよね。ただ年金

機構の場合、サーバーかなんか等の間に抜け道みたいなものがあって、それを個人が打ち込む

ために出して、それがハッカーかなんかでやられたという感じですよね。だからそういうこと

も想定した中で、町の中でもしそういうことがあると大変なことになるので町のシステムのほ

うをしっかりと確認した中で計算センターなりなんなりやっていただいて、今までの事例も含

めてやっていただきたいと思います。その点、大丈夫だと思うんですがどうなんですか。まず。 
〇議長（河井淳君） 

 町民課長。 
〇町民課長（望月由香里君） 

 年金機構の問題とか上田市の度重なるサイバー攻撃で情報が漏れたというのは、基本的に住

民基本台帳も税務システムもそれぞれ独立したもので、外のインターネットとはつながってい

ないものなんです。なのでその機械から情報が漏れるということは絶対ないんですが、その住

民基本台帳システムの中からある部分の住民の情報を取り出して、自分の使っているパソコン

にコピーしてそこでいろんな業務をする。それにパスワードをかけていなかったために漏洩し

てしまったということが原因だったので、今回その関係で国において住基担当の担当者会議が

ありまして、そこに代表で計算センターの所長が行ってきました。それが町に下りてきまして

個人情報のデータの取り扱いということで、今そういう状態にパソコンがなっている人は全部

情報を消すようにということで、そういう個人情報の強いものについてはインターネットとは

離れたパソコンで業務を行うようにということで周知徹底されたところであります。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 松浦君。 

〇７番議員（松浦隆君） 
 うちの町でもネットにつながっていないパソコンを使ってその打ち込みなりなんなり、その

管理なりはネットにつながっていないことでやるということですね。そういうふうに考えてい

いということですね。そうするんですか。しないんですか。 
〇議長（河井淳君） 

 町民課長。 
〇町民課長（望月由香里君） 

 だから今はネットにつながっているパソコンではなくて、閉じられたそれぞれの業務系、住

基は住基のシステムの中で全部作業をするようにということになっています。 
〇７番議員（松浦隆君） 

 ではつなげないということですね。 
〇町民課長（望月由香里君） 

 そういうことです。 
〇議長（河井淳君） 

 ほかに質疑ありますか。 
 深澤君。 
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〇１番議員（深澤勝君） 
 私１点、要望をさせていただきます。 
 マイナンバーの番号カードは１０月５日施行以降、各個人に送付されると。そのあと個人番

号カード、１月から申請をして自分が手に入れると。その個人番号カードがないと、この制度

にはのれないというふうに私は理解しているんですが、個人番号をもらってはじめて各福祉や

医療やそういう部分で通用するというふうに理解しているんですが、そのへんはどうでしょう

か。 
〇議長（河井淳君） 

 町民課長。 
〇町民課長（望月由香里君） 

 個人番号は本人が必要と思う方が申請をするものなんですが、個人番号カードというのは通

知カードと違って顔写真が載ります。そして裏面にはＩＣチップが付いていて電子申請、税務

署へのｅ－Ｔａｘですね、そういうことができるような形になっています。なので必要である

方については作っていただければいいですし、必要なければその通知カードだけでもよろしい

かと思います。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 深澤君。 

〇１番議員（深澤勝君） 
 通知カードだけでそういう行政手続きとかそういう部分もＯＫだと、こういうふうに理解し

てよろしいですか。 
〇議長（河井淳君） 

 町民課長。 
〇町民課長（望月由香里君） 

 それでも大丈夫です。ただ１つ、国が言っているのが今度お勤めをしている方についてはそ

のマイナンバーの番号を事業所に報告しなければなりません。マイナンバーの紙の通知カード

ともう１つ顔付き写真が付いている運転免許証を同時に提出するようにということになってい

るんですが、この個人番号カードを作ればそれが顔写真が付いているので運転免許証代わりに

もなるので、この個人番号カードを１つ提出すればそれで済みますということはいっています。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 深澤君。 

〇１番議員（深澤勝君） 
 では個人番号カードを申請手続きして受領すれば、なお一層サービスに使えると、こういう

ふうに理解いたします。ありがとうございました。 
〇議長（河井淳君） 

 ほかに質疑はありますか。 
 田中君。 

〇３番議員（田中一泰君） 
 このマイナンバーというのは、例えば漏洩してしまったとかというときに変わる可能性があ
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るんでしょうか。それとも一度決まったものは一生使うんでしょうか。 
〇議長（河井淳君） 

 町民課長。 
〇町民課長（望月由香里君） 

 申し出によって番号は変えることができます。 
〇議長（河井淳君） 

 ほかに質疑はありますか。 
 川口君。 

〇１０番議員（川口福三君） 
 この条文の中に審査会への諮問ということで、４０条の中にですね、開示決定等、訂正決定

等または利用停止決定等について行政不服審査会に不服申し立てがあったとき、その最後のほ

うに身延町個人情報保護審査会に諮問、この個人情報保護審査会、これはどんなような構成で

なされて何名くらいでもって組織されているのか分かりますか。 
〇議長（河井淳君） 

 総務課長。 
〇総務課長（樋川信君） 

 構成人員ということでいいですか。 
〇議長（河井淳君） 

 川口君、構成人員ということでいいかということですけど。 
 総務課長。 

〇総務課長（樋川信君） 
 ちょっと資料がありませんので、申し訳ありません、のちほど答えさせていただきます。 

〇議長（河井淳君） 
 川口君。 

〇１０番議員（川口福三君） 
 その委員のほうはともかくとして、この開示決定、それから訂正決定、利用停止、これは内

容的にはどのようなことを指されるのか、詳細が分かりますか。 
〇議長（河井淳君） 

 総務課長。 
〇総務課長（樋川信君） 

 開示して、本人からこれはおかしいんではないかというようなときにそれを審査する機関と。

行政ではなくて、その諮問機関の人たちにこれは本当に開示していいものなのかどうかという

ような判断を下す、そういう機関でございます。 
〇議長（河井淳君） 

 川口君。 
〇１０番議員（川口福三君） 

 その次に訂正決定、利用停止というのがあるんですが。 
〇議長（河井淳君） 

 総務課長。 
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〇総務課長（樋川信君） 
 その申し出、訂正してくださいとかそういう申し出ということですが、それについてもそこ

で審査するということでございます。 
〇議長（河井淳君） 

 ほかに質疑ありますか。 
 （ な し ） 
 ほかに質疑がないので、質疑なしと認めます。 
 以上をもって、議案第８０号から議案第８３号までの質疑を終わります。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第７ 議案第８４号 平成２７年度身延町一般会計補正予算（第３号） 
   日程第８ 議案第８５号 平成２７年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 
   日程第９ 議案第８６号 平成２７年度身延町介護保険特別会計補正予算（第２号） 
   日程第１０ 議案第８７号 平成２７年度身延町介護サービス事業特別会計補正予算（第１号） 
   日程第１１ 議案第８８号 平成２７年度身延町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 
   日程第１２ 議案第８９号 平成２７年度身延町農業集落排水事業等特別会計補正予算（第１号） 

 以上の６議案は補正予算案でありますので、一括して議題とします。 
 議案第８４号から議案第８９号までを一括で質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 芦澤君。 

〇６番議員（芦澤健拓君） 
 議案第８４号の５ページ、繰越明許費、富士見山線だと思うんですけども、災害復旧費２億

５，６００万円。これは今年中には工事ができないので繰越明許になるということだろうと思

いますけども、この工事の始まりと言いますか、いつからどんなふうにかかっているのかとい

うことについて１点お伺いします。 
 それから１４ページの農林水産業費の４目農業土木費の１６節原材料費の農道・用排水路補

修用原材料および資材費、それからその上の１１節需用費の各地区からの要望によって修繕費

５００万円というのがありますけども、各地区で田んぼをやっている人たちが取水口が塞がっ

て困るということで、その取水口の石を取り除いたりすることをやっているわけですけども、

これはそういうものに充てるための予算なのかどうか。 
 それから１６ページ、教育費の、先日の一般質問の中で触れられていたと思うんですが中学

校統合に係る指定制服等購入費補助金８８４万４千円は何人にいくらということをちょっと聞

き漏らしましたので、この点についてお伺いします。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 産業課長。 

〇産業課長（遠藤基君） 
 それでは今のご質問にお答えいたします。 
 最初に５ページの明許繰越費でございます。これはご指摘のとおり林道富士見山線の災害復

旧工事を想定した繰り越しをお願いするところでございます。この工事につきましては、ご覧

のとおり工事費が２億５，６００万円ということですので、この議会で議決をしていただいた
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のちに業者の指名をし入札をして、今度は議会に付して議決をいただいたのちに工事着工とい

うことになります。 
 標準工期を見ましても２億円を超える工事ですので、相当の期間がかかるということで来年

の６月、もしくは７月の頭ぐらいまでにはなんとか終えたいというような工期を定めたいと思

いますので繰り越しをお願いしたところでございます。 
 それから１４ページの６款１項４目農業土木費の関係の１１節、１６節の関係で特に修繕費

の５００万円、補正させていただくわけでございますけども、これは農道・用排水路の修繕と

いうようなご説明を財政課長がしていますし、１６節の原材料につきましても地元の方がこう

いったものを直す場合の原材料ということで当初予算にもすでに支出しておりますので、今後

のことを考えるということで補正をお願いしたわけでございますけども、これは特に１１節に

つきましては区長要望等がたくさんありまして、そのうち実施できるもの、緊急に必要なもの

を主に予算化したものでございます。なおかつ議員さんのおっしゃる取水口のところですね、

特に災害とか大きな雨が降ったときに、予期せぬもので埋まってしまったものについての対応

は１４節のいわゆる重機借り上げで対応しております。この１１節につきましてはすでに何ら

かの、故障があるとか傷んでいるとか支障があるというところで修繕するものでありまして、

若干想定したものもありますけども、今から起きるべきことについての予算ではありません。

今から大きな雨が降ったりして取水口が土砂で埋まってしまったと、そういうことは１４節の

重機借り上げで対応したいと考えております。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 学校教育課長。 

〇学校教育課長（笠井喜孝君） 
 １６ページの教育費の中学校統合に係る指定制服等購入費補助金ですが１３４人に６万６千

円を見込んでおりますので、それを乗じた額８８４万４千円であります。 
〇議長（河井淳君） 

 芦澤君。 
〇６番議員（芦澤健拓君） 

 この富士見山線につきましては、私たちも議員全員で視察させてもらいました。非常に急峻

な地形のところでたぶんあのままでは、また災害が発生するんではないかなというふうな感じ

の場所でした。ある程度、場所が落ち着いてからやるということにもなると思いますので、来

年度にやるということは私たちにも予測がつきます。 
 それから農業土木費の件につきまして１４節で重機借り上げということですけども、これは

毎年おそらくそういう要望というか補助金の要請がきて支給がされていると思うんですけども、

水田をやる人が年々減っているわけですよね。その人たちがなんとか頑張って水田をつくろう

ということに関して、今のところ身延地区では全額ではなくて半額補助だということで、それ

が中富、下部にも広がっていっているという感じの答弁を伺っておりますけども、答弁という

か、この場でやったわけではないので質問してお聞きしているんですけども、本当に今から町

をなんとかしていこうということであれば、そういう水田をやっている人たちをなんとか楽な

形にしてあげたいというのが私たちの要望でありまして非常に、要するに水田をやる人が減っ

てきているということはそれぞれ個人負担が増えているということで、これは私、当然、身延
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地区の人たちは、そういうことにしたからほかもそういうふうにしますよということではなく

て、逆に全体のかさ上げをしてそれぞれ十分に水田がつくれるような補助を出してもらいたい。

これを要望して終わります。 
〇議長（河井淳君） 

 ほかに質疑ありますか。 
 柿島君。 

〇５番議員（柿島良行君） 
 議案第８４号の１１ページ、総務管理費の４目企画費の中の１３節委託料の１６５万３千円

というのがあります。これにつきまして、これは今、販売をしている丸滝宮の前団地の部分の

追加の造成と理解しますが、それでよろしいでしょうか。 
〇議長（河井淳君） 

 政策室長。 
〇政策室長（佐野文昭君） 

 すでに身延町丸滝区内の宮の前団地という形で１９区画販売をさせていただいております。

それの町道を隔てた側にショッピングセンターコマのときの駐車場がありまして、その駐車場

を使っての販売をしていきたいということで今回、補正に出してあります。 
〇議長（河井淳君） 

 柿島君。 
〇５番議員（柿島良行君） 

 今、私が聞いているところによりますと現在販売している宮の前団地１９区画のうち４区画

が販売をされているということでよろしいでしょうか。 
〇議長（河井淳君） 

 政策室長。 
〇政策室長（佐野文昭君） 

 ただいま４区画販売しておりまして２軒居住していただき、もう１軒、３軒目は今、家を建

てている最中、４軒目はまだちょっと手付かずというような状況でございます。 
〇議長（河井淳君） 

 柿島君。 
〇５番議員（柿島良行君） 

 私の中でちょっと販売状況の話を聞いていまして、中にあの分譲地を住居として建てるため

に購入をすると。建てたあとプラスお店をやりたいという人があったと。それで分譲地の申し

込みの部分については、担当課で門前払いでそれは駄目だよということで断られたという話を

聞いております。現在の分譲住宅地は居住専用、なんかそういう住むために家を建てる。だか

ら商売は駄目だよというふうな分譲条件があるということを聞いておりますけれども、中には

購入したい人で例えば美容院なり理容院なりと、あるいは食料品の小さな小売店なりというの

を住居に併設してやりたいという意向はあろうかと思います。この追加で造成する今度、測量

設計の委託料が付いている、新たに造成する予定の分譲地につきましても、区画についてもこ

のへんの条件はまったく同じで、あそこを買った場合に商売はできないということでございま

しょうか。 
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〇議長（河井淳君） 
 政策室長。 

〇政策室長（佐野文昭君） 
 １９区画販売するにあたりまして、身延町としましては定住を第一条件ということで定住し

ていただきたいということで、住居専用ということで募集をかけております。 
 今、言われました向かい側の駐車場になっているところにつきましてのことですが、やはり

私たちのほうにもそういうご相談がありました。町としましては、今やろうとしている地域に

つきましては、店舗併用住宅も可能だということでやっていきたいと考えております。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 ほかに質疑はありますか。 
 渡辺君。 

〇１１番議員（渡辺文子君） 
 議案第８４号の質問をいたします。 
 ９ページで歳入、固定資産税で８５０万円という大きな額の減額ということなんですけども、

これは説明では過疎対策のための固定資産税の免除ということで、そうはいってもかなり大き

な額だと思うんですけども、どういうような事業者へどのくらいの額なのかということで教え

ていただきたいのが１点。 
 それからマイナンバーの１１ページの総務費の３項戸籍住民基本台帳で、マイナンバーのこ

となんですけども、臨時職員の４４万８千円という金額が出ているんですけども、これはどう

いうことをする臨時職員なのか。今、この補正に出るというのはどういう仕事をする職員なの

かというのが２点目ですね。 
 それから３点目ですけど１２ページの民生費児童福祉費の中で、１５節工事費ということで

旧西嶋保育所改修工事という、説明では今までの保育園のトイレを改修するということなんで

すけれども、これ当初に西嶋保育所遊具ほか撤去移転工事ということで盛ってあったんですけ

れども、なぜ今この時期にこの改修が、私はもう学童保育が始まっているのかなというふうに

思ったんですけれども、これがなぜ今ごろになって改修が補正で出てきたのかというのが１点

です。 
 あとはさっきのコマの跡地の、さっきの問題なんですけれども、１９区画で４区画しか売れ

ていないということで一体どうなるのかなということで心配していて、今度はあとの２つの区

画は私も店舗をやりたいという話も聞いているので、そういう対応ができたのはいいかなとい

うふうに思うんですけど、あとの１５区画ですよね。それをどういうふうに、待っていただけ

ではなかなか売れないし、どういうふうな対策をされているのかという、この４点についてお

聞きしたいと思います。 
〇議長（河井淳君） 

 税務課長。 
〇税務課長（村野浩人君） 

 課税免除につきましては、現在３社を行っております。金額にしまして約１，５００万円と

なっております。 
 以上です。 
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〇議長（河井淳君） 
 町民課長。 

〇町民課長（望月由香里君） 
 臨時職員のどのような仕事をするかということなんですけども、マイナンバーの通知カード

が不在等により返礼されてきます。そのカードの再送付、居住実態調査、また申請のサポート、

１月からは交付番号カードの交付事務、これを主にやっていただこうと思っています。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 子育て支援課長。 

〇子育て支援課長（佐野昌三君） 
 ３款２項１目１５節工事請負費ですけれども、たしかに西嶋の工事をお願いしてやったわけ

なんですけれども、そのときにトイレのことが検討できなかったということがあります。 
 それからもう１つ、西嶋保育所が２階建てになっているわけなんですが使う部分は１階だけ

ということもあって、２階のほうに上がらないような形の造作をすることも危険防止のために

必要ではないかなということで、その２点を今回お願いいたしました。よろしくお願いします。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 政策室長。 

〇政策室長（佐野文昭君） 
 宮の前団地宅地分譲という形で１９区画中４区画販売してあります。残り１５区画につきま

しての販売促進でございますが、すでに職員がチラシを作り身延はもとより南部町、六郷、市

川三郷町の団地のポストへチラシを入れさせていただいております。 
 なお宅建協会等も相談の上、身延町分のチラシを置いていただくということとこの大手の建

築業者さんも関わっていただこうということで今、チラシ等をお配りしていく中でやっていき

たいということでございます。 
 あと２、３、問い合わせが現在ありますが、まだちょっと進んでいないのが現状でございま

す。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 渡辺君。 

〇１１番議員（渡辺文子君） 
 先ほどの固定資産税は３社ということなんですけど、どういう業種でどういう、増築とかそ

ういう施設にかかることではないかなと思うんですけど、どういうようなことで２，５００万

円なのか、もうちょっと詳しく教えていただきたいと思います。 
 それからマイナンバーの臨時職員のことなんですけど、これからの臨時職員の費用というこ

となんですけども、一斉にカードを発行してそれに対応、例えば来ないとか、どう使ったらい

いのかとかそういう問い合わせっていっぱい来るんではないかなというふうに思うんですね。

そういうのに対応するのはきっと、ここの人たちだけではとても間に合わないと思うんですね。

そういう点でこの予算で足りるのかというのと、それからそういう個人情報を臨時職員に任せ

るということがプライバシーの保護の面からどうなのか。例えば問い合わせがあって番号を教
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えてしまったとかといったら個人情報の漏洩になってしまいますよね。そういう意味で本当に

臨時職員で対応できるのかというのを私、疑問だと思うんですね。そういう点の対策はきちん

とされて、この金額なのかというのをちょっと心配なのでお聞かせいただきたいと思います。 
 それから西嶋保育所なんですけれども、最初当初に遊具の撤去の工事に出すときに普通、こ

れは分かるんではないかなと思うんですね。１回というか、その中を見てどことどこがどうい

うものが必要なのかということをきちんと当初に、校庭の遊具の撤去だけではなくて、中に入

れば保育園だから小さいトイレしかないですよね。それを今度、学童の子どもたちが使うとなっ

たら６年生まで使うわけですから、ちゃんとしたトイレにしなければいけないなんて誰が考え

たって分かるではないですかね。なぜ今ごろこんなことを出してくるのか。そうすると学童保

育、和紙会館ですか、あそこで今まで本当に狭い中で子どもたち我慢していた、早く私、広々

としたところで学童保育をさせてあげたいと思っていて、もうできたと。予算見たら４カ月の

建物の賃借料が出ていましたね。そうすると４、５、６、７で７月までかかればもう８月ぐら

いから入れるのかなと思っていたんです。それがまたここで賃借料５万円だから５カ月ですよ

ね。まだ先にいくのかということで、本当にきちんとした予算を立てていないからこういう結

果になっているんではないかなというふうに私は思うので、そこのところは先ほどできなかっ

たとおっしゃったけど、なぜそういうことがきちんとできなかったというのをお聞きしたいと

思います。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 税務課長。 

〇税務課長（村野浩人君） 
 固定資産税の課税免除の関係なんですが、現在行っている企業につきましては３社とも製造

業でございます。 
 金額ですね。１社につきましては１千万円。もう１社につきましては３８０万円。もう１社

は１４０万円。この３社になります。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 町民課長。 

〇町民課長（望月由香里君） 
 臨時職員ですが１１月からとりあえず３月まで、臨時職員１名、パート職員１名分がこの予

算になっています。業務内容で住基システム等を操作することも考えられますので、この役場

の職員のＯＢ、窓口経験のある方をお願いしようと思っております。 
 今回のこのマイナンバーの関係で臨時職員を雇うということは、特に問題がないということ

で国のほうからは言われています。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 子育て支援課長。 

〇子育て支援課長（佐野昌三君） 
 議員さんのおっしゃるとおりでございます。対応をもう少し深く精査をして行うべきでござ

いました。大変申し訳ございませんでした。年内には移れるようにいたしますので、よろしく
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お願いします。 
〇議長（河井淳君） 

 ほかに質疑はありますか。 
 深澤君。 

〇１番議員（深澤勝君） 
 １１ページの２款総務費、４目企画費の１３節委託料について先ほど来、同僚議員が質問し

ているわけですけども、この委託料につきましては丸滝宮の前の団地をさらに拡張すると。こ

のための委託であるというふうに理解しておりますけども、すでに分譲地が１９区画造成して

分譲を始めているわけです。そのうちの４区画が販売済みだと。あと１５区画、残っているわ

けですから、これの販売見通しがあっての新たな計画なのか。それとも今なぜここに計画計上

したのか、そのへんをお聞かせください。 
 それから先ほど来、商売でなくて住居が専用だよと言っていますけれども今の１５区画分、

残っている部分を変更して、枠を外して販売に努めるべきだとこんなふうにも思います。 
 次に１２ページ、３款の民生費、２項の児童福祉費、３目、４目、５目、６目ですけどもこ

この賃金、それぞれ保育士の増に伴う賃金が増額されたというふうに説明されたと理解をして

いるわけですけども、この増額しなければならない根拠をお伺いしたいと思います。 
 それから最後ですね、１６ページ、１０款教育費、２項中学校費、１目学校管理費の１５節

工事請負費でございますけども身延中学校改修工事９６万２千円についてお伺いをいたします。 
 この９６万２千円の増額につきましては、すでに本体の工事請負契約が９，６８７万６千円

で工事請負契約を結んでいるわけですけども、予算との差金が生じまして１，５３１万５千円

の差金が生じております。これになお、９６万２千円を増額するということは今回の改良工事

がこの９６万２千円プラスされて１，６２７万７千円の工事になるのか、そのへんをお伺いし

たいと思います。 
〇議長（河井淳君） 

 政策室長。 
〇政策室長（佐野文昭君） 

 宮の前団地につきましては残り１５区画という形ですけども、今後鋭意努力して完売を目指

していきたいと考えています。 
 今回、計上させていただきました駐車場の跡地の場所ですが、現状はアスファルト舗装をさ

れていたままの状態ということで、コマショッピングセンターを町が買うときにどうしても土

地を交換してほしいというようなことがありまして、今の駐車場の跡地の一部分を交換してあ

ります。交換した土地や周囲の所有地の境界を定める必要が生じておりまして、すでに販売し

ている区画が完成したあと早急に着手をする予定でございましたが、今、売れている状況がこ

ういう状況でしたので、町としても二の足を踏んでおりましたが、併用住宅の建設ということ

で建てたいという方がいらっしゃいましたので現地を見ていただいた経過があります。やはり

駐車場が併用住宅となると駐車場がもっとほしいというようなことで、そのへんも今後も拡幅

に当たりましては相談しながらということになろうかと思います。 
 なお、今、既存の宅地分譲地の併用住宅の許可ということになりますが、あくまでも専用住

宅というのはお願いでございます。ここは身延の都市計画区域に指定されていまして近隣商業

地域ということでございますので、身延の駅前通りと同じような建物が可能でございます。し
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かし町としては住宅地でゆったりと生活をしていただきたいという願いから、お願いという形

での専用住宅ということでお願いしてあります。効力はありません。ただ県道沿い、バイパス

沿いについては河川区域に入っておりますので、建てるときに国交省のほうへ設計図等の提出

を求められ、国交省との合議が整ったところで進んでいくという形になりますので、町としま

してはできるだけ本当は売りたいんですけども、専用住宅で売っていきたいと考えています。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 子育て支援課長。 

〇子育て支援課長（佐野昌三君） 
 それでは３款２項３目からの町立保育所の中の７節賃金の今回の増額について、ご説明をい

たします。 
 新制度が４月から始まりました。この新制度によりまして必要保育士数の基準が変わってお

ります。従来の年齢別配置基準等の条件に加えまして、１つが保育標準時間認定を受けた子ど

もが利用する施設については１人加えること。それからそれらの条件とは別に１人の非常勤保

育士の配置が必要となりました。これによって４月１日現在の園児数で計算すると静川保育所

は５人、他の保育所は４人の保育士を必ず置かなければならないということになりました。こ

のために常勤の保育士が休暇を取ったときの補充員として、代替保育士を必ず置かなければな

らなくなりました。その代替保育士の賃金の必要額というものを見込んで、今回それぞれ増額

をさせていただきました。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 学校教育課長。 

〇学校教育課長（笠井喜孝君） 
 中学校の改修事業ですが２６年度要望時点の状況では、学校施設環境改善交付金という中の

メニューで大規模改造工事を要望をしておりました。２７年交付決定をいただく時点では学校

施設環境改善交付金、こちらは変わりませんがその中の細かいメニューの部分で学校統合に伴

う既存施設の改修工事ということで補助対象になる部分が拡大されました。２６年度要望時点

ですと内定とか決定をいただく前の工事の委託費、設計とか監理費等は補助対象外でありまし

たが、今回の決定をいただく中で委託費もすべて国庫補助対象で交付金をいただけることにな

りました。 
 補助率につきましても当初は３分の１で計上をしておりましたが、補助率も向上しまして

５５％の補助、なおかつ事務費も１％、６６万円交付をいただけるということであります。補

助対象事業費につきましても、先ほど委託費等が対象外だったということで補助対象事業費を

当初は１億円で見込んでおりました。それが委託費も対象になり、変更で補助対象事業費１億

２千万円、これに対する５５％の補助金、それから事務費の補助金ということで今回補正を計

上させていただきました。 
 それで委託費の１３節委託料の９６万１千円の減でありますが、まずこれが設計、それから

工事監理、これはもう執行しまして入札されました残りの額を減額いたしたところです。この

減額相当額を工事請負費として中学校改修工事のほうに端数、１千円は違いますが９６万２千

円を増額させていただいたところです。それで工事請負費につきましては執行済み額が９，
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６８７万６千円。これにつきまして当初予算では１億１，２００万円相当の工事請負費が計上

してありますので、先ほど議員さんがおっしゃったとおり残額１，６００万円ほどが残ってお

るわけなんですが、これにつきましては当初執行の折に図書室の書架、理科室の書架、棚等が

計上されておりません。これらを追加で行う。それから実際に工事を進めていく中で生徒が通

うのが今、グラウンドを通っている状況で雨等が降るとそこがぐちゃぐちゃになるということ

で鉄板等の敷設等も現在行っているところです。 
 それから廊下、床等を補修するわけなんですが、今回は塗装とかシートを張るという状況の

工事を発注したところなんですが、壁なども一部ちょっと欠落等がある部分があるということ

でそこらも一部補修をしたいと考えております。 
 いずれにしましても現在残っている工事請負費１，６２０万円ほどになりますが、これをす

べて使うということではなく、当初予定していた部分、それから当初計上できなかった部分の

改修等を今後行っていく予定であります。 
〇議長（河井淳君） 

 深澤君。 
〇１番議員（深澤勝君） 

 宮の前の宅地分譲でございますけれども、それぞれ町で専用住宅だよと、こういう規定をし

ているわけですけれども、それは当然しっかり守っていかなければいけないというものではな

いよと。一応そういうふうな方針ですよということですので、それをやっぱり販売促進するた

めには１５区画、２１％しかまだ販売されていないわけですから、それを販売するためにはそ

ういう商店もＯＫだよと。どんどん販売する、規制を緩和して取り組む必要があると思うんで

すが、ぜひその部分はそういう格好で進めていただきたいとお願いを申し上げます。 
 それと同時に私はなぜ今、この１５区画残っているのにさらに拡大して、果たして販売がで

きるのかどうか大変心配するところでございます。これを今しなくても、販売状況を見て計上

すべきだったなとこんなことを感じるところでございます。 
 それから保育士の部分についてはこれは３月、４月、６月、今回の９月の間にこういう制度

が決まってきたのか、その部分を１点お伺いしたいと思います。 
 それから学校の工事請負費ですけども今９６万２千円、補正すると工事請負費が１，６２７万

７千円、予算がそこにあるわけです。なぜ保留をしておかなければいけないのか。留保してお

かなければいけないのか。予算というのは使うことがあってはじめて計上する。私はこの部分

は一度減額して、必要に応じて予算計上しておくのが当たり前だと思うんですが、その留保し

なければいけないという、その手法がいいのかどうか、正しいのかどうか。そのへんをお聞か

せいただきたいと、こんなふうに思います。 
〇議長（河井淳君） 

 深澤君。 
〇１番議員（深澤勝君） 

 すみません。あと工事請負費、当初９，６８７万６千円。これは工事契約関係で議会の議決

をしているわけです。これが変更になるために当然、議会の議決が必要だと私は思っているん

ですが、そのへんも併せてお願いします。 
〇議長（河井淳君） 

 子育て支援課長。 
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〇子育て支援課長（佐野昌三君） 
 必要な保育士の基準が変わったのはということなんですけれども、４月１日に新制度が施行

されていますので、その時点では制度としては確立していると思います。ただ、その時点では

しっかりその制度自体を、変わったばかりでなかなか理解を、読み解くといいますか、そうい

うところができなかったという部分があります。また５月に指導監査がございまして、その時

点で県のほうから制度がこういうふうになっているので、基準を守ってくださいというような

こともございまして、その時点ではっきり分かったというようなところでございます。 
 以上でございます。 

〇議長（河井淳君） 
 学校教育課長。 

〇学校教育課長（笠井喜孝君） 
 中学校の改修事業の関係は当初予算で合計額１億２，１８６万８千円。これは委託料、それ

から工事請負費を合計した額なんですが計上をしております。先ほどの委託料の減額分を工事

請負費にまわす部分につきましては、委託料はすべて国庫補助対象ということでこれが額が確

定しました。工事請負費につきましては、先ほど言ったとおりこれからまだ増える部分等もあ

ります。当然、変更契約は議会の了承をいただく項目ですので、変更契約の額等が詰まってき

た段階で議会には上程させていただきますが、その工事請負費のうち１８６万８千円。これは

単独の工事費として計上がされております。これは補助対象の工事内容以外の部分、例えば先

ほど図書室の書架等ということでお話しましたが、本棚等についても移動が可能な部分は工事

として補助対象にならないと。壁に直付けとか床に固定したものは補助対象になりますが、移

動できるものは補助対象にならない。そういう部分の整備として単独の事業費も計上している

ところです。これらを含めまして、少しでも補助対象の工事は補助をいただいて工事をしたい

ということで委託料の差額分９６万円相当を工事請負費に移動をし、使う部分につきましては

今後、現場の状況をまた精査しながら金額は詰めていく。節を変えさせていただくとそういう

要望であります。 
〇議長（河井淳君） 

 深澤君。 
〇１番議員（深澤勝君） 

 私はその補助金がうんぬんということを言っているわけではありません。当初予算で工事請

負費１億２，９１９万１千円を計上して、議会の議決に要した契約金額が９，６８７万６千円

です。したがって１，５３１万５千円が予算にあるわけです。予算に計上されてあるわけです。

それになお９６万２千円を今回、追加補正したわけですから、これと合わせると１，６２７万

７千円が今回の追加補正で工事をすると。当然こういうふうに理解するのが当たり前ではない

ですか。それを１，５００万円ほど残しておいて、これから使う道があるからと。それはあま

りにも予算計上の仕方としては不適切だと、こんなふうに私は思います。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 ほかに質疑ありますか。 
 松浦君。 
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〇７番議員（松浦隆君） 
 大変遅くなって申し訳ないですが５点ほどお伺いします。 
 まず先ほど来、同僚議員が何人も質問していますけども議案第８４号の１１ページ、企画費

の委託料、１３節委託料の件ですが、これは丸滝の宮の前団地ということで、今度の区画は商

売も兼ねる、兼で大丈夫というような話だったんですが、まず第１点に聞きたかったのは一番

最初に柿島議員が質問したときに、住宅専用だからということでお断りした経緯がある。とこ

ろが先ほどのほかの議員の質問に対しては住宅兼用だけども柔軟に、政策室としてはそういう

ふうに決まっているけれども、もっと柔軟な形でやっていくという話でしたね。ところが柿島

議員の話だと断られたと。ということは、そこでまず矛盾が発生するんだろうと。 
 それと同時に今度の区画が旧道ですよね。旧道に面したところです。私がもし商売をやるん

であれば、バイパスに面したところで商売をやるんだったら分かるんですが、まさか１９区画

の中での商売なんていうのは、基本的には商売としては考えられないわけですよ。やはり交通

量の多いところで、通過車両も含めた中での商売というのは当然、商売をやろうという方は考

えるわけですね。そのへんが今まで１９区画の中で４区画決定したというだけの話であって、

そういう部分も大きく影響したんではないか。これからたしかにもっと柔軟にということなん

ですが、例えば商売をやろうとした方が国道沿いに面したところにやりたいということになっ

たら、当然、先ほどの話の中にありました景観の問題とかいろんな問題が出てくるでしょうけ

ども、駐車場も必要、大きく取りたいとか、その点も逆に柔軟にやればバイパス沿いの２区画

がいっぺんに出る可能性もあるではないですか。その点をやはり行政の感覚ではなくて商売や

ろうというそういう方が出たときになぜそういうことをしなかったのか。それから今後そうい

うことを実際に可能なのかどうなのか。それから今そういう話があったけれども旧道のほうで

どうだというんではなくて、やはり商売をやるからにはそっちのほうを望むと思うんですよ。

そういうことも含めてやっていただけるかどうかをまず１点目として伺いたいと思います。 
 それから２点目ですが１４ページの労働諸費ですね、このわんぱく広場のわんぱく丸解体で

すね。これは解体後、おそらく解体すれば更地になるんでしょうけど、そこの利用はどういう

ふうにするのか。その点ですね。 
 それと今度１５ページの住宅管理費の土木費、これ説明では工事請負費で町営住宅坂下団地

解体工事の件ですが、これは説明の中では２戸を解体するという話だったんですが、まだほか

にも解体、古くなった住宅があると思うんですが、今後２戸解体して、そのあとどういうふう

な形でもっていくのか。全戸が解体できたら新たに新築するとかなんかそういう計画までもあ

るのかどうか、その点を伺いたいと思います。 
 それから４点目ですが１６ページの教育費、学校管理費の中で工事請負費で中富中のプール、

駐車場用地返還に伴う土壌改良工事とありますね。ということは、この駐車場の用地をなくす

ということは、プールはそのまま残るんでしょうけども、そうすると駐車場なしのただプール

だけになるのか。それともそのプールに併設した別のところでの駐車場の確保ができているの

かどうか、その点も含めて伺いたいと思います。 
 それから最後の質問ですが１７ページ、公民館費で工事請負費がありますが旧北小跡地排水

路工事。この旧北小跡地というと、おそらく今の国道を上のほうに上ったところ、以前にどこ

かのお寺で借りていたというところだと思うんですが、借りていてたしか返したと思うんです

が、それがなぜ公民館で出てくるのか。そのへんがちょっと不思議なのでご説明いただきたい
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なと思います。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 政策室長。 

〇政策室長（佐野文昭君） 
 丸滝宮の前団地の関係でございます。まず住宅専用地域ということでお断りした理由でござ

いますが、先に１９区画の中へ建てたいということでご相談がありました。それでもって、こ

のところは専用住宅ということで売らせてもらっていますので申し訳ありませんですがという

ことでお断りをさせていただいた経過があります。そしてその後、町としましては反対側に駐

車場がありましたので、そこへならばどうかということでさせてもらったという経過でござい

ます。 
 なお、今後１９区画のところへ併用住宅をしたいというようなご質問でございますが、先ほ

ども触れさせていただきましたが法律上は近隣商業地域という形で縛っておりますので、

ちょっとこの縛りに対してあとから併用住宅という形で建てられても町としてはどうしようも

ないんですが、お願いということでおります。要するに近隣商業ですからなんでもいいですよ

となりますといろんな業種が入ってきます。それを今、すでに買った方もいらっしゃいますし、

できればコンビニとかそういうものだけではいいと思いますが、いろんな商売が考えられます

ので、これは駄目あれは駄目というような規制をすることができなくなります。ですから町の

当初の考えとしましては、専用住宅でゆったりと住んでいただきたいということで売りに出し

たということでございます。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（高野博邦君） 
 それでは生涯学習課関係、先ほど松浦議員のご質問、労働諸費委託料、わんぱく丸の解体に

かかる関係と、あと５点目の公民館の工事請負費にかかる関係２件お答えさせていただきます。 
 まずわんぱく丸ですが、これは設置が昭和６０年でありまして３０年経過で老朽化がかなり

進んでいて安全に提供できないということで今回、解体費を計上させていただきましたが跡地

につきましては解体後の土地、約９０平方メートルになるんですが、これにつきましては現時

点では具体的な活用方法は決まっておりません。今後どのような形で活用できるか検討してま

いりたいと思います。 
 あと１点の公民館、旧北小校庭の排水路工事でありますが、ここにつきましては場所は議員

おっしゃる場所であります。南松院の隣であります。当時、下山分館を建設するということを

検討していたときに、ここにつきましては公民館の建設予定地に挙げられておりました。用地

につきましてはもともと学校用地、町の土地であります。そこを学校解体後、その公民館の建

設用地として挙げられていた関係上、生涯学習課、公民館費でその後管理しております。利用

の状況につきましては地域住民の皆さんがそこでグラウンドゴルフをしたり、イベントをした

りするような形で利用されておりました。 
 今回、排水路を改良する予算を計上させていただいているんですが、これにつきまして平成

２４年度より地区からの要望がございまして降雨時、敷地内の雨水が隣地へ溢れて流れ出る。
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またその浸透水が石垣から出てくる。そうすると隣地のほうに、その雨水排水でご迷惑をお掛

けしてきたということになります。２４年度から経過を観察しまして昨年の９月議会でこの排

水路の改良につきましては、測量設計の委託費を議決いただきまして１１月から３月までその

業務を行ってきました。その結果が出ましたので、時期としては９月になったわけですが今回

の補正の計上ということになります。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 建設課長。 

〇建設課長（水上武正君） 
 建設課の１５ページの８款５項１目１５節工事費でありますが、今回２棟が空き家になりま

したので解体する工事費です。残りは９棟となります。先ほどの質問の中で全棟の取り壊しが

終わって更地になった場合の計画はないのかというご質問も、この坂下住宅の土地につきまし

てはすべて個人所有の土地でありまして借地をしているところであります。今後もし更地に

なった場合には、この土地については個人に返していきたいと考えております。 
 以上でございます。 

〇議長（河井淳君） 
 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（高野博邦君） 
 大変申し訳ありません。私、先ほどの説明の中で場所を南松院というふうにお答えしました

が正しくは本国寺の誤りでございました。お詫びして訂正させていただきます。 
〇議長（河井淳君） 

 学校教育課長。 
〇学校教育課長（笠井喜孝君） 

 工事請負費、中富中プール駐車場用地返還に伴う土壌改良工事でありますが旧静川小学校で

使っていたプールであります。閉校時に中学校でも使っておりましたので、そのまま駐車場の

用地もお借りするということで土地の所有者と契約をして、土地の賃貸借契約を結びまして年

間、借地料を払っていたところであります。来年４月の中学校の統合に向けまして中富中でプー

ルを使用しないということで農地の所有者にお返しをする。そのための土壌の入れ替え等の工

事であります。駐車場の確保ということですが、現状も土のままの駐車場としてお借りをして

いたんですがプールの敷地内で７、８台、１０台弱くらいは駐車が可能です。それからこの本

庁の駐車場、職員の駐車場からも徒歩で行ける範囲ですので今回、中学校のプールとして借り

ている部分はお返しをするための工事であります。 
〇議長（河井淳君） 

 松浦君。 
〇７番議員（松浦隆君） 

 まず企画費の丸滝の関係ですが、お願いという形で先ほどの答弁でありました。基本的には

先ほど僕、申し上げましたけども商売をやる方、当然、道路に面していないと商売できないで

すよ。奥のほうの旧道に面したところをいかがですか、１回お断りしたものを、そちらのほう

が出ますからいかかですかではなくて僕は商売する方に対してはやはり県道に面したところ、

そういう形で僕はやるべきだと思いますし、例えばいろんな業態が出てきて住宅地としてふさ
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わしくないということであれば、逆にその点を、業種を規制するというか指定するというか、

先ほど室長が話されていましたようにコンビニだとか、それから例えば美容師さんだとかそう

いうふうな基準なりなんなりを決めてしまえば逆にそういう２区画、３区画、そういう形で早

く処分できる可能性も大きいんではないですかね。その点をやはり考えてやっていただきたい

と思いますし、住宅に限るということ自体が僕はおかしいことだと思いますよ。逆にね。早く

処分をして、できるだけ早く多くの住民に定住してもらう。お店をやっているから定住しない

という形ではないと思います。兼用でやるんであれば。そのへんもちゃんと明記した中で基準

を設けてやるべきだと思います。 
 それからわんぱく広場のわんぱく丸の解体ですが、９０平方メートルあるということなんで

すが、あそこは観光の金山博物館等々あるわけですね。足湯もあります。ですから今後の利用

方法としては、それから橋ですか、メロディーブリッジですか、あれを渡っていってすぐのと

ころですし、なんか観光で目玉になるような形のほう、観光課とも相談していただきながら利

用できればいいなと思います。 
 それから町営住宅の坂下団地に関しては、１つだけちょっと聞きたいんですが残り９戸、今

２戸、解体すると。個人の借地ということで、これはもう全体に、全部が更地にならなければ

返せないということですよね。２戸だけあれだから返すなんてことはできないと思うんですが、

そのへんをちょっと聞きたいと思うんですが。 
 それから中富中のプールについては、了解いたしました。 
 旧北小の跡地の排水路、これはたしかにあそこは結構急なところで、僕が思ったのは本国寺

から借りていた土地の中での話だと思ったんです、これ。それはないということを再度確認さ

せていただければそれで結構です。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 建設課長。 

〇建設課長（水上武正君） 
 ただいまの質問ですけども、２棟壊して残り９棟となりますけども、宅地の境界は住宅を全

部潰さなければはっきりした境界が分からないものですから、すべてを壊して地籍測量を行い、

境界を決定してからお返ししたいと考えております。 
 以上であります。 

〇議長（河井淳君） 
 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（高野博邦君） 
 用地につきましては町有地でございます。 

〇７番議員（松浦隆君） 
 わんぱく丸は。 

〇議長（河井淳君） 
 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（高野博邦君） 
 ９０平方メートル、どのような形で使えるかということもあります。また観光的施設、下部

の受け入れの施設としても機能できるような形で、関係と協議しながら考えていきたいと思い
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ます。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 政策室長。 

〇政策室長（佐野文昭君） 
 今、言われましたとおり町としては今まで専用住宅ということで推し進めてまいりました。

今後につきましても十分検討する中で早く処分ができるようにしていきたいと思っています。 
〇議長（河井淳君） 

 ほかに質疑はありますか。 
 川口君。 

〇１０番議員（川口福三君） 
 １４ページの農業振興費の１３節委託料、獣害対策の集落の講習会業務として１５万円が計

上されています。過日の説明ですと八日市場の講習会だと。おそらく１カ所ではないと思うん

ですが、この内容説明。 
 それから第８款の１３節、先ほども同僚議員から質問がありました坂下住宅についてですが、

ここは廃墟同然の住宅だと思うんですが９戸あると。だけど町全体とすれば旧中富、下部地区、

身延地区、各町において町営住宅を造って老朽化して解体しなければならないというような住

宅が相当あると思うんです。全町でいわゆる廃墟、解体しなければならない住宅は何戸くらい

あるのか。 
 それからもう１点、先ほどの丸滝団地の件ですが住宅専用土地として分譲はしているんです

が、われわれが一番心配しているのはいつまで経ったら完売するのかということが一番心配な

んですよね。あまり制約をして結局、先ほども言うように店舗兼用で求めようとしたけども駄

目ですよと。これは果たして、これからあそこの土地の販売状況と、それから売れ残った場合

の、いわゆる投資した金額に対する金利計算をすれば莫大な金になるではないですか。そのへ

んをやはり政策室としても、今までは住宅専用として販売してきたけども、今後においてはや

はり販売促進の方法、またその緩和の方向に向かって、できるだけ早い段階に完売できるよう

な方向にもっていくことが必要であろうと。われわれもやはり議会としてあそこの分譲計画に

は、いわゆる本会議で決定してあれだけの分譲地が出たわけです。だけど出たからといって、

それで終わりではなくてやはり完売するのはどうしたらいいか。それはやはりお互いに知恵を

絞った中で、できるだけ早い段階に完売できるような方法、こういったことを検討する必要が

あると思います。その３点についてお伺いいたします。 
〇議長（河井淳君） 

 産業課長。 
〇産業課長（遠藤基君） 

 ご質問でございますけども６款１項３目の１３節委託料ということで、質問の最後の部分が

ちょっと聞き取れなかったので、もう一度お願いしてもよろしいでしょうか。業務内容をとい

うようなご質問だったでしょうか。ちょっと聞き取りができなかったので、すみません。 
〇議長（河井淳君） 

 川口君。 
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〇１０番議員（川口福三君） 
 この１５万円という金額は、１カ所のおそらく講習会ではないと思うんですよね。ですから

おそらく何カ所かの集落で２万円使ったか３万円使ったか知りませんが、講習会を開いている

と思うんですよ。それで講習会の内容を鳥獣害ではなくて獣害対策としての講習会ですから、

やはり講習内容、今、盛んにイノシシ、シカが出て農作物を荒らして困っているんですが、た

しかにこういう講習会を開いて、そういうふうな対策も必要だと思います。ですからその内容

等についてできればお伺いしたいと、このように思います。 
〇議長（河井淳君） 

 産業課長。 
〇産業課長（遠藤基君） 

 大変申し訳ありませんでした。今のご質問の件でございますけども獣害対策の集落講習会業

務の委託ということで、これは財政課長が説明したように１カ所、八日市場だけでございます。

１カ所で１５万円でございます。この業務の内容は獣害対策を専門に扱っている県内の業者に

お願いしようと思っているんでございますけども、まずその集落から要請がありまして、講習

会をしたいということで私どもこれを受けました。その中でこの集落の状況を、まず今の状況

を把握してこの業者が巡回したりとか調査をします。その中でこの地域の実態等を今度は講習

をしながらこういう状況であれば、こういう対策が必要だということを専門的に指導してくれ

ます。それに対する対策もしてくれます。その中で今度は２カ月後、３カ月後にその検証をす

るということを一連した流れでもってこれを受けてもらうということで、講習会とありますけ

ども１つのこの地域に合った獣害対策についての指導をしていただく、なおかつ検証していた

だくということの１つの業務としてお願いするものでございます。よろしくお願いします。 
〇議長（河井淳君） 

 建設課長。 
〇建設課長（水上武正君） 

 先ほどのご質問で今後、町営住宅で空き家が何棟あるかというご質問なんですけども、すみ

ません、現在、手元に資料がございませんのでのちほどご回答させていただきたいと思います。 
〇議長（河井淳君） 

 政策室長。 
〇政策室長（佐野文昭君） 

 やはり宅地分譲地につきましては早期の完売を目指しているわけでございます。今後議員の

皆さん等の意見をいただく中で、検討して速やかに売れるよう努力していきたいと思っており

ます。 
〇議長（河井淳君） 

 ほかに質疑ありませんか。 
 （ な し ） 
 ほかに質疑がないので、質疑なしと認めます。 
 以上をもって、議案第８４号から議案第８９号までの質疑を終わります。 
 すべての質疑が終了しました。 
 議事の途中ですが、ここで暫時休憩とします。 
 再開は１１時１５分とします。 
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休憩  午前１１時００分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開  午前１１時１５分 
〇議長（河井淳君） 

 休憩前に引き続き、議事を再開いたします。 
 総務課長より発言の申し出がありましたので、これを許可いたします。 
 総務課長。 

〇総務課長（樋川信君） 
 先ほど議案第８０号のところで特定個人情報条例のところなんですが、川口議員より個人情

報審査会についての内容をちょっと聞かれたんですが、これにつきましては審査会は委員５名

ということで組織しております。 
 なお、今まで開かれたことはないんですが、この審査会については申し立てがあった場合、

その都度開催するということで、このメンバーについては町長が任命して５名の方を、一般の

有識者を任命するということでございます。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 続いて建設課長からも発言の申し出がありましたので、これを許可いたします。 
 建設課長。 

〇建設課長（水上武正君） 
 先ほど川口議員から町営住宅の解体の件についてご質問がありました。お答えします。 
 今後、町内にある老朽化した町営住宅の解体の戸数なんですけども、おおむね約５１戸あり

ます。今後の予定ですけどもまだ居住されておりますので、県営住宅の空き状況や、町内では

空き家もあります。町営住宅のストック計画も踏まえながら計画していきたいと考えておりま

す。 
〇議長（河井淳君） 

 それでは議案第８４号から議案第８９号については、委員会付託を省略して討論・採決を行

います。 
 これにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、議案第８４号から議案第８９号については直ちに討論・採決を行います。 
 これから議案第８４号から議案第８９号までを一括して討論を行います。 
 討論ありませんか。 
 渡辺君。 

〇１１番議員（渡辺文子君） 
 議案第８４号 平成２７年度身延町一般会計補正予算（第３号）のうち歳出２款、総務費、

戸籍住民基本台帳費、マイナンバーカードに関わる予算について反対討論いたします。 
 個人の暮らしや医療情報にも個人番号を使った情報管理、情報連携の仕組みを広げていくも

のであり、より深刻なプライバシー侵害や犯罪を招く恐れを増加させるものであり、この制度

は中止すべきで賛成することはできません。 
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〇議長（河井淳君） 
 ほかに討論ありませんか。 
 野島君。 

〇１３番議員（野島俊博君） 
 それでは、私のほうからは賛成討論をさせていただきます。 
 自治体がしておかなければならない議題とは、これは１つは法律の施行に伴うやらなければ

ならない案件でございます。今回のマイナンバー制度導入にあたっては、自治体の場合も一部

の措置の対応などでは留まらなくなるのが明らかであり、これが私たちの全体的な対応が必要

となるための組織の見直しとともに制度の運用や業務からシステムに至るまでの流れを一元的

に統括する部署の設置などが求められることでございます。 
 そこでこの番号制度は、より公平な社会保障制度や税制の基盤として制度設計されています。

個人や世帯の状況などに応じて、真に手を差し伸べるべき者に給付を受給させるなど政府は番

号制度によって社会保障をこれまで以上にきめ細やかに、かつ的確に行うことを目指しており

ます。 
 同僚議員の反対討論はプライバシーの守り方についての疑問によるものと思いますが、これ

は当然のことではございますけども、本日の質疑におきまして対策が講じられていることが分

かりました。これらの対策を毎日の対策として庁内とことん詰めていただきまして、毎朝新風

を吹き込むことを励行いたしまして、この件につきまして賛成をいたします。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 ほかに討論はありますか。 
 芦澤君。 

〇６番議員（芦澤健拓君） 
 議案第８４号 平成２７年度身延町一般会計補正予算（第３号）について反対討論を行いま

す。 
 １０款教育費、３項中学校費、１目学校管理費についてですが委託料の９６万１千円。これ

は設計管理業務の入札差金だと聞いております。工事請負費に身延中学校改修工事として

９６万２千円が計上されておりますけども、先ほどの同僚議員と学校教育課長とのやり取りの

中で本来このような差金をそのまま工事請負費に入れるということ、それから工事請負費の

はっきりした目的がここには示されておりません。ただ単に身延中学校改修工事とありまして、

学校教育課長によりますと書棚の新設だとか床のどうのこうのとかということで、はっきりし

たものがまったくなくて、１千万円以上の残りがある工事費をこのようにまた増やして、それ

ではっきりした用途もなく、このように工事請負費、身延中学校改修工事として計上すること

は私は誤りだと思いますので反対いたします。 
〇議長（河井淳君） 

 ほかに討論ありませんか。 
 深澤君。 

〇１番議員（深澤勝君） 
 私も８４号の反対討論を行います。 
 ２款総務費、総務管理費、４目の企画費、１３節の委託料１６５万３千円でございますが私
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は宮の前の宅地分譲、これがまだ１５区画残っているわけですから、これの売却の方針が確立

された時点でこの拡張のための委託料を計上すべきだと。今の段階では早いだろうと、こんな

意味合いから反対をいたします。 
〇議長（河井淳君） 

 ほかに討論ありませんか。 
 （ な し ） 
 ほかに討論がないので、討論なしと認めます。 
 これで議案第８４号から議案第８９号までの討論を終わります。 
 これから議案第８４号 平成２７年度身延町一般会計補正予算（第３号）を採決します。 
 お諮りします。 
 本案は、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 多 数 ） 
 挙手多数であります。 
 よって、議案第８４号は原案のとおり可決することに決定しました。 
 これから議案第８５号 平成２７年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）を採

決します。 
 お諮りします。 
 本案は、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
 挙手全員であります。 
 よって、議案第８５号は原案のとおり可決することに決定しました。 
 これから議案第８６号 平成２７年度身延町介護保険特別会計補正予算（第２号）を採決し

ます。 
 お諮りします。 
 本案は、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
 挙手全員であります。 
 よって、議案第８６号は原案のとおり可決することに決定しました。 
 これから議案第８７号 平成２７年度身延町介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）

を採決します。 
 お諮りします。 
 本案は、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
 挙手全員であります。 
 よって、議案第８７号は原案のとおり可決することに決定しました。 
 これから議案第８８号 平成２７年度身延町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）を採

決します。 
 お諮りします。 
 本案は、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
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 挙手全員であります。 
 よって、議案第８８号は原案のとおり可決することに決定しました。 
 これから議案第８９号 平成２７年度身延町農業集落排水事業等特別会計補正予算（第１号）

を採決します。 
 お諮りします。 
 本案は、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
 挙手全員であります。 
 よって、議案第８９号は原案のとおり可決することに決定しました。 
 お諮りします。 
 お手元に配布しました議案付託表のとおり認定第１号は決算審査特別委員会に、議案第

８０号および議案第８１号、請願第４号は総務産業建設常任委員会に、議案第８２号および議

案第８３号、請願第３号、請願第５号および請願第６号は教育厚生常任委員会に付託したいと

思いますが、これにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、付託表のとおり各委員会に付託します。各委員会での審議をよろしくお願いします。 
 以上で、本日の日程はすべて終了しました。 
 これをもちまして、散会とします。 
 ご苦労さまでした。 

〇議会事務局長（中村京子君） 
 相互にあいさつを交わします。 
 ご起立願います。 
 相互に礼。 
 お疲れさまでした。 

散会 午前１１時２５分 
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開会 午前 ９時００分 
〇議会事務局長（中村京子君） 

 おはようございます。 
 相互にあいさつを交わします。 
 ご起立願います。 
 相互に礼。 
 （ あ い さ つ ） 
 ご着席ください。 

〇議長（河井淳君） 
 本日は大変ご苦労さまです。 
 それでは出席議員が定足数に達しておりますので、直ちに会議を開きます。 
 本日は、議事日程第４号により行います。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第１ 諸般の報告。 

 議案の審議に先立ちまして、諸般の報告をします。 
 本日の説明員として地方自治法第１２１条の規定に基づき、出席通知のありました者の職氏

名につきましては７日の会議で一覧表として配布したとおりです。 
 なお、本日は追加案件として人事案件２件、特別委員会設置に関する決議案１件、意見書案

１件が提案されています。 
 以上で諸般の報告を終わります。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第２ 委員長報告を行います。 

 認定第１号は決算審査特別委員会に付託しましたので、委員長の報告を求めます。 
 決算審査特別委員長、川口福三君。 

〇決算審査特別委員長（川口福三君） 
 平成２６年度予算に基づく決算につきまして、特別委員会で審査をいたしました結果につい

て報告いたします。 
 （以下、決算審査特別委員会報告書の朗読につき省略） 

〇議長（河井淳君） 
 以上で決算審査特別委員長の報告が終わりました。 
 次に委員長の報告に対する質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑なしと認めます。 
 以上で質疑を終わります。 
 川口委員長は自席にお戻りください。 
 引き続いて、委員長報告に対する討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 渡辺君。 
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〇１１番議員（渡辺文子君） 
 認定第１号 平成２６年度身延町一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定について反対討論

をいたします。 
 一般会計 
 平成２６年４月１日から消費税が５％から８％に増税されたことにより、生活用品だけでな

く公共料金の値上げの予算も計上され、町民の暮らしはますます苦しくなっています。消費税

は低所得者ほど負担が重く、経済的弱者を踏みつけにする不公平税制で増税には反対です。 
 公務員のボーナス削減もされる中で、総務費においては平成１９年度から町長の給料が特例

で１０％カットの６２万２千円になっていたものを元の６９万１千円に、教育費においても教

育長の給料の５％カットしていたものを元に戻し５１万７千円にしました。財政が厳しいと町

民の皆さまにもさまざまなところで我慢や無理をお願いしているのが現状ではないですか。

２６年度で戻すべきではないと思います。 
 民生費においては重度心身障害者医療費窓口無料制度の廃止で、安心して医療機関にかかれ

なくなり、本当に困っているという声を聞いています。子どもの場合、健常児は窓口無料なの

に障害を持つ子どもはいったんでも支払いをしなければならないのは差別で、保護者の皆さん

が憤るのは当然だと思います。国のペナルティに屈した県の方針でなく、住民の立場で特に困

難を抱えている障害を持つ方たちの立場で考えるべきです。 
 教育費においては、現在の４中７小を１中３小に統廃合する条例の可決による予算化がされ

ています。この広い身延町の中でこの１中３小はもともと無理があり、子どもたちや保護者の

負担が増えるのは目に見えています。そしてそれは学校を残してほしいと願う子どもたち、安

心して子どもを通わせることができる学校をという保護者の願い、地域に学校がありその子ど

もたちを地域みんなで育もうとしている地域住民の願いを踏みにじるものです。これまでさま

ざまな意見、不安や不満、そして保護者からの不同意が多く出されても教育委員会はまったく

聞く耳を持たず計画どおり進めると言い続けてきました。こんな強引なやり方で進めてきた統

廃合が子どもたちのためになるとは、いくら考えても思えません。 
 よって、この統廃合に関わる決算について反対いたします。 
 特別会計 
 介護保険特別会計決算認定について。 
 介護保険料は年金から天引きできない普通徴収の方の滞納で、昨年はなかった不納欠損が

１４人で７２万７，７１０円、中には１人で２０万円から３０万円の人もいると聞きました。

この方たちをはじめ保険料を払うのが困難な高齢者が、その人が必要なサービスを受けること

ができるでしょうか。多くの人は必要なサービスでなく、払えるだけのサービスになっている

ということです。さまざまな困難を抱える利用者や介護現場に視点を当てた見直しではなく保

健財政の事情を何より優先させた改革が高齢者や介護現場に混乱を引き起こしています。そん

な中で役場の担当をはじめ介護現場では本当に皆さん献身的に努力や工夫をされています。混

乱や戸惑いの中で知恵を出し合い頑張っています。国が進めているこのままの介護保険の制度

では安心して介護を受けることができませんし住み慣れた地域に住み続けることもできません。 
 後期高齢者医療特別会計決算認定について。 
 後期高齢者医療制度の保険料は診療報酬改定に併せて２年ごとに改正し一昨年に続き２６年

度も引き上げられました。年金が減らされる中で負担が増えることは賛成できません。そもそ
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も無年金の人をはじめ７５歳以上の全員から保険料を取り、改定ごとに保険料が上がっていく

仕組みなど、お年寄りいじめのこの制度そのものに反対です。 
〇議長（河井淳君） 

 ほかに討論はありませんか。 
 野島君。 

〇１３番議員（野島俊博君） 
 それでは私のほうから賛成の討論をいたします。 
 まず町長、教育長給与見直しの件でございますけども、これは２０１４年３月議会において

議決をいたしました。議決というのは大変重いものでございますので賛成といたします。 
 それと社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うための消費税等の一部

改正する等の法律の施行に伴う関係条例についてでございますけども、これも２０１４年の

３月議会で議決をいただいておりますので賛成といたします。 
 それから後期高齢者医療特別会計、介護保険特別会計についてでございますけども、これは

２０１４年の９月議会におきまして議決をなされておりますので議決の重さを感じて賛成とい

たします。 
 それから重度心身障害者医療関係でございますけども、これにつきましては２０１５年６月

議会におきまして議決がなされました。それと２０１５年３月議会におきましては、介護特別

会計条例の一部を改正する条例、後期高齢者医療費特別会計の件でございますけども、これも

議決がなされておりますので、すべてが予算の執行の決算でございますので賛成といたします。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 ほかに討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 ほかに討論がないので、これで討論を終わります。 
 これから認定第１号 平成２６年度身延町一般会計及び特別会計歳入歳出の決算認定につい

て採決します。 
 お諮りします。 
 認定第１号に対する委員長の報告は、認定とするものです。 
 委員長の報告のとおり認定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 多 数 ） 
 挙手多数であります。 
 よって、認定第１号は原案のとおり認定することに決定しました。 
 次に議案第８０号、議案第８１号および請願第４号は総務産業建設常任委員会に付託しまし

たので委員長の報告を求めます。 
 総務産業建設常任委員長、柿島良行君。 

〇総務産業建設常任委員長（柿島良行君） 
 総務産業建設常任委員会審査結果を報告いたします。 
 （以下、総務産業建設常任委員会報告書の朗読につき省略） 

〇議長（河井淳君） 
 以上で総務産業建設常任委員長の報告が終わりました。 
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 次に委員長の報告に対する質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑なしと認めます。 
 以上で質疑を終わります。 
 柿島委員長は自席にお戻りください。 
 引き続いて、委員長報告に対する討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 渡辺君。 

〇１１番議員（渡辺文子君） 
 議案第８０号 身延町特定個人情報保護条例の制定について反対討論いたします。 
 この条例はマイナンバー制度を分かりやすくするための条例です。マイナンバー制度は国民

一人ひとりに個人番号を付け、さまざまな機関や事務所などに散らばっている国民の個人情報

を個人番号によって名寄せ参照することを可能とすることで、行政などがそれらの個人情報を

活用しようとする制度です。 
 １つの番号で容易に国民一人ひとりの個人情報を結びつけて活用する番号制度は、それを活

用する側にとっては極めて効果的ツールであることは確かですが、それはひとたび流出したり、

悪用されたりすれば甚大なプライバシー侵害や、なりすましなどの犯罪などの危険性を飛躍的

に高めることも明白です。 
 昨日９月１３日付けの山日新聞には、全国の市町村に共同通信がアンケートした結果が報道

され、県内２７市町村の７割に当たる１９市町村が安全対策に不安を感じていることが分かり

ました。全国的にも６割の自治体がセキュリティー対策の進み具合に不安を感じていることも

報道され、不安を感じている県内の自治体の割合は全国を大きく上回ったということです。来

月には番号通知がされ始めますが本当に不安です。 
 この制度は、個人情報保有機関を結ぶＩＴインフラである情報連携システムを不可欠の構成

部分としていますが、そうした危険性への対処も意識して複雑なシステムを行ったため、初期

投資３千億円ともされる巨額なコストがかかるシステムともなっています。にもかかわらず、

その具体的なメリットも費用対効果も示されないまま、新たな国民負担が求め続けられます。

税や社会保障の分野では徴税強化や社会保障給付の削減の手段とされかねません。こんな問題

だらけのマイナンバー制度は中止すべきと考え、この条例に反対をいたします。 
〇議長（河井淳君） 

 ほかに討論はありませんか。 
 芦澤君。 

〇６番議員（芦澤健拓君） 
 請願第４号 中部横断自動車道（仮称）中富インターチェンジから国道３００号を結ぶ新設

道路を求める請願書に反対討論をいたします。 
 もとより私は道路の改修等、あるいは新設等の道路インフラに金をつぎ込むことに対しては

非常に必要なことである。特に峡南地方、特に身延町はそういう意味では大変遅れているとい

うふうに考えておりますので、そのこと自体に反対するわけではありません。 
 町長ご就任以来、道路橋梁維持費と道路新設改良費に２億円、あるいは３億円の資金をつぎ
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込んでおりますけども、やはり全体としての道路インフラはいまだに十分ではないというふう

に考えます。 
 このたび中部横断自動車道へ国道３００号とつなげるというこの請願に関しましては、私は

やはり道路については優先順位があると思います。私たち旧下部町の住民が３０年来の悲願と

して訴えてまいりました三沢・市之瀬バイパスはいまだに実現されておりません。下部町が新

身延町に合併したときの最後のと言いますか、下部町時代の最後の建設課長であり新身延町で

もやはり建設課長をされておりました伊藤守君がこのような立派な「一本の道 一人ひとりの

願い」という、こういう立派なパンフレットを作って素晴らしい訴えをしてきております。 
 新身延町の道路建設計画の中にもこの三沢・市之瀬バイパスは掲載されております。そうい

う中で市川三郷・身延線の県道９号は割石峠まで、割石トンネルまで順調に工事が進んでまい

りまして、いよいよこちらのほうに来る、そういう経過になっております。 
 ここで３０年来の悲願でありました三沢・市之瀬バイパスをぜひとも実現していただきたく

特に私の一般質問の中で町長は優先されるというふうにおっしゃっていたことを重く見まして、

私はこの下田原と市之瀬を結ぶ道よりも市之瀬と三沢を結んで非常に衰退してきております旧

下部をなんとか盛り上げてもらいたいというふうに考えております。 
 国道３００号とこの中富インターへの道を造りますと下部温泉はますます衰退してまいりま

す。おそらく国道３００号を下ってきて、そのままこちらの道路を使って中部横断自動車道、

あるいは国道５２号に乗り入れてしまう車のほうが多くなると、ますます下部に来る客は少な

くなります。せっかく下部温泉に大型バスをなんとかしよう、なんとか導入しようというふう

に考えている地元の皆さんの期待を裏切ることにもなります。この請願にあります中部横断自

動車道と国道３００号を結ぶという、そういう道よりもまず三沢・市之瀬間のバイパスを検討

していただきたい、推進していただきたいという願いをもってこの請願に対する反対討論とい

たします。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 ほかに討論はありませんか。 
 福與君。 

〇８番議員（福與三郎君） 
 私は賛成の立場から討論をさせていただきます。 
 中部横断自動車道、中富インターチェンジから国道３００号を結ぶ道路、新しい新設道路を

建設しようという請願でございますけども、私はぜひ実現をさせていただきたいというふうに

思っております。この道路ができることによりまして、下部地区の地域住民の利便性の向上は

大幅に拡大をされるものと思われます。それと同時に沿線の開発等も見込まれることができま

して地域の活性化、そしてまた地域の発展に大いに寄与するものと考えますし、観光振興にお

いてもこの道路ができることによりまして、先ほど来、下部の温泉がというお話が出てきまし

たけれども、私は逆に素晴らしい観光ルートが考えられてくると、こんなふうに思います。 
 いずれにいたしましても、議会のほうでもこの実現に向けて行政と一丸となって取り組んで

いく必要があるのではないかというふうに思いまして賛成討論といたします。 
〇議長（河井淳君） 

 ほかに討論はありませんか。 
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 川口君。 
〇１０番議員（川口福三君） 

 私も賛成の立場で討論いたします。 
 この市之瀬・下田原という道路計画ですが、これはもうすでに１６年前に旧町時代、旧下部

町、旧中富町でやはりこの地方の生活基盤道路としてぜひとも必要だなというような考えのも

とに一度計画をもった経緯があります。また峡南地方は特にこうした身近な生活道路基盤整備

が非常に遅れているというような中から今回、中部横断自動車道も仮称、中富インターが新設

されるというようなことになりまして、こうしたタイミングを逃しては実現できないというよ

うな考えもあります。ぜひともこの際、この市之瀬・下田原間の道路はこれからの町のいわゆ

る生活基盤道路の一環としても必要な道路だと。また先ほど反対討論がありました三沢･市之

瀬間、これは再度、議会としても今後こうした請願を通じて県のほうへお願いをするというよ

うな方向で、この国道３００号と下田原、インターを結ぶ道路については賛成といたします。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 ほかに討論ありませんか。 
 野島君。 

〇１３番議員（野島俊博君） 
 私のほうからは、議案第８０号につきまして賛成の立場で討論をいたします。 
 同僚議員の反対の内容はごもっともでありますけども、これは国の法律施行に伴い、やらな

ければならない事案でございます。今回のマイナンバー導入にあたって、自治体の場合も一部

の組織の対応などでは留まらなくなることはこれは明らかでございますが、本町の情報管理体

制が基本形システムであるマイナンバー、氏名、住所の基本情報、税情報、社会保障情報と情

報系システムでありますインターネットと分離させ、データ移動を厳重に管理するとのことで

ございます。残るはこれに携わる職員のモラルでございます。徹底して職員の教育と責任と権

限について、管理の徹底をお願い申し上げまして賛成といたします。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 ほかに討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 ほかに討論がないので、これで討論を終わります。 
 これから議案第８０号 身延町特定個人情報保護条例の制定について採決します。 
 お諮りします。 
 議案第８０号に対する委員長の報告は、可決とするものです。 
 委員長の報告のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 多 数 ） 
 挙手多数であります。 
 よって、議案第８０号は原案のとおり可決されました。 
 次に議案第８１号 身延町交通安全指導協力者災害見舞金支給条例の一部を改正する条例に

ついて採決します。 
 お諮りします。 
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 議案第８１号に対する委員長の報告は可決とするものです。 
 委員長の報告のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
 挙手全員であります。 
 よって、議案第８１号は原案のとおり可決されました。 
 次に総務産業建設常任委員会に付託しました請願第４号 中部横断自動車道（仮称）中富イ

ンターチェンジから国道３００号を結ぶ新設道路を求める請願書を採決します。 
 お諮りします。 
 請願第４号に対する委員長の報告は採択とするものです。 
 委員長の報告のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 多 数 ） 
 挙手多数であります。 
 よって、請願第４号は委員長の報告のとおり採択とすることに決定しました。 
 次に議案第８２号、議案第８３号、請願第３号、請願第５号および請願第６号は教育厚生常

任委員会に付託しましたので委員長の報告を求めます。 
 教育厚生常任委員長、芦澤健拓君。 

〇教育厚生常任委員長（芦澤健拓君） 
 教育厚生常任委員会の審査結果の報告をいたします。 
 （以下、教育厚生常任委員会報告書の朗読につき省略） 

〇議長（河井淳君） 
 以上で教育厚生常任委員長の報告が終わりました。 
 次に委員長の報告に対する質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑なしと認めます。 
 以上で質疑を終わります。 
 芦澤委員長は自席にお戻りください。 
 引き続いて、委員長報告に対する討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 渡辺君。 

〇１１番議員（渡辺文子君） 
 議案第８２号 身延町手数料条例の一部を改正する条例について反対討論いたします。 
 この条例はマイナンバー制度による個人番号の通知カード、個人番号カードの再交付にかか

る手数料の条例です。住民票を持つすべての国民に強制的に番号が付き、通知カードが送って

こられても多くの国民は理解できないのが現状ではないかと思います。個人番号カードは持ち

歩かなくてはならないので置き忘れや紛失の可能性は大きいと思います。個人の責任が問われ

るような事態で、不正利用などの被害が起こった場合でもこの再交付の手数料のように自己責

任としてしまうのではないかと心配です。制度自体に反対ですし、多くの不安があるこのマイ

ナンバー制度による条例に賛成できません。 
 請願第６号 請願不採択について反対討論いたします。 
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 子どもたちや保護者が通学について一番心配しているのが安全確保や通学時間の問題です。

学校が休みでない日にスクールバスの再度の運行実測をするように教育委員会に申し入れよ

うという請願。子どもたちがスクールバスの乗り降りをはじめ車内でも安全に通学できるかの

請願については子どもたちの安全確保のためには必要で、教育委員会がすると答えたからいい

という問題ではなく議会としてきちんと申し入れをすべきだと考えます。 
 議員の私たちや地域の住民が傍聴すらできない統合準備委員会のあり方は理解できません。

地域の住民が中学校統合準備委員会に参加するのは当然です。この請願は採択すべきと考え不

採択に反対いたします。 
〇議長（河井淳君） 

 ほかに討論はありませんか。 
 福與君。 

〇８番議員（福與三郎君） 
 請願第６号について賛成の立場で討論をいたします。 
 スクールバスの運行所要時間につきましては、教育委員会ではこれまでも試行運転等を行っ

てきております。そしてなお、これからも引き続き行いましてさまざまなパターンの中でしっ

かりしたデータ収集をしようというふうなことで、そしてそれに基づいて乗降場所、乗降人数、

さらには乗降時間を決めていくというふうに表明をしております。いずれ安全確保を重点に置

いた運行計画が示されるものと思いますけども、今の時点で何秒とか何十秒とかというふうな

請願はいかがなものかというふうに思います。 
 それから請願の３項目めですけども、地域住民が準備委員会に参加をしていないというお話

でございますけれども、準備委員会に地域住民の代表は参加をしておりますし、それに準備委

員会はすでに最終局面を迎えておりまして、今ここで新たに委員を選任して協議させるという

ことが協議会自体を、検討準備委員会自体を混乱に陥れるようなことになると思いまして私は

この請願に反対をいたしまして、委員長報告が反対でしたから賛成の立場で討論といたします。 
 以上です。 

〇議長（河井淳君） 
 ほかに討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 ほかに討論がないので、これで討論を終わります。 
 これから議案第８２号 身延町手数料条例の一部を改正する条例について採決します。 
 お諮りします。 
 議案第８２号に対する委員長の報告は、可決とするものです。 
 委員長の報告のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 多 数 ） 
 挙手多数であります。 
 よって、議案第８２号は原案のとおり可決されました。 
 次に議案第８３号 身延町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担額等に

関する条例の一部を改正する条例について採決します。 
 お諮りします。 
 議案第８３号に対する委員長の報告は、可決とするものです。 
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 委員長の報告のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
 挙手全員であります。 
 よって、議案第８３号は原案のとおり可決されました。 
 次に教育厚生常任委員会に付託しました請願第３号 ３０人以下学級実現、義務教育費国庫

負担制度拡充を図るための請願書を採決します。 
 お諮りします。 
 請願第３号に対する委員長の報告は、採択とするものです。 
 委員長の報告のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
 挙手全員であります。 
 よって、請願第３号は委員長の報告のとおり採択とすることに決定しました。 
 次に請願第５号 請願書を採決します。 
 お諮りします。 
 請願第５号に対する委員長の報告は、採択とするものです。 
 委員長の報告のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
 挙手全員であります。 
 よって、請願第５号は委員長の報告のとおり採択とすることに決定しました。 
 次に請願第６号 請願書を採決します。 
 お諮りします。 
 請願第６号に対する委員長の報告は、不採択とするものです。 
 委員長の報告のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 多 数 ） 
 挙手多数であります。 
 よって、請願第６号は委員長の報告のとおり不採択とすることに決定しました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第１２ 総務産業建設常任委員会の閉会中の継続調査申出書について 
   日程第１３ 教育厚生常任委員会の閉会中の継続調査申出書について 
   日程第１４ 議会運営委員会の閉会中の継続調査申出書について 
   日程第１５ 議会広報編集委員会の閉会中の継続調査申出書について 

 以上、委員会の閉会中の継続調査の件を議題とします。 
 総務産業建設常任委員長、教育厚生常任委員長、議会運営委員長、議会広報編集委員長から

会議規則第７５条の規定によりお手元に配布のとおり閉会中の継続調査の申し出がありました。 
 お諮りします。 
 各委員長からの申し出のとおり閉会中の継続調査とすることにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、各委員長からの申し出のとおり閉会中の継続調査とすることに決定しました。 
 お諮りします。 
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 本日、人事案件２件、特別委員会設置に関する決議案１件、意見書案１件が提出されていま

す。 
 この案件を本日の日程に追加し、審議することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、追加提出されました案件は本日の日程に追加することに決定しました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   追加日程第１ 同意第１１号 身延町教育委員会委員の任命についてを議題とします。 

 町長から本案について、提案理由の説明を求めます。 
 望月町長。 

〇町長（望月仁司君） 
 それでは追加提案案件について、申し上げます。 
 同意第１１号 身延町教育委員会委員の任命についてであります。 
 身延町教育委員会委員に下記の者を任命することについて、議会の同意を求めるものであり

ます。 
記 

 住  所 山梨県南巨摩郡身延町古関１３１番地 
 氏  名 若狹千春 
 生年月日 昭和５０年１月９日 
 平成２７年９月１４日 提出 

身延町長 望月仁司 
 提案理由 
 平成２７年１１月１８日に委員の任期が満了するので、その後任委員を任命する必要が生じ

た。ついては委員の任命にあたり、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の

規定により議会の同意が必要でございます。 
 これがこの議案を提出する理由でございます。よろしくお願いをいたします。 

〇議長（河井淳君） 
 以上で町長の提案理由の説明を終わります。 
 お諮りします。 
 この案件については、質疑・討論を省略して直ちに採決を行います。 
 ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって質疑・討論を省略して、同意第１１号を採決します。 
 本案は、原案のとおり同意することに賛成の諸君の起立を求めます。 
 （ 起 立 多 数 ） 
 起立多数であります。 
 よって、同意第１１号は原案のとおり同意することに決定しました。 
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  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   追加日程第２ 同意第１２号 身延町公平委員会委員の選任についてを議題とします。 

 町長から本案について、提案理由の説明を求めます。 
 望月町長。 

〇町長（望月仁司君） 
 追加案件について申し上げます。 
 同意第１２号 身延町公平委員会委員の選任についてであります。 
 身延町公平委員会委員に下記の者を選任することについて、議会の同意を求めるものでござ

います。 
記 

 住  所 山梨県南巨摩郡身延町釜額５２８番地 
 氏  名 赤池一博 
 生年月日 昭和２４年１月１日 
 平成２７年９月１４日 提出 

身延町長 望月仁司 
 提案理由を申し上げます。 
 平成２７年１１月１８日に委員の任期が満了するので、その後任委員を選任する必要が生じ

た。ついては委員の選任にあたり、地方公務員法第９条の２第２項の規定により議会の同意が

必要でございます。 
 これがこの議案を提出する理由であります。よろしくお願いをいたします。 

〇議長（河井淳君） 
 以上で町長の提案理由の説明を終わります。 
 お諮りします。 
 この案件については、質疑・討論を省略して直ちに採決を行います。 
 ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、質疑・討論を省略して同意第１２号を採決します。 
 本案は、原案のとおり同意することに賛成の諸君の起立を求めます。 
 （ 起 立 全 員 ） 
 起立全員であります。 
 よって、同意第１２号は原案のとおり同意することに決定しました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   追加日程第３ 発委第４号 身延町まちづくり検討特別委員会設置に関する決議について議題と

します。 
 提出者の説明を求めます。 
 福與三郎君。 

〇８番議員（福與三郎君） 
 それでは発委第４号を提出いたします。 
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 発委第４号 
 平成２７年９月１４日 
 身延町議会議長 河井淳殿 

提出者 
身延町議会運営委員会委員長 福與三郎 

 身延町まちづくり検討特別委員会の設置に関する決議 
 上記の議案を別紙のとおり地方自治法第１０９条第６項および第７項、ならびに会議規則第

１４条第３項の規定により提出をいたします。 
 提案理由でございますけれども急速な少子高齢化の進展に伴い、わが国の人口は減少を続け

ている。その中でも身延町は山梨県内で高齢化率が４番目に高く人口減少、超高齢化とそれに

伴う町の活力低下への対策は喫緊の課題である。 
 そのような中、国では平成２６年にまち・ひと・しごと創生法を制定し地方自治体へ地方版

総合戦略の策定を求めております。本町においても平成２７年中の策定を目指して取り組んで

いるところでございます。策定にあたっては、地方議会の積極的な関与が求められております

けれども、身延町議会においては総合戦略だけではなく、まちづくり全般に対し積極的な関与

が求められております。 
 こうしたことから本町におけるまちづくりに関する調査・検討を行うため、特別委員会を設

置するためのこの議案を提出するものであります。 
 身延町まちづくり検討特別委員会の設置に関する決議 
 次のとおり身延町まちづくり検討特別委員会を設置するものとする。 

記 
 １．名   称 身延町まちづくり検討特別委員会 
 ２．設置の根拠 地方自治法第１０９条および身延町議会委員会条例第５条 
 ３．目   的 （１）町の活性化に関する調査・検討 
         （２）少子高齢化対策に関する調査・検討 
         （３）総合戦略に関する調査・検討 
 委員の定数は１４人であります。 
 以上、提出をいたします。 

〇議長（河井淳君） 
 この議題については、質疑・討論を省略したいと思いますがご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、発委第４号については質疑・討論を省略します。 
 次に発委第４号 身延町まちづくり検討特別委員会設置に関する決議について採決します。 
 本案は原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
 挙手全員であります。 
 よって、発委第４号は原案のとおり可決されました。 
 ここで委員名簿を配布します。 
 （名簿・配布） 
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 お諮りします。 
 ただいま、設置された身延町まちづくり検討特別委員会委員の選任につきましては、委員会

条例第７条第３項の規定によって、お手元に配布した名簿のとおり指名したいと思います。 
 これにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、身延町まちづくり検討特別委員会の委員は名簿のとおり決定しました。 
 なお、身延町まちづくり検討特別委員会の委員は正副委員長の互選を行いますので議員控え

室にご参集ください。 
 ここで暫時休憩とします。 
 再開は１０時１０分とします。 

休憩  午前１０時００分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開  午前１０時１０分 
〇議長（河井淳君） 

 休憩前に引き続き、議事を再開します。 
 身延町まちづくり検討特別委員会の正副委員長が互選により決まりましたので、議長から報

告します。 
 身延町まちづくり検討特別委員会委員長に柿島良行君、副委員長に深澤勝君が互選されまし

た。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   追加日程第４ 発議第１号 ３０人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度拡充を図るための意

見書（案）についてを議題とします。 
 提出者の説明を求めます。 
 福與三郎君。 

〇８番議員（福與三郎君） 
 それでは発議第１号を提出いたします。 
 発議第１号 
 平成２７年９月１４日 
 身延町議会議長 河井淳殿 

提出者 
身延町議会議員 福與三郎 
賛成者 
身延町議会議員 芦澤健拓 
   〃    深澤 勝 

 ３０人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度拡充を図るための意見書（案）でございます。 
 上記の議案を別紙のとおり、会議規則第１４条第１項および第２項の規定により提出をいた

します。 
 提案理由でございますけれども義務教育の教育環境を整備するため少人数学級の推進、義務

教育費国庫負担制度の堅持と国庫負担割合の見直し、教育格差を解消するために教育予算の拡
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充を図ること等の意見書を政府関係機関に対し提出する。 
 これが提案する理由でございます。 
 意見書（案）につきましては、前段のほうは省略をさせていただきます。 

記 
 １．少人数学級を推進すること。具体的学級規模はＯＥＣＤ諸国並みの豊かな教育環境を整

備するため３０人以下学級とすること。 
 １．教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、義務教育費国庫負担制度の堅持とともに

国庫負担割合を２分の１に復元すること。 
 １．教育条件の格差解消を図るため、地方交付税を含む国における教育予算を拡充すること。 
 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 
 提出先でございますけれども内閣総理大臣、内閣官房長官、文部科学大臣、財務大臣、総務

大臣でございます。 
 以上でございます。よろしくお願いを申し上げます。 

〇議長（河井淳君） 
 以上で提出者の説明を終わります。 
 これから発議第１号の質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑なしと認めます。 
 以上をもって、発議第１号の質疑を終わります。 
 福與三郎君は自席にお戻りください。 
 これから発議第１号の討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論がないので、討論なしと認めます。 
 これで討論を終わります。 
 これから発議第１号 ３０人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度拡充を図るための意見

書（案）について採決します。 
 お諮りします。 
 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
 挙手全員であります。 
 よって、発議第１号は原案のとおり可決されました。 
 以上をもちまして、本定例会に付議されました案件はすべて議了しました。 
 ここで町長からあいさつの申し出がありましたので、これを許します。 
 望月町長。 

〇町長（望月仁司君） 
 お疲れさまでございました。 
 平成２７年身延町議会第３回定例会の閉会にあたり、一言お礼のあいさつをさせていただき

ます。 
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 ご案内のとおり本定例会は去る９月３日に開会をされ、今日までの１２日間、河井議長のも

と私どもが提案いたしました１４件の議案につきまして真摯にご審議をいただきご認定、ご承

認、ご可決、ご同意をいただく中で閉会を迎えることができました。議員の皆さんのご協力に

対し、敬意と御礼を申し上げたいと存じます。 
 本議会で議決をいただきました平成２７年度補正予算の執行につきましては、職員ともども

知恵を出し合って最善を尽くしてまいりますので、よろしくお願いをいたしたいと思います。 
 それから先ほどは議員の皆さん全員が委員になっていただいて身延町まちづくり検討特別

委員会が結成をされました。私どもの町の執行部と議員の皆さんが本当に一つになって良い身

延町をつくっていく、こういう話し合いの機会が深まっていく、こういうことだろうと思いま

して本当に心から感謝を申し上げたいと思います。 
 特に議員の皆さまにつきましては、今まで以上に厳しいご指導をいただければありがたいな

と、こういうように思うところでございます。 
 今まさに季節の変わり目でございます。健康には十分ご留意をいただく中で住民福祉のため

にますますのご活躍をいただけますことをお願い申し上げまして、甚だ簡単ですけれども閉会

のあいさつとさせていただきます。ありがとうございました。 
〇議長（河井淳君） 

 町長のあいさつが終わりました。 
 会議規則第７条の規定によって閉会したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、本定例会はこれで閉会することに決定しました。 
 会期１２日間、議員各位には慎重に審議をしていただき、無事閉会を迎えることができまし

たことに深く感謝申し上げます。 
 本定例会において、議会として身延町まちづくり検討特別委員会を設置しました。今後まち

づくりについて議員自ら研鑽を積み多くの課題を検討し取り組んでまいりたいと思っており

ます。身延町を愛する気持ち、身延町の将来を考える気持ちは全町民が同じであると考えてお

ります。 
 「住んでよし 訪ねてもよし おらが身延（まち）」を全国に誇れる町にするため、議会と

町が同じ目標に向かって進んでまいりたいと思っております。 
 町長をはじめ執行部の皆さまには、今後も町の活性化を推進するためにご協力を賜りますよ

うお願い申し上げ、平成２７年第３回身延町議会定例会を閉会とします。 
 大変ご苦労さまでした。 

〇議会事務局長（中村京子君） 
 相互にあいさつを交わします。 
 ご起立願います。 
 相互に礼。 
 お疲れさまでした。 

閉会 午前１０時２０分 
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上記会議の経過は、委託先（株）東洋インターフェイス代表取締役薬袋東洋 
男が録音テープから要約し、議会事務局長中村京子が校正したものであるが、 
その内容に相違ないことを証するため、議長により署名する。 
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